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2
0
1
9
年
度
文
部
科
学
省　

機
構
・
定
員
の
概
要

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
総
務
課

文
部
科
学
省
は
、
我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
教
育

や
科
学
技
術
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
重
要
施
策
を
所
掌
し
て
い

ま
す
。

2
0
1
9
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
に
、
後
述
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
強
化
や
必
要
な
定
員

の
措
置
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
2
0
2
0
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
る
高
等
教
育
の
無
償
化

を
実
施
す
る
た
め
、
高
等
教
育
局
学
生
・
留
学
生
課
に
企
画
官
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
公
文
書
監
理
に
係
る
実
効
的
な
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
大
臣
官
房
に
公
文
書
監
理
官
を
新
設

し
ま
す
。
ま
た
、
政
府
全
体
の
取
組
と
し
て
、
新
た
に
障
害
者
雇

用
を
推
進
す
る
た
め
の
定
員
を
措
置
し
ま
す
。

教
育
関
係

•
高
等
教
育
無
償
化
に
向
け
た
企
画
官
の
新
設

•�

教
育
分
野
の
E
B
P
M
推
進
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
活
用
の
推

進
及
び
提
供
体
制
の
戦
略
的
整
備
に
伴
う
増

•�

専
修
学
校
に
お
け
る
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
に

対
応
す
る
体
制
の
強
化
に
伴
う
増

•
幼
児
教
育
無
償
化
に
係
る
体
制
の
強
化
に
伴
う
増

科
学
技
術
関
係

•
次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進
の
た
め
の
体
制
構
築
に
伴
う
増

•�

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）達
成
に
係
る
体
制
構
築
に
伴
う
増

•�

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進
体
制
の
整
備

に
伴
う
増

•�

第
3
回
北
極
科
学
大
臣
会
合（
A
S
M
3
）に
対
応
す
る
た
め

の
体
制
整
備
に
伴
う
増

ス
ポ
ー
ツ
関
係

•�

ス
ポ
ー
ツ
界
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
の
た
め
の
体
制
整
備

に
伴
う
増

•�

運
動
部
活
動
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
強
化
に
伴
う
増

文
化
関
係

•�「
特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る
興
行
入
場

券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」制
定
に
係
る
体
制

整
備
に
伴
う
増

復
興
・
防
災
関
係

•�

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
関
す
る
体
制
強
化
に
伴
う
増

そ
の
他

•�

公
文
書
監
理
官
の
新
設

•�

文
部
科
学
省
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
強
化
に
伴
う
増

•�

新
た
な
障
害
者
雇
用
の
推
進
の
た
め
の
増

【
参
考
】

○
過
去
3
年
間
の
文
部
科
学
省
定
員
の
推
移

2
0
1
7
年
度
末	

2
1
1
6
人

2
0
1
8
年
度
末	

2
1
2
6
人

2
0
1
9
年
度
末	

2
1
3
3
人

文教・科学技術施策の
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2
0
1
9
年
度
文
部
科
学
関
係
予
算
の
概
要文部

科
学
省
大
臣
官
房
会
計
課

2
0
1
9
年
度
文
部
科
学
関
係
予
算

2
0
1
9
年
度
文
部
科
学
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
教

育
再
生
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

振
興
に
よ
り
、「
人
づ
く
り
革
命
」を
断
行
し
、「
生
産
性

革
命
」を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
と
し
て
、
総
額
5
兆
5
，

2
8
7
億
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
度

予
算
と
比
較
す
る
と
2
，3
4
9
億
円
の
大
幅
な
増
額（
4
・

4
％
増
）と
な
っ
て
お
り
、
文
部
科
学
行
政
を
推
進
す
る
に

当
た
っ
て
必
要
な
予
算
を
確
保
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て

我
が
国
が
持
続
的
に
成
長
・
発
展
す
る
に
は
、
一
人
一
人

の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
し
、
多
様
な
個
性
を

伸
ば
す
教
育
が
不
可
欠
で
す
。
2
0
1
9
年
度
文
教
関
係

予
算（
い
わ
ゆ
る
教
育
分
野
）に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
2
、

0
9
3
億
円
増（
5
・
2
％
増
）の
4
兆
2
，3
4
8
億
円
の

予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
の
整
備

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
た
め
の
指
導
運
営
体
制
の
構
築

教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

や
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
対
応
す
る
た
め
、
小

学
校
専
科
指
導
の
充
実
や
共
同
学
校
事
務
体
制
の
強
化
な

ど
、
1
，4
5
6
人
の
定
数
改
善
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
教
師
が
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に
注

力
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充（
3
，6
0
0
人（
対

前
年
度
6
0
0
人
増
））や
、
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指

導
員
の
配
置
拡
充（
9
，0
0
0
人（
対
前
年
度
4
，5
0
0

人
増
））を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
の
業
務
改
善
に
向

け
て
、
業
務
改
善
の
取
組
を
加
速
す
る
た
め
の
実
践
研
究
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

国
立
大
学
改
革
の
推
進

国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
教
育
研
究

力
の
基
盤
で
あ
る
運
営
費
交
付
金
を
確
保（
1
兆
9
7
1
億

円（
前
年
同
））し
つ
つ
、
新
し
い
評
価
・
資
源
配
分
の
仕
組

み
の
導
入
を
通
じ
て
、
評
価
の
わ
か
り
や
す
さ
や
透
明
性
の

向
上
、
各
大
学
の
主
体
的
な
取
組
の
推
進
、
教
育
研
究
の
安

定
性
・
継
続
性
へ
の
配
慮
の
も
と
で
の
改
革
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
挑
戦
す
る
国
立
大
学
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
大
学
間
連
携
や
産
学
連
携
の
推
進
等
に
よ
る
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究

の
展
開
を
進
め
る
、
学
長
の
経
営
改
革
構
想
の
実
現
の
加
速

を
支
援
す
る
た
め
、
国
立
大
学
経
営
改
革
促
進
事
業
と
し
て

45
億
円（
対
前
年
度
5
億
円
増
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
等
改
革
の
推
進
等

私
学
助
成
関
係
で
は
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
つ
い

て
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
も
含
め
た
客
観
的
指
標
を
活
用
し
た

メ
リ
ハ
リ
あ
る
資
金
配
分
に
よ
り
、
教
育
の
質
の
向
上
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
運
営
に
不
可
欠
な
教
育
研
究

に
係
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
各

大
学
の
役
割
や
特
色
・
強
み
の
明
確
化
に
向
け
た
改
革
に
全

学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点
的
に
支
援
し
ま

す
。私

立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高
等
学
校
等
の
基
盤
的
経
費
へ
の
助

成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
私
立
高
等
学
校
等
の
特
色
あ

る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
の
推
進

学
校
施
設
は
、
我
が
国
の
将
来
を
担
う
児
童
生
徒
等
の
学

習
・
生
活
の
場
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
所

と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
極
め
て
重
要
な
施
設
で
す
。
近
年
多

発
し
て
い
る
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災

に
万
全
を
期
す
た
め
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強き
ょ
う
じ
ん靱

化
の
た

め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」（
2
0
1
8
年
12
月
14
日
閣
議
決

定
）と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

学
校
施
設
の
強
靱
化
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
耐
震
化
や

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、
防
災
機
能
強
化
な
ど
を
推
進
し

ま
す
。

夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
力
の
育
成

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
と
学
校
安
全
等
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
な
ど
、
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学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
多
様
な
取
組
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
全
体
で
地
域
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
一
億
総
活
躍
社
会
や
地

方
創
生
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
種
・
地
域
特
性

に
応
じ
た
地
域
全
体
で
の
学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

2
0
2
0
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
を
踏

ま
え
、「
情
報
活
用
能
力
」の
育
成
、
特
に
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
円
滑
な
実
施
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

生
徒
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
英
語
指
導
力
の
向
上
を
は
じ

め
と
し
て
、
小
中
高
等
学
校
を
通
じ
た
外
国
語
教
育
の
強
化

の
た
め
の
取
組
を
総
合
的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、「
特
別
の
教
科�

道
徳
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

道
徳
教
育
に
つ
い
て
、「
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
」の
充
実
を

は
じ
め
と
し
て
、
抜
本
的
改
善
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

い
じ
め
・
不
登
校
対
応
等
の
推
進

い
じ
め
対
策
や
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
全
公
立
小
中
学
校
へ
の
配
置（
2
7�

，5
0
0

校（
対
前
年
度
8
0
0
校
増
））、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
全
中
学
校
区
へ
の
配
置（
1
0�

，0
0
0
人（
対
前
年

度
2�

，5
0
0
人
増
））な
ど
、
学
校
に
お
け
る
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
を
含
め
、
様
々

な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
S
N
S
等
を
活
用
し

た
相
談
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

高
大
接
続
改
革
の
推
進

変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
が
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る
力
を
育
成
す
る
た
め
、
2
0
2
0
年
度
か
ら

始
ま
る「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」や「
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
」の
実
施
等
、
高
等
学
校
教
育
改
革
、
大
学

教
育
改
革
、
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
を
一
体
的
に
推
進
し
ま

す
。社

会
の
持
続
的
な
発
展
を
け
ん
引
す
る
た
め
の

多
様
な
力
の
育
成

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保
・

充
実在

外
教
育
施
設
で
学
ぶ
児
童
生
徒
が
増
加
す
る
中
、
国
内

と
同
様
の
教
育
を
行
う
た
め
に
派
遣
教
師
数
を
拡
充（
1�

，

2
9
9
人（
対
前
年
度
25
人
増
））す
る
と
と
も
に
、
高
度
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
拠
点
と
し
て
の
日
本
人
学
校
等
の
教
育

機
能
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
日
本
語
を
学

ぶ
優
秀
な
高
校
生
を
日
本
全
国
の
高
校
に
招
へ
い
す
る
と
と

も
に
、
地
方
公
共
団
体
や
学
校
、
民
間
団
体
等
が
実
施
す
る

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
、
高

校
生
の
国
際
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

世
界
の
学
術
研
究
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る
セ

ク
タ
ー
を
け
ん
引
す
る
卓
越
し
た
博
士
人
材（「
知
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」）の
養
成
像
を
明
確
に
設
定
し
た
上
で
、

そ
の
育
成
に
必
要
と
な
る
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
力

を
結
集
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
各

大
学
に
お
い
て
大
学
院
教
育
全
体
の
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
社
会
人
の
学
び
直
し
の
総
合
的
な
充
実

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
社
会
人
の
学
び
直
し
の
抜
本
的
拡
充

を
図
る
た
め
、
大
学
や
専
修
学
校
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
促
進
、
産
学
連
携
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
女
性
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
再
就
職
支
援
を
一

体
的
に
行
う
仕
組
み
づ
く
り
、
社
会
人
の
学
び
の
情
報
ア
ク

セ
ス
の
改
善
、
放
送
大
学
の
実
務
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
充
実

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
プ
ラ
ン

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

等
も
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、
学
校
卒
業
後
も
含
め
た
そ
の
一

生
を
通
じ
て
、
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
で
き
る
環
境
を
整

え
、
地
域
の
一
員
と
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ
て
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
等

の
様
々
な
機
会
に
親
し
む
た
め
の
関
係
施
策
を
横
断
的
か
つ

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
の
た
め
の
看
護
師
配
置
に
つ
い
て
は
拡
充（
1�

，8
0
0

人（
対
前
年
度
3
0
0
人
増
））を
図
り
ま
す
。

誰
も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

教
育
費
の
負
担
軽
減

幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
質
の
高
い
教
育
を
提

供
す
る
た
め
、
2
0
1
9
年
10
月
か
ら
全
面
的
な
無
償
化
措

置
を
実
施
し
、
幼
児
教
育
無
償
化
を
一
気
に
加
速
し
ま
す
。
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ま
た
、
高
校
生
等
へ
の
修
学
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
大
学
生
等
へ
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
着
実
な
実
施

や
、
無
利
子
奨
学
金
の
希
望
者
全
員
に
対
す
る
貸
与
の
着
実

な
実
施
な
ど
、
各
教
育
段
階
の
負
担
軽
減
に
よ
り
学
び
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

日
本
語
教
育
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

我
が
国
に
お
け
る
深
刻
な
人
手
不
足
を
踏
ま
え
、
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
就
労
を
目

的
と
し
た
在
留
資
格
と
し
て「
特
定
技
能
」が
創
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
外
国
人
の
受
入
れ
拡
大
に
向
け
て
、

地
域
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
や
、

日
本
語
教
室
空
白
地
域
解
消
の
推
進
、
学
校
に
お
け
る
日
本

語
指
導
体
制
の
整
備
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
の
予
算
と
し

て
、
総
額
14
億
円（
対
前
年
度
9
億
円
増
）を
確
保
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
外
国
人
が
日
本
社
会
の
一
員
と
し
て

円
滑
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
外
国
人
と
の
共
生
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
日
本
語
教
育
・
外
国
人
児
童
生
徒
等

に
向
け
た
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

S
ociety

 5
.0

 

に
向
け
た
人
材
育
成

「Society�5.0�

に
向
け
た
人
材
育
成
〜
社
会
が
変
わ
る
、

学
び
が
変
わ
る
〜
」（
2
0
1
8
年
6
月
5
日
）に
お
い
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
方
向
性
に
基
づ
く
施
策
を
実
施
し
ま

す
。具

体
的
に
は
、「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」の

実
現
に
向
け
て
学
校
教
育
に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き

る
、
教
師
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
先
端
技
術
の
導
入

に
関
す
る
実
証
研
究
や
、
国
内
外
の
大
学
、
企
業
、
国
際
機

関
等
が
協
働
し
て
高
校
生
へ
よ
り
高
度
な
学
び
を
提
供
す
る

仕
組
み
の
構
築
、
地
域
課
題
の
解
決
等
探
究
的
な
学
び
を
実

現
す
る
取
組
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、Society�5.0�

と
い

う
新
た
な
時
代
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
予
算
に
つ
い
て

全
て
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」、「
み
る
」、「
さ
さ

え
る
」機
会
の
確
保
や
、
国
民
に
誇
り
と
喜
び
、
夢
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・
強
化
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
立
国
の
実
現
を
目
指
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
た
め
の
予
算
と
し
て
、
対
前
年
度
10
億
円
増（
3
・
1
％

増
）の
3
5
0
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
、
2
0
1
9
年
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
等
に
向
け
た
準
備
と
し

て
は
、
各
競
技
団
体
が
行
う
日
常
的
・
継
続
的
な
強
化
活
動

等
へ
の
支
援
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

整
備
、
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
活
動
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
2
0
1
9
年
３
月
１
日
に
設
立
し
た
大
学
ス

ポ
ー
ツ
協
会（
U
N
I
V
A
S
）の
活
動
へ
の
支
援
、
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
体
制
整
備
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

文
化
芸
術
関
係
予
算
に
つ
い
て

文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
文
化
資
源
の“
磨
き

上
げ
”に
よ
る
好
循
環
の
創
出
や
、
文
化
芸
術
の
創
造
・
発

展
と
人
材
育
成
、
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
・

活
用
の
推
進
な
ど
に
必
要
な
予
算
と
し
て
、
対
前
年
度
85
億

円
増（
7
・
8
％
増
）の
1�

，1
6
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。こ

の
中
に
は
、
2
0
1
9
年
1
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
国
際
観
光
旅
客
税
財
源
を
充
当
す
る
事
業
も
含
め
て
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
博
を
契
機
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
拡
充
や
、
文
化
財
に
対
す
る
多
言
語
解
説
の
整
備
を
は
じ

め
と
し
て
、
文
化
資
源
を
活
用
し
た
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

科
学
技
術
予
算
に
つ
い
て

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
未
来
の
大
き

な
社
会
変
革
や
生
産
性
革
命
に
対
応
し
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会

（Society�5.0

）を
実
現
す
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
研
究
力
向
上
に
向
け
た
研
究
開
発
、
人

材
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
国
家
戦
略
上
、
重
要
な
技
術
の

研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
2
0
1
9
年
度
科
学
技
術
予
算
に
つ
い

て
は
、
対
前
年
度
2
3
5
億
円
増（
2
・
4
％
増
）の
9�

，

8
6
1
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

S
ociety

 5
.0

 

を
実
現
し
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
強
化

未
来
社
会
の
実
現
に
向
け
た
先
端
研
究
の
強
化 

未
来
社
会
実
現
の
鍵
と
な
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し

た
革
新
的
な
人
工
知
能
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
開
始
す
る
材
料
の
社
会
実
装
に
向
け
た
プ
ロ
セ
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ス
サ
イ
エ
ン
ス
構
築
事
業
や
革
新
的
材
料
開
発
力
強
化
プ
ロ

グ
ラ
ム（
M
―
cu
be
プ
ロ
グ
ラ
ム
）等
の
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
分

野
、
経
済
・
社
会
的
な
重
要
課
題
に
対
し
量
子
科
学
技
術
を

駆
使
し
て
非
連
続
な
解
決
を
目
指
す
光
・
量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Q
―

L
E
A
P
）を
は
じ
め
と
し
た

光
・
量
子
技
術
分
野
等
の
先
端
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
ま

す
。

世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
利
活
用
の
推
進

我
が
国
に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
や
学

術
研
究
基
盤
等
の
整
備
・
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
2
0
2
1
〜
2
0
2
2
年
の
運
用
開
始
を
目
標
と

し
た
世
界
最
高
水
準
の
汎
用
性
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ（
ポ
ス
ト「
京
」）の
開
発
と
し
て
、
対
前
年
度
比
43
億
円

増
と
な
る
99
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、
本
格
的
な
製
造
に
着

手
し
ま
す
。

ま
た
、
研
究
力
強
化
と
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
次
世
代

放
射
光
施
設
の
整
備
と
し
て
、
13
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、

官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
役
割
分
担
に
よ
り
整

備
に
着
手
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
大
型
放
射
光
施
設（SPring-8

）等
の
我
が

国
が
世
界
に
誇
る
最
先
端
の
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
共
用

を
促
進
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
と
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ

イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
の
推
進 

「
組
織
」対「
組
織
」の
本
格
的
産
学
官
連
携
を
通
じ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
よ
り
、
企
業
だ
け
で
は

実
現
で
き
な
い
飛
躍
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
実
現

し
、
大
学
等
の
研
究
シ
ー
ズ
を
基
に
地
域
内
外
の
人
材
・
技

術
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
地
域
か
ら
世
界
で
戦
え
る
新
産
業

の
創
出
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
の
事
業
化

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
大
学
等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
の
取
組
等

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
経
済
・
社
会
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
口
を
明

確
に
見
据
え
、
挑
戦
的
な
目
標
を
設
定
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ

イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
と
し
て
、
未
来
社
会
創
造
事
業

の
拡
充
や
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
創
設
を
行

い
ま
す
。

我
が
国
の
抜
本
的
な
研
究
力
向
上
と

優
秀
な
人
材
の
育
成

若
手
研
究
者
を
中
心
と
し
た
リ
ソ
ー
ス
の
重
点
投
下
や
、
若

手
研
究
者
が
海
外
で
挑
戦
す
る
た
め
の
支
援
等
の
拡
充 

我
が
国
の
研
究
力
向
上
に
向
け
、
科
研
費
の
抜
本
的
拡
充

を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
対
前
年
度
比
86
億
円
増
と
な
る
2�

，3
7
2
億

円
の
予
算
を
計
上
し
、
若
手
研
究
者
へ
の
支
援
を
重
点
的
に

強
化
す
る
と
と
も
に
、
国
際
共
同
研
究
種
目
を
充
実
さ
せ
ま

す
。ま

た
、
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
に
お
い
て
、「
さ

き
が
け
」の
充
実
や
、
よ
り
若
手
の
研
究
者
を
育
成
す
る

「
A
C
T
―

X
」の
新
設
等
に
よ
り
、
若
手
研
究
者
の
挑
戦
的

な
研
究
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
外
特
別
研
究
員
事
業
の
拡
充
や
、
国
際
競
争

力
強
化
研
究
員
事
業
の
創
設
等
に
よ
り
若
手
研
究
者
等
が
海

外
で
研
さ
ん
を
積
み
挑
戦
す
る
機
会
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

�科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保
等
の
推
進

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
多
様
な
人
材
の
育
成

や
活
躍
促
進
を
図
る
た
め
の
取
組
を
重
点
的
に
推
進
し
ま

す
。
特
に
、
新
た
な
研
究
領
域
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
優
秀
な

若
手
研
究
者
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー（
起
業
家
）の
育
成
・
確

保
、
初
等
中
等
教
育
段
階
か
ら
児
童
生
徒
の
才
能
を
伸
ば
す

機
会
等
の
提
供
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
女
性

の
活
躍
促
進
等
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

国
家
的
・
社
会
的
重
要
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

研
究
開
発
の
推
進

健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
に
お
い
て
、
i
P
S
細
胞
等
に

よ
る
世
界
最
先
端
医
療
の
実
現
や
、
精
神
・
神
経
疾
患
の
克

服
に
向
け
た
脳
科
学
研
究
、
が
ん
や
感
染
症
等
の
疾
患
対
策

に
向
け
た
取
組
な
ど
の
健
康
・
医
療
分
野
の
基
礎
的
な
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
理
化
学
研
究
所
や
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

等
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
健

康
・
医
療
を
支
え
る
基
礎
・
基
盤
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
の
う
ち
、
観
測
網
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
海
域（
高
知
県
沖
〜
日
向
灘
）に
新
た
な

海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
構
築
を
進
め
る
予
算
と
し
て

16
億
円
を
新
規
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
備
・
解
析
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
総
合
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究
、
地
震
、

津
波
、
火
山
、
豪
雨
災
害
等
に
関
す
る
研
究
開
発
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
自
然
災
害
に
対
し
て
強
靭
か
つ
安
全
・
安
心
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
実
現
に
向
け
た
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研
究
開
発
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
の
克
服
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
・
脱
炭
素
化

に
挑
戦
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
排
出
削
減
と
経
済
成

長
の
両
立
や
気
候
変
動
へ
の
適
応
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
窒

化
ガ
リ
ウ
ム
半
導
体
等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
、

気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

根
本
的
解
決
が
期
待
で
き
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に

向
け
た
I
T
E
R（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）計
画
等
の
実

施
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
向
け
た
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

国
家
戦
略
上
重
要
な
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

宇
宙
・
航
空
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

宇
宙
・
航
空
分
野
の
予
算
は
、
対
前
年
度
比
15
億
円
増
の

1�

，5
6
0
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
2
0
2
0
年
度
の
初
号
機
打
ち
上
げ
に

向
け
て
開
発
を
進
め
て
い
る
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
や
次
世
代
人
工

衛
星
等
に
よ
る
防
災
を
含
む
広
義
の
安
全
保
障（
安
全
・
安

心
）、
産
業
振
興
等
に
つ
な
が
る
技
術
開
発
の
積
極
的
な
推

進
に
加
え
、
我
が
国
が
世
界
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
宇
宙
科

学
・
宇
宙
探
査
等
の
科
学
技
術
の
振
興
に
貢
献
す
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
開
拓
、
更
に
、
安
全
性
・
環
境
適
合
性
・
経
済
性

と
い
っ
た
重
要
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
次
世
代
航
空
科
学
技

術
の
研
究
開
発
等
を
推
進
し
ま
す
。

海
洋
・
極
域
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

海
洋
科
学
技
術
は
、
地
球
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
災
害
へ

の
対
応
を
含
め
た
安
全
・
安
心
の
確
保
や
資
源
開
発
と
い
っ

た
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
球
環
境
の
状
況
把
握
と
変
動
予
測
の
た
め

の
研
究
開
発
等
を
行
う
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
運
営
に
必
要

な
経
費
や
北
極
関
連
の
予
算
等
を
計
上
し
て
お
り
、
関
係
省

庁
や
研
究
機
関
、
産
業
界
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
調
査
観

測
及
び
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

原
子
力
分
野
の
研
究
開
発
・
安
全
確
保
対
策
等
の
推
進

原
子
力
が
抱
え
る
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
原
子
力

の
再
生
を
図
る
た
め
、
高
温
ガ
ス
炉
に
係
る
国
際
協
力
を
含

め
た
原
子
力
基
盤
技
術
開
発
や
共
用
促
進
等
の
取
組
を
着
実

に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
安

全
な
廃
止
措
置
等
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
国
内
外
の
英
知

を
結
集
し
た
先
端
的
技
術
の
研
究
開
発
及
び
人
材
育
成
に
加

え
、
原
子
力
の
安
全
研
究
、
高
速
炉
や
加
速
器
を
用
い
た
放

射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
の
た
め
の
研
究
開
発

等
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保

対
策
を
行
い
ま
す
。

最
後
に

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
や

「Society�5.0

」の
到
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
日
本
を
誰
に

で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
る
国
へ
と
変
え
て
い
く
た
め
、
引

き
続
き
、
教
育
再
生
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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「人生100年時代」や「Society 5.0」の到来を見据えながら、日本
を誰にでもチャンスがあふれる国へと変えていくため、教育再生、科
学技術イノベーション、スポーツ・文化の振興により、「人づくり革
命」を断行し、「生産性革命」を実現する。

文教関係予算のポイント　4兆2,348億円（2,093億円増）
� ※「臨時・特別の措置」として1,974億円を計上

教育政策推進のための基盤の整備
◆��新学習指導要領の円滑な実施と学校における働き方改革のための指導
運営体制を構築し、「チームとしての学校」を実現

� ◦ 義務教育費国庫負担金（教職員定数の改善増：1,456人）
� 1兆5,200億円（ △27億円 ）

� ◦ 専門スタッフ・外部人材の拡充 � 135億円（ 15億円増 ）

◆��大学等の基盤的経費を充実しつつ、アウトカム指標も含めた客観的指標
を活用したメリハリある配分により教育研究の質の向上を促進するとと
もに、高専の高度化・国際化を推進

� ◦ 国立大学改革の推進 �1兆1,016億円（ 5億円増 ）
� ◦ 私立大学等の改革の推進（経常費補助） 4,190億円（ 15億円増 ）
� ◦ 国立高等専門学校の高度化・国際化 626億円（ 1億円増 ）

◆��児童生徒等の安全と健康を守るため、学校施設の耐震化や、非構造部
材の耐震対策、教育研究環境の整備等を推進

� ◦ 公立学校施設整備 1,608億円（ 926億円増 ）
【2018年度第1次補正予算額 ： 985億円 】
【2018年度第2次補正予算額 ： 372億円 】

� ◦ 国立大学等施設整備 1,155億円（ 779億円増 ）
【2018年度第1次補正予算額 ： 36億円】
【2018年度第2次補正予算額 ： 108億円 】

� ◦ 私立学校施設整備 195億円（ 93億円増 ）
【2018年度第1次補正予算額 ： 26億円 】
【2018年度第2次補正予算額 ： 108億円 】

� ◦ 認定こども園施設整備 34億円（ 12億円増 ）
【2018年度第1次補正予算額 ： 1億円 】
【2018年度第2次補正予算額 ： 107億円 】

前年度
予算額

2019年度
予算額

比較増
△減額

比較増
△減率

文部科学
関係予算

� ※１ � ※2

� 5兆2,938億円 �5兆5,287億円 � 2,349億円 � 4.4%増

※１�幼児教育無償化等に伴う予算組替後の数字　※２�「臨時・特別の措置」として2,084億円を計上

夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成
◆��地域と学校の連携・協働を推進し地域力を強化するとともに、地域全体
で学校安全等を推進

� ◦ 地域と学校の連携協働の推進及び学校安全等の推進 72億円（ 2億円増 ）

◆��英語教育やプログラミング教育、道徳教育など、新しい時代に求められ
る資質・能力を育成するための支援を充実

� ◦ 情報教育の充実 7億円（ 0.2億円増 ）
� ◦ 道徳教育の抜本的改善・充実 42億円（ 7億円増 ）

◆��スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置拡充や
SNS等を活用した相談への支援など、いじめ・不登校対応等を推進

� ◦ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置拡充 65億円（ 4億円増 ）
� ◦ SNS等を活用した相談事業 2億円（ 1.6億円増 ）

◆��変化の激しい時代において、子供たちが新たな価値を創造する力を育
成するため、高大接続改革を推進

� ◦「大学入学共通テスト」準備事業 21億円（ 7億円増 ）

社会の持続的な発展をけん引するための多様な力の育成
◆��グローバル社会における児童生徒の教育機会を確保・充実
� ◦ 在外教育施設の教育機能の強化 176億円（ △3億円 ）
� ◦ アジア高校生架け橋プロジェクト 4億円（ 2億円増 ）

◆��卓越した博士人材を養成するためのプログラムを拡充
� ◦ 卓越大学院プログラム 74億円（ 18億円増 ）

2019年度　文部科学関係予算のポイント
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生涯学び、活躍できる環境の整備
◆��人生100年時代を見据えて、リカレント教育等社会人が学び直す機会

を拡充
� ◦ リカレント教育等社会人の学び直しの総合的な充実 93億円（ 5億円増）

◆��就学前から卒業後まで、特別支援教育の生涯学習化を推進
� ◦ 学校卒業後における障害者の学びの支援 1億円（ 前年同 ）
� ◦ 切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実 26億円（ 2億円増）

誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットの構築
◆��幼児教育無償化、高校生等への修学支援、大学等奨学金事業の充実な
ど、各教育段階の負担軽減により学びのセーフティネットを構築

� ◦ 幼児教育無償化の実施 701億円（ 418億円増）
� ◦ 高校生等への修学支援 3,873億円（ 32億円増）
� ◦ 大学等奨学金事業の充実 1,272億円（ 111億円増）

◆��外国人受入れ拡大に対応した日本語教育・外国人児童生徒等への教育
を充実

� ◦ 生活者としての外国人に対する日本語教育の充実 8億円（ 6億円増）
� ◦ 外国人児童生徒等への教育の充実 5億円（ 3億円増）

Society 5.0に向けた人材育成
◆��公正に個別最適化された学びの実現や、文理分断からの脱却など、

Society 5.0に向けた人材を育成
� ◦ 新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業 3億円（ 新　規 ）
� ◦ WWL（ワールド･ワイド･ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 1億円（ 新　規 ）
� ◦ 地域との協働による高等学校教育改革推進事業 3億円（ 新　規 ）
� ◦ Society�5 .0に対応した高度技術人材育成事業 13億円（ 2億円増）
� ◦ 大学の数理及びデータサイエンス教育に係る教育強化 9億円（ 3億円増）

科学技術予算のポイント 9,861億円（235億円増）
� ※エネルギー対策特別会計への繰入額1,087億円（6億円増）を含む
� ※「臨時・特別の措置」として110億円を計上【2018年度第2次補正予算額：1,501億円】

Society5.0を実現し未来を切り拓くイノベーション創出とそれを
支える基盤の強化
◆��Society5.0時代の核となる、革新的な人工知能・ビッグデータ・
IoT、ナノテク・材料、光・量子技術など、未来社会の実現に向けた先端
研究を強化

� ◦ AIP：人工知能/ビッグデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト 85億円（ △0.3億円 ）
� ◦ 革新的材料開発力強化プログラム（M-cube） 47億円（ 28億円増）
� ◦ 材料の社会実装に向けたプロセスサイエンス構築事業 3億円（ 新　規 ）
� ◦ 光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP） 22億円（ 前年同 ）
◆��Society5.0を支える世界最高水準の大型研究施設の整備・利活用を
図る。特に、ポスト「京」、次世代放射光施設を本格的に推進

� ◦ ポスト「京」の開発 99億円（ 43億円増）
� 【2018年度第2次補正予算額：209億円】

� ◦ 官民地域パートナーシップによる次世代放射光施設の推進 13億円（ 11億円増）
◆��共創の場の構築によるオープンイノベーションの推進と地域イノベー

ションの促進を図るとともに、ハイリスク・ハイインパクトな研究開発
を推進

� ◦ オープンイノベーション促進システムの整備（大学） 25億円（ 7億円増）
� ◦ 地域イノベーション･エコシステム形成プログラム 36億円（ 5億円増）
� ◦ ハイリスク・ハイインパクトな研究開発の推進 81億円（ 26億円増）

� ・未来社会創造事業 65億円（ 10億円増）
� ・ムーンショット型研究開発制度の創設 16億円（ 新　規 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：800億円】

我が国の抜本的な研究力向上と優秀な人材の育成
◆��研究力向上加速プランとして、研究生産性の高い事業等について若手

研究者を中心としたリソースの重点投下や、新興・融合領域の開拓、若
手研究者が海外で研さんを積み挑戦するための支援等を実施

� ◦ 科学研究費助成事業（科研費） 2,372億円（ 86億円増）
� 【2018年度第2次補正予算額：50億円】
� ◦ 戦略的創造研究推進事業（新技術シーズ創出） 424億円（ △10億円 ）
� ◦ 海外特別研究員事業 23億円（ 2億円増）
� ◦ 国際競争力強化研究員事業 1億円（ 新　規 ）
◆��科学技術イノベーション人材の育成・確保等を推進
� ◦ 卓越研究員事業 18億円（ 0.9億円増）
� ◦ 世界で活躍できる研究者戦略育成事業 2.4億円（ 新　規 ）
� ◦ 科学技術イノベーションを担う女性の活躍促進 20億円（ 0.2億円増）

国家的・社会的重要課題の解決に貢献する研究開発の推進
◆��iPS細胞等による世界最先端医療の実現などの健康・医療分野の研究
開発を推進

� ◦ 再生医療実現拠点ネットワークプログラム 91億円（ 0.7億円増 ）
� ◦ 脳科学研究戦略推進プログラム等 67億円（ 7億円増 ）
� ◦ 先端的バイオ創薬等基盤技術開発事業 13億円（ 新　規 ）
◆��防災・減災分野の研究開発を推進。特に、南海トラフにおける新たな地

震・津波観測網の構築を推進
� ◦ 南海トラフの新たな地震・津波観測網の構築 16億円（ 新　規 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：16億円】
� ◦ 基礎的・基盤的な防災科学技術の研究開発 92億円（ 20億円増 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：4億円】

◆��クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現に向けた研究開発を推
進

� ◦ 省エネルギー社会の実現に資する次世代半導体研究開発 16億円（ 1億円増 ）
� ◦ ITER（国際熱核融合実験炉）計画等の実施 218億円（ △1億円 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：4億円】

国家戦略上重要な技術の研究開発の実施
◆��H3ロケット・宇宙科学等の宇宙・航空分野の研究開発を推進

1,560億円（ 15億円増 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：291億円】
� ◦ H3ロケットや次世代人工衛星の開発 295億円（ 23億円増 ）
� ◦ 宇宙科学等のフロンティアの開拓 473億円（ 51億円増 ）
� ◦ 次世代航空科学技術の研究開発 37億円（ 4億円増 ）
◆��海洋・極域分野の研究開発を推進 378億円（ 4億円増 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：33億円】
� ◦ 地球環境の状況把握と変動予測のための研究開発 31億円（ 5億円増 ）
� ◦ 北極域研究の戦略的推進 12億円（ 0.5億円増 ）
� ◦ 南極地域観測事業 48億円（ △3億円 ）
◆��原子力分野の研究開発・安全確保対策等を推進

1,477億円（ △1億円 ）
� 【2018年度第2次補正予算額：30億円】
� ◦ 原子力の基礎基盤研究とそれを支える人材育成 48億円（ 前年同 ）
� ◦「東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等

研究開発の加速プラン」の実現 45億円（ 0.3億円増 ）
� ◦ 高速増殖炉「もんじゅ」の廃止措置に係る取組 179億円（ 前年同 ）

これら科学技術イノベーションの推
進により、国連持続可能な開発目標
の達成にも貢献（STI�for�SDGs）

スポーツ関係予算のポイント 350億円（10億円増）
◆��競技力向上事業の充実や、ナショナルトレーニングセンターの拡充整
備など、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会、2019
年ラグビー W杯等に向けた準備の推進

� ◦ 競技力向上事業 100億円（ 4億円増）
� ◦ ナショナルトレーニングセンターの拡充整備 25億円（ △11億円 ）

【2018年度第2次補正予算額：60億円】
� ◦ スポーツ・フォー・トゥモロー等推進プログラム 12億円（ 前年同 ）
� ◦ アンチ・ド―ピング体制の整備・強化 3億円（ 0.1億円増）

◆��大学スポーツの振興や、スポーツの成長産業化、障害者スポーツの振興、
スポーツ・インテグリティの体制整備など、スポーツ施策を総合的に推
進

� ◦ 大学スポーツの振興（UNIVASの支援等） 1.6億円（ 0.1億円増）
� ◦ スポーツ産業の成長促進事業 2億円（ 0.2億円増）
� ◦ 障害者スポーツ推進プロジェクト 0.6億円（ 0.1億円増）
� ◦ スポーツ・インテグリティの体制整備 0.4億円（ 0.1億円増）

文化芸術関係予算のポイント 1,167億円（85億円増）
 ※国際観光旅客税財源を充当する事業を含む【2018年度第2次補正予算額：60億円】

◆��魅力ある文化資源コンテンツの創出・展開や、文化資源を活用した観光
インバウンドのための拠点形成など、文化資源の”磨き上げ”による好循
環の創出

� ◦「日本博」を契機とした文化資源による観光インバウンドの拡充 35億円（ 新　規 ）
� ◦ Living�History(生きた歴史体感プログラム)事業 35億円（ 新　規 ）
� ◦ 文化財多言語解説整備事業 10億円（ 5億円増）

◆��文化芸術立国の実現に向けて、文化芸術創造活動への効果的な支援や、
新たな時代に対応した文化芸術人材の育成等を推進

� ◦ 舞台芸術創造活動活性化事業 33億円（ 前年同 ）
� ◦ 日本映画の創造・振興プラン 12億円（ 1億円増）
� ◦ 文化芸術による創造性豊かな子供の育成 66億円（ 0.4億円増）

◆��適切な周期による修理や防犯・防災対策、文化財を支える技の伝承基
盤強化、日本遺産など地域の文化財の総合的な活用に資する取組を推
進し、文化財を確実に次世代へ継承

� ◦ 適切な修理周期等による文化財の継承の推進 238億円（ 5億円増）
� ◦ 文化財を支える伝統の技伝承基盤強化プラン 6億円（ 1億円増）ジャパンパラ陸上競技大会

（出典：エックスワン）
子供の文化芸術体験の様子
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2
0
1
9
年
度
税
制
改
正
の
概
要

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
政
策
課

1
． 

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措
置

の
拡
充

祖
父
母
等
か
ら
孫
等
に
対
し
て
教
育
資
金
を
一
括
贈
与
し

た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て
、
以
下
の
見
直

し
を
行
っ
た
上
で
、
適
用
期
限
を
2
年
延
長
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た（
2
0
2
1
年
3
月
31
日
ま
で
）。

○�

教
育
資
金
管
理
契
約
の
終
了
年
齢
を
、
従
来
の
30
歳
か
ら
、

在
学
中
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
40
歳
ま
で
引
き
上
げ
る

○�

23
歳
以
上
の
孫
等
の
教
育
資
金
の
範
囲
を
、
学
校
等
や
教

育
訓
練
給
付
の
支
給
対
象
と
な
る
教
育
訓
練
に
係
る
費
用

に
限
定（
習
い
事
等
は
対
象
外
）。

○�

贈
与
か
ら
3
年
以
内
に
祖
父
母
等
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

孫
等
が
23
歳
以
上
で
あ
れ
ば
贈
与
の
残
額
を
相
続
財
産
に

加
算
す
る（
在
学
中
の
場
合
を
除
く
）。

こ
れ
に
よ
り
、
世
代
間
の
資
産
移
転
を
通
じ
た
教
育
負
担

の
軽
減
を
引
き
続
き
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
． 

特
定
の
学
資
と
し
て
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
消
費
貸
借

契
約
書
の
印
紙
税
の
非
課
税
措
置
の
延
長

公
益
法
人
・
学
校
法
人
等
が
実
施
す
る
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
困
難
な
生
徒
又
は
学
生
に
対
す
る
無
利
息
等
の
条

件
で
行
わ
れ
る
奨
学
金
貸
与
事
業
の
借
用
証
書
等
に
係
る
印

紙
税
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
を
3
年
延

長
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
2
0
2
2
年
3
月
31
日

ま
で
）。

こ
れ
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
奨
学
金
貸
与
に
係
る
学
生
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

3
． 

試
験
研
究
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
税
額
等
の
特
別
控
除

の
延
長
及
び
拡
充

民
間
企
業
の
研
究
開
発
投
資
の
維
持
・
拡
大
に
貢
献
し
、

競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
民
間
企
業
が
試
験
研
究
を
行
っ

た
場
合
に
法
人
税
額
等
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
研
究
開
発
税

制
に
つ
い
て
、
以
下
の
5
点
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

①�

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
総
額
型
の
控
除
上
限
に
つ
い
て
法

人
税
額
の
40
％
（
現
行
：
25
％
）に
引
上
げ

②�

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
に
お
け
る
研
究
開
発
型

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の
共
同
研
究
に
お
け
る
控
除
率
を
25
％

（
現
行
：
20
％
）に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
控
除
上
限

を
10
％
（
現
行
：
5
％
）に
引
上
げ

③�

総
額
型
の
控
除
率
の
上
限
を
14
％
（
原
則
：
10
％
）と

す
る
特
例
の
適
用
期
限
を
2
年
延
長

預入金

祖父母 孫

贈与資金を
預入 教育資金を

まとめて贈与

【制度の流れ】

払出し
（教育目的）

払出し
（教育目的）

払出し
（教育目的）

金融機関

非課税
（限度額：1,500万円）

【教育費の範囲】
（１） 学校等の入学金、
授業料など
（２） 塾や、スポーツ
 又は文化芸術を
 はじめとする習い
 事など
【H31改正】
23歳以上は原則（１）のみ

教育目的で
あらかじめ贈与

【H31改正】
孫の年間所得に
よる制限
（1,000万円）

【H31改正】
贈与から3年以内に祖父母が亡くなった場合 → 孫が23歳以上であれば
相続税加算（在学中を除く）

【H31改正】
在学中は40歳
まで延長可能
※受贈は引き続き
　30歳まで

教育費
として支出①

教育費
として支出②

教育費
として支出③

30歳に
達するまで

小学校
入学資金

高校
入学資金

大学
入学資金

使い残しが
あれば
贈与税を課税

【A 総額型】
試験研究費総額（Bを除く）に係る控除制度

【B オープンイノベーション型】
大学、国の研究機関、企業等との共同・委託研究等の費用

（特別試験研究費）総額に係る控除制度③ 控除率10〜14%部分を2年間延長

【控除率】（控除額を計算するための割合）
○大企業

【控除率】（控除額を計算するための割合）
◦相手方が大学・特別研究機関等の場合

試験研究費の増減に応じて 6〜14% ⇒試験研究費の30%

※控除率10%超は平成30年度末までの措置 ◦相手方がその他（民間企業等）の場合
⇒試験研究費の20%

○中小企業者等
試験研究費の増加に応じて12〜17%
※控除率12%超は平成30年度末までの措置 ②  ベンチャーとの共同研究における

控除率を25%に引き上げ

【控除上限】（法人税額から控除できる上限割合） 【控除上限】（法人税額から控除できる上限割合）

法人税額の25%まで 法人税額の 5%まで

① ベンチャーは控除上限を40%に引上げ ②’控除上限を10%に引上げ

（その他）
④試験研究費の対売上比率が10%を超えた場合の控除上限の上乗せ措置の簡素化
⑤ 大学等との共同研究に係る費用について、研究開発のプロジェクトマネジメント業務等を担うURA（リサーチ・アドミニストレータ）の人件費の

適用を明確化
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④�

試
験
研
究
費
の
対
売
上
比
率
が
10
％
を
超
え
た
場
合
の

控
除
上
限
の
上
乗
せ
措
置
の
簡
素
化

⑤�
大
学
等
と
の
共
同
研
究
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、
研

究
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
等
を
担
う

U
R
A（
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
）の
人
件
費

の
適
用
を
明
確
化

こ
う
し
た
見
直
し
を
十
分
に
活
用
し
、
我
が
国
の
研
究
開

発
力
の
強
化
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

4
．
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

	

競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
た
税
制
上
の
所
要
の
措
置

I
O
C（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
円
滑
な
準
備
及
び
運
営
を
支
援
す
る
た
め
、
来

日
す
る
大
会
関
係
者
で
あ
る
個
人
及
び
外
国
法
人
を
対
象
と

し
て
、
大
会
関
連
活
動
に
係
る
所
得
税
・
法
人
税
等
の
非
課

税
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
1
年
後
に
迫
る
東
京
大
会
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
て
、
引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

5
． 

文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
に
対
す
る
重
要
文
化
財
等

の
譲
渡
に
係
る
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
等
の
拡
充

個
人
又
は
法
人
が
、
重
要
文
化
財
等
を
国
・
地
方
公
共
団

体
等
に
譲
渡
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
て
い
る
譲
渡
所
得
の
課

税
の
特
例
等
に
つ
い
て
、
当
該
特
例
等
の
対
象
と
な
る
譲
渡

先
と
し
て
、
市
町
村
が
指
定
す
る
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団

体（
一
定
の
も
の
に
限
る
。）を
追
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
民
間
団
体
を
活
用
し
、
文
化
財
を
継
承
す

る
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

6
． 

公
益
法
人
が
所
有
・
取
得
す
る
重
要
無
形
文
化
財
の
公

演
の
た
め
の
施
設
に
係
る
固
定
資
産
税
等
の
特
例
措
置

の
拡
充

公
益
法
人
が
所
有
・
取
得
す
る
能
楽
堂（
重
要
無
形
文
化

財
で
あ
る
伝
統
芸
能
の
公
演
の
た
め
の
施
設
）に
係
る
固
定

資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
、
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置（
課

税
標
準
2
分
の
1
）に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
を
2
年
延

長
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
2
0
2
1
年
3
月
31
日

ま
で
）。

こ
れ
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
の
公
演
施
設
の
維
持
・
充
実
と

国
民
の
鑑
賞
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

7
．
そ
の
他

上
記
の
ほ
か
、
制
度
改
正
に
伴
い
、
以
下
の
3
点
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

○�

幼
児
教
育
の
無
償
化
な
ど
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
お
け

る
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
保
護
者
に
支
給
さ
れ
る
教

育
・
保
育
給
付
等
に
つ
い
て
、
関
連
の
法
改
正
を
前
提
に
、

税
制
上
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

○�

高
等
教
育
の
無
償
化
に
お
い
て
授
業
料
減
免
措
置
及
び
給

付
型
奨
学
金
を
拡
充
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
連
の
法
改
正

を
前
提
に
、
税
制
上
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

○�

国
立
大
学
法
人
等
の
運
営
基
盤
の
強
化
の
支
援
な
ど

（
独
）大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
の
業
務
を
見
直

す
こ
と
に
伴
い
、
関
連
の
法
改
正
を
前
提
に
、
こ
れ
ま
で

適
用
さ
れ
て
い
た
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
継
続
す
る

な
お
、
2
0
1
9
年
度
文
部
科
学
省
税
制
改
正
事
項
の
概

要
に
つ
い
て
は
、

（http
://w

w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/kaikei/
zeisei/1412046.htm

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

報酬、給料

事業活動の対価

組織委員会等

滞在
○所得税・個人住民税
　の非課税

IOC・OBS（IOCが
設立した放送制作
会社）等の職員、
選手、審判等

国内
所得課税

国外

PE＝恒久的施設

○法人税・法人住民税
　の非課税

IOC・OBS等

国内
法人課税

国外

（1）重要文化財（動産又は建造物） （2） 重要文化財・史跡名勝天然記念物と
 して指定された土地

個人 個人・法人

譲
渡

譲
渡

重要文化財（動産又は建造物）
【所得税非課税】

重要文化財・史跡名勝天然記念物と
して指定された土地

【所得税特別控除・法人税損金算入
（2000万円上限）】

【現行】
国・地方公共団体等

【拡充】
文化財保存活用支援団体（一定のものに限る）
改正文化財保護法に基づき市町村が指定する文化財の保存・活用に
取り組む民間団体
ex) 文化財建造物の調査・応急修理・復元・活用・情報発信等に取り

組む団体、古民家を活用した宿泊施設の運営、地域文化体験等を
行う団体 など

http://www.mext.go.jp/a_menu/kaikei/zeisei/1412046.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/kaikei/zeisei/1412046.htm


特 集 文教・科学技術施策の動向と展開

文部科学広報　No.233　2019年4月号11

効
果
的
な
政
策
の
企
画
・
立
案
及
び
推
進
、
評
価
の
取
組

文
部
科
学
省 

大
臣
官
房
政
策
課

効
果
的
な
政
策
の
企
画
・
立
案
及
び
推
進

■
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案（E

vidence-based 

P
olicym

aking

（
E
B
P
M
））の
推
進

我
が
国
の
経
済
社
会
構
造
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
限
ら

れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
国
民
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
行

政
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
活
用
等
を
通
じ

て
政
策
課
題
を
迅
速
か
つ
適
確
に
把
握
し
て
、
有
効
な
対

応
策
を
選
択
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
政
府
全
体
で
、
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
E
B
P
M
）が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
省
内
の
関
係
部
署
の
連
携
体
制
を
構

築
し
、
E
B
P
M
の
試
行
的
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
平
成
30
年
度
春
の
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
公
開

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
で

「
E
B
P
M
の
試
行
的
実
践
」を
行
い
、
E
B
P
M
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
横
展
開
す
る
た
め
の
参
考
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

（https://w
w
w
.ruconsortium

.jp/uploaded/at
tachm

ent/49.pdf

）

今
後
も
、
省
内
に
お
け
る
実
践
実
例
の
創
出
を
進
め
る
と

と
も
に
、
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
実
施
し
、

E
B
P
M
的
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
政
策
の
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
対
話
型
政
策
形
成
の
取
組
の
推
進

社
会
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
で
、政
策
の
企
画
・

立
案
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
学
官
民
の
課
題
に
関
係
す

る
者（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）と
連
携
し
な
が
ら
共
創
・
協
働

し
て
い
く
姿
勢
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
の
政
策
立

案
機
能（
事
業
設
計
含
む
）の
向
上
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、

「
対
話
型
政
策
形
成
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
対
話
型
政
策

形
成
」と
は
、
政
策
の
企
画
立
案
及
び
実
施
の
各
過
程
に
お

い
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
通
じ
て
政
策
形
成

を
行
う
取
組
で
す
。

文
部
科
学
広
報
第
2
2
7
号（
平
成
30
年
10
月
号
）で
取

り
上
げ
ら
れ
た
、「
科
学
技
術
改
革
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
報
告（
平

成
30
年
8
月
3
日
）」に
お
い
て
も
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
共
創
を
重
視
し
、
そ
の
策
定
過
程
に
も
政
策
対
話

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
取
組
の
一
環
と
し
て
、
民
間
企
業
等
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
様
々
な
分
野
の
有
識
者
を
交
え
た
政
策
対
話
を

進
め
て
お
り
、
目
指
す
べ
き
未
来
の
地
域
社
会
像
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
課
題
解
決
の
方
法
を
共
創
す
る
政
策
対
話
の
結
果
を
平

成
31
年
度
の
事
業
に
反
映
す
る
な
ど
、
先
行
的
に
開
始
し
た

所
で
す
。

引
き
続
き
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
政
策
の
一
層
の
展
開
を
目

指
し
、
産
学
官
民
の
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
政
策

対
話
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
政
策
立
案
教
養
研
修（D

riving M
E
X
T

 P
roject

）の

実
施「

今
後
の
文
部
科
学
省
の
在
り
方
を
考
え
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
報
告（
平
成
29
年
7
月
21
日
）」に
お
い
て
、
政
策
立
案
機

能
の
強
化
等
を
戦
略
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
職

員
に
は
、
既
存
の
思
考
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
の
自
分
に
な
い
視
点
や
発
想
を
獲
得
し
、
様
々
な
立
場
の

方
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
社
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
政
策
の

企
画
立
案
や
実
施
に
取
り
組
む
姿
勢
・
能
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
姿
勢
・
能
力
を
醸
成
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
試
行
的
に
民
間
企
業
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
外
部
有

識
者
に
よ
る
講
演
会
や
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、
未
来
社
会
に

お
け
る
学
校
の
役
割
や
、
子
供
の
貧
困
問
題
な
ど
様
々
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
議
論
を
通
じ
て
実
践
的
な
取
組
を
開
始

し
ま
し
た
。
政
策
立
案
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
今
後
も
省

内
外
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
層
の
取
組
を
進
め
て

https://www.ruconsortium.jp/uploaded/attachment/49.pdf
https://www.ruconsortium.jp/uploaded/attachment/49.pdf
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ま
い
り
ま
す
。

政
策
の
評
価

■
政
策
評
価

政
策
評
価
制
度
と
は
、「
行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価

に
関
す
る
法
律
」（
平
成
13
年
法
律
第
86
号
）に
基
づ
き
、

各
府
省
が
、
自
ら
そ
の
政
策
の
効
果
を
把
握
・
分
析
し
、
評

価
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
次
の
企
画
・
立
案
や
実
施

に
役
立
て
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
の
推
進
及
び
国
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
も
の
で
す
。

評
価
を
行
う
際
に
は
、
そ
の
客
観
的
か
つ
厳
格
な
実
施
を

確
保
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
を
構
成
員
と
す
る「
政
策
評

価
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」を
開
催
し
、
目
標
・
指
標
等
に

つ
い
て
助
言
を
受
け
、
適
正
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
国
民

に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
評
価
の
実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
評
価
の
取
組
の
詳
細
及
び
評
価

結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

（http
://w

w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/hyouka/

）

■
独
立
行
政
法
人
評
価

独
立
行
政
法
人（
以
下「
独
法
」と
い
う
。）の
業
務
の
質

の
向
上
や
法
人
運
営
の
透
明
性
の
確
保
の
た
め
に
、「
独
立

行
政
法
人
通
則
法
」（
平
成
11
年
法
律
第
1
0
3
号
）に
基

づ
き
、
独
法
の
主
務
大
臣
は
、
評
価
の
結
果
を
施
策
の
計
画

実
行
に
反
映
す
る
こ
と
で
質
の
向
上
を
目
指
す「
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
」を
機
能
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
中（
長
）期
目
標
の

策
定
と
独
法
へ
の
指
示
、
中（
長
）期
計
画
の
認
可
、
業
務

の
実
績
に
つ
い
て
の
評
価
、
業
務
及
び
組
織
の
全
般
に
わ
た

る
見
直
し
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
に
お
い
て
も

所
管
の
独
法
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
適
切
な
評
価
等
を
行
う

こ
と
で
業
務
の
向
上
と
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
十
分
に

果
た
す
べ
く
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
独
法
評
価
の
取
組
の
詳
細
及
び
評
価

結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

（http
://w

w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/hyouka/

）

http://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka/
http://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka/
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国
際
協
力
・
交
流
の
推
進

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国
際
課
・
国
際
統
括
官
付

は
じ
め
に

社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
我
が
国
は
今

後
も
諸
外
国
と
の
協
力
や
交
流
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

本
年
は
、
日
本
に
お
い
て
G�
20
サ
ミ
ッ
ト
、
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議（
T
I
C
A
D
）、
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
等
が
開

催
さ
れ
る
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
G
7
教
育
大
臣
会
合
、

ユ
ネ
ス
コ
総
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
大
規
模
な
国

際
イ
ベ
ン
ト
・
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
省
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
会
合
に
お
い
て
、
国
際
的
な
議
論
の
形
成
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
く
ほ
か
、
今
後
の
日
本
そ
し
て
世
界
の
未

来
を
担
う
若
者
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
引
き
続
き
諸
施
策
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

本
章
で
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
国
際
協
力
・
交
流

に
関
す
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の
推
進

平
成
27
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
で
は
、
我
が
国
と
し
て
の
S
D
G
s

実
施
に
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
く
、
平
成
28
年
5
月
に
安
倍

総
理
を
本
部
長
と
す
る
S
D
G
s
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
る

と
と
も
に
、
同
年
12
月
に
S
D
G
s
実
施
指
針
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
29
年
12
月
に
、
日
本
の「
S
D
G
s

モ
デ
ル
」を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
方
向

性
や
主
要
な
取
組
を
盛
り
込
ん
だ『
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
2
0
1
8
』
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
30
年
6
月
に
は『
拡
大
版
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

2
0
1
8
』、
同
年
12
月
に
は『
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
2
0
1
9
』が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
、
取
組
の
一
層
の
充

実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
実
施
指
針
及
び
本
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
、
教
育

及
び
科
学
技
術
分
野
等
を
中
心
に
S
D
G
s
の
達
成
を
目
指

す
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
推
進

改
正
出
入
国
管
理
法
が
2
0
1
9
年
4
月
に
施
行
さ
れ
る

と
こ
ろ
、
政
府
で
は
、
平
成
30
年
12
月
25
日
に「
外
国
人
材
の

受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」を
取
り
ま
と
め
、

政
府
一
体
と
な
っ
て
日
本
語
教
育
を
含
む
関
連
施
策
の
充
実

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
的
対
応
策
も
踏

ま
え
、
引
き
続
き
、
文
部
科
学
省
と
し
て
、
外
国
人
の
日
本

語
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

就
労
者
や
配
偶
者
な
ど「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」に
対

す
る
日
本
語
教
育
に
関
し
て
は
、
外
国
人
に
学
習
機
会
が
行

き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
た
全
国
各
地
の
取
組
の
支
援
や
日
本

語
教
師
の
ス
キ
ル
を
証
明
す
る
新
た
な
資
格
の
整
備
等
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
に
関
し
て
は
、

日
本
語
指
導
に
必
要
な
教
員
定
数
の
義
務
標
準
法
の
規
定
に

基
づ
い
た
改
善
の
着
実
な
推
進
や
、
日
本
語
指
導
等
に
係
る

き
め
細
か
な
支
援
の
実
施
、外
国
人
高
校
生
等
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
教
育
協
力
の
推
進

1 

日
本
型
教
育
の
海
外
展
開

戦
後
の
復
興
か
ら
経
済
成
長
を
遂
げ
、
大
震
災
な
ど
の
困

難
も
乗
り
越
え
、
成
熟
し
た
先
進
国
の
地
位
を
維
持
し
て
い

る
日
本
を
支
え
る
人
づ
く
り
、
日
本
の
教
育
に
対
し
、
新
興

国
を
は
じ
め
諸
外
国
か
ら
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
初
等

中
等
教
育
や
、
実
験
実
習
を
中
心
と
し
た
5
年
一
貫
の
実
践

的
な
技
術
者
教
育
を
行
う
高
等
専
門
学
校
制
度
な
ど
、
我
が

国
の
教
育
制
度
を
取
り
入
れ
た
い
と
の
ニ
ー
ズ
が
各
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
は
、
日
本

型
教
育
の
海
外
展
開
に
関
し
、
外
務
省
や
経
済
産
業
省
、

国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）、
日
本
貿
易
振
興
機
構

2018年9月に開催されたG20教育大臣会合（於：アルゼンチ
ン）にて日本の取組等について発言する林前大臣
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（
J
E
T
R
O
）、民
間
教
育
産
業
等
と
協
力
す
る
場（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）の
構
築
や
企
業
や
大
学
等
が
行
う
海
外
展
開
事

業
を
支
援
す
る「
日
本
型
教
育
の
海
外
展
開　

官
民
協
働
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業（E

D
U
-Port

ニ
ッ
ポ
ン
）」を
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
は
、
重
点
的
に
海
外
展
開
を
行
う
対
象
地

域
を
中
東
・
中
南
米
・
ア
フ
リ
カ
に
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、

中
東
と
ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
地
域
別
分
科
会
を
実
施
し
、
地

域
別
の
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
や
機
関
・
企
業
間
の
連
携
の
機
会
の

提
供
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
I
C
T
教
育
や
職
業
教
育

等
の
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
海
外

展
開
を
し
て
い
る
事
業
者
や
J
I
C
A
に
よ
る
事
例
紹
介
等

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
開
催
さ
れ

た
教
育
見
本
市「
G
E
S
S
ド
バ
イ
」に
文
部
科
学
省
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、
日
本
型
教
育
を
P
R
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

本
事
業
を
通
じ
て
官
民
が
連
携
し
て
諸
外
国
と
の
教
育
協

力
の
案
件
形
成
を
行
い
、
海
外
展
開
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
形
成

や
、
国
内
の
教
育
環
境
・
基
盤
の
整
備
、
諸
外
国
と
の
教
育

に
係
る
人
材
交
流
の
強
化
を
す
る
こ
と
で
、
日
本
型
教
育
の

海
外
展
開
と
我
が
国
の
教
育
の
国
際
化
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

2 

高
等
教
育
分
野
に
お
け
る
国
際
教
育
協
力

実
験
・
研
究
を
重
視
し
た
少
人
数
制
を
取
る
日
本
式
工
学

教
育
は
、
開
発
途
上
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科

学
省
は
、
J
I
C
A
が
日
本
の
大
学
等
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
開
発
途
上
国
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
機
能
強
化
に

関
す
る
様
々
な
事
業
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
2
月
に
は
、「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学
」

（
E-

J
U
S
T
）が
開
学
、
平
成
23
年
9
月
に
は「
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
国
際
工
科
院
」（
M
J
I
I
T
）が
開
校
、
平
成
28
年

9
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に「
日
越
大
学
」が
開
学
し
ま
し
た
。
日

本
の
協
力
を
得
て
自
国
に
大
学
を
設
置
し
た
い
と
の
要
望
は

様
々
な
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
ト
ル
コ
等
で
の
大

学
設
立
構
想
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
A
S
E
A
N
地
域
の
大
学
と
日
本
の
大
学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る「
A
S
E
A
N
工
学
系
高
等
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
A
U
N
/
S
E
E
D–

N
e
t
）に
も
日
本
の
多

く
の
大
学
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

3 

初
等
中
等
教
育
分
野
に
お
け
る
国
際
教
育
協
力

教
員
の
国
際
協
力
へ
の
参
加
促
進
の
た
め
、
平
成
13
年
度

に
J
I
C
A
海
外
協
力
隊「
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
」が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
は
、
同
制
度
が「
日
系

社
会
青
年
海
外
協
力
隊
」に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

本
制
度
で
は
、
対
照
教
員
が
現
職
の
身
分
を
保
持
し
た
ま

ま
活
動
に
参
加
で
き
、
学
年
歴
に
合
わ
せ
た
派
遣
期
間
の
設

定
、
一
次
選
考（
技
術
選
考
）の
免
除
な
ど
教
員
の
参
加
を

促
す
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま

で
の
17
年
間
で
1
3
0
0
名
を
超
え
る
教
員
が
開
発
途
上
国

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
や
学
校
に
お
い
て
も
、
本
制
度
の
趣
旨
と
成

果
を
理
解
の
上
、
国
際
的
な
視
点
や
経
験
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
に
、
本
制
度
を
積
極
的
に
活
用
く
だ
さ
い
。

4 

新
時
代
の
教
育
の
た
め
の
国
際
協
働

平
成
28
年
5
月
に
開
催
し
た
G
7
教
育
大
臣
会
合
の
成
果

文
書
で
あ
る「
倉
敷
宣
言
」に
お
い
て
、
G
7
各
国
間
で
の
教

育
に
関
す
る
理
念
・
課
題
の
共
有
や
国
際
協
働
の
重
要
性
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
か
ら「
新
時
代
の

教
育
の
た
め
の
国
際
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム（
教
員
交
流
）」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、
平
成
30
年
9
月

に
G�

20
の
枠
組
み
で
初
め
て
教
育
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
対
象
国
を
G�

20
に
拡
大
し
て
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
本
事
業
を
通
じ
て
各
国
の
豊
か
な
経
験
を
相
互
に
学

び
合
い
、
教
育
分
野
に
お
け
る
G
7
・
G�

20
各
国
間
の
関
係

強
化
を
図
り
ま
す
。

国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力

文
部
科
学
省
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文

化
機
関
）を
は
じ
め
と
し
て
、
O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機

構
）や
A
P
E
C（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
）、
国
連
大

学
と
い
っ
た
国
際
機
関
と
協
力
し
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

1 

ユ
ネ
ス
コ

ユ
ネ
ス
コ
は
、
教
育
・
科
学
・
文
化
分
野
で
の
協
力
・
交
流

の
促
進
を
通
じ
て
国
際
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
り
、
現
在
1
9
3
か
国
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
を

通
じ
、
教
育
、
科
学
、
文
化
等
の
各
分
野
の
関
係
者
と
連
携

し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
E
S
D
：

2018年度EDU-Port公認プロジェクト；「小学生向けデジタル算数
教材の海外展開事業」【スリランカ】（写真提供：すららネット）
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E
ducation�for�Sustainable�D

evelopm
ent

）の
推

進（
後
述
）、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
や
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
を
は
じ
め
と
し
た
科
学
事
業
の
推
進（
後
述
）な
ど
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
述
の
S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、
教
育
、

科
学
技
術
、
文
化
等
に
関
す
る
計
九
つ
の
ゴ
ー
ル
に
お
い
て

ユ
ネ
ス
コ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は
、
平

成
28
年
に
設
置
し
た
S
D
G
s
推
進
特
別
分
科
会
に
お
い
て
、

S
D
G
s
の
実
現
に
向
け
、
教
育
、
科
学
技
術
、
文
化
等
の

分
野
に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
通
じ
て
国
内
外
で
貢
献
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2 

O
E
C
D

O
E
C
D
で
は
、
P
I
S
A（
生
徒
の
学
習
到
達
度
調

査
）、
P
I
A
A
C（
国
際
成
人
力
調
査
）、
T
A
L
I
S

（
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
）等
の
各
種
国
際
比
較
分
析
及

び
調
査
・
研
究
な
ど
の
教
育
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
我
が

国
も
事
業
に
参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
は
、

P
I
S
A
2
0
1
8
及
び
T
A
L
I
S
2
0
1
8
の
調
査
が

実
施
さ
れ
、
2
0
1
9
年
度
に
は
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

平
成
30
年
度
に
は
、
約
10
年
ぶ
り
に
O
E
C
D
に
よ
る
日

本
の
教
育
政
策
に
対
す
る
レ
ビ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、「
O
E
C
D
か
ら
み
る
日
本
の
教
育
政
策
」を
テ
ー

マ
に
、
文
部
科
学
省
、
O
E
C
D
の
共
催
に
よ
り
、
第
20
回

O
E
C
D
/
J
A
P
A
N
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
で
開
催
し
ま
し

た
。現

在
、
O
E
C
D
で
は
、
2
0
3
0
年
の
時
代
に
必

要
と
な
る
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
主
要
な
資
質
・
能

力
）
を
策
定
し
新
た
な
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
を
目
指
す

「E
ducation

2
0
3
0
」事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
文
部

科
学
省
で
は
、本
事
業
の
運
営
主
体
で
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ（
I
W
G
）へ
の
出
席
や
共
同
研
究
等

を
通
じ
て
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

3 

A
P
E
C

A
P
E
C
へ
の
参
加
・
協
力
を
通
じ
た
、
教
育
及
び
科
学

分
野
で
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
タ
イ
と

の
共
同
事
業
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
算
数
・
数
学
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
A
P
E
C
域
内

へ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
の
第
6
回
A
P
E
C
教
育
大
臣
会
合
で

は「
A
P
E
C
教
育
戦
略
」が
採
択
さ
れ
、
そ
の
翌
年
の
平
成

29
年
に「
A
P
E
C
教
育
戦
略
行
動
計
画
」が
策
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
平
成
30
年
か
ら
本
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
を

報
告
す
る
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

4 

国
連
大
学

国
連
大
学
は
、
我
が
国
に
本
部
を
置
く
唯
一
の
国
連
機
関

で
あ
り
、
文
部
科
学
省
は
、
国
連
大
学
本
部
施
設
の
提
供
や

毎
年
事
業
費
を
拠
出
し
、
国
連
大
学
の
活
動
に
支
援
・
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
に
は
本
部
と
と
も
に
、「
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連

大
学
で
は
、
S
D
G
s
を
は
じ
め
国
連
に
お
け
る
重
要
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
研
究
活
動
を
行
う
ほ
か
、
大
学
院
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
設
し
国
内
外
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

国
連
大
学
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
授
与
す
る
学
位
は
、
我
が

国
国
内
法
上
も
学
位
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
普
及
・
拡
大

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
I
B
）は
、
探
求
型
の
学
習
を
通
じ
て
、

生
徒
に
課
題
発
見
・
解
決
能
力
や
論
理
的
思
考
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
獲
得
さ
せ
る
上
で
優
れ
た
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
I
B
の
導
入
は
、
我
が
国
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
特
色
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
手
法
が
我
が
国
の
初
等
中
等
教
育
に
与
え
る
積
極
的
な
波

及
効
果
や
、
生
徒
の
海
外
大
学
を
含
め
た
進
路
の
多
様
化
に

も
資
す
る
等
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
5
月
に

は
、「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」の
提
言
が
示
さ
れ
、
今
後
の
推

進
方
策
と
し
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
関
係
者
間
で
の
情

報
共
有
体
制
の
構
築
や
、
I
B
導
入
を
検
討
す
る
学
校
等
に

対
す
る
支
援
、
I
B
教
育
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
等
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年

度
よ
り「
文
部
科
学
省
I
B
教
育
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」�

を

立
ち
上
げ
、
関
係
者
間
に
お
け
る
包
括
的
な
連
携
体
制
、
及

び
効
率
的
な
情
報
共
有
等
を
行
う
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
教
員
養
成

等
の
支
援
や
、
上
述
の
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
活
用
促

進
を
は
じ
め
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
普
及
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
E
S
D
）の
推
進

E
S
D
と
は
、
環
境
、
貧
困
、
人
権
、
開
発
と
い
っ
た
様
々

な
地
球
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
す
力
を
身
に
付

け
る
た
め
の
教
育
で
す
。
E
S
D
は
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
担
い
手
の
育
成
を
通
じ
て
、
S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー
ル
全

体
の
達
成
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
E
S
D
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
国
際
社
会
の
中
で
更
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

1 

E
S
D
に
関
す
る
国
際
的
な
取
組

ユ
ネ
ス
コ
を
主
導
機
関
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た「
国
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連
E
S
D
の
10
年（
D
E
S
D
：D

ecade�of�E
SD

）」

（
2
0
0
5
年
〜
2
0
1
4
年
）
及
び「
E
S
D
に
関
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
G
A
P
）」

（
2
0
1
5
年
〜
2
0
1
9
年
）
を
経
て
、
G
A
P
後
継

枠
組
み
と
し
て
、「
2
0
3
0
年
の
た
め
の
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
：
S
D
G
s
達
成
に
向
け
て（E

SD

�

for�2030

）」が
2
0
1
9
年
秋
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
及
び
国

連
総
会
で
採
択
さ
れ
る
予
定
で
す
。
採
択
後
は
そ
の
新
し
い

枠
組
み
の
も
と
で
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
と
も

に
、
E
S
D
の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
優
れ
た
E
S
D
の
取
組
を
世
界
に
広
め
る
た
め
に
、
日

本
政
府
の
財
政
支
援
に
よ
り
創
設
さ
れ
た「
ユ
ネ
ス
コ
/
日
本

E
S
D
賞
」に
つ
い
て
は
、
2
0
1
8
年
に
は
新
た
に
3
団
体

が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
は
、
平
成
23
年
度
か
らSE

A
M
E
O
-

Japan�E
SD

�A
w
ard

を
実
施
し
、
S
E
A
M
E
O（
東
南

ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
）加
盟
国
に
お
い
て
、
E
S
D
に
関
す

る
顕
著
な
取
組
を
行
う
小
中
高
等
学
校
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

2 

E
S
D
に
関
す
る
国
内
の
取
組

文
部
科
学
省
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル（
ユ
ネ
ス
コ
憲
章

に
示
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ

が
認
定
す
る
平
和
や
国
際
的
な
連
携
を
実
践
す
る
学
校
）を

E
S
D
の
推
進
拠
点
と
位
置
付
け
、
国
内
外
の
学
校
間
交

流
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
好
事
例
の
共
有
、
教
師
の
知
見
の

向
上
等
を
通
じ
て
、
E
S
D
の
普
及
・
深
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
30
年
12
月
に
は
第
10
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

全
国
大
会（
E
S
D
研
究
大
会
）を
開
催
し
、
全
国
か
ら
約

8
0
0
名
の
教
育
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
E
S
D
推
進
に
向
け
た
ユ
ー
ス
世
代
に
よ
る
活
動
の
促

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
省
と
文
部
科
学
省
の
協
力
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
官
民
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る「
E
S
D
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
形
成
し
、
そ
の

拠
点
と
し
て
全
国
の「
E
S
D
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
及
び

「
地
域
E
S
D
拠
点
」が
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
は
、「
S
D
G
s
の
担
い
手
育
成（
E
S
D
）

推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
国
内
の
教
育
現
場
に
お
け
る

S
D
G
s
達
成
の
担
い
手
を
育
む
た
め
の
多
様
な
教
育
活
動

（
E
S
D
）を
実
施
・
支
援
し
、
S
D
G
s
達
成
の
担
い
手
に

必
要
な
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
の
科
学
事
業
を
通
じ
た
S
D
G
s
達
成

へ
の
貢
献

ユ
ネ
ス
コ
科
学
事
業
に
お
い
て
も
、
S
D
G
s
へ
の
貢
献
は

共
通
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ユ
ネ
ス
コ
の
科
学
分
野
の
登
録
認
定
事
業
と
し
て
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
及
び
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
自
然
と
人
間
社
会
の
共

生
に
重
点
を
置
き
、
生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活
用

の
調
和
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
我
が
国
で
は
9
か
所

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

国
際
的
な
地
質
学
的
重
要
性
を
有
す
る
地
層
、
岩
石
、
地
形
、

火
山
、
断
層
な
ど
の
地
質
遺
産
を
保
護
し
、
科
学
・
教
育
・

地
域
振
興
等
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
人
間
と
の

共
生
及
び
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
、
我
が
国
で
は
9
か
所
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
両

事
業
は
、
人
々
の
生
活
と
自
然
の
調
和
を
通
じ
た
、
地
域
レ

ベ
ル
で
の
S
D
G
s
達
成
を
体
現
す
る
取
組
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
科
学
協
力

事
業
で
あ
る
海
洋
科
学
及
び
水
科
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、

S
D
G
s
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推
進
は

非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、

専
門
家
の
派
遣
や
信
託
基
金
の
拠
出
等
を
通
じ
て
、
政
府
間

海
洋
学
委
員
会
、
国
際
水
文
学
計
画
等
の
取
組
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

日本国内のユネスコエコパーク

日本国内のユネスコ世界ジオパーク

志賀高原

アポイ岳

島原半島

伊豆半島

山陰海岸

糸魚川

洞爺湖有珠山

南アルプス
屋久島・
口永良部島

大台ヶ原
大峯山
大杉谷

只見

室戸
阿蘇

隠岐

綾

白山

みなかみ
祖母・傾・大崩

アポイ岳

島原半島

伊豆半島

山陰海岸

糸魚川

洞爺湖有珠山

室戸
阿蘇

隠岐

第10回ユネスコスクール全国大会
（ESD研究大会）
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安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
等
の
整
備
の
推
進

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部

文
部
科
学
省
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全

な
学
校
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
、
耐
震
化
や
防
災
機
能
強
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
災
害
復
旧
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
老
朽
化

対
策
・
長
寿
命
化
改
修
、
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設（
エ
コ

ス
ク
ー
ル
）の
整
備
を
推
進
し
、
地
方
公
共
団
体
が
学
校
施
設

を
整
備
す
る
際
の
参
考
と
な
る
指
針
や
手
引
、
事
例
集
な
ど

の
作
成
を
通
じ
て
、
安
全
で
質
の
高
い
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

国
立
大
学
等
施
設
に
つ
い
て
も
、
安
全
・
安
心
な
教
育
研

究
環
境
の
整
備
や
機
能
強
化
等
へ
の
対
応
の
た
め
、
耐
震
化

や
老
朽
施
設
の
改
善
整
備
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
な
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
重
点
的
・
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
学
校
施
設
の
整
備
を
担
っ
て
き
た「
文
教
施
設

企
画
部
」に
つ
い
て
、
平
成
30
年
10
月
16
日
に
組
織
再
編
を

実
施
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
文
教
施
設
の
防
災
に
係
る

対
応
を
強
化
す
る
た
め
、
文
教
施
設
の
防
災
を
主
担
当
と
す

る
課
長
級
職
と
し
て「
参
事
官（
施
設
防
災
担
当
）」を
創
設

し
、「
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
」に
再
編
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
新
体
制
の
下
、
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設

等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
学
校
施
設
整
備

●
学
校
施
設
の
防
災
対
策

学
校
施
設
は
、
子
供
た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割

も
果
た
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
と
防
災
機
能
の

強
化
は
極
め
て
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
公
立
学
校
施
設
の
構
造

体
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
完
了
を
目
標

に
、
制
度
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
重
点
的
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
屋
内
運
動
場
等
の
吊つ

り
天
井
の
落
下
防
止
対

策
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
公
立
小
中
学
校

の
構
造
体
の
耐
震
化
率
は
99
・
2
％
、
屋
内
運
動
場
等
の
吊

り
天
井
等
の
落
下
防
止
対
策
実
施
率
は
98
・
2
％
と
な
り
、

お
お
む
ね
完
了
し
た
状
況
で
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、

構
造
体
の
耐
震
化
及
び
屋
内
運
動
場
等
の
吊
り
天
井
の
落
下

防
止
対
策
が
未
完
了
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
引
き
続

き
、
必
要
な
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
速
や
か
に
対
策

を
完
了
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」で

は
、
2
度
に
及
ぶ
震
度
7
の
地
震
や
4
，0
0
0
回
を
超
え

る
余
震
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
立
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、

先
述
の
よ
う
に
耐
震
化
や
吊
り
天
井
の
対
策
が
進
ん
で
い
た

た
め
、
倒
壊
・
崩
壊
等
に
至
る
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
、
外
壁
や
窓
な
ど
の
吊
り
天
井
以
外
の
非
構

造
部
材
に
お
い
て
、
落
下
な
ど
の
被
害
が
目
立
ち
、
避
難
所

と
し
て
の
使
用
が
で
き
な
い
学
校
も
発
生
し
、
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
施
設
整
備
の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

学
校
施
設
の
安
全
性
の
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
緊
急
提
言
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
緊
急
提
言
に
お
い
て
、
吊
り
天
井
以
外
の
非

構
造
部
材
に
関
し
、
古
い
工
法
の
も
の
や
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
も
の
の
被
害
が
顕
著
で
あ
る
と
の
提
言
を
踏
ま
え
、
安

全
対
策
の
観
点
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的
に
老
朽
化

対
策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
緊
急
提
言
に
お
い
て
は
、
学
校
施
設
の
防
災
機

能
に
関
し
て
、
学
校
施
設
ご
と
に
避
難
所
と
し
て
求
め
ら
れ

る
役
割
・
備
え
る
べ
き
機
能
等
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
優
先

順
位
を
付
け
て
整
備
す
る
こ
と
等
の
課
題
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
熊
本
地
震
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成
29

年
度
に
、
学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
の
向
上
の
観
点
か

ら
、
避
難
所
に
必
要
な
防
災
機
能
の
保
有
状
況
等
の
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
断
水
時
の
ト
イ
レ
使
用
が
可
能
な
学
校 屋内運動場の吊り天井の落下防止対策の例（天井撤去）
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が
5
割
弱
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機
能

の
整
備
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
受
け
、
防
災
担
当
部
局
等
と
教
育
委
員
会
の
連
携
協
力
体

制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
の

防
災
機
能
の
強
化
を
一
層
推
進
す
る
よ
う
教
育
委
員
会
等
に

周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
6
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を

震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
女

子
児
童
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
当
該
事
故
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、

6
月
19
日
に
全
国
の
学
校
設
置
者
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
安
全
点
検
等
の
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
進
捗
状

況
を
調
査
し
、
8
月
10
日
に
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た�

。

こ
の
調
査
に
よ
り
、「
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

を
有
す
る
学
校
」が
、
全
国
の
学
校（
5
万
1
，0
8
2
校
）

の
約
4
分
の
1
に
当
た
る
1
万
2
，6
5
2
校
に
の
ぼ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
文
部
科
学
省
と
し

て
は
、
各
学
校
設
置
者
に
対
し
て
、
速
や
か
に
安
全
点
検
や
、

注
意
喚
起
を
行
う
等
の
応
急
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
判
明
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
改
善
を
図
る
よ
う
通
知
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

各
学
校
設
置
者
が
速
や
か
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
が

行
え
る
よ
う
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度
第
1
次

補
正
予
算
に
お
い
て
必
要
な
予
算
を
措
置
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
や
昨
夏
の
猛
暑
に

起
因
す
る
健
康
被
害
の
発
生
状
況
等
を
踏
ま
え
、
子
供
た
ち

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設

備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」を
創
設
し
、
公
立
学
校
に
お
け

る
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
や
、
熱

中
症
対
策
の
た
め
の
空
調
設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
」や「
平
成
30
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
」な
ど
、
最
近
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
踏
ま

え
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
が
自
然
災
害
時
に
そ
の
機
能
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
に
つ
い
て
、
3

年
間
で
集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
と
し
て
、「
防
災
・
減
災
、

国
土
強き
ょ
う
じ
ん靱
化か

の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」が
平
成
30
年
12

月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
文
部
科
学

省
関
係
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
学
校
施
設
等
に
お
け
る
、
災

害
時
に
落
下
の
危
険
性
の
あ
る
外
壁
や
天
井
等
の
改
善
整
備

及
び
構
造
体
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
文
部

科
学
省
と
し
て
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
時

に
お
い
て
、
学
校
施
設
の
機
能
維
持
を
図
る
た
め
、
財
政
支

援
な
ど
必
要
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
や
非
構
造
部
材
等
の
耐
震
対
策
、
防
災
機
能

強
化
等
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
学
校
施
設
の
災
害
復
旧

文
部
科
学
省
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
公

立
学
校
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
国
庫
負
担

（
補
助
）し
て
い
ま
す
。
特
に
、
激
甚
災
害（
国
民
経
済
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
か
つ
、
地
方
財
政
の
負
担
緩
和
や
被
災
者
へ

の
特
別
の
助
成
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
な
災
害
）に
指
定
さ

れ
た
災
害
に
関
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
そ
の
財
政

規
模
に
応
じ
て
国
庫
負
担
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
立
大
学
等
施
設
に
つ
い
て
も
、
自
然
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
を
国
庫
補
助

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
立
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、
激
甚
災
害
に
指

定
さ
れ
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
国
庫
補
助
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た「
東
日

本
大
震
災
」に
よ
り
被
災
し
た
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
の
支
援
を
得
て
復
旧
す
る
公
立
学
校
2
，3
3
9
校
の

う
ち
2
，3
1
3
校（
98
・
9
％
）、
国
立
学
校
25
法
人
全
て

（
1
0
0
・
0
％
）、
私
立
学
校
7
9
0
校
の
う
ち
7
8
2
校

（
99
・
0
％
）の
復
旧
が
完
了
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
も
、
最
大
震
度
７
の
地
震
が
2
回
発

生
し
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」、平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、

西
日
本
を
中
心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と

な
っ
た「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
」や「
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
」な
ど
相
次
ぐ
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
学
校
施

設
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
の
被
災
地
で
も
、

国
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
仮
設
校
舎
の
設
置
や
校
舎
の
本
復

旧
な
ど
が
現
在
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
引
き
続
き
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
学
校
施
設
の
早
期
復
旧
に
向
け
て
、
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

大雨による土砂の流入により被災した学校施設
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豊
か
な
学
校
施
設
環
境
の
構
築

●
学
校
施
設
整
備
指
針
の
策
定
等

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
教
育
を
進
め
る
上
で
必
要
な
施

設
機
能
の
確
保
の
た
め
、
施
設
計
画
及
び
設
計
に
お
け
る
基

本
的
な
考
え
方
や
留
意
事
項
を
示
し
た「
学
校
施
設
整
備
指

針
」を
学
校
種
ご
と
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
社
会
状
況
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
り
見
直
し
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
2
月
か
ら
は
、
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
等
に
対
応
す
る
た
め「
学
校
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
」を
開
催
し
、
今
後
の
学
校
施
設
の

在
り
方
及
び
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
に
関
す
る
調
査
研

究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
3
月
に
は
、
小
学
校
及

び
中
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
を
行
い
、
今
年
度
は
、
高

等
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
指
針
や
調
査
研
究
報
告
は
、
文
部
科
学
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）学
校
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会

議http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/
chousa/shisetu/044/index.htm

●
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
づ
く
り

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
や
校
舎
や
体
育
館

等
の
断
熱
性
の
向
上
、
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
の
環
境
を
考
慮

し
た
学
校
施
設（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。エ

コ
ス
ク
ー
ル
の
整
備
に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
健

康
的
で
快
適
な
学
習
・
生
活
空
間
を
維
持
し
な
が
ら
施
設
の

環
境
負
荷
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ス

ク
ー
ル
は
、
児
童
生
徒
が
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
教
材
と
し
て
の

側
面
を
持
つ
と
と
も
に
、
地
域
の
環
境
教
育
の
発
信
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省

で
は
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
エ
コ
ス
ク
ー
ル
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

モ
デ
ル
事
業
を
平
成
9
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
実
施
し
、

1
， 6
6
3
校
認
定
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
か
ら
は

「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
」に
改
称
し
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て

整
備
す
る
学
校
を
1
4
3
校
認
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
エ
コ
ス
ク
ー

ル
の
効
果
や
積
極
的
な
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
き
、
学
校
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化（
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
）に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
我
慢
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
を
求
め
る

こ
と
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
を
確
保
し
た
上
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
事
務
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い
、

学
校
で
活
用
で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
す
る
資
料「
学

校
で
で
き
る
省
エ
ネ
」を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
実
地
調
査
や

講
習
会
の
開
催
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
高
機
能
化
・
多
機
能
化
等
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
増
加
も
あ
り
、
学
校
に
お
い
て
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
平
成
30
年
1
月
か
ら「
学
校
等
に
お
け
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
す
る
検
討
会
」を
開
催
し
て
、
学
校
等
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
の
基
本
的
事
項
を
ま
と
め

た
手
引
き
を
作
成
し
公
表
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
手
引
き
を
活
用
し
て
、
引
き
続
き
学
校
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
設
置
者
等
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

増
加
す
る
夏
季
と
冬
季
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
へ
の
協
力
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

（
参
考
）省
エ
ネ
法
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
等
へ
の
取
組

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shisetu/gr
een/index.htm

●
木
材
を
活
用
し
た
学
校
施
設
づ
く
り

学
校
施
設
に
お
け
る
木
材
の
利
用
は
、
木
材
の
柔
ら
か
で

温
か
み
の
あ
る
感
触
や
優
れ
た
吸
湿
効
果
か
ら
、
豊
か
で
快

適
な
学
習
環
境
づ
く
り
を
行
う
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
業
の
活
性
化
、
地
球
環
境
の
保
全

な
ど
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
木
材
を
利
用
し
た
公
立

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

木
材
利
用
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
・
配
布
、
講
習
会
の
実

施
な
ど
、
学
校
施
設
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
日
本
工
業
規
格
で
あ
る

「
木
造
校
舎
の
構
造
設
計
標
準（JIS�A

�3301

）」に
つ
い
て
、

近
年
の
学
校
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の
変
化
な
ど
に
対
応

す
る
よ
う
全
面
改
正
す
る
と
と
も
に
、JIS�A

�3301

の
解
説

書
と
な
る
技
術
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
木
造
3

階
建
て
学
校
施
設
が
、
一
時
間
準
耐
火
構
造
で
整
備
で
き
る

よ
う
規
制
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
整
備
す
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
や
留
意
事
項
を
ま
と
め
た「
木
の
学
校
づ
く
り-

木
造
3

階
建
て
校
舎
の
手
引-

」を
作
成
し
ま
し
た
。

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/index.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/green/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/green/index.htm
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平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
、JIS�A

�3301

を
活
用
し

た
木
造
校
舎
、
木
造
3
階
建
て
学
校
施
設
、
C
L
T（
直
交

集
成
板
）を
用
い
た
木
造
校
舎
等
を
整
備
す
る
地
方
公
共
団

体
の
先
導
的
な
取
組
を
支
援
す
る
、「
木
の
学
校
づ
く
り
先

導
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
は
、
木
の
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
た「
木
の
学
校
づ
く
り
―
そ
の
構
想
か
ら
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
―
（
改
訂
版
）」を
日
本
建
築
学
会
の
協
力

を
得
て
、
作
成
し
ま
し
た
。

●
学
校
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
の
徹
底

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
等
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
非
常
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
地
域
住
民
の

避
難
生
活
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
う
も
の
で
あ
る
た
め
、

日
常
の
み
な
ら
ず
災
害
時
に
お
い
て
も
十
分
な
安
全
性
・
機

能
性
を
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
建
築
当
初
に
は
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
性
能
も
、
経
年
劣
化
等
に
よ
り
必

要
な
性
能
を
満
た
さ
な
く
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
校
施
設
の
管
理
者
は
、
当
該
施
設
が
常
に
健
全
な
状

態
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
設
置
者
に
対
し
て
学
校
施
設
の

維
持
管
理
の
必
要
性
・
重
要
性
を
周
知
す
る
た
め
、
平
成
28

年
3
月
に「
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
―
学
校
設
置

者
の
た
め
の
維
持
管
理
手
引
―
」を
作
成
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
5
月
に
は
体
育
館
の
床
板
の
剥は
く

離り

に
よ
る

負
傷
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
学
校
の
設
置
者
等
に
対

し
、
適
切
な
清
掃（
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
・
水
拭
き
の
禁
止
）や
日

常
点
検
を
要
請
す
る
通
知
を
発
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
安

全
・
安
心
な
教
育
環
境
確
保
の
た
め
、
維
持
管
理
の
適
切
な

実
施
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
対
策

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
17
年
度
に「
学
校
施
設
等
に
お

け
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
使
用
実
態
調
査
」を
実
施
し
、

以
降
、
毎
年
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
少
数
の

機
関
を
除
き
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
3
月
に
石
綿
障
害
予
防
規
則
が
改
正
さ

れ
、
石
綿
含
有
保
温
材
等（
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
、
煙
突

用
断
熱
材
等
）が
新
た
に
規
制
対
象
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
教

室
や
廊
下
等
の
児
童
生
徒
・
教
職
員
等
が
通
常
立
ち
入
る
場

所
及
び
煙
突
を
対
象
と
し
、
そ
の
使
用
状
況
及
び
劣
化
、
損

傷
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
調
査
結
果
の
公
表
時
に
は
、
学
校
設
置
者

等
に
対
し
て
、
調
査
の
早
期
完
了
と
、
劣
化
、
損
傷
等
が
あ

る
石
綿
含
有
保
温
材
等
を
保
有
す
る
機
関
に
対
し
て
は
専
門

業
者
等
に
相
談
の
上
、
適
切
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
物
に
は
多
種
多
様
な
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
機
関
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
当
該
部
分
の
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
改
修
や

取
壊
し
工
事
を
行
う
際
に
は
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
い
た
適

切
な
対
応
を
す
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
今
後
も

引
き
続
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

●
公
立
学
校
の
老
朽
化
対
策
、
長
寿
命
化
改
修
の
推
進

公
立
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
耐
震
化
を
最
優

先
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
老
朽
化
が
進
行

し
た
学
校
施
設
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
安
全
面
や
機
能

廊下の壁を一部撤去して多目的スペースを整備 改築同等の教育環境を確保
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面
で
不
具
合
が
生
じ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ

ば
、
全
国
の
公
立
小
中
学
校
で
、
外
壁
・
窓
枠
の
落
下
な
ど

建
物
の
老
朽
化
が
主
因
の
安
全
面
に
お
け
る
不
具
合
は
年
間

約
3
万
2
，0
0
0
件
発
生
し
て
お
り
、
約
1
万
4
，0
0
0

件
で
あ
っ
た
平
成
24
年
度
調
査
に
比
べ
て
2
倍
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
社
会
の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
学
校
施
設

の
機
能
・
性
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
少

人
数
指
導
等
に
対
応
し
た
学
習
環
境
や
I
C
T
環
境
の
整

備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
空
調
設
備
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
、学
習
環
境
の
改
善
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
公
立
学
校
の
約
9
割
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
防
災
機
能
の
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
の
下
、
計
画
的
な
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
改
築（
建
て
替
え
）と
同

等
の
教
育
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
排
出
す
る
廃
棄

物
量
も
少
な
い「
長
寿
命
化
改
修
」に
重
点
を
移
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

長
寿
命
化
改
修
は
、
建
物
の
耐
久
性
を
高
め
る
こ
と
に
加

え
、
学
校
施
設
に
対
す
る
現
代
の
社
会
的
事
情
に
応
じ
る
よ

う
、
建
物
の
機
能
や
性
能
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ（
お
お
む
ね
築
後
45
年
程
度
ま
で
）で
長
寿
命

化
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
技
術
的
に
は
、
70
〜
80
年
程
度
に

耐
用
年
数
を
延
ば
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

平
成
25
年
11
月
、
政
府
に
お
い
て「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基

本
計
画
」（
以
下
、「
基
本
計
画
」）が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
基

本
計
画
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
中
長
期
的
な

維
持
管
理
・
更
新
等
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
や
予
算

の
平
準
化
を
図
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

基
本
計
画
で
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
域
内
の

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す
る
た

め
の
計
画（
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
）を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
個
別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画（
個
別
施
設
計
画
）

を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
中
長
期
的
な

整
備
計
画
の
策
定
や
長
寿
命
化
改
修
の
導
入
を
推
進
す
る
た

め
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別
施
設
計
画
策
定

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
27
年
4
月
に「
学
校
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
策
定
に
係
る
手
引
」を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

平
成
29
年
3
月
に
は
、
手
引
き
に
基
づ
き
、
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
の
標
準
的
な
様
式
を
示
す
と
と
も
に
、
よ
り
具

体
的
な
留
意
点
を
解
説
し
た「
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

策
定
に
係
る
解
説
書
」を
作
成
し
、
こ
の
解
説
書
に
基
づ
く

説
明
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

長
寿
命
化
改
修
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
25
年
度
か

ら「
長
寿
命
化
改
良
事
業
」を
創
設
し
、
地
方
公
共
団
体
が

行
う
長
寿
命
化
改
修
に
つ
い
て
経
費
の
3
分
の
1
を
補
助
す

る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
措
置
に
よ
り
、
実
質
的
な
地
方
の

負
担
割
合
を
26
・
7
％
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
3
月
に
は
、
長
寿
命
化
改
修
の
先
導
的

事
例
や
留
意
事
項
を
記
載
し
た「
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改

修
に
関
す
る
事
例
集
」を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、
長
寿
命
化
改

修
な
ど
の
老
朽
化
対
策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
て
適
切

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�●
公
立
特
別
支
援
学
校
の
教
室
不
足
へ
の
対
応

公
立
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
10
月
1
日

現
在
、
全
国
で
3
，4
3
0
教
室
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
特
別
支
援

学
校
へ
の
受
入
れ
が
想
定
さ
れ
る
児
童
生
徒
数
を
的
確
に
把

握
し
、
教
室
不
足
の
解
消
計
画
を
策
定
・
更
新
す
る
と
と
も

に
、
学
校
の
新
設
や
校
舎
の
増
築
、
分
校
・
分
教
室
の
整
備
、

廃
校
・
余
裕
教
室
等
の
既
存
施
設
の
活
用
等
に
よ
っ
て
、
教

育
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
公
立
学
校
の
廃
校
・
余
裕
教
室
の
活
用

近
年
、
少
子
化
に
伴
う
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
廃

校
や
余
裕
教
室
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
有
効
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
文
部
科
学

省
で
は
次
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
活
用
事
例
等
の
情
報
提
供

廃
校
・
余
裕
教
室
の
活
用
事
例
や
、
活
用
用
途
を
募
集
し

て
い
る
廃
校
施
設
の
一
覧
、
活
用
に
当
た
っ
て
利
用
可
能
な

○インフラ長寿命化基本計画（H25.11.29策定)のポイント
• 個別施設毎の長寿命化計画を核として、メンテナンスサイクルを構築
• メンテナンスサイクルの実行や体制の構築等により、トータルコストを縮減・平準化
• 産学官の連携により、新技術を開発・メンテナンス産業を育成

○インフラ長寿命化基本計画の体系（公立小中学校の場合）
インフラ長寿命化基本計画（H25.11.29）
○策定主体：国
○対象施設：全てのインフラ

○策定主体：各教育委員会
○対象施設：各地方公共団体の行動計画において設定
○策定時期：2020年度までに策定

※公共施設の4割を占める学校施設の状況は、公共施設等総合管理計画においても
　重要な検討材料。可能な限り速やかに検討に着手することが重要。

個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画）

行動計画に
基づき策定

個別施設計画を核とした
メンテナンスサイクルの実施

○策定主体：文部科学省及び地方公共団体
○対象施設：安全性等を鑑み、策定主体が設定
○策定時期：平成28年度までに策定

公共施設等総合管理計画
《インフラ長寿命化計画（行動計画）》

基本計画に
基づき策定

点検・診断
基
準
類
の
整
備

情
報
基
盤
の
整
備
と
活
用

修繕・更新

行動計画に
おいて
具体化した
取組を推進

インフラ長寿命化基本計画について
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各
省
庁
の
補
助
制
度
等
に
つ
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
文
部
科

学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）〜
未
来
に
つ
な
ご
う
〜

「
み
ん
な
の
廃
校
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/zyo
sei/1296809.htm

②
財
産
処
分
手
続
の
弾
力
化

国
庫
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
た
学
校
施
設
を
学
校
以
外
に

転
用
等
す
る
場
合
、
国
庫
補
助
事
業
完
了
後
10
年
以
上
経
過

し
た
建
物
等
の
無
償
に
よ
る
財
産
処
分
で
あ
れ
ば
、
原
則
と

し
て
国
庫
納
付
を
不
要
に
す
る
な
ど
、
財
産
処
分
手
続
を
大

幅
に
弾
力
化
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）廃
校
施
設
・
余
裕
教
室
の
有
効
活
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/zyo
sei/yoyuu.htm

国
立
大
学
等
の
施
設
整
備

●
国
立
大
学
等
施
設
の
現
状
と
課
題

国
立
大
学
等
の
施
設
は
、
教
育
研
究
活
動
に
不
可
欠
な
基

盤
で
あ
る
と
と
も
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
人
材
育
成
の
拠

点
と
な
る
重
要
な
施
設
で
す
。

現
在
、
国
立
大
学
等
の
施
設
は
、
建
築
後
25
年
以
上
を
経

過
し
た
施
設
が
約
6
割
を
占
め
る
と
と
も
に
、
建
築
後
50
年

以
上
を
経
過
し
た
改
修
を
要
す
る
施
設
が
今
後
5
年
間
で
大

幅
に
増
加（
約
1
4
7
万
㎡
→
約
2
4
1
万
㎡
）す
る
な

ど
、
老
朽
化
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
面
に

問
題
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
の
機
能
強
化
、

大
学
教
育
の
質
的
転
換
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
機
能

面
で
も
様
々
な
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
給
排
水
管
や
電
気
設
備
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
老
朽
化
も
著
し
く
進
行
し
て
お
り
、
今
後
、
故
障

や
事
故
が
増
加
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
漏
水

等
の
支
出
の
原
因
と
な
る
な
ど
経
営
面
に
も
影
響
す
る
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
国
立
大
学
等
の
社
会
的
責

任
と
し
て
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
一

層
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
第
5
期
科
学
技
術
基

本
計
画（
平
成
28
年
1
月
22
日
閣
議
決
定
）を
踏
ま
え
、「
第

4
次
国
立
大
学
法
人
等
施
設
整
備
5
か
年
計
画（
平
成
28

年
度
〜
32
年
度
）（
平
成
28
年
3
月
29
日
文
部
科
学
大
臣
決

定
）」（
以
下
、「
第
4
次
5
か
年
計
画
」と
い
う
。）を
策
定
し
、

計
画
的
・
重
点
的
な
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
最
近
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ

た
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対

策
」（
平
成
30
年
12
月
14
日
閣
議
決
定
）の
中
で
、
国
立
大
学

等
施
設
に
お
い
て
、
災
害
時
に
落
下
の
危
険
性
の
あ
る
外
壁

や
天
井
等
の
改
善
整
備
や
、
研
究
活
動
継
続
や
安
全
確
保
対

策
等
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
更
新
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

●
第
4
次
5
か
年
計
画
に
基
づ
く
整
備
の
推
進

文
部
科
学
省
は
第
4
次
5
か
年
計
画
に
お
け
る
重
点
整
備

と
し
て
、
①
安
全
・
安
心
な
教
育
研
究
環
境
の
基
盤
の
整
備
、

②
国
立
大
学
等
の
機
能
強
化
等
変
化
へ
の
対
応
、
③
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。「

安
全
・
安
心
な
教
育
研
究
環
境
の
基
盤
の
整
備
」で
は
、

耐
震
対
策
や
防
災
機
能
強
化
、
老
朽
化
し
た
基
盤
整
備
の
更

新
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
国
立
大
学
等
の
機
能
強
化
等
変

化
へ
の
対
応
」で
は
、
機
能
強
化
に
伴
い
必
要
と
な
る
新
た
な

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
戦
略
的
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
導
入
と
と
も
に
、
大
学
附

属
病
院
の
再
開
発
整
備
の
着
実
な
実
施
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

外壁・建具落下の危険 耐震補強と外壁の改修

過密な研究室（機能低下と事故発生の危険） フレキシブルなオープンラボの整備

改
修
・
機
能
強
化

IT企業のオフィスとして廃校を活用

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/1296809.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/1296809.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/yoyuu.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/yoyuu.htm
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「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成
」で
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
や
社
会
の
先
導
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
同
計
画
で
は
、
国
立
大
学
法
人
等
に
対
し
て
、
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
大
学
の
基
本
理
念
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

プ
ラ
ン
、
経
営
戦
略
等
を
踏
ま
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
整
備

計
画（
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）を
策
定
・
充
実
す
る
と

と
も
に
、
当
該
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
計
画
的
で
、
よ
り
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
施
設
整
備
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
の
た
め
の
仕
組
み
の

構
築
や
施
設
の
有
効
活
用
、
適
切
な
維
持
管
理
の
実
施
等
戦

略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、
民
間
資
金
等
の
活
用
等
多

様
な
財
源
を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。

●
戦
略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

国
立
大
学
の
基
本
理
念
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
の
実
現
の

た
め
に
は
、
経
営
的
視
点
か
ら
、
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
財
源
の
確
保
な
ど
の
施
設
全
般
に
係
る
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
組
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ

の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基

本
的
な
考
え
方
、
具
体
的
な
実
施
方
策
や
先
進
的
な
取
組
事

例
等
を
示
し
た
報
告
書
や
事
例
集
等
を
作
成
し
、
国
立
大
学

法
人
等
に
お
け
る
戦
略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

報
告
書
や
事
例
集
等
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shisetu/ko

kuritu/1318421.htm

ま
た
、
国
立
大
学
法
人
等
の
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
な
課

題
と
な
る
中
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
よ
り
既
存
施
設
を
有
効

活
用
し
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
や
予
算
の
平
準
化
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
11
月
に「
国

立
大
学
法
人
等
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
の
最
適
化
に
関
す
る
検
討
会
」を
設
置
し
、
施
設
の
長
寿

命
化
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な
推
進
方
策
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
各
部
位
ご
と
の
改

修
・
更
新
実
績
や
劣
化
状
況
の
整
理
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
に
有
効
な
取
組
事
例
の
収
集
を
行
い
、
平
成
31
年

3
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」に
お
い
て
、
個

別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画（
個
別
施
設
計
画
）の
策
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
国
立

大
学
法
人
等
に
お
い
て
施
設
の
長
寿
命
化
が
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
普
及
・
啓
発
を
行
う
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

●
国
立
大
学
附
属
病
院
施
設
整
備
の
推
進

今
後
の
国
立
大
学
附
属
病
院
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
耐
震
化
に
加
え
て
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
電
気
・
水

の
確
保
な
ど
、
医
療
継
続
の
た
め
の
防
災
機
能
強
化
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
国
土
強
靱
化
基
本

計
画
」に
お
い
て
も
、「
災
害
拠
点
病
院
と
な
る
国
立
大
学
附

属
病
院
に
お
け
る
防
災
・
減
災
機
能（
水
の
確
保
・
浸
水
対
策

等
）の
充
実
を
図
る
」旨
、
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
現
状
を
踏
ま
え
た
今
後

の
附
属
病
院
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
強
化
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、「
国
立
大
学
附
属
病
院
施
設
の
防
災

機
能
強
化
に
関
す
る
検
討
会
」を
設
置
し
、
平
成
28
年
11
月

に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

本
報
告
書
で
は
、
附
属
病
院
施
設
の
防
災
機
能
強
化
に
関

す
る
実
態
調
査
の
結
果
や
、
平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
に
お
け
る
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
被
災
状
況

等
も
踏
ま
え
、
今
後
附
属
病
院
が
災
害
時
の
医
療
拠
点
と
し

て
防
災
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
際
に
求
め
ら
れ
る
取
組

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
国
公
私
立
大
学
附
属
病
院
に
お
い
て
近
年
整

備
さ
れ
た
主
な
防
災
関
連
設
備
の
中
か
ら
先
導
的
と
考
え
ら

れ
る
整
備
事
例
や
、
防
災
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
組
織
的

な
取
組
事
例
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」（
平
成
30
年
12
月
14
日
閣

議
決
定
）と
し
て
、
災
害
発
生
後
の
医
療
継
続
の
た
め
の
浸

水
対
策
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
文
教
施
設
整
備

●
文
教
施
設
へ
の
民
間
活
力
の
導
入

効
率
的
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
て
良
好
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
す
る
た
め
、
多
様
な
P
P
P
/
P
F
I（Public�

P
riv
ate�P

artn
ersh

ip�/�P
riv
ate�F

in
an
ce�

Initiative

）を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
6
月
15
日
、
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
会
議
に

お
い
て「
P
P
P
/
P
F
I
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
平
成

30
年
改
定
版
）」（
以
下「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」と
い
う
。）が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
施
設
の
所
有
権
は
公
共
が
有
し

た
ま
ま
、
施
設
の
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
認
定
す
る
こ
と

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1318421.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1318421.htm


2019年度文部科学行政の推進

文部科学広報　No.233　2019年4月号 24

が
可
能
と
な
る
公
共
施
設
等
運
営
権
制
度
を
活
用
し
た
事
業

（
以
下「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
」と
い
う
。）等
の
重
点
分
野
が

設
定
さ
れ
、
文
教
施
設（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
社
会
教
育
施
設

及
び
文
化
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
、「
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
集
中
強
化
期
間
中
に
3
件
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
具
体
化
を
目
標
と
す
る
」こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成

28
年
4
月
に「
文
教
施
設
に
お
け
る
公
共
施
設
等
運
営
権
の

導
入
に
関
す
る
検
討
会
」を
設
置
し
、
文
教
施
設
に
お
い
て

公
共
施
設
等
運
営
権
制
度
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
等
を
整
理

し
た
報
告
書
を
平
成
29
年
3
月
に
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
導
入
の
検
討

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
実
務
的
な
手
引
き
を
平
成
30
年

3
月
に
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
に
周
知
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
・
30
年
度
に
は
、
文
教
施
設
に
お
け
る
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
案
件
形
成
を
図
る
た
め
、「
文
教
施
設
に

お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る
先
導
的
開
発
事
業
」

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
本
報
告
書
や
実
務
的
な
手
引
き
を
地
方
公
共
団

体
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
を
検
討
す

る
地
方
公
共
団
体
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
文
教
施
設
整
備
へ
の
技
術
的
支
援

文
部
科
学
省
で
は
、
教
育
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化

の
活
動
等
の
推
進
の
た
め
、
こ
れ
ら
文
教
行
政
と
密
接
な
関

わ
り
を
持
つ
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
第
一
次
大
極
殿
正
殿

復
原
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
拡
充
整
備
に
つ
い
て

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
共
同
利

用
施
設
と
し
て
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

平
成
29
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
6

月
末
に
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
、
文
教
施
設
の
質
的
水
準
の
確
保
・
向
上
、
施
設
整

備
業
務
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
施
設
整
備
に
必
要
な
技

術
的
基
準
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
立
大
学
等
の

機
能
を
活
性
化
す
る
教
育
研
究
空
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め「
国
立
大
学
等
施
設
設
計
指
針
」を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

事
例
集
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
大

学
等
の
施
設
整
備
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
参
考
）国
立
大
学
等
の
特
色
あ
る
施
設（
事
例
集
等
）

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shisetu/ko
kuritu/1404577.htm

ナショナルトレーニングセンター（拡充棟）
（イメージ図）

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1404577.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1404577.htm
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1

総
合
教
育
政
策
局
の
設
置
に
つ
い
て

人
生
1
0
0
年
時
代
、超
ス
マ
ー
ト
社
会（Society5.0

）、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
構
造
は
急
速
に
変
化

し
て
お
り
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
、
こ
れ
を

リ
ー
ド
し
、
更
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
の
で
き
る
人

間
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
教
育
分
野
の
筆
頭
局
と
し
て

平
成
30
年
10
月
に
総
合
教
育
政
策
局
を
設
置
し
ま
し
た
。

総
合
教
育
政
策
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
1

学
校
教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
た
総
合
的
か
つ

客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
教
育
政
策
を
推
進

（
1
） 総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
教
育
改
革
政
策
の

推
進

■
政
策
課

教
育
政
策
推
進
の
中
核
と
し
て
、
総
合
的
・
計
画
的
な
教

育
政
策
の
企
画
立
案
・
調
整
機
能
を
有
し
、
教
育
関
係
施
策

の
総
括
及
び
調
整
を
行
い
ま
す
。「
中
央
教
育
審
議
会
」の
運

営
や「
教
育
振
興
基
本
計
画
」の
策
定
等
に
お
い
て
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
、「
調
査
企
画
課
」と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、

総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
教
育
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を

形
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
政
策
の
立
案

を
よ
り
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
教
育
改
革
・
国
際
課

教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
な
ど
我
が
国
の
教
育
環
境

の
変
化
等
を
迅
速
に
捉
え
、
広
く
教
育
改
革
に
関
す
る
動
向

の
調
整
及
び
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
時
宜
に
か
な
っ
た
教
育

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

在
外
教
育
施
設
へ
の
支
援
や
国
際
理
解
教
育
の
推
進
を
初

等
中
等
教
育
局
か
ら
移
管
す
る
な
ど
教
育
分
野
の
国
際
関
連

業
務
も
担
当
し
、
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え
た
教
育
政
策
の

企
画
・
推
進
を
効
果
的
に
行
い
ま
す
。

■
調
査
企
画
課

教
育
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く

政
策
立
案（E

vidence-B
ased�Policy�M

aking

：

E
B
P
M
）を
推
進
す
る
た
め
、「
調
査
統
計
企
画
室
」を
課

に
昇
格
さ
せ
、
学
校
基
本
調
査
や
社
会
教
育
調
査
等
の
基
幹

統
計
調
査
の
ほ
か
、
初
等
中
等
教
育
局
か
ら「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」を
移
管
し
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
教
育
政
策
を
検
討
す
る

た
め
、
外
国
調
査
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
国
立
教
育
政
策

研
究
所
と
も
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
国
際
動
向
を
踏
ま
え
た
、

未
来
に
向
け
て
の
政
策
立
案
の
た
め
、
総
合
的
な
情
報
の
蓄

積
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
、
教
育
関
係
の
政
策
調
査
等
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
や
知
見
を
政
策
立
案
に
つ
な
げ
る
機
能
を
強
化
し
ま

す
。

（
2
）教
育
を
支
え
る
専
門
人
材
育
成
政
策
の
強
化

■
教
育
人
材
政
策
課

従
来
初
等
中
等
教
育
局
と
高
等
教
育
局
と
に
分
か
れ
て
担

当
し
て
い
た
教
員
の
養
成
・
免
許
・
研
修
に
つ
い
て
の
業
務
を

一
元
化
し
、
よ
り
総
合
的
・
効
果
的
に
実
施
し
ま
す
。
社
会

教
育
主
事
等
の
社
会
教
育
関
係
人
材
の
養
成
・
研
修
に
関
す

る
業
務
も
ほ
か
の
部
局
と
も
連
携
し
つ
つ
行
う
こ
と
で
、
教
育

を
支
え
る
専
門
人
材
の
育
成
政
策
の
総
合
的
な
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

総
合
教
育
政
策
局
の
発
足

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局

総合教育政策局のミッション～再編の目的とこれからの方向性～
再編の目的 これからの方向性

学校教育政策と社会教育政策の
分断・縦割りの解消

学校教育・社会教育を通じた教育政策全体を総合的・横断的に推進し、
教育基本法第3条の生涯学習の理念に基づいた生涯学習政策の実現を目指す

　
総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
教
育
改
革
政
策
の
推
進

政策課 社
会
教
育
を
中
心
と
し
た
学
び
を
総
合
的
に
推
進
す
る
体
制
整
備

生涯学習推進課
総合的・計画的な教育政策の企画立案・調整 人生100年時代を豊かに生きる「生涯にわたる学び」の推進

教育政策
全般にわたる
企画・立案
機能の強化

・局全体の総括
人生100年
時代の
継続的な
学びの推進

・専修学校教育振興室
・中央教育審議会の運営 ・民間教育事業振興室
・教育振興基本計画の策定　等 ・職業教育担当

・学び直し推進担当　等
社
会
教
育
振
興
総
括
官

（
社
会
教
育
の
振
興
等
を
横
断
的
に
総
括
）

教育改革・国際課 地域学習推進課
教育のグローバル化等の環境変化を捉えた教育改革の推進 活力ある社会を持続可能とする「地域における学び」の推進

総合的・
客観的根拠に
基づいた
政策立案の
強化

・教育改革に関するとりまとめ及び教育改革の推進

地域課題解決
や社会参画の
ための学び

・地域学校協働活動推進室
・次世代の教育に係る研究開発や実証研究の強化 ・家庭教育支援室
・国際理解教育の推進等の教育分野の国際業務　等 ・青少年教育室

・社会教育施設担当　等

調査企画課 男女共同参画共生社会学習・安全課
総合的・客観的根拠に基づく教育政策立案（EBPM）の推進 誰もが社会に参画する「ともに生きる学び」の推進
・学校基本調査、社会教育調査等の基幹統計調査 ・男女共同参画学習室
・全国学力・学習状況調査 ・障害者学習支援推進室
・国立教育政策研究所と連携した総合的な情報収集　等 ・安全教育推進室

・外国人児童等担当　等

教育人材育成
の政策立案の
一元化

教育人材政策課 教育を支える専門人材の強化
・従来は初等中等教育局と高等教育局とに分かれていた教員の養成・採用・研修の業務を一元化
・ 併せて、生涯学習政策局で行われていた社会教育主事等の社会教育人材の育成に関する業務も一体的に行うことで、教育を支える専門人材
の育成政策の総合的な推進を図る
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総
合
教
育
政
策
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
2

生
涯
に
わ
た
る
学
び
、
地
域
に
お
け
る
学
び
、

と
も
に
生
き
る
学
び
の
政
策
を
総
合
的
に
推
進

（
1
） 人
生
1
0
0
年
時
代
を
豊
か
に
生
き
る「
生
涯
に
わ
た

る
学
び
」の
推
進

■
生
涯
学
習
推
進
課

人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
職

業
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
能
力
や
ス
キ
ル
の
育
成
を
含

め
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
た「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
」を
推
進
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
専
修
学
校
教
育
の
振
興
に
加
え
、
大
学
等
に

お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
も
含
め
た
関
係
施
策
を
取
り
ま
と
め
、

「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
社
会
」を
実
現

す
る
た
め
の
総
合
的
な
舵か
じ

取
り
を
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
検
定
試
験
や
高
卒
程
度
認
定
試
験
な
ど
学
び

の
成
果
を
適
切
に
評
価
す
る
仕
組
み
の
設
計
や
運
用
を
行
う

と
と
も
に
、
他
府
省
の
様
々
な
生
涯
学
習
関
連
施
策
と
の
協

力
を
進
め
る
な
ど
、
誰
も
が
生
涯
に
何
度
で
も
質
の
高
い
学

習
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

（
2
） 活
力
あ
る
社
会
を
持
続
可
能
と
す
る「
地
域
に
お
け
る

学
び
」の
推
進

■
地
域
学
習
推
進
課

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
活
力
あ
る
社
会
を
持
続
可
能

な
も
の
と
す
る
た
め
の
鍵
は
、
住
民
の
主
体
的
な
社
会
参
画

に
あ
り
ま
す
。

住
民
一
人
一
人
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
習
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
地
域
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
や
地
域

活
性
化
の
た
め
の
学
習
な
ど「
地
域
に
お
け
る
学
び
」を
学
校

教
育
と
も
連
携
し
な
が
ら
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学

校
や
家
庭
と
の
連
携
が
不
可
欠
な
青
少
年
教
育
及
び
家
庭
教

育
支
援
に
関
す
る
業
務
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
・

青
少
年
教
育
・
家
庭
教
育
支
援
等
に
関
す
る
団
体
と
の
連
携

の
強
化
や
施
設
の
活
性
化
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

（
3
） 互
い
を
認
め
、
支
え
合
い
、
誰
も
が
社
会
に
参
画
す
る

「
と
も
に
生
き
る
学
び
」の
推
進

■
男
女
共
同
参
画
共
生
社
会
学
習
・
安
全
課

互
い
を
認
め
、
支
え
合
い
、
誰
も
が
自
信
と
誇
り
を
も
っ

て
社
会
に
参
画
し
、
性
別
や
国
籍
の
違
い
、
障
害
の
有
無
な

ど
に
関
わ
ら
ず
人
々
が
安
全
安
心
に
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
人
々
の
社
会
参
画
と
活
躍
の
基
盤
と
な
る

学
び
の
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
に
関
す
る
学
習
活
動
、

障
害
者
の
生
涯
学
習
や
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
指
導
な
ど

「
と
も
に
生
き
る
学
び
」を
総
合
的
に
支
援
し
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地

域
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
学
校
安
全
の
推
進
や
青
少
年
の
有

害
環
境
対
策
も
一
元
的
に
担
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
等
が
自
ら
の
生
命
や
身
体
を
守
る
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
な
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
安
全

教
育
を
担
う
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

2

総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
教
育
政
策

上
記
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
総
合
教
育
政
策
局
で
は

様
々
な
施
策
・
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
教
育
振
興
基
本
計
画

教
育
振
興
基
本
計
画
と
は
、
教
育
基
本
法
の
定
め
る
教
育

の
目
的
や
目
標
の
実
現
に
向
け
、
同
法
第
17
条
第
1
項
に
基

づ
き
、
政
府
が
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、
平
成
30
年
6
月
15

日
に
第
3
期
目
と
な
る
計
画（
計
画
期
間
：
2
0
1
8
年
度

〜
2
0
2
2
年
度
）が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■�

2
0
3
0
年
以
降
を
展
望
し
た
教
育
政
策
の
重
点
事
項
・

基
本
的
な
方
針
・
留
意
す
べ
き
視
点

第
3
期
計
画
に
お
い
て
は
、
人
生
1
0
0
年
時
代
や
超
ス

マ
ー
ト
社
会（Society5.0

）と
い
っ
た
2
0
3
0
年
以
降
の

社
会
像
を
展
望
し
た
上
で
、第
2
期
計
画
が
掲
げ
た「
自
立
」、

「
協
働
」、「
創
造
」の
三
つ
の
方
向
性
を
実
現
す
る
た
め
の
生

涯
学
習
社
会
の
構
築
を
目
指
す
と
い
う
理
念
を
引
き
続
き
継

承
す
る
と
と
も
に
、
激
動
の
時
代
を
豊
か
に
生
き
、
未
来
を

開
拓
す
る
多
様
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
生
涯
に
わ
た

る
一
人
一
人
の『
可
能
性
』と『
チ
ャ
ン
ス
』の
最
大
化
」を
今

後
の
教
育
政
策
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の「
生
涯
に
わ
た
る「
可
能
性
」と「
チ
ャ
ン
ス
」

の
最
大
化
」に
向
け
た
視
点
と
、
教
育
政
策
を
推
進
す
る
た

め
の
基
盤
に
着
目
し
、
以
下
の
五
つ
の
基
本
的
な
方
針
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

①�

夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
力
を
育
成
す
る

②�

社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
た
め
の
多
様
な
力
を

育
成
す
る

③
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

④�

誰
も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る

⑤
教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る

そ
の
上
で
、
方
針
ご
と
に
、
教
育
政
策
の
目
標
、
目
標
の

進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
測
定
指
標
及
び
参
考
指
標
、
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目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
施
策
群
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
教
育
政
策
の
遂
行
に
当
た
っ
て
特
に
留

意
す
べ
き
視
点
と
し
て
、
以
下
の
3
点
を
示
し
て
い
ま
す
。

•�

客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
の
推
進（
教
育
政

策
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立
、
E
B
P
M
推

進
体
制
の
構
築
な
ど
）

•�

教
育
投
資
の
在
り
方（
教
育
費
負
担
軽
減
、
各
教
育
段
階

に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
な
ど
）

•�

新
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
次
世
代
の
教
育
の
創
造（
次

世
代
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
、
地
域
課

題
解
決
に
向
け
た
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
）

■
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
計
画
の
策
定
と
今
後
の
方
針

教
育
基
本
法
第
17
条
第
2
項
に
基
づ
き
、
各
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
は
、
国
の
第
3
期
計
画
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
計
画
の
策
定
・
見
直
し
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
後
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
第
3
期
計
画
期
間
中

の
各
目
標
の
達
成
状
況
を
各
測
定
指
標
、
参
考
指
標
を
も
と

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
施
策
の
改
善
・
充
実
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
第
3
期
計
画
の
本
文
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
文
部
科

学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/keikaku/
detail/1406059.htm

○ S
ociety5

.0

 

時
代
の
人
材
育
成

人
工
知
能（
A
I
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、Internet�of�
T
hings

（
I
o
T
）、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
等
の
先
端
技
術
が
高
度

化
し
て
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な

ど
、
社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
劇
的
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
そ
の
よ
う
な�Society5.0�

と
い

う
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
広
く
国
民
に
は
ど
の

よ
う
な
能
力
が
必
要
か
、
ま
た
、
社
会
を
創
造
し
先
導
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
か
、
更
に
は
、
そ
の
た
め
に

我
が
国
の
教
育
政
策
と
し
て
今
後
講
ず
べ
き
取
組
は
何
か
を

検
討
す
る
た
め
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
議
論
に
当
た
っ

て
は
、
幅
広
い
分
野
の
有
識
者
の
参
画
を
得
た
ほ
か
、
文
部

科
学
省
の
多
く
の
若
手
職
員
も
参
加
し
、
自
由
闊か
っ

達た
つ

な
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
6
月
5
日
、�Society5.0�

に
お
け
る
人
材
像
や

学
び
の
在
り
方
、
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性
等
を
ま
と
め
、

「�Society5.0�

に
向
け
た
人
材
育
成
〜
社
会
が
変
わ
る
、
学

び
が
変
わ
る
〜
」を
公
表
し
ま
し
た
。
と
り
ま
と
め
に
お
い
て

は
、
ま
ず
、�Society5.0�
の
社
会
像
を
描
い
た
上
で
、
現
実

世
界
を
理
解
し
意
味
づ
け
で
き
る
等
の「
人
間
の
強
み
」を
発

揮
し
、
A
I
等
を
使
い
こ
な
し
て
い
く
た
め
に
、

•
文
章
や
情
報
を
正
確
に
読
み
解
き
対
話
す
る
力

•
科
学
的
に
思
考
・
吟
味
し
活
用
す
る
力

•�

価
値
を
見
つ
け
生
み
出
す
感
性
と
力
、
好
奇
心
・
探
求

力

が
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
力
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
も
、

•�

学
校
が
こ
れ
ま
で
の
一
斉
一
律
授
業
の
み
な
ら
ず
、
個

人
の
進
度
や
能
力
等
に
応
じ
た
学
び
の
場
と
な
る
こ
と

•�

同
一
学
年
集
団
の
学
習
に
加
え
、
異
年
齢
・
異
学
年
集

団
で
の
協
働
学
習
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と

な
ど
、「
学
び
の
在
り
方
の
変
革
」を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
取
り
組
む
べ
き
政
策
の
方
向
性
と
し
て
、

①
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現

②
基
盤
的
な
学
力
や
情
報
活
用
能
力
の
習
得

③
大
学
等
に
お
け
る
文
理
分
断
か
ら
の
脱
却

と
い
っ
た
三
つ
の
方
向
性
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
方
向
性
に
関
し
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
掲
げ
た
と
こ
ろ
、
2
0
1
9
年
度
予
算
に
お
い
て
も
関

連
事
業
を
計
上
し
て
お
り
、
今
後
で
き
る
も
の
か
ら
速
や
か

に
具
体
的
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
E
B
P
M
の
推
進

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」（
い
わ
ゆ
る
骨
太

の
方
針
）等
に
基
づ
き
、
政
府
全
体
と
し
て
E
B
P
M
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
6
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
、
特
に

留
意
す
べ
き
視
点
の
柱
の
一
つ
と
し
て「
客
観
的
な
根
拠
を
重

視
し
た
教
育
政
策
の
推
進
」が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
行

政
組
織
の
体
制
整
備
や
調
査
等
の
改
善
・
充
実
な
ど
を
通
じ

た
基
盤
形
成
と
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
昨
年
10
月
の
組
織
再
編
の
際

に
、
教
育
分
野
の
E
B
P
M
の
推
進
を
担
当
す
る
課
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
新
た
に「
E
B
P
M
を
は
じ
め
と

し
た
統
計
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
」を
実
施
し
、

大
学
生
の
学
修
成
果
の
可
視
化
に
資
す
る
調
査
の
実
施
を
は

じ
め
と
し
た
客
観
的
な
根
拠
の
開
発
に
資
す
る
取
組
や
、
調

査
の
改
善
を
通
じ
た
E
B
P
M
推
進
の
基
盤
整
備
等
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
の
取
組
状
況
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
先
進
事

例
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
つ
つ
、
文
部
科
学
省
及
び
各
地
方

自
治
体
に
お
け
る
教
育
政
策
の
立
案
や
学
校
に
お
け
る
取
組

の
改
善
・
充
実
等
が
、
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/detail/1406059.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/detail/1406059.htm
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○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
を
推
進
し
、
教
育

に
関
す
る
継
続
的
な
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
観
点

か
ら
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
重
要
で
す
。

本
調
査
は
、

①�

国
に
お
い
て
は
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
・
分
析
し
て
、
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実
に
生

か
す
こ
と

②�

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
自
治
体
や
学
校
の
学
力
水
準

を
検
証
し
、
教
育
委
員
会
の
施
策
の
改
善
・
充
実
に
生
か

す
こ
と

③�

学
校
で
は
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て

指
導
に
生
か
す
と
と
も
に
、
学
校
全
体
と
し
て
指
導
方
法

の
検
証
・
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
は
、
4
月
18
日（
木
）に
、
小
学
校
6
年
生

を
対
象
に
国
語
、
算
数
の
2
教
科
、
中
学
校
3
年
生
を
対
象

に
国
語
、
数
学
、
英
語
の
3
教
科
の
悉し
っ

皆か
い

調
査
を
行
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
2
点
あ
り
、
一
つ
は
中

学
校
に
お
け
る
英
語
4
技
能（「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」

「
話
す
こ
と
」「
書
く
こ
と
」）の
調
査
の
実
施
、
も
う
一
つ
は

従
来
の
A
問
題
、
B
問
題
の
枠
組
み
を
見
直
し
、
知
識
と
活

用
を
一
体
的
に
問
う
調
査
問
題
と
な
る
こ
と
で
す
。

中
学
校
の
英
語
調
査
は
、
英
語
教
育
の
充
実
の
た
め
、
平

成
31
年
度
か
ら
3
年
に
1
度
程
度
、
新
た
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
本
調
査
に
よ
り
、
英
語
に
つ
い
て
も
生

徒
の
学
力
・
学
習
状
況
や
学
校
に
お
け
る
指
導
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
英
語
4
技
能
の
育
成
に
向
け

た
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
特
に
4
技
能
の
う
ち「
話
す

こ
と
」に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
音
声
を
吹
き
込
む
音

声
録
音
方
式
と
い
う
、
初
め
て
の
筆
記
以
外
の
調
査
方
式
と

な
り
ま
す
。

英
語
に
つ
い
て
も
、
他
の
教
科
と
同
様
に
、「
解
説
資
料
」

「
報
告
書
」「
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」等
を
公
表
予
定
で
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
本
調
査
の
結
果
の
積
極
的
な
活
用
を
通
じ
た

教
育
委
員
会
や
学
校
の
取
組
が
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
識
と
活
用
を
一
体
的
に
問
う
調
査
問
題
は
、

2
0
2
0
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
そ
の

趣
旨
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取

組
を
、
各
学
校
に
お
け
る
授
業
の
一
層
の
改
善
と
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
向
上
に
役
立
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

○
教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減

誰
も
が
家
庭
の
経
済
事
情
に
関
わ
ら
ず
、
希
望
す
る
質
の

高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。
ま
た
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
教
育
費
の
負
担
が
少
子
化
の
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
教
育

の
無
償
化
・
負
担
軽
減
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
昨
年
6
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
8
」等
に
お
い
て
、

①�

3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
子
供
た
ち
の
幼
児
教
育
の
無
償
化

（
2
0
1
9
年
10
月
〜
実
施
）

②�

授
業
料
減
免
や
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
に
よ
る
、
低
所
得

世
帯
の
真
に
支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち
へ
の
高
等
教
育
の

無
償
化（
2
0
2
0
年
4
月
〜
実
施
）

③�

年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
を
対
象
と
し
た
私
立
高
等
学

校
授
業
料
の
実
質
無
償
化（
2
0
2
0
年
4
月
〜
実
施
）

等
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

幼
児
教
育
及
び
高
等
教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
本
通
常
国
会
に
関
係
法
律
案
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
引
き
続
き
、
制
度
の
具
体
化
や
周
知
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

3

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
教
育
の
推
進

社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
今

後
、
我
が
国
の
社
会
経
済
を
新
た
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
に
は
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
創
造
的
で
活
力
の
あ

る
若
い
世
代
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
、
高
校
生
留
学
の
促
進
、
在
外

教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
高
校
生
留
学
の
促
進

第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
、
伝
統
と
文
化
を

平成30年度英語予備調査問題より

大問２　あなたは，ナオミと，イギリスから来たリチャード先生の３人で話をしています。まず，ナオミ
とリチャード先生が，２人で話している場面から始まります。その後，あなたが尋ねられたら，２人のや
り取りの内容を踏まえて，英語で応じてください。解答時間は20秒です。それでは，始めます。

R: I want to visit three countries: the U.S.,

 Australia, and China.

N: Why do you want to go to the U.S.?

R: Because I want to see a baseball game there.

 I’m interested in baseball.

N: I see.

R: And I want to go to Australia again.

N: When did you go?

R: Two years ago.  It was a lot of fun.

N: Oh, I want to visit Australia.

R: Great!

N: Well, do you have any other questions for him?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２人が画面の先の生徒の方を見る）
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尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
育
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
や
、
豊
か
な
語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
主
体
性
・
積
極
性
、
異
文
化
理
解
の
精
神
等
を
身
に

付
け
て
様
々
な
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
高

校
生
の
海
外
留
学
を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
基
盤
形
成

に
取
り
組
む
都
道
府
県
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
自
治
体
、
学
校
、
民
間
団
体
等
が
主
催
す

る
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
対
し
、
都
道
府
県
を
通

じ
て
留
学
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
1
，5
0
0
人
の
高
校
生
を
対
象
と
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
都
道
府
県
に
お
け
る
高
校
生
留
学
を
推
進
す
る
た

め
、
留
学
フ
ェ
ア
等
を
開
催
し
、
留
学
経
験
者
や
海
外
勤
務

経
験
者
に
よ
る
講
話
の
機
会
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
留

学
に
関
す
る
各
種
相
談
や
関
係
機
関
と
の
調
整
等
に
対
応
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
を
支
援
し
、
留
学
へ
の
機
運
醸

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

む
た
め
、
こ
れ
ら
国
費
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
官
民
協
働
海

外
留
学
支
援
制
度「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
日
本
代

表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
り
、
官
民
協
働
で
日
本
人
留
学
生
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
よ
り
高
校
生
コ
ー
ス
に
よ
る
支

援
を
開
始
し
、
今
年
度
は
8
0
0
人
の
留
学
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

○
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
充
実

我
が
国
の
経
済
の
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
多
く
の
日
本

人
が
子
供
を
海
外
に
同
伴
し
て
お
り
、
平
成
30
年
4
月
現

在
、
海
外
に
在
留
し
て
い
る
義
務
教
育
段
階
の
子
供
の
数
は
、

8�

4
，2
4
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
海
外
子
女
教
育
の
重
要
性
を
考
慮
し
、

日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校
の
教
育
の
充
実
・
向
上
を
図
る

た
め
、
日
本
国
内
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
師
を
派
遣
す
る

と
と
も
に
、
退
職
教
師
を
シ
ニ
ア
派
遣
教
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
正
規
に
採
用
さ
れ
る
前

の
若
手
教
師
を
派
遣
す
る
プ
レ
派
遣
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

派
遣
教
師
の
一
層
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
、
派
遣
教
師
の
魅
力
を
高
め
る「
ト
ビ
タ

テ
！
教
師
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
立
ち
上
げ
な
ど
教
育
環
境
の
更

な
る
整
備
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
帰
国
教
師
の
能
力
や

知
識
、
経
験
を
国
内
の
教
育
に
還
元
・
共
有
す
る
た
め
、
帰

国
教
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

30
年
8
月
に
は
、
帰
国
教
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
12
月
、
省
令
改
正
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

学
校
教
育
法
第
1
条
に
定
め
る
学
校（
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
等
）に
実
施
が
限
ら
れ
て
い
た
教
育
実
習
に
つ
い

て
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
、
日
本
人
学
校
及
び
私
立
在
外
教

育
施
設
に
お
い
て
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
日
本
人
学
校
等
で
教
育
実
習
を
行
っ
た
学
生
が
各
都
道

府
県
等
教
育
委
員
会
の
教
員
採
用
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
際
に
は
、
積
極
的
に
評
価
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
義
務
教
育
教
科
書

の
無
償
給
与
、
教
材
の
整
備
、
通
信
教
育
の
実
施
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

4

教
師
の
資
質
能
力
向
上

子
供
た
ち
の
成
長
を
担
う
教
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
い

か
に
時
代
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
そ
の
時
代
の
背
景
や
要
請

を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
ら
が
子
供
た
ち
の
道
し
る
べ
と
な
る
べ
く
、

そ
の
資
質
の
向
上
を
図
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
教

師
の
養
成
・
採
用
・
研
修
を
通
じ
た
資
質
能
力
向
上
に
関
す

る
施
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
教
職
課
程
の
再
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
課
程
を
除

く
全
て
の
教
職
課
程
は
、
平
成
28
年
度
及
び
29
年
度
の
法
令

改
正
を
踏
ま
え
、
新
た
な
教
育
課
題
に
対
応
す
る
授
業
科
目

や
専
任
教
員
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
、
改
め
て
文
部
科
学
大

臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
31
年
4
月

以
降
に
入
学
す
る
学
生
は
、
改
正
後
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
大
学
等
で
学
び
、
教
員
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い
て

平
成
31
年
度（
2
0
1
9
年
度
）
は
、
制
度
創
設
し
た

「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム」壮行会の様子
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平
成
21
年
4
月
以
降
に
教
員
免
許
状
を
取
得
し
た
方
々
の

受
講
も
本
格
的
に
始
ま
る
な
ど
し
て
い
る
た
め
、
2
0
2
0

年
3
月
31
日
に
教
員
免
許
状
の
期
限
を
迎
え
る
方
が
多
く
、

2
0
1
9
年
は
、
例
年
と
比
較
し
て
受
講
者
が
二
倍
程
度
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

各
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
の
教
育
委
員
会
に
お

い
て
は
、
更
新
講
習
の
開
設
を
積
極
的
に
検
討
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
意
図
せ
ず
に
失
効
す
る
方
が
生
じ
な
い
よ
う
、
公

立
学
校
の
教
員
は
も
と
よ
り
、
私
立
学
校
を
所
管
す
る
部
署

や
認
定
こ
ど
も
園
を
所
管
す
る
部
署
と
も
連
携
を
密
に
し
、

教
員
免
許
更
新
制
の
周
知
、
受
講
対
象
者
へ
の
働
き
か
け
及

び
指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
外
部
人
材
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

優
れ
た
知
識
経
験
等
を
有
す
る
社
会
人
等
を
教
師
と
し
て

迎
え
入
れ
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
多
様
化
へ
の
対
応
や
そ

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
平
成
30
年

11
月
に
柴
山
文
部
科
学
大
臣
が
発
表
し
た「
新
時
代
の
学
び

を
支
え
る
先
端
技
術
の
フ
ル
活
用
に
向
け
て
〜
柴
山
・
学
び

の
革
新
プ
ラ
ン
〜
」に
お
い
て
も
、
教
育
の
質
向
上
の
た
め
の

優
れ
た
外
部
人
材
の
積
極
的
活
用
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

教
員
免
許
状
を
持
っ
て
い
な
い
地
域
の
人
材
や
社
会
人
等

を
学
校
現
場
に
迎
え
入
れ
る
た
め
の
制
度
と
し
て
は
、
特
別

非
常
勤
講
師
や
特
別
免
許
状
が
あ
り
ま
す
。

特
別
非
常
勤
講
師
は
、
届
出
に
よ
り
教
員
免
許
状
を
有
し

な
い
非
常
勤
講
師
を
登
用
し
、
教
科
の
領
域
の
一
部
を
担
任

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
特
別
免
許
状
は
、

専
門
的
な
知
識
経
験
や
技
能
を
有
す
る
者
が
、
都
道
府
県
教

育
委
員
会
の
行
う
教
育
職
員
検
定
に
合
格
し
た
場
合
に
授
与

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
教
科
の
全
体
を
担
任
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
各
地
域
の
特
色
あ
る
教
育

課
程
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

積
極
的
に
御
検
討
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
研
修
の
改
善
に
つ
い
て

教
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
学
習
指
導
要
領
等
を
踏
ま
え
、
学
習
指
導
、
生
徒
指
導
を

中
心
と
し
て
様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
中
、

近
年
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
教
職

員
研
修
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
例
え
ば
、
近
年
の
事
案
を
踏
ま
え
た
児
童
虐
待
へ
の

対
応
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
を
踏
ま
え
た
消
費
者
教
育
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

各
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
要
請
を
踏
ま
え
、
教

職
員
研
修
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

5

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
推
進

○
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

「
生
涯
学
習
」と
は
、
一
般
に
は
人
々
が
生
涯
に
行
う
あ
ら

ゆ
る
学
習
、
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
や
家
庭
教
育
、
社
会
教

育
に
お
け
る
学
習
、
文
化
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
企
業
内
教
育
、
趣
味
な

ど
様
々
な
場
や
機
会
に
お
い
て
行
う
学
習
の
意
味
で
用
い
ら

れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、「
教
育
基
本
法
」の
精
神
に
の
っ

と
り
、
国
民
一
人
一
人
が
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
下
で
は
、
生
涯
学
習
の
機
会
の
整
備
に
関
す
る
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

例
え
ば
放
送
大
学
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
大
学
教
育
の
機
会
を
幅
広
く
国

民
に
提
供
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
放
送
大
学
の
学
生
は
職
業
・
年
齢
・
地
域
を
問
わ
ず
多

様
で
あ
り
、
現
在
約
9
万
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
放
送
大
学

で
は
、
社
会
人
の
方
々
が
専
門
性
を
高
め
た
り
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
し
た
り
す
る
た
め
に
、
学
芸
員
や
公
認
心
理
師
・
認

定
心
理
士
な
ど
の
資
格
に
対
応
す
る
科
目
を
開
講
し
て
い
る

ほ
か
、
教
師
向
け
に
も
教
員
免
許
更
新
講
習
や
小
学
校
の
外

国
語
指
導
力
向
上
の
た
め
の
科
目
、
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
指
導
に
対
応
し
た
講
座（
平
成
31
年
4
月
開
始
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
し

て
学
生
の
学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
生
涯
学
習

の
振
興
に
も
寄
与
し
て
お
り
、
放
送
大
学
は
我
が
国
の
生
涯

学
習
の
中
核
的
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
文
部
科
学
省
は
、
学
校
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く

は
一
般
財
団
法
人
の
行
う
通
信
教
育
の
う
ち
社
会
教
育
上
奨

励
す
べ
き
も
の
を
認
定
し
、
そ
の
普
及
・
奨
励
を
図
っ
て
い
ま

す
。
平
成
31
年
3
月
末
現
在
、
文
部
科
学
省
認
定
社
会
通
信

教
育
は
26
団
体
1
1
0
課
程
で
あ
り
、
平
成
30
年
に
お
け
る

1
年
間
の
延
べ
受
講
者
数
は
約
7
万
2
，0
0
0
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

民
間
教
育
事
業
者
や
教
育
分
野
で
活
動
を
行
う
N
P
O
法

人
な
ど
の
民
間
団
体
は
、
社
会
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
の
重

要
な
担
い
手
と
し
て
、
国
民
の
多
様
な
学
習
活
動
を
支
え
る

上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、
民
間
団
体
と
行
政
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の
協
働
に
よ
る
取
組
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
教
育

事
業
の
後
援
等
を
行
う
ほ
か
、
民
間
団
体
の
取
組
を
紹
介
す

る
な
ど
、
民
間
団
体
の
取
組
の
活
性
化
や
官
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
文
部
科
学
省
で
は
、
高
等
学
校
を
卒
業

し
て
い
な
い
者
な
ど
に
対
し
て
、
高
等
学
校
卒
業
者
と
同
程

度
以
上
の
学
力
が
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
高
等
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
の
合
格
者
に

は
、
大
学
等
の
入
学
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
度

に
お
け
る
出
願
者
数
は
2
万
4
，1
5
1
人
、
受
験
者
数
は

2
万
1
，2
2
0
人
、
合
格
者
数
は
9
，2
2
4
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
出
願
者
の
う
ち
約
半
数
と
な
る
50
・
2
%
を
高
等

学
校
中
途
退
学
者
が
占
め
て
お
り
、
試
験
合
格
者
の
お
よ
そ

半
数
は
大
学
等
に
進
学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
な
ど
の

機
会
に
お
い
て
も
学
力
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進

我
が
国
は
、
健
康
寿
命
が
世
界
上
位
の
超
長
寿
社
会
を
迎

え
て
い
ま
す
。
人
々
が
、
こ
れ
ま
で
の「
教
育
・
仕
事
・
老
後
」

と
い
う
3
ス
テ
ー
ジ
の
単
線
型
の
人
生
で
は
な
く
、
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ジ
の
人
生
を
送
る
よ
う
に
な
る
人
生
1
0
0
年
時
代
を

見
据
え
、
平
成
29
年
9
月
に「
人
生
1
0
0
年
時
代
構
想
会

議
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
議
に
お
い
て
平
成
30
年
6

月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た「
人
づ
く
り
革
命
基
本
構
想
」に

は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
抜
本
的
拡
充
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
も
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
社
会
人

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
規
開
発
・
拡
充
や
社
会
人
学
習
者
へ
の

支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
大
学
や
専
修
学
校
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
促
進
、
産
学
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
放
送
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
実
務
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
充
実
の
ほ
か
、
女
性
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
・

再
就
職
支
援
を
一
体
的
に
行
う
仕
組
み
づ
く
り
、
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
講
座
情
報
等
を
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
や
専
修
学
校
等
に
お
け

る
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
実
践
的
・
専
門
的
な
短
期
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
文
部
科
学
大
臣
の
認
定（
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム（
B
P
）、
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）も
推
進
し
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
抜
本
的
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
専
修
学
校
教
育
の
振
興

専
修
学
校
は
、
昭
和
50
年
7
月
の
制
度
創
設
以
来
、
柔
軟

で
弾
力
的
な
制
度
の
特
色
を
生
か
し
て
、
社
会
の
変
化
に
即

応
し
た
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
中
核
的
機
関
と
し
て
、

産
業
界
を
支
え
る
職
業
人
の
養
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
5
月
現
在
、
3
，1
6
0
校
の
専
修
学
校
で
約

66
万
人
の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
専
門
課
程（
専

門
学
校
）は
、
高
等
教
育
機
関
の
重
要
な
一
翼
を
担
う
と
と

も
に
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
担
う
職
業
教
育
機
関
と
し

て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
高
等
課
程（
高
等
専
修
学
校
）

に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
後
期
中
等
教

育
機
関
と
し
て
、
個
性
あ
る
幅
広
い
職
業
教
育
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

社
会
の
高
度
化
・
複
雑
化
が
進
み
、
実
践
的
に
活
躍
す
る

専
門
職
業
人
を
養
成
す
る
専
修
学
校
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
専
修
学
校
に
お

け
る
地
域
の
中
核
的
人
材
養
成
に
向
け
た
産
学
官
連
携
の
取

組
等
に
対
す
る
支
援
や
、「
職
業
実
践
専
門
課
程
」を
中
心
と

し
た
専
修
学
校
教
育
の
質
の
保
証
・
向
上
の
推
進
な
ど
様
々

な
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
、
社
会
人
等
を
対
象
と
し
た
実

践
的
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
文
部
科
学
大
臣
が「
キ
ャ
リ
ア
形

成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
認
定
す
る
制
度
を
新
た
に
創
設

す
る
な
ど
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
拡

充
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
ほ
か
、

高
等
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
向
け
た

経
済
的
支
援
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

6

地
域
に
お
け
る
学
び
の
推
進

人
口
減
少
や
高
齢
化
を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
社
会
経
済

環
境
の
変
化
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
複
雑
化
を
受
け
、
今

後
、
我
が
国
の
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
住
民
主
体
で
こ
れ

ら
の
課
題
や
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
に
お
い
て
地
域
固
有
の
魅
力
や
特
色
を
改
め
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て
見
つ
め
直
し
、
そ
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
域
に
お
け
る

学
び
は
、
一
人
一
人
の
知
的
欲
求
の
充
足
や
自
己
実
現
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
の
形
成
の
促
進
、

地
域
の
持
続
的
発
展
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
重

要
に
な
っ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、

地
域
に
お
け
る
学
び
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○ 「
人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教

育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」（
答
申
）

昨
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て「
人
口
減
少
時

代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策

に
つ
い
て（
答
申
）」が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

答
申
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
意
義
や

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、

今
後「『
社
会
教
育
』を
基
盤
と
し
た
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」が
一
層
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
新
た

な
社
会
教
育
の
方
向
性
と
し
て「
開
か
れ
、
つ
な
が
る
社
会
教

育
」が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
社
会
教
育
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、

①�

住
民
の
主
体
的
な
参
加
の
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
工

夫
す
る
こ
と

②�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
行
政
の
実
質
化
と
し
て
、
社
会
教
育
行
政

担
当
部
局
と
首
長
部
局
、
学
校
、
N
P
O
、
企
業
等
の
多

様
な
主
体
と
の
一
層
の
連
携
・
協
働
を
図
る
こ
と

③�

学
び
や
活
動
と
参
加
者
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
学
び
と
活
動

を
活
性
化
す
る
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
社
会
教
育
施
設
の
在
り
方
と
し
て
、
今
後
の
社

会
教
育
施
設
に
は
、
地
域
の
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
に
加

え
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
や
、
持
続
可
能
な
共
生
社
会

の
構
築
に
向
け
た
取
組
の
拠
点
等
と
し
て
の
役
割
も
求
め
ら

れ
て
い
く
と
し
、
そ
の
上
で
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
公
立

社
会
教
育
施
設
を
所
管
で
き
る
こ
と
と
す
る
特
例
に
つ
い
て

は
、
社
会
教
育
の
適
切
な
実
施
の
確
保
に
関
す
る
制
度
的
担

保
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
可
と
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
特
例
の
制
度
化
の
た
め
、
関
係
法

の
改
正
案
が
本
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

答
申
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
御
一
読
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chu
kyo/chukyo0/toushin/1412080.htm

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
社
会
教

育
の
振
興
に
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
・
協
働

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」の
実
現
を
求
め
て
お
り
、
学
校
教
育
を
学
校
内
に
閉
じ

ず
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
教
育
課
程

を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
子
供
や
学
校
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
は
、
学
校
の
み
な
ら

ず
、
家
庭
、
地
域
が
総
掛
か
り
と
な
る
教
育
の
実
現
が
不
可

欠
で
す
。

そ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
3
月
に
改
正

さ
れ
た「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
、
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
む
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）」の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
、

全
て
の
公
立
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
年
に
改
正
さ
れ
た「
社
会
教
育
法
」に
基
づ
き
、

幅
広
い
地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
緩
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」の
整
備
に
よ

り
、
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
様
々

な
活
動
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
活
動
」を
推
進
し
て
お
り
、

全
て
の
小
中
学
校
区
に
お
い
て
地
域
学
校
協
働
活
動
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
こ

と
や
幅
広
い
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
に
よ
る
学
校
と
地
域

の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

も
資
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

あ
る「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」を
中
心
に「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」と「
地
域
学
校
協
働
本
部
」が
一
体
的
に

機
能
す
る
こ
と
で
、
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
を
通
じ
た
学
校

と
地
域
の
更
な
る
連
携
・
協
働
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
の
相
乗

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家
庭
教
育
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
に
お
け
る
、

①
地
域
人
材
の
養
成
、
②
家
庭
教
育
支
援
体
制
の
構
築
、
③

家
庭
教
育
を
支
援
す
る
取
組
に
加
え
、
④
訪
問
型
家
庭
教
育

支
援
を
含
め
た
支
援
活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
の
取
組
の
推

進
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
基
盤
構
築
に
向

け
た
取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
読
書
・
体
験
活
動
の
推
進

①
読
書
活
動
の
推
進

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

人
生
を
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
文
部
科
学
省
は「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」及
び「
第
四
次
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
」を
踏
ま
え
、
広
く
読
書
活
動
に
対
す

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1412080.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1412080.htm
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る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
様
々
な
取
組
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
が「
地
域

の
知
の
拠
点
」と
し
て
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
身
近

な
施
設
と
な
る
た
め
の
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、「
図
書

館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」に
基
づ
き
、
施

設
・
設
備
や
読
み
聞
か
せ
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
公
立
義
務
教
育
諸
学

校
に
お
け
る
学
校
図
書
館
の
図
書
を
充
実
す
る
た
め
、
学
校

の
規
模
に
応
じ
た
蔵
書
数
の
目
標
を
定
め
た「
学
校
図
書
館

図
書
標
準
」の
達
成
と
計
画
的
な
図
書
の
更
新
等
に
向
け
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
の「
学
校
図
書
館
図
書
整
備

等
5
か
年
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

②
体
験
活
動
の
推
進

青
少
年
の
体
験
活
動
は
人
づ
く
り
の「
原
点
」で
あ
り
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
社
会
総
が
か
り
で
そ
の
機
会
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
家

庭
や
企
業
な
ど
に
対
し
て
体
験
活
動
の
重
要
性
等
に
つ
い
て

普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
け
る

体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
社
会
全
体
で
体
験
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
機
運
の
醸
成
や
民
間
団
体
・
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
り

体
験
活
動
の
推
進
を
図
る
事
業
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
に
効

果
的
な
事
業
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
に
お

い
て
は
、
全
国
28
箇
所
の
教
育
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地

条
件
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
活
動
を
展
開
し
、
生
き
る
力
の

育
成
に
必
要
な
自
然
体
験
活
動
、
集
団
宿
泊
活
動
を
は
じ
め
、

多
様
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

未
来
を
担
う
夢
を
持
っ
た
子
供
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め
、

「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」事
業
を
通
じ
て
民
間
団
体
に
よ
る
様
々

な
体
験
活
動
や
読
書
活
動
な
ど
を
助
成
し
、
草
の
根
レ
ベ
ル

の
体
験
活
動
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

7

共
に
生
き
る
学
び
の
推
進

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
活
動
に
参
画

し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、

個
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
の
学
び
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
、「
男
女
共
同
参
画
推
進

の
た
め
の
学
び
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業
」と
し
て
、
女
性

が
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
活
用
し
て
復
職
・
再
就
職
し
や
す
い
環

境
整
備
の
在
り
方
や
、
大
学
等
、
地
方
公
共
団
体
、
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地
域
の
中
で

女
性
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
再
就
職
支
援
を
一
体
的
に

行
う
仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
モ
デ
ル
構
築
や
普
及
啓
発
の

た
め
の
研
究
協
議
会
の
開
催
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
は
、
子
育
て
等
で
離
職
中
の
女
性
を
対
象
と
し
て
、

生
活
に
お
け
る
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
、
自
身
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
促
す
広
報
の
方
法
・
内
容
等
の
検
証
を
新
た

な
取
組
と
し
て
拡
充
を
図
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む

中
、
女
性
の
社
会
参
画
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
我
が
国
で
は
経
済
や
政
治
へ
の
参
画
等
に
お
い
て
男
女

格
差
が
大
き
く
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表
し
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
お
い
て
も
、
経
済
分
野
に
お
け
る
女

性
管
理
職
の
割
合
、
政
治
分
野
に
お
け
る
国
会
議
員（
閣
僚

含
む
）の
女
性
割
合
が
低
く
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
女
性
が

少
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
31
年
度

か
ら
新
規
で「
次
世
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育
推
進
事

業
」と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
若
者
が
、
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
主
体
的
に
多
様
な
進
路
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
段
階
か
ら
男
女
共
同

参
画
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
高
等
学
校
等
で
活
用
で
き

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
教
員
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
2
か
年
で
開
発
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
は
、
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
教
育
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
試
行
を
す
る
と

と
も
に
、
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う
た
め
に
必
要

と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
及
び
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

調
査
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
の
充
実

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」（
障
害
者
の
生
涯
学
習

の
確
保
を
規
定
）の
批
准
や
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」の
施

行
等
を
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
の
可
能

性
を
追
求
で
き
る
環
境
や
、
誰
も
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
共
に
学
び
、
生
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
に
お
け
る
学
び
の
場
を
整
備
・
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

コンファレンスの実施例イメージ
（文部科学省主催「超福祉の学校」

平成30年11月）
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文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら「
学
校
卒
業
後
に

お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究
事
業
」

を
開
始
し
、
全
国
18
団
体
が
学
校
か
ら
社
会
へ
の
移
行
期
や

人
生
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
効
果
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

実
施
体
制
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
実

証
的
な
研
究
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
は
、
引
き
続
き
実
践
研
究
事
業
を
継
続
し
な

が
ら
、
更
に
障
害
理
解
の
促
進
、
実
践
者
同
士
の
学
び
合
い

に
よ
る
担
い
手
の
育
成
、
障
害
者
の
学
び
の
場
の
拡
大
を
目

指
し
て
、「
共
に
学
び
、
生
き
る
共
生
社
会
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

を
全
国
5
〜
6
か
所
程
度
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
都
道
府
県
・
市
町
村
職
員（
障

害
者
学
習
支
援
担
当
、
生
涯
学
習
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
福
祉
、
労
働
等
）、
社
会
教
育
主
事
、
公
民
館
・
図
書
館
・

博
物
館
職
員
、
特
別
支
援
学
校
等
教
職
員
、
教
職
員
経
験

者
、
障
害
者
の
学
習
支
援
実
践
者（
N
P
O
等
）、
大
学
関

係
者
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
職
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
等
を
は
じ
め
、
障
害
者
本
人
、
学
び
の
支
援
者
・
関
係
者
、

障
害
者
の
学
び
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
の
幅
広
い
参
加
者
が

集
ま
り
、
障
害
者
本
人
の
学
び
の
成
果
の
発
表
や
優
れ
た
実

践
事
例
の
共
有
・
協
議
、
学
び
の
場
づ
く
り
に
向
け
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
分
科
会
等
に
分
か
れ
て
実
施
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

政
策
の
意
義
や
障
害
者
の
学
び
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
た
推
進
方
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
障
害
者
の
生

涯
学
習
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」（
平
成
31
年
3
月「
学
校
卒

業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」）に
ま
と
め
ま
し
た
。
本
報
告
内
容
を
踏
ま
え
、
障
害
者

の
生
涯
学
習
の
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援

外
国
人
児
童
生
徒
の
増
加
や
、
保
護
者
の
国
際
結
婚
な
ど

に
よ
る
日
本
国
籍
の
児
童
生
徒
の
増
加
等
に
よ
り
、
公
立
学

校
に
在
籍
す
る
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
4
万
人

を
超
え
、
そ
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
、
政
府
は
、「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」（
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
了
承
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

本
対
応
策
に
お
い
て
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
に
つ
い

て
も
今
後
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
公
立
学
校
に
お

け
る
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
指

導
・
支
援
体
制
を
整
備
す
る
自
治
体
へ
の
補
助
事
業
に
お
い

て
、
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
等
I
C
T
を
活
用
し
た
取
組
や
、

外
国
人
高
校
生
等
に
対
し
て
日
本
語
指
導
に
限
ら
ず
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
も
含
め
た
包
括
的
な
支
援
を

行
う
取
組
等
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
指
導
体
制
の
整
備
充
実
の
た
め
、�

2
0
2
6
年
度
ま
で
に
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
18

人
に
対
し
て
一
人
の
教
員
が
基
礎
定
数
と
し
て
措
置
さ
れ
る

よ
う
、
義
務
標
準
法
の
規
定
に
基
づ
い
た
着
実
な
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
日
本
語
指
導
補
助
者
や
母
語
指
導
員
の
派
遣

に
対
す
る
補
助
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
31
年
度
に
は
、
平
成
30
年
度
に
開
発
し
た

外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
を
担
う
教
員
の
養
成
・
研
修
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
モ
デ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
学
、
教
育
委
員
会
、
学
校
に
お
け
る
養
成
・

研
修
に
資
す
る
よ
う
、
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
持
た
せ
て
お
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
研
修
を
構
成

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
教

員
・
支
援
員
等
の
資
質
能
力
の
向
上
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
文
部
科
学
省
で
は
こ
の
度
、
外
国
人
児
童
生

徒
受
入
れ
の
手
引
き
を
8
年
ぶ
り
に
改
訂
し
ま
し
た
。
本
手

引
き
は
、
外
国
人
児
童
生
徒
を
直
接
指
導
す
る
日
本
語
指
導

担
当
教
員
、
日
本
語
指
導
協
力
者
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
在

籍
学
級
担
任
、
学
校
の
管
理
職
、
さ
ら
に
は
市
町
村
教
育
委

員
会
の
担
当
指
導
主
事
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
担
当
指

導
主
事
等
を
対
象
に
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
を
受
け
入
れ
る

に
当
た
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
視
点
を
持
ち
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
う
こ
と
が
必
要
か
を
示
す
も
の
で
す
。
今
回

の
改
訂
に
よ
り
、
特
別
の
教
育
課
程
に
よ
る
指
導
な
ど
の
新

た
な
情
報
も
加
わ
る
予
定
で
す
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/cla
rinet/002/1304668.htm

ま
た
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
支
援
の
た
め
の
情
報
検

索
サ
イ
ト「
か
す
た
ね
っ
と
」も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し

た
。
教
材
や
保
護
者
向
け
翻
訳
文
書
の
ほ
か
、
予
定
表
作
成

ツ
ー
ル
や
基
本
情
報
、
関
連
情
報
、
注
目
記
事
な
ど
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

https://casta-net.m
ext.go.jp/

○
学
校
安
全
の
確
保

東
日
本
大
震
災
以
降
も
西
日
本
豪
雨
や
夏
季
の
異
常
な
高

温
な
ど
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
関
連
し
て
児
童
生
徒

等
が
犠
牲
に
な
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
S
N
S
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
う
犯
罪
な

ど
児
童
生
徒
等
を
取
り
巻
く
安
全
に
関
す
る
状
況
の
変
化
と

と
も
に
、
新
た
な
危
機
事
象
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、「
安
全
管
理
」と
し
て
安
全
で
安
心
な
学
校
環
境
の

整
備
や
、
子
供
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
組
織
的
な

取
組
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
及
び
、「
安
全
教
育
」と
し

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/1304668.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/1304668.htm
https://casta-net.mext.go.jp/
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て
、
子
供
た
ち
に
い
か
な
る
状
況
下
で
も
自
ら
の
命
を
守
り

抜
く
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
生
活
や
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、

家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
た
実
施
体
制
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
安
全
に
関
す
る
意
識
や
取
組
に
つ
い
て
は
、

地
域
間
・
学
校
間
・
教
職
員
間
に
差
が
あ
る
と
と
も
に
、
継

続
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
全
て
の
学
校
に
お
い
て
質
の

高
い
学
校
安
全
の
取
組
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成

28
年
3
月
に「
学
校
事
故
対
応
に
関
す
る
指
針
」を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
に
は
学
校
安
全
の
推
進
に

関
す
る
施
策
の
基
本
的
方
向
性
と
具
体
的
な
方
策
を
示
し
た

「
第
2
次
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
等
の
考
え
方
や
学
校
を
取
り
巻
く
新
た
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、
学
校
安
全
参
考
資
料『「
生
き
る
力
」を

は
ぐ
く
む
学
校
で
の
安
全
教
育
』の
改
訂
を
行
い
、
平
成
31

年
3
月
に
全
て
の
学
校
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料

で
は
、
学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
、
安
全
管
理
、
組
織
活
動

の
各
内
容
を
網
羅
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
教

育
資
料『「
生
き
る
力
」を
育
む
防
災
教
育
の
展
開
』（
平
成

25
年
）の
内
容
も
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
中
核
と
な
る
教
職

員
を
中
心
と
し
た
学
校
安
全
に
関
す
る
組
織
的
な
取
組
の
推

進
、
教
職
員
の
研
修
の
充
実
に
よ
る
資
質
・
能
力
の
向
上
、

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教
科
横
断
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
安
全
教
育
の
充
実
に
向
け
、
自
治

体
や
学
校
に
お
け
る
学
校
安
全
の
取
組
が
一
層
推
進
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
文
部
科
学
省
や
各
地
方
公
共
団
体
が
作
成
し
た
資

料
等
を
掲
載
し
た
学
校
安
全
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（https://

anzenkyouiku.m
ext.go.jp/

）を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/
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初
等
中
等
教
育
の
充
実

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

1 

中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
高
い
成
果
を
上
げ
て
き
た
我
が
国
の
学
校
教
育

を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
が
必
要
で
す
。
平
成
31
年
1
月
25
日
、
中
央
教
育
審
議

会
に
お
い
て「
新
し
い
時
代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可
能
な
学

校
指
導
・
運
営
体
制
の
構
築
の
た
め
の
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て（
答
申
）」（
以

下「
答
申
」と
い
う
）が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、

①�

勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
と
勤
務
時
間
・
健
康
管
理
を
意
識

し
た
働
き
方
改
革
の
促
進

②
学
校
及
び
教
師
が
担
う
業
務
の
明
確
化
・
適
正
化

③
学
校
の
組
織
運
営
体
制
の
在
り
方

④�

教
師
の
勤
務
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
勤
務
時
間
制
度
の
改

革
⑤�

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備

を
柱
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
提
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
教
審
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
同
日
に
文
部
科
学

省
が
策
定
し
た「
公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間
の
上
限
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」で
は
、
教
師
の
勤
務
時
間
を
、
い
わ

ゆ
る「
超
勤
4
項
目
」以
外
の
業
務
を
行
う
時
間
も
含
め
た

「
在
校
等
時
間
」と
し
て
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
そ
の

上
限
の
目
安
を
、
原
則
と
し
て

•
1
か
月
あ
た
り
の
超
過
勤
務
は
45
時
間
以
内

•
1
年
間
あ
た
り
の
超
過
勤
務
は
3
6
0
時
間
以
内

等
と
し
て
い
ま
す
。

教
師
が
我
が
国
の
学
校
教
育
の
蓄
積
と
向
か
い
合
っ
て
自

ら
の
授
業
を
磨
く
と
と
も
に
日
々
の
生
活
の
質
や
教
職
人
生

を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
人
間
性
や
創
造
性
を
高
め
、

子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
目

的
で
あ
り
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、文
部
科
学
省
と
し
て
は
、

答
申
を
踏
ま
え
、
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
、

答
申
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
文
部
科
学
省
、
都
道

府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
、
市
町
村
教
育
委
員
会
、
設

置
者
、
校
長
な
ど
の
管
理
職
、
一
人
一
人
の
教
職
員
が
、
自

ら
の
権
限
と
責
任
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
3
月
18
日
に
は「
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
関
す
る
取
組
の
徹
底
に
つ
い
て
」教
育
委
員
会
等
に

対
し
て
通
知
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
地
域
に
お
け
る
業

務
改
善
及
び
勤
務
時
間
管
理
等
に
係
る
取
組
を
積
極
的
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
答
申
等
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/hat
arakikata/index.htm

2 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
本
部
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。こ

の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
1
月
25
日
に
柴
山
文
部
科

学
大
臣
を
本
部
長
と
す
る「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推

進
本
部
」を
設
置
し
、
1
月
29
日
に
第
1
回
本
部
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
第
1
回
本
部
で
は
、
社
会
全
体
に
向
け
た「
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
発
出
し
、
文
部
科
学
省
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
内
容
を
ま
と
め
た
工
程
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も

随
時「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
本
部
」を
開
催
し
、

省
を
挙
げ
て
働
き
方
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
文
部
科
学
省
工
程
表
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/hat
arakikata/1413144.htm

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/1413144.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/1413144.htm
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3 

答
申
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て

各
教
育
委
員
会
や
学
校
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
子
供
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
何
を
重
視
し
、
ど
の
よ
う

に
時
間
を
配
分
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
慣
習

的
に
行
わ
れ
て
い
た
業
務
で
あ
っ
て
も
、
①
学
校
以
外
が
担

う
べ
き
業
務
、
②
学
校
の
業
務
だ
が
必
ず
し
も
教
師
が
担
う

必
要
の
な
い
業
務
、
③
教
師
の
業
務
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
を

仕
分
け
た
り
、
思
い
切
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第

1
回
本
部
に
お
け
る
大
臣
か
ら
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
学
校
や
教
育
委
員
会
に「
お
任
せ
」と
い
う
こ
と
で

は
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は
進
み
ま
せ
ん
。
教
師
が

教
師
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
全
力
投
球
で
き
る
よ
う
、

文
部
科
学
省
は
、
引
き
続
き
社
会
全
体
に
対
し
、
何
が
教
師

本
来
の
役
割
で
あ
る
の
か
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
学

校
と
社
会
の
連
携
の
起
点
・
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
前
面

に
立
っ
て
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
ま
ず
、
3
月
8
日
に
は
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
趣
旨
・
目
的
等
を
分
か
り
や
す
く
御

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
総
勢
10
名
の
働
き
方
改
革
に
取
り

組
む
当
事
者
と
有
識
者
の
方
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
た

公
式
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
公
開
し
ま
し
た
。

※�

公
式
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
か
ら
御

覧
く
だ
さ
い
。

https://youtu.be/yjpehO
elPxE

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
政
府
広
報
で
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
社
会
全
体
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
加
え
、
更

に
関
係
省
庁
や
地
域
・
保
護
者
、
教
育
委
員
会
・
学
校
向
け

に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
紹
介
し
た
動
画
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
活
用
し
な
が
ら
、
関
係
省

庁
や
関
係
団
体
、
P
T
A
や
地
域
の
皆
様
に
対
し
て
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
趣
旨
に
御
理
解
・
御
協
力
を
呼
び

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な

取
組
に
加
え
、
2
0
1
9
年
度
予
算
に
教
職
員
定
数
の
改
善

や
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
、ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
に
係
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
を
足
掛
か
り

に
、
教
職
員
定
数
の
改
善
な
ど
の
一
層
の
条
件
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
、
学
校
の
組
織
運
営
体

制
の
確
立
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

教
育
課
程
や
教
員
免
許
な
ど
の
教
育
制
度
も
必
要
に
応
じ
て
、

大
胆
に
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
中
で
、
教
師
や
子
供
た
ち
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
が

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
成
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
次
世
代
の
学
校
」創
生
の
た
め
の
指
導
体
制
の
強
化

◇�

2
0
1
9
年
度
予
算（
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た
め
の
指
導
・
運
営
体
制

の
構
築
）

1 

教
職
員
定
数
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
目
指
し
、
学

校
に
お
け
る
指
導
・
運
営
体
制
の
効
果
的
な
強
化
・
充
実
を

図
る
た
め
、
必
要
な
教
職
員
定
数
の
改
善
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
小
学
校

外
国
語
教
育
の
早
期
化
・
教
科
化
に
伴
い
、
一
定
の
英
語
力

を
有
し
、
質
の
高
い
教
育
を
行
う
専
科
指
導
教
員
の
充
実
や

中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
体
制
の
強
化
に
必
要
な
教
員
の

充
実
、
共
同
学
校
事
務
体
制
の
強
化
な
ど
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
た
め
の
定
数
改
善
の
ほ
か
、
平
成
29
年
の
義
務

標
準
法
改
正
に
よ
る
基
礎
定
数
化
関
連
の
改
善
や
貧
困
等
に

起
因
す
る
学
力
課
題
解
消
、
統
合
校
・
小
規
模
校
へ
の
支
援

な
ど
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の
対
応
に
必
要
な

定
数
改
善
、
合
計
1
、
4
5
6
人
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
児
童
生
徒

に
対
す
る
心
の
ケ
ア
や
学
習
支
援
の
た
め
に
必
要
な
加
配
定

数
を
2
0
1
9
年
度
予
算
の
復
興
特
別
会
計
に
引
き
続
き
計

上
し
て
い
ま
す
。

https://youtu.be/yjpehOelPxE
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2 

そ
の
他

退
職
教
職
員
や
教
員
志
望
の
大
学
生
な
ど
多
彩
な
人
材
が

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
に
参
画
す
る
取

組
を
支
援
す
る「
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
」を

継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
①
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
あ
っ
た

き
め
細
か
な
対
応
を
実
現
す
る
た
め
の「
学
力
向
上
を
目
的
と

し
た
学
校
教
育
活
動
支
援
」を
は
じ
め
、
②
教
員
が
よ
り
児

童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整

備
し
、教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の「
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
」の
配
置
や
③
適
切
な
練
習
時
間
や
休
養
日
の

設
定
な
ど
部
活
動
の
適
正
化
を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会
を

対
象
に
し
た「
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
」の
配
置
に

係
る
予
算
を
計
上
し
、
学
校
全
体
と
し
て
指
導
体
制
を
充
実

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
教
育
費
負
担
軽
減

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」を
迎
え
、
教
育
の
無
償
化
・
負
担

軽
減
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
、
家
庭
の
経
済
事
情

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
希
望
す
る
質
の
高
い
教
育
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
、
教
育
政
策
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
少
子

化
対
策
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
で
す
。

平
成
29
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
新
し
い
経
済
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」及
び
平
成
30
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
8
」に
お
い
て
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
や
、
年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
を
対

象
と
し
た
私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
実
質
無
償
化
な
ど
、

将
来
的
な
教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減
の
措
置
に
つ
い
て
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
12
月
に
3

歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
全
て
の
子
供
た
ち
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
等
の
費
用
を
無
償
化
す
る
と
さ
れ
た「
幼
児

教
育
・
高
等
教
育
無
償
化
の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
」

が
閣
僚
合
意
さ
れ
、
同
方
針
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
2
月
12

日
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

が
第
1
9
8
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
を
対
象
と
し
た
私
立
高
等
学

校
の
授
業
料
の
実
質
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

方
向
性
に
沿
っ
て
、
政
府
全
体
と
し
て
安
定
的
な
財
源
を
確

保
し
つ
つ
、
2
0
2
0
年
4
月
か
ら
着
実
に
実
施
が
で
き
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
校
生
等
へ
の
修
学
支
援
と
し
て
は
、
低
所
得

世
帯
の
授
業
料
以
外
の
教
育
費
を
支
援
す
る「
高
校
生
等
奨

学
給
付
金
」に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
度
に
お
い
て
非
課
税
世

帯
の
給
付
額
を
増
額
し
、
更
な
る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
小
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
の
給
与
な
ど
の
援
助
を
行

う
就
学
援
助
を
実
施
し
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
に
は「
修
学
旅
行
費
」や「
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
」の
予
算
単
価
の
増
額
に
加
え

「
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
等
」を
新
た
に
補
助
対
象
費
目
と
す
る
な

ど
、
更
な
る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
震
災
に
よ
り
経
済
的
理
由
か
ら
就
学
等
が
困
難

と
な
っ
た
幼
児
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
等
に
つ
い
て
は
、

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」を
実
施
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
大
規
模
災
害
対
応
分
に

従
来
の
熊
本
地
震
の
ほ
か
、
平
成
30
年
度
豪
雨
及
び
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
を
対
象
に
加
え
、
必
要
な
額
を
計
上
し
て
い

ま
す
。（
2
0
1
9
年
度
予
算　

東
日
本
大
震
災
対
応
分
：

4
，3
8
2
百
万
円（
復
興
特
別
会
計
）、
大
規
模
災
害
対
応

分
：
5
9
4
百
万
円
）

柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

Society5.0�

の
時
代
に
お
い
て
は
、
人
工
知
能（
A
I
）、

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
等
の
先
端
技
術
が
高
度
化
し
て
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の

が
現
在
と
は「
非
連
続
的
」と
言
え
る
ほ
ど
劇
的
に
変
わ
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
的
変
化
が
進
む
中
で
、
次
代
を

切
り
ひ
ら
く
子
供
た
ち
が
、
自
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、

豊
か
な
創
造
性
を
備
え
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
し
て
、

社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

公
教
育
や
教
師
の
役
割
の
重
要
性
は
か
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
遠
隔
技
術
な
ど
の
先

端
技
術
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
師
の
指
導
や
子

供
の
学
習
の
質
を
更
に
高
め
、「
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き
出

す
学
び
」を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
は
、
平
成
30
年
11
月
に
新
時
代

の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
の
フ
ル
活
用
に
向
け
た
基
本
的

な
方
向
性
を「
柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
」と
し
て
打
ち
出

し
ま
し
た
。
こ
の「
柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
」を
踏
ま
え

て
、
文
部
科
学
省
で
は
先
端
技
術
の
活
用
方
策
の
具
体
化
の

検
討
を
進
め
、
一
定
の
と
り
ま
と
め
と
し
て
平
成
31
年
3
月

29
日
に「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推
進
方

策
」の
中
間
ま
と
め
を
公
表
し
ま
し
た
。

中
間
ま
と
め
は
、
目
指
す
べ
き
次
世
代
の
学
校
・
教
育
現

場
を
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
現
状
と
課
題
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
し
、
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目
指
す
べ
き
次
世
代
の
学
校
・
教
育
現
場
を
実
現
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て

1
遠
隔
教
育
の
推
進
に
よ
る
先
進
的
な
教
育
の
実
現

2��
教
師
・
学
習
者
を
支
援
す
る
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用

3
先
端
技
術
の
活
用
の
た
め
の
環
境
整
備

を
柱
に
据
え
て
い
ま
す
。

1 

遠
隔
教
育
の
推
進
に
よ
る
先
進
的
な
教
育
の
実
現

遠
隔
教
育
は
、
学
校
同
士
を
つ
な
い
だ
合
同
授
業
の
実
施

や
外
部
人
材
の
活
用
、
幅
広
い
科
目
開
設
な
ど
、
教
師
の
指

導
や
子
供
た
ち
の
学
習
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
や
、
特
別
な
支

援
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
の
学
習
機
会
の
確
保
を
図
る
観
点

か
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
遠
隔
教
育
の
普
及
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
の
検
討
に
先
立
ち
、
各
自
治
体
に
お
け
る
遠
隔
教
育

の
実
施
状
況
や
活
用
の
意
向
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、

①�

遠
隔
教
育
の
連
携
先
の
紹
介
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
支

援
・
助
言
が
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

②�「
遠
隔
教
育
特
例
校
」の
創
設
を
含
め
た
、
実
証
的
取
組
の

推
進

③�

遠
隔
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
の
、
世
界
最

高
速
級
の
学
術
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
S
I
N
E
T
」の
初

等
中
等
教
育
へ
の
開
放

な
ど
の
施
策
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

2 

教
師
・
学
習
者
を
支
援
す
る
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用

現
在
、
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
遠
隔
技
術
を
は
じ
め
と

し
て
、
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
や
A
I
ド
リ
ル
の
よ
う
に
様
々

な
民
間
企
業
で
開
発
さ
れ
た
先
端
技
術
を
導
入
し
て
い
る
学

校
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
先
端
技
術
の
活
用

を
通
じ
て
、教
師
や
児
童
生
徒
を
支
援
し
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
推
進
し
、
学
習
指
導
要
領
の
目
指
す
資
質
・
能
力
の

育
成
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
の
学
校
現
場
で
使
わ
れ
て
い
る
先
端
技
術

と
そ
の
効
果
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
整
理
に
基
づ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
先
端
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
が
効
果
的
か
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
等
を

整
理
し
て
い
き
ま
す
。

3 

先
端
技
術
の
活
用
の
た
め
の
環
境
整
備

遠
隔
技
術
を
は
じ
め
と
し
た
先
端
技
術
を
活
用
す
る
た
め

に
は
I
C
T
環
境
の
整
備
が
急
務
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
と

し
て
、「
教
育
の
I
C
T
化
に
向
け
た
環
境
整
備
5
か
年
計

画（
2
0
1
8
〜
2
0
2
2
年
度
）」を
策
定
し
、
自
治
体
に

お
け
る
学
校
の
I
C
T
環
境
整
備
の
促
進
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
各
自
治
体
に
お
け
る
I
C
T
環
境
整
備
は
十

分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
地
域
間
格
差
も
生
じ
て
い
ま
す
。

今
後
、
I
C
T
環
境
整
備
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

①�

世
界
最
高
速
級
の
学
術
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
S
I
N

E
T
」の
初
等
中
等
教
育
へ
の
開
放（
※
1
で
も
言
及
）

②�

管
理
コ
ス
ト
の
低
減
、
デ
ー
タ
連
携
の
促
進
に
向
け
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
の
利
活
用
も
含
め
た「
教
育
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」の
在
り
方
の
検
討

③
安
価
な
環
境
整
備
に
向
け
た
具
体
策
の
検
討
・
提
示

④�

市
町
村
ご
と
の
整
備
状
況
等
の
更
な
る「
見
え
る
化
」を
は

じ
め
と
す
る
、
関
係
者
の
専
門
性
を
高
め
る
取
組
の
推
進

な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
1
か
ら
3
の
施
策
の
更
な
る
具
体
化
を
図
り
、

6
月
を
目
途
に
最
終
ま
と
め
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

※�

中
間
ま
と
め
は
、
写
真
や
図
等
を
使
い
よ
り
わ
か
り
や

す
く
内
容
を
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
H
P（http://

w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/other/1413322.
htm

）も
御
覧
く
だ
さ
い
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

激
し
く
変
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、
子
供
た

ち
が
し
っ
か
り
と
未
来
を
切
り
拓ひ
ら

く
た
め
に
必
要
な
力
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
、
文
部
科
学
省
で
は
平
成
29
・
30
年
に
学

習
指
導
要
領
を
改
訂
し
ま
し
た
。学

習
指
導
要
領
と
は
、
全

国
ど
こ
の
学
校
で
も
一
定
の
教

育
水
準
が
保
て
る
よ
う
、
文

部
科
学
省
が
定
め
て
い
る
教

育
課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）の

基
準
で
す
。
時
代
の
変
化
な

ど
に
合
わ
せ
て
お
よ
そ
10
年
に

一
度
改
訂
し
て
お
り
、
子
供

た
ち
が
学
校
で
学
ぶ
教
科
書

や
時
間
割
は
、
こ
れ
を
基
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
改
訂
し
た
小
・
中
・

高
等
学
校
の
新
し
い
学
習
指

導
要
領
は
、
図
に
あ
る
よ
う

に
、
2
0
2
0
年
度
以
降
、

小
学
校
か
ら
順
次
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
概
ね

2
0
3
0
年
頃
ま
で
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
、
子
供
た
ち
に
変
化
の
激

し
い
社
会
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
で
あ
る「
生
き
る
力
」

2017年改訂・2020年度〜全面実施小学校（学習指導要領） 2008年改訂

2017年改訂・2021年度〜全面実施中学校（学習指導要領） 2008年改訂

2018年改訂・2022年度〜年次進行で実施高等学校（学習指導要領） 2009年改訂

幼稚園は、2018年度に新しい幼稚園教育要領がスタート。
特別支援学校は、小・中・高等学校学習指導要領に合わせて実施。

新しい学習指導要領等の実施スケジュール
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を
育
む
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
学
習
指

導
要
領
は
、
そ
の
目
標
は
引
き
続
き
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
子
供
た
ち
に
必
要
と
な
る
力
を
確

実
に
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」だ
け
で
な

く
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」、「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

も
重
視
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」の
点
で
は
、
全
て
の
教
科

等
に
お
い
て
、
育
成
を
目
指
す
力
を「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
等
」の
三
つ
の
柱
で
整
理
し
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
も

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
、
子
供
た
ち
の
力
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
み
ま
す
。

そ
う
し
た
力
を
し
っ
か
り
と
育
ん
で
い
く
た
め
、「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」の
点
で
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
い

わ
ゆ
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」）の
視
点
か
ら
、
授
業

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
知
識
が

つ
な
が
り
、「
わ
か
っ
た
！
」、「
面
白
い
！
」と
思
え
る
授
業
、

周
り
の
人
た
ち
と
と
も
に
考
え
、
学
び
、
新
し
い
発
見
や
豊

か
な
発
想
が
生
ま
れ
る
授
業
な
ど
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
、

子
供
た
ち
の
力
を
確
実
に
育
み
ま
す
。

ま
た
、各
学
校
に
お
い
て「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
確
立
し
、
教
育
活
動
の
質
を
向
上
さ
せ
、
学
習
の
効
果
の

最
大
化
を
図
り
ま
す
。

「
何
を
学
ぶ
か
」の
点
で
も
、
新
し
い
時
代
を
見
据
え
て
、

左
の
図
に
あ
る
よ
う
な
内
容
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
確
実
に
育
む
た
め
に
は
、
新

し
い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
・
内
容
を
多
く
の
方
々
と
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

学
校
教
育
が
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
確
実

に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
社
会
全
体
で

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
情
報
は
、

平
成
31
年
2
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た「
学
習
指
導
要
領
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/
shotou/new

-cs/index.htm

）を
御
覧
く
だ
さ
い
。
新
し

い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
・
内
容
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新たに取り組むこと、これからも重視すること

その他、ポスターなども作成しています

リーフレット

3分でイメージがつかめる動画

ウェブサイトのリニューアル

プログラミング
教育 外国語教育 道徳教育 言語能力の

育成
コンピュータがプログラムに

よって動き、社会で
活用されていることを
体験し、学習します。

「聞くこと」「読むこと」
「話すこと」「書くこと」の

力を総合的に育みます。

自分ごととして
「考え、議論する」

授業などを通じて
道徳性を育みます。

国語を要として
全ての教科等で

子供たちの言葉の
力を育みます。

理数教育 伝統や文化に
関する教育 主権者教育 消費者教育

観察、実験などによる科学的に
探究する学習活動や、データを
分析し、課題を解決するための

統計教育を充実します。

我が国や郷土が
育んできた日本の

伝統や文化を学びます。

社会の中で自立し、
他者と連携・協働して

社会に参画する
力を育みます。

自立した消費者を育むため、
契約の重要性や消費者の
権利と責任などについて

学習します。

上記のほかに、「体験活動」「キャリア教育」「起業に関する教育」「金融教育」
「防災・安全教育」「国土に関する教育」なども充実します。

知識及び技能

学びに向かう力、 
人間性など 

思考力、判断力、
表現力など 

実際の社会や 
生活で生きて働く

未知の状況にも 
対応できる

学んだことを人生や
社会に生かそうとする 

資質・能力の三つの柱

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm


特 集 文教・科学技術施策の動向と展開

文部科学広報　No.233　2019年4月号41

情
報
教
育
・
外
国
語
教
育
の
推
進

1 
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
外
国
語
教
育
の
強
化

社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、
外
国
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
部
の
業

種
や
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な
場
面
で

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
初
等

中
等
教
育
段
階
か
ら
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
21
日
に
、
中
央
審
議
会
よ
り
新
学
習
指
導

要
領
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
、
平
成
29
年
3
月

に
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
を
、
平
成
30
年
3
月
に
高
等

学
校
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
・
課
題

を
踏
ま
え
な
が
ら
、

•�

学
校
段
階
間
の
学
び
を
接
続
す
る
た
め
、
国
際
基
準
を
参

考
に
、
小
・
中
・
高
等
学
校
一
貫
し
た
五
つ
の
領
域（「
聞

く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と［
や
り
取
り
］」「
話
す

こ
と［
発
表
］」「
書
く
こ
と
」）別
の
目
標
を
設
定
す
る

•�

小
学
校
で
は
、
中
学
年
か
ら「
聞
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
」

を
中
心
と
し
た
外
国
語
活
動
を
導
入
し
、
外
国
語
に
慣
れ

親
し
ん
だ
上
で
、
高
学
年
か
ら「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

を
加
え
、「
教
科
」と
し
て
系
統
的
な
指
導
を
行
う

•�

中
学
校
で
は
、
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視
し
、
授
業
は

外
国
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る

•�

高
等
学
校
で
は
、
五
つ
の
領
域
を
総
合
的
に
扱
う
科
目
群

や
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
発
信
能
力
を

高
め
る
科
目
群
な
ど
を
設
定
す
る

こ
と
等
と
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
へ
向

け
、
小
学
校
外
国
語
教
育
の
早
期
化
・
教
科
化
に
対
応
し
た

新
教
材
や
教
師
用
指
導
書
等
の
配
布
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
授
業
実
践
例
や
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
た
有
識
者
・
現
場
教
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
作
成
な

ど
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
に
向
け
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
師
の
指
導
力
向
上
や
小
学
校
に
お
け
る
専
科
指

導
の
充
実
、
外
国
語
指
導
助
手（
A
L
T
）な
ど
の
英
語
が

堪
能
な
地
域
人
材
の
活
用
促
進
な
ど
、
全
国
の
教
育
委
員
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

2 

情
報
活
用
能
力
の
育
成

今
後
、「Society5.0

」の
到
達
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
将

来
の
予
測
が
難
し
い
社
会
に
お
い
て
、
情
報
や
情
報
技
術
を

受
け
身
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
く

力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

情
報
活
用
能
力
を
言
語
能
力
な
ど
と
同
様
に「
学
習
の
基
盤

と
な
る
資
質
・
能
力
」と
位
置
付
け
、
教
科
等
横
断
的
な
視

点
か
ら
教
育
課
程
の
編
成
を
図
り
、
育
成
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手
段
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
環

境
を
整
え
、
こ
れ
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
活
用
能
力
の
教
科
等
横
断
的
な
育
成

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
、
文
部
科
学
省
で
は
、

情
報
活
用
能
力
を
育
む
教
科
等
横
断
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
に
関
す
る
実
践
的
な
研
究
等
を
行
っ
て

お
り
、
2
0
1
9
年
度
に
お
い
て
も
情
報
活
用
能
力
の
確
実

な
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充
実

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
2
0
2
0
年
度
か

ら
小
学
校
で
新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
必
修
と
す
る
な

ど
、
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

充
実
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
新
学
習

指
導
要
領
の
趣
旨
の
周
知
・
徹
底
を
図
る
た
め
、「
小
学
校
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
」を
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

総
務
省
・
経
済
産
業
省
と
連
携
し
て
民
間
企
業
等
と
と
も
に

設
立
し
た「
未
来
の
学
び
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」と
の
連
携
も
図

り
つ
つ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関
す
る
優
れ
た
指
導
事
例

の
創
出
等
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て

加
え
て
、
昨
今
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
S
N
S
が
子
供
た

ち
に
も
急
速
に
普
及
す
る
中
で
、
児
童
生
徒
が
、
自
他
の
権

利
を
尊
重
し
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、

犯
罪
被
害
を
含
む
危
険
を
回
避
し
、
情
報
を
正
し
く
安
全
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
情
報
モ
ラ

ル
教
育
は
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
の
低
年
齢
化
や
、

最
新
の
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
教
師
用
指

導
資
料
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資

料
の
作
成
・
配
布
、
教
員
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

等
に
よ
り
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

3 

遠
隔
教
育
の
推
進

遠
隔
教
育
は
、
多
様
性
の
あ
る
学
習
環
境
や
専
門
性
の
高

い
授
業
の
実
現
な
ど
、
教
育
の
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、平
成
30
年
9
月
に「
遠

隔
教
育
の
推
進
に
向
け
た
施
策
方
針
」を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
ま
た
、
11
月
に
公
表
し
た「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
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先
端
技
術
の
フ
ル
活
用
に
向
け
て
〜
柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ

ン
〜
」で
は
、「
遠
隔
教
育
の
推
進
等
に
よ
る
先
進
的
な
教
育

の
実
現
」を
政
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、「
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
研

究
事
業
」を
行
い

•�

A
L
T
等
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
、
専
門
家
に
よ
る
専

門
性
の
高
い
授
業
を
実
現
す
る「
専
門
性
を
育
む
教
育
に

お
け
る
遠
隔
教
育
」

•�

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な

指
導
の
充
実
の
た
め
の
授
業
や
、
外
国
人
の
児
童
生
徒
に

対
す
る
支
援
の
た
め
の
授
業
を
実
現
す
る「
個
々
の
児
童

生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
遠
隔
教
育
」

•�

極
小
規
模
校
と
他
の
学
校
と
の
遠
隔
合
同
授
業
、
国
内
外

の
学
校
と
の
支
援
授
業
を
実
現
す
る「
多
様
性
の
あ
る
学

習
環
境
の
遠
隔
教
育
」

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
遠
隔

教
育
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
活
用
方
法
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

収
集
・
整
理
と
そ
の
効
果
及
び
情
報
通
信
技
術
等
に
関
す
る

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4 

学
校
の
I
C
T
環
境
整
備
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
見
据
え
、

自
治
体
に
お
け
る
学
校
の
I
C
T
環
境
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
①「
教
育
の
I
C
T
化
に
向
け
た
環
境
整
備
5
か
年
計

画
」に
基
づ
く
、
単
年
度
1
，8
0
5
億
円
の
地
方
財
政
措

置
の
積
極
的
な
活
用
の
促
進
、②
市
区
町
村
単
位
ご
と
の
デ
ー

タ
公
表
に
よ
る
整
備
状
況
の
見
え
る
化（「
学
校
に
お
け
る
教

育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
」）、
③
自
治
体
の

要
請
に
応
じ
た「
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
派
遣

（
平
成
30
年
度
派
遣
実
績
：
33
自
治
体
）等
の
取
組
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
の
I
C
T
環
境
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
間
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
間
近
に
控
え
、
こ

の
ま
ま
の
状
況
で
は
児
童
生
徒
の
学
習
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
も
懸
念
さ
れ
、
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
各
自
治
体
で
整
備
が
進
ま
な
い

要
因
の
調
査
及
び
分
析
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
自
治
体
に

お
け
る
I
C
T
環
境
整
備
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
の
新
学
習

指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
向
け
、
前
述
の
地
方
財
政
措
置
も

活
用
し
つ
つ
、
学
校
の
I
C
T
環
境
の
整
備
に
万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

高
校
教
育
改
革

高
等
学
校
へ
の
進
学
率
は
、
約
99
％
ま
で
上
昇
す
る
な
ど
、

今
日
で
は
高
等
学
校
は
中
学
校
を
卒
業
し
た
ほ
ぼ
全
て
の
子

供
た
ち
が
進
学
す
る
教
育
機
関
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
選
挙
権
年
齢
や
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
等
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
高

等
学
校
は
、
社
会
の
中
で
自
立
し
、
他
者
と
連
携
・
協
働
し

な
が
ら
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
一
層

求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
日
の
高
等
学
校
を
取
り
巻
く
我
が
国
の
状
況
を

見
る
と
、
人
口
減
少
を
伴
う
少
子
高
齢
化
や
、
就
業
構
造
の

急
速
な
変
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
工
知
能
・
I
o
T
等
の
技

術
革
新
の
急
速
な
進
展
に
よ
る�Society5.0�

の
到
来
な
ど
、

大
き
な
社
会
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
6
月
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
も
と
で
、

Society5.0�

に
お
け
る
人
材
像
や
学
び
の
在
り
方
、
今
後
の

教
育
政
策
の
方
向
性（「Society5.0�

に
向
け
た
人
材
育
成

〜
社
会
が
変
わ
る
、
学
び
が
変
わ
る
〜
」）を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、

①�

義
務
教
育
を
終
え
た
子
供
た
ち
一
人
一
人
が

Society5.0�

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
と
な
る「
共
通
し

て
求
め
ら
れ
る
力
」の
育
成

②�

将
来
、
技
術
革
新
や
価
値
創
造
の
源
と
な
る
飛
躍
知
を
発

見
・
創
造
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
成
果
と
社
会
課
題
を
つ
な

げ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
元
と
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
造
し
た
り
す
る「
新
た
な
社
会
を
牽け
ん

引い
ん

す
る
人
材
」と
し

て
活
躍
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
力
の
育
成

③�

各
地
域
へ
の
課
題
意
識
や
貢
献
意
識
を
持
ち
、

Society5.0

を
地
域
か
ら
分
厚
く
支
え
て
い
く
人
材
の
育

成
等
を
重
視
し
て
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
昨

年
10
月
16
日
付
け
で
高
等
学
校
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
組
織
で

あ
る「
参
事
官（
高
等
学
校
担
当
）」を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。Society5.0�

と
い
う
新
し
い
時
代
の
到
来
に
向
け
、
高

校
教
育
改
革
を
引
き
続
き
、
推
進
し
ま
す
。

1  S
o
c
ie
ty
5
.0

に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施

今
年
は
、
高
等
学
校
教
育
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
年

と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
4
月
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
の
移

行
措
置
が
始
ま
り
、
総
則
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」、
特

別
活
動
等
、
教
科
書
の
対
応
を
要
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
は

先
行
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、Society5.0

に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
今
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
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•�

高
等
学
校
等
と
国
内
外
の
大
学
、
企
業
、
国
際
機
関
等
が

協
働
し
、
高
校
生
へ
よ
り
高
度
な
学
び
を
提
供
す
る
仕
組

み
を
構
築
し
、「
W
W
L（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
）コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
お
け
る
拠
点
校
を
整
備

•�

高
等
学
校
と
自
治
体
、
高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
が
協

働
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
等

の
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
取
組

に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
、
①「
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
力
」

の
育
成
、
②「
新
た
な
社
会
を
牽
引
す
る
人
材
」と
し
て
活
躍

す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
力
の
育
成
、
③Society5.0

を
地

域
か
ら
分
厚
く
支
え
て
い
く
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

2  「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」の
仕
組
み
の
構
築

に
つ
い
て

昨
年
3
月
、「
高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
学
力
の
確
実

な
習
得
」と「
学
習
意
欲
の
喚
起
」を
図
る
た
め
、
文
部
科
学

省
が
一
定
の
要
件
を
示
し
、
民
間
の
試
験
等
を
認
定
す
る
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
末
に
は
、
認
定
基
準
に
基
づ
き
、
9
事
業
者
25

ツ
ー
ル
を「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」と
し
て
認

定
し
、
各
ツ
ー
ル
の
詳
細
情
報
を
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
に
お
い
て
、
多
様
な
民
間
の
試
験
等
の
開
発
・
提

供
、
そ
の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
の
基

礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
取
組
を
促

進
し
ま
す
。

3 

教
育
再
生
実
行
会
議
に
お
け
る
検
討

さ
ら
に
、
現
在
、
総
理
の
下
で
開
催
さ
れ
る
教
育
再
生
実

行
会
議
に
お
い
て
、
高
等
学
校
教
育
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
1
月
に
は
中
間
報
告
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
中
間
報
告
に
は
、
高
校
教
育
全
般
に
つ
い

て
の
改
革
の
提
言
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
約
7
割
の

生
徒
が
通
う
普
通
科
に
つ
い
て
、
学
習
の
方
向
性
に
基
づ
き

類
型
化
す
る
こ
と
や
、
文
系
・
理
系
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
学
ぶ
方

策
に
つ
い
て
、
最
終
提
言
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
、
更
に
検

討
を
深
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
に
お
い
て

も
、
提
言
を
踏
ま
え
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

今
後
、
少
子
化
等
の
更
な
る
進
展
に
よ
る
学
校
の
小
規
模

化
に
伴
い
、
児
童
生
徒
が
集
団
の
中
で
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら

学
ん
だ
り
、
社
会
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

等
の
課
題
の
顕
在
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
公
立
小
・
中
学

校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
教
育
的
な
視
点

か
ら
こ
う
し
た
課
題
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

の
際
、
参
考
と
な
る
よ
う
、
基
本
的
な
方
向
性
や
考
慮

す
べ
き
要
素
、
留
意
点
等
に
加
え
、
全
国
の
教
育
委
員
会
や

学
校
現
場
の
優
れ
た
取
組
事
例
や
近
年
の
政
策
動
向
等
を
踏

ま
え
つ
つ
、
少
子
化
に
対
応
し
た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

関
わ
る
具
体
的
な
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
の
例
を
盛
り
込
ん
だ「
公

立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る

手
引
」を
作
成
し
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す

る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
担
当
者
が
集
ま
る
会
議
等
で

周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
学
校
の
機
能
を
重
視
す

る
観
点
か
ら
は
、
①
学
校
統
合
に
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
選
択
す
る
場
合

や
、
②
地
域
の
総
力
を
挙
げ
、
創
意
工
夫
を
い
か
し
て
小
規

模
校
の
メ
リ
ッ
ト
の
最
大
化
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
克
服
を
図
り
つ

つ
、
学
校
の
存
続
を
選
択
す
る
場
合
等
の
複
数
の
選
択
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
市
町
村
の
い
ず
れ
の
選
択
も
尊
重
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
各
市
町
村
が
学
校
の
小
規
模
化

に
伴
う
諸
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
保
護
者
や
地
域
住

民
と
と
も
に
課
題
を
精
緻
に
分
析
し
て
、
そ
の
結
果
の
共
有

を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
子
供
た
ち
を
健
や
か
に

育
ん
で
い
く
た
め
の「
最
善
の
選
択
」に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
設
置
の
在
り
方
を
最
終

的
に
判
断
す
る
の
は
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
で
す
が
、

広
域
の
教
育
行
政
を
担
う
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
域
内

全
体
の
学
校
教
育
の
充
実
発
展
に
責
任
を
持
つ
立
場
か
ら
、

市
町
村
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
踏
ま
え
、
次
に
示
す
よ
う
な
適

切
な
指
導
・
助
言
・
援
助
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

（
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
支
援
）

①�

基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
手
引
等
の
策
定

②�

情
報
提
供
機
能
の
強
化

③�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
支
援

④�

財
政
面
・
人
事
面
で
の
支
援

（
統
合
困
難
な
小
規
模
校
へ
の
支
援
の
充
実
）

①�

教
職
員
配
置
の
充
実

②�

教
職
員
研
修
の
充
実

③�

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
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幼
児
教
育
の
振
興

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る「
幼
稚
園
教
育
要
領
」

で
は
、
幼
稚
園
教
育
に
お
い
て
育
み
た
い
資
質
・
能
力
の
明
確

化
や
小
学
校
教
育
と
の
接
続
の
推
進
に
関
す
る
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
幼
児
教
育
実
践
の
質
向
上
総
合
プ
ラ
ン
」と
し

て
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
・
育
成
な
ど
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
の
充
実
・
活
用
強
化
、

幼
稚
園
等
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
や
質
向
上
の
た
め
の

評
価
の
実
施
へ
の
支
援
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」は
、
消
費
税
財
源
を
活

用
し
て
、「
量
」と「
質
」の
両
面
か
ら
子
供
の
育
ち
、
子
育

て
を
支
え
て
お
り
、
新
制
度
移
行
後
も
、
幼
稚
園
教
諭
等
の

処
遇
改
善
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」に
基
づ
く
幼
稚
園
に
お
け
る
待
機
児
童
の
受
入
れ
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
預
か
り
保
育
等
の
取
組
に
加
え
、
幼
稚
園
の

ま
ま
、
保
育
を
必
要
と
す
る
2
歳
児
を
定
期
的
に
預
か
る
仕

組
み
を
創
設
し
て
お
り
、
引
き
続
き
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。特

別
支
援
教
育
の
推
進

我
が
国
で
は
、
平
成
26
年
1
月
に
批
准
し
た「
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」等
を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ
る
子
供
に
つ

い
て
、
そ
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
自
立
と

社
会
参
加
に
必
要
な
力
を
培
う
た
め
、
一
人
一
人
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
指
導
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
特
別
支
援
学
校
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
、
通
級
に
よ
る
指
導
と
い
っ
た
多
様
な
学
び
の
場
の
整
備

や
、
教
師
の
専
門
性
の
向
上
、
障
害
の
あ
る
子
供
に
対
す
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
の
促
進
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

現
在
、
特
別
支
援
学
校
や
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
、

通
級
に
よ
る
指
導（
大
部
分
の
授
業
を
通
常
の
学
級
で
受
け

な
が
ら
、
一
部
の
授
業
に
つ
い
て
障
害
に
基
づ
く
種
々
の
困
難

の
改
善
・
克
服
に
必
要
な
特
別
の
指
導
を
特
別
な
場
で
受
け

る
指
導
形
態
）に
お
い
て
は
、
特
別
の
教
育
課
程
や
少
人
数
の

学
級
編
制
の
下
、
特
別
な
配
慮
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
教
科
書
、

専
門
的
な
知
識
・
経
験
の
あ
る
教
職
員
、
障
害
に
配
慮
し
た

施
設
・
設
備
等
を
活
用
し
て
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
し
て
は
、
平
成
29
年
5
月
1
日

現
在
、
特
別
支
援
学
校
及
び
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

の
在
籍
者
並
び
に
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
幼
児
児

童
生
徒
の
総
数
は
約
49
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
義
務
教
育
段
階
の
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
約
41
万
7
，0
0
0
人
で
、
こ
れ
は
全
体
の
約
4
・

2
％
に
当
た
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
通
級
に

よ
る
指
導
が
開
始
さ
れ
、
平
成
30
年
度
は
45
都
道
府
県
に
お

い
て
実
施
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
全
都
道
府
県
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
4
月
に
特
別
支
援

学
校
幼
稚
部
教
育
要
領
、
小
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
、
平

成
31
年
2
月
に
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
を
行
い
、
①
重
複
障
害
者
で
あ
る
子
供
や
知
的
障
害
者
で

あ
る
子
供
の
学
び
の
連
続
性
、
②
障
害
の
特
性
等
に
応
じ
た

指
導
上
の
配
慮
の
充
実
、
③
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
や
生
涯

学
習
へ
の
意
欲
向
上
な
ど
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
教
育

等
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
子
供
や
そ
の
保
護
者
が
、
乳
幼
児

期
か
ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
に
至
る
ま
で
、
地
域
で
切
れ
目

な
く
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働

省
の
両
省
連
携
に
よ
る
、
家
庭
と
教
育
と
福
祉
の
連
携「
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
平
成
30
年
3
月
に

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
各
自
治
体
の
積
極
的
な
取
組
を
促

し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
各
自
治
体
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
情
報
を
掲
載
す
る
保
護
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
ひ

な
型
を
作
成
し
た
り
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、

個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
つ
い
て
規
定
し
た
り
す
る
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
、

障
害
の
状
態
に
応
じ
た
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
構
築
の
た
め

の
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
科
書
の
た
め
に

教
科
書
は
、
学
校
に
お
け
る
教
科
の
主
た
る
教
材
と
し
て
、

児
童
生
徒
が
学
習
を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
す
。
教
育
の
機
会
均
等
を
実
質
的
に
保
障
し
、
全
国
的

な
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
小
・
中
・
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
等
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
検
定
済

教
科
書
又
は
文
部
科
学
省
著
作
教
科
書
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1 

教
科
書
検
定

教
科
書
検
定
は
、
民
間
の
発
行
者
の
創
意
工
夫
に
よ
る
多

様
な
教
科
書
の
発
行
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
①
全
国
的
な

教
育
水
準
の
維
持
向
上
、
②
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
、
③

適
正
な
教
育
内
容
の
維
持
、
④
教
育
の
中
立
性
の
確
保
な
ど

の
要
請
に
応
え
る
た
め
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
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平
成
31
年
度
に
は
、
主
に
、
平
成
29
年
に
公
示
さ
れ
た
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
中
学
校
用
の
教
科
書
検
定
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

2 

教
科
書
採
択

教
科
書
採
択
は
、
児
童
生
徒
が
学
校
の
授
業
や
家
庭
に
お

け
る
学
習
活
動
に
お
い
て
用
い
る
教
科
書
を
決
定
す
る
重
要

な
行
為
で
す
。
平
成
27
年
度
及
び
平
成
28
年
度
に
、
複
数
の

教
科
書
発
行
者
に
よ
る
、
採
択
の
公
正
性
・
透
明
性
に
疑
念

を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
事
案
が
相
次
い
で
発
覚
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
文
部
科
学
省
は
、
教
科
書
採
択
の
公
正
性
・
透
明
性

が
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
小
学
校

用
教
科
書
の
初
め
て
の
採
択
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

3 

教
科
書
無
償
給
与
・
教
科
用
特
定
図
書

文
部
科
学
省
で
は
、
憲
法
第
26
条
に
掲
げ
る
義
務
教
育
無

償
の
精
神
を
よ
り
広
く
実
現
す
る
施
策
と
し
て
教
科
書
無
償

給
与
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
児
童
及
び

生
徒
が
検
定
済
教
科
書
等
に
代
え
て
使
用
す
る
拡
大
教
科
書

や
、
通
常
の
検
定
済
教
科
書
で
は
文
字
等
の
認
識
が
困
難
な

発
達
障
害
児
等
の
児
童
生
徒
向
け
の
音
声
教
材
な
ど
、
教
科

用
特
定
図
書
等
に
つ
い
て
、
そ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
拡
大
教
科
書
の
標
準
的
な
規
格
を
定
め
る
な
ど
、

教
科
書
発
行
者
に
よ
る
拡
大
教
科
書
の
発
行
を
促
し
て
い
る

ほ
か
、
全
国
5
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
を

対
象
と
し
た
音
声
教
材
の
普
及
促
進
の
た
め
の
会
議
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
協
力
等
を
得
な
が
ら
、
調
査
研
究
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

4 

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
制
度
化

教
育
の
情
報
化
が
進
展
す
る
中
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏

ま
え
た「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
や
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
等
の
学

習
上
の
困
難
低
減
の
た
め
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

制
度
化
す
る「
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

等
関
係
法
令
が
施
行
さ
れ
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
学
習
者
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
そ
の
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
実
践
事
例
集
を
公

表
す
る
な
ど
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
円
滑
な
導
入

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
じ
め
対
策
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
ど
の
学
校
で

も
ど
の
子
供
に
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
い
じ
め
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」と
の

意
識
を
日
本
全
体
で
共
有
し
、
子
供
を「
加
害
者
に
も
、
被

害
者
に
も
、
傍
観
者
に
も
し
な
い
」教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
い
じ
め
の
問
題
に
対
し
て
は
、
全
て
の

関
係
者
が
、
そ
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
迅
速
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
、
い
じ
め
の
問
題
を
隠
さ
ず
、
学
校
・
教

育
委
員
会
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
や
国
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
く
対
応
が
徹
底

さ
れ
る
よ
う
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
に
対
す
る
指
導
や
研

修
会
の
実
施
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
等
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
の

取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
平
成
29
年
に
、
基
本
方
針

の
改
定
及
び「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
で
は
、
夜
間
・
休
日
を
含
め
24
時

間
い
つ
で
も
子
供
の
S
O
S
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
通
話
料
無
料
の「
24
時
間
子
供
S
O
S
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
、
若
年
層
の
多
く
が
、

S
N
S
を
主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
用
い
て
い

る
と
と
も
に
、
S
N
S
上
の
い
じ
め
へ
の
対
応
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
文
部
科
学

省
で
は
、
平
成
29
年
に
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
、
い
じ
め

を
含
む
様
々
な
悩
み
に
関
す
る
児
童
生
徒
の
相
談
に
関
し
て
、

S
N
S
等
を
活
用
す
る
利
点
・
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
平
成
30
年
3
月
、「
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制

の
構
築
に
関
す
る
当
面
の
考
え
方（
最
終
報
告
）」を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
児
童
生
徒
向
け
の
相
談
体
制
の

構
築
を
支
援
し
て
お
り
、
平
成
31
年
度
に
は
新
た
に
S
N
S

等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
は
、
様
々
な
要
因
や
背
景
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
不
登
校
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
行
為
を「
問
題
行
動
」と
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
平
成
28
年
12
月
の
、「
義
務
教
育

の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
」の
成
立
を
受
け
、
教
育
の
機
会
の
確

保
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
指

針
を
定
め
る
な
ど
、
文
部
科
学
省
と
し
て
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民

間
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
以
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外
の
場
に
お
け
る
教
育
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
調
査
研
究

等
も
実
施
し
、
平
成
31
年
度
に
お
い
て
も
、
同
調
査
研
究
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
個
々
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
な
支
援
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

夜
間
中
学
の
設
置
・
充
実

夜
間
中
学
は
、
義
務
教
育
未
修
了
者
の
ほ
か
、
不
登
校
な

ど
に
よ
り
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
中
学
校
を
卒

業
し
た
者（
入
学
希
望
既
卒
者
）や
、
本
国
又
は
我
が
国
に

お
い
て
義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
外
国
籍
の
者
な
ど

の
、
義
務
教
育
を
受
け
る
機
会
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め

の
様
々
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
4
月
に
新
た
に
開
校
し
た
2
校
を

含
め
て
も
、
夜
間
中
学
は
全
国
9
都
府
県
27
市
区
に
33
校
の

設
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
28
年
12
月
に
成
立
し
た「
義
務

教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律（
以
下「
法
」と
い
う
。）」第
7
条

に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
指
針
に
お
い
て
、
全
て
の
都
道
府

県
に
少
な
く
と
も
一
つ
は
夜
間
中
学
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
促

進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
夜
間
中
学
に
お
け
る
多
様
な
生

徒
の
受
入
れ
拡
大
を
図
る
こ
と
等
を
目
標
に
掲
げ
て
、
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
も
全
国
に
未
就
学
者

が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
設
置
の
自

治
体
に
お
い
て
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
2
0
1
9
年
度

政
府
予
算
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
文
部
科
学
省
が
取
り
ま

と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
参
考
に
、
夜
間
中
学
設
置
に
係

る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
、
法
15
条
に
基
づ
く
協
議
会
を

設
置
し
、
都
道
府
県
と
市
町
村
は
夜
間
中
学
設
置
に
係
る
役

割
分
担
等
に
関
す
る
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら「
夜
間

中
学
に
お
け
る
日
本
語
指
導
研
修
会
」を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
既
存
の
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
第
3
期
教
育
振
興

基
本
計
画
」に
お
い
て
は
、
初
め
て「
夜
間
中
学
の
設
置
・
充

実
」に
関
す
る
項
立
て
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
同
年
12
月
に
関
係

閣
僚
会
議
が
取
り
ま
と
め
た「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の

た
め
の
総
合
的
対
応
策
」に
も「
全
て
の
都
道
府
県
に
お
け
る

夜
間
中
学
の
設
置
促
進
等
」が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
後

も
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
夜
間
中
学
の
設
置
推
進
・
充
実
に

係
る
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夜
間
中
学
未
設
置
の
自
治
体
に
在
住
の
潜
在
的
入
学
希
望

者（
当
事
者
）御
自
身
に
加
え
て
、
そ
の
家
族
や
友
人（
支
援

者
）、
潜
在
的
入
学
希
望
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
福
祉
関
係

者
や
外
国
人
支
援
者（
応
援
者
）な
ど
は
、
お
住
ま
い
の
教
育

委
員
会
に
お
問
合
せ
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
健
康
教
育
の
充
実

学
校
健
康
教
育
は
、
学
校
保
健
、
学
校
安
全
、
食
育
・
学

校
給
食
に
関
す
る
取
組
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
の

心
身
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。
朝
食
欠
食
の
増

加
等
の
食
生
活
の
乱
れ
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
等
の
現
代
的

な
健
康
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
こ

の
よ
う
な
現
状
も
踏
ま
え
、
各
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。（
学
校
安
全
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
P�
34「
○

学
校
安
全
の
確
保
」参
照
）

1 

学
校
保
健
の
推
進

近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
問

題
等
、
子
供
の
健
康
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
内
の
体
制
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
等
の
専
門
性
を
取
り
入

れ
る
な
ど
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
保
健
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
に
よ

る
学
校
保
健
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、「
第
3
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」（
平
成
29
年
10

月
閣
議
決
定
、
平
成
30
年
3
月
一
部
変
更
）を
踏
ま
え
、
各

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
が
ん
教
育
総
合
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
験
の
浅
い
養
護
教
諭
の
配
置
校
等
で
指
導
助
言

を
行
う
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
を
学
校
へ
派
遣
す
る
取
組

を
行
う
と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等

の
現
代
的
な
健
康
課
題
に
関
す
る
教
職
員
向
け
研
修
会
等
を

開
催
す
る
な
ど
、
教
職
員
の
学
校
保
健
に
関
す
る
資
質
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
第
五
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」を
受

け
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開
催
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
効
果
的
な
指
導
の
方
法
や
内
容
の

検
討
・
実
施
の
支
援
を
行
う
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
充

NO! DRUG! 文部科学省

香川県立高松工芸高等学校　1年　上佐 彩結（平成30年度 文部科学大臣賞受賞作品）

高校生による薬物乱用防止広報啓発ポスター
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実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

2 
学
校
に
お
け
る
食
育
・
学
校
給
食
の
推
進

子
供
に
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
給
食

法
や
学
習
指
導
要
領
等
に
沿
っ
て
、
各
教
科
等
、
学
校
の
教

育
活
動
全
体
を
通
じ
て
食
に
関
す
る
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。文

部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、「
つ
な
が
る
食
育

推
進
事
業
」を
実
施
し
、
学
校
を
核
と
し
て
地
域
や
生
産
者

等
と
連
携
し
つ
つ
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
子
供
の
食
に
関
す
る
自
己
管
理
能
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
に
お
い
て
は
、
栄
養
教
諭
を

中
核
と
し
た
全
校
体
制
に
よ
る
食
育
の
指
導
・
評
価
方
法
の

開
発
や
、
栄
養
教
諭
間
の
連
携
強
化
、
研
修
の
充
実
も
併
せ

て
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
食

品
ロ
ス
の
削
減
、
地
産
地
消
の
推
進
、
伝
統
的
食
文
化
の
継

承
な
ど
の
社
会
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
食
品
の
生
産
・

加
工
・
流
通
等
の
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
学
校
給
食
を
よ

り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
運
用
す
る
た
め
の
手
法
を
検
討
す

る「
社
会
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
学
校
給
食
の
活
用
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
第
4
次
産
業
革
命
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
中
、
高
等
教
育
は
、
幅
広
い
教
養
と
高
い
専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成
、
各
分
野
を
牽け
ん

引い
ん

し

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
担
う
人
材

の
育
成
、
様
々
な
研
究
を
通
じ
た
諸
問
題
の
解
決
な
ど
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
新
た
な
知
と
価
値
を
創

造
・
発
信
し
、
能
動
的
に
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
多
大
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
大
学
の
量
的
規
模
を
概
観
す
る
と（
図
1
参
照
）、
大
学
進
学
者
の
多
く
を
占
め
る

18
歳
人
口
は
、
平
成
4
年
度
の
2
0
5
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
約
1
1
8
万
人
の
18
歳
人
口
が
、
2
0
3
0
年
に
は

1
0
5
万
人
、
2
0
4
0
年
に
は
88
万
人
に
減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ
り
、
少
子
化
の
中
で
も
大
学
の
学
士
課
程
へ
の
進
学
者
は

増
加
し
続
け
て
お
り
、
平
成
30
年
度
で
は
、
短
期
大
学
を
含
む
大
学
進
学
率
は
57
・
9
%
と
な
っ
て

お
り
、
専
門
学
校
等
を
含
め
た
高
等
教
育
機
関
の
進
学
率
は
81
・
5
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
後
は
少
子
化
の
一
層
の
進
展
に
よ
り
、
今
後
、
大
学
進
学
者
数
自
体
が
減
少
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、
今
後
は
多
様
な
年
齢
層
の
学
生
の
入
学
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
多
様
な
国
籍
の
教
員
や
学
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

考
え
る
と
、
18
歳
で
入
学
す
る
日
本
人
以
外
の
学
生
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
大
学
教
育
の
質
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
授
業
以
外
の
学
修
時
間
が
非
常
に
短
い

な
ど
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
取
組
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、

各
大
学
に
お
い
て
は
自
ら
責
任
を
持
っ
て
教
育
の
質
を
保
証
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
対
し
て
も
積

極
的
に
情
報
公
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
3
月
に「
我
が
国
の
高
等
教
育
に
関
す
る
将
来
構
想
に
つ

い
て
」文
部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問
し
、
お
お
む
ね
2
0
4
0
年
頃
の
社
会
を

見
据
え
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
検
討
を
要
請
し
ま

し
た
。
本
諮
問
を
受
け
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
将
来
構
想
部
会
を
中
心
に
審
議
が
進
め

ら
れ
、
平
成
30
年
11
月
に
は
、Society5.0�

の
到
来
や
18
歳
人
口
の
減
少
等
の
社
会
の
変
化
を
踏

高
等
教
育
の
充
実

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

図1　18歳人口と高等教育機関への進学率等の推移
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ま
え
、
①
専
門
に
関
す
る
知
識
の
み
で
は
な
く
、
文
理
横
断

型
の
教
育
へ
の
転
換
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の
保
証
を
進
め
、

「
何
を
学
び
、
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」と
い
う
学

修
の
成
果
の
可
視
化
の
促
進
、
②
地
域
に
お
け
る
質
の
高
い

高
等
教
育
機
会
の
確
保
の
た
め
の
各
大
学
間
の「
強
み
」を
生

か
し
た
連
携
・
統
合
の
在
り
方
や
、
18
歳
人
口
の
減
少
を
踏

ま
え
た
高
等
教
育
機
関
全
体
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し

た「
2
0
4
0
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
答
申
）」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
更
な
る

高
等
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
費
負
担
の
軽
減

1 

給
付
型
奨
学
金
等
の
大
学
等
奨
学
金
事
業
の
充
実

経
済
的
理
由
に
よ
り
大
学
等
へ
の
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
方
の
後
押
し
を
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、

我
が
国
初
の
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
し
、
特
に
経
済
的
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
方
を
対
象
に
一
部
先
行
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
、
一
定

の
学
力
・
資
質
要
件
を
満
た
す
方
を
対
象
と
し
て
制
度
を
本

格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
給
付
額
は
国
公
私
や
通
学
形
態
の

違
い
に
よ
り
異
な
り
、
月
額
2
〜
4
万
円
と
な
り
ま
す
。
平

成
31
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
1
4
0
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
31
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年

度
に
希
望
者
全
員
に
対
す
る
貸
与
を
実
現
し
た
無
利
子
奨

学
金
に
つ
い
て
、
制
度
を
着
実
に
実
施
し
、
引
き
続
き
貸
与

基
準
を
満
た
す
希
望
者
全
員
へ
の
貸
与
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
導
入
し
た
返
還
負
担
を
大
幅
に
軽
減

す
る
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
も
着
実
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

2 

大
学
に
お
け
る
授
業
料
減
免
事
業
の
支
援

文
部
科
学
省
で
は
、
意
欲
と
能
力
あ
る
学
生
が
経
済
的
理

由
な
ど
に
よ
り
、
学
業
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国

立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
や
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

を
通
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
公
立
大
学
に
つ
い
て
は
地
方

財
政
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
意
欲
と
能
力
あ
る
学
生
が
経

済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
修
学
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
対

前
年
度
15
億
円
増
の
3
6
5
億
円
を
計
上
し
、
対
前
年
度

0
・
1
万
人
増
の
約
6
・
6
万
人
を
減
免
対
象
と
し
て
見
込

ん
で
い
ま
す
。
私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
予
算

案
に
お
い
て
、
経
済
的
に
修
学
困
難
な
学
生
を
対
象
と
し
た

授
業
料
減
免
を
行
う
大
学
等
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
修
学

の
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、
対
前

年
度
47
億
円
増
の
1
7
7
億
円
を
計
上
し
、
対
前
年
度
2
・

5
万
人
増
の
約
9
・
6
万
人
を
減
免
等
対
象
と
し
て
見
込
ん

で
い
ま
す
。

3 

低
所
得
世
帯
の
高
等
教
育
無
償
化

高
等
教
育
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
授
業

料
等
減
免
や
奨
学
金
制
度
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
な
お
、
低
所
得
世
帯
の
子
供
た
ち
は
全
世
帯
平
均
に
比

べ
て
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
が
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
進
学
を
断
念
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
進
学
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
真
に
支
援
が
必
要
な
低
所
得
世
帯
の
子
供
た

ち
に
対
し
、
質
の
高
い
高
等
教
育
機
関
へ
の
修
学
に
係
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の

進
展
へ
の
対
処
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、「
新
し
い

経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
平
成
29
年
12
月
8
日
閣
議
決
定
）

及
び「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
8
」（
平

成
30
年
6
月
15
日
閣
議
決
定
）に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
か

ら
授
業
料
等
減
免
と
給
付
型
奨
学
金
を
拡
充
し
、
低
所
得
世

帯
の
高
等
教
育
無
償
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

閣
議
決
定
を
踏
ま
え
、「
幼
児
教
育
・
高
等
教
育
無
償
化

の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
」（
平
成
30
年
12
月
28
日

関
係
閣
僚
合
意
）が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
低
所
得

世
帯
の
高
等
教
育
無
償
化
を
実
施
す
る
た
め
の「
大
学
等
に

お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」案
を
国
会
に
提
出
し

ま
し
た
。

平
成
32
年
度
か
ら
の
新
制
度
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と

そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
学
生
を
対
象
と
し
ま
す
。
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
学
生
に
対
し
て
、
授
業
料
等
を
減
免
す
る
と
と

も
に
、
学
生
生
活
の
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
十
分
な
給

付
型
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
準
ず

る
世
帯
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援
措
置
に
準
じ
た
支
援
を
段
階
的
に
行
い
ま
す
。

支
援
対
象
と
な
る
学
生
に
つ
い
て
は
、
高
校
在
学
時
の
成

績
だ
け
で
否
定
的
な
判
断
を
せ
ず
、
高
校
等
が
、
レ
ポ
ー
ト

の
提
出
や
面
談
等
に
よ
り
本
人
の
学
習
意
欲
や
進
学
目
的
等

を
確
認
し
ま
す
。
他
方
、
大
学
等
へ
の
進
学
後
は
、
学
習
状

況
に
つ
い
て
厳
し
い
要
件
を
課
し
、
こ
れ
に
満
た
な
い
場
合
に

は
支
援
を
打
ち
切
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
で
自
立
し
活
躍
で
き
る
、
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
創
造
的
な
人
材
を
育
成
で
き
る
大
学
等
を
支
援
措
置

の
対
象
と
す
る
た
め
、
大
学
等
に
も
一
定
の
要
件
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

4 

大
学
院
学
生
の
経
済
的
支
援
の
拡
充

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た「
博

士
課
程（
後
期
）在
籍
者
の
2
割
程
度
が
生
活
費
相
当
額
程

度
を
受
給
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
」と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
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け
、
多
様
な
財
源
に
よ
る
博
士
課
程（
後
期
）学
生
へ
の
経
済

的
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
別
研
究
員

事
業（
D
C
）及
び
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
、
学
部
学
生
等
に
対
す

る
助
言
や
実
験
・
実
習
・
演
習
等
の
教
育
補
助
業
務（
T
A
）

に
対
す
る
給
与
や
、
大
学
等
が
行
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に

研
究
補
助
者
と
し
て
参
画
し
た
業
務（
R
A
）等
と
し
て
も
活

用
可
能
な
競
争
的
な
経
費
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

高
大
接
続
改
革
に
つ
い
て

我
が
国
は
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
技
術
革
新
、
生

産
年
齢
人
口
の
急
減
等
、
大
き
な
社
会
変
動
の
中
に
あ
り
、

こ
の
状
況
下
で
問
題
を
発
見
し
、
答
え
を
生
み
出
し
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
力
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大

学
入
学
者
選
抜
の
三
者
の
一
体
的
な
改
革
を
通
じ
て
、
①
知

識
・
技
能
、②
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
、③
主
体
性
を
持
っ

て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
、
こ
れ
ら
の「
学
力
の

3
要
素
」を
確
実
に
育
成
・
評
価
す
る
た
め
、
高
大
接
続
改

革
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
12
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
等
で
の
提
言
を

受
け
、
各
改
革
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
内
、
新
テ
ス
ト
等
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
7
月
に
①「『
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の

基
礎
診
断
』実
施
方
針
」、
②「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施

方
針
」を
策
定
、
③「
平
成
33
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施

要
領
の
見
直
し
に
係
る
予
告
」を
決
定
し
、
こ
れ
ら
の
方
針
に

沿
っ
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
1
）高
等
学
校
教
育
改
革

①�

学
習
指
導
要
領
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
教
科
・
科
目
等
の
見
直
し
等

を
提
言
し
た
平
成
28
年
12
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を

踏
ま
え
、
平
成
30
年
3
月
に
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
を

改
訂
し
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
は
、
知
識
の
理
解
の
質

を
更
に
高
め
、
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

②�

学
習
・
指
導
方
法
の
改
善
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
目
指

す
と
と
も
に
、
教
員
の
資
質
・
能
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
独

立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
に
設
置
さ
れ
た
次
世
代
教

育
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
授
業
改
善
に
資
す
る
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
学
校
現
場
に
対
す
る
支
援
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
忙
な
教
職
員
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
校
内
研
修
シ
リ
ー
ズ
」の
発

信
な
ど
、
研
修
機
会
の
提
供
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

③�

多
面
的
評
価
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
外
で
の
学
習

活
動
全
般
を
通
し
て
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
多
面
的
な

評
価
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

「
高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
学
力
の
確
実
な
習
得
」と

「
学
習
意
欲
の
喚
起
」を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
7
月
の

「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」実
施
方
針
を
踏
ま

え
、
平
成
30
年
3
月
に
文
部
科
学
省
が
一
定
の
要
件
を
示

し
、
民
間
の
試
験
等
を
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

本
制
度
に
お
い
て
、
多
様
な
民
間
の
試
験
等
の
開
発
・
提

供
、
そ
の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
の

基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
取
組

を
促
進
し
ま
す
。
平
成
30
年
12
月
に
は
認
定
基
準
に
基
づ

き
、
9
事
業
者
25
ツ
ー
ル
を「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基

礎
診
断
」と
し
て
認
定
し
、
各
ツ
ー
ル
の
詳
細
情
報
を
文
部

科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
・
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
31
年
度
か
ら
、
各
学
校
に
お
い
て
本
格
的
な

利
活
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
1
月
に
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部

会
に
お
い
て
、「
児
童
生
徒
の
学
習
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て

（
報
告
）」が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
報
告
に
お
い
て
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を
更
に

充
実
し
、
そ
の
質
を
高
め
る
観
点
か
ら
国
が
示
す
参
考
様
式

に
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
記
載
欄
を
設
け
る
よ
う
提
言

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
、
指

導
要
録
の
簡
素
化
の
議
論
を
踏
ま
え
、
指
導
要
録
を
基
に
作

成
さ
れ
る
調
査
書
に
つ
い
て
も
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

の
活
用
を
含
め
て
、
大
学
入
学
者
選
抜
で
必
要
と
な
る
情
報

を
整
理
し
た
上
で
、
検
討
す
る
よ
う
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）大
学
教
育
改
革

①�

三
つ
の
方
針
に
基
づ
く
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
つ
い
て

は
、
①
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
、
②
教
育
課
程
の
編
成
・

実
施
、
③
入
学
者
受
入
れ
の「
三
つ
の
方
針
」の
策
定
・
公

表
を
各
大
学
に
義
務
付
け（
平
成
29
年
4
月
施
行
。）、「
三

つ
の
方
針
」の
策
定
・
運
用
に
関
し
て
参
考
と
な
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
に
お
い
て
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
2
0
4
0
年
に
向
け
た
高
等
教

育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
答
申
）」（
平
成
30
年
11
月
中
央

教
育
審
議
会
）を
踏
ま
え
、
各
大
学
に
お
け
る
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
確
立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
中
央
教
育
審
議

会
大
学
分
科
会
に
お
い
て
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

指
針
及
び
学
修
成
果
の
可
視
化
と
情
報
公
表
の
促
進
に
関

す
る
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

②�

認
証
評
価
に
つ
い
て
は
、「
三
つ
の
方
針
」等
を
共
通
評
価

項
目
と
す
る
こ
と
や
、
内
部
質
保
証
を
重
視
す
る
な
ど
、

平
成
30
年
度
よ
り
新
た
な
基
準
に
基
づ
く
評
価
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
3
）大
学
入
学
者
選
抜
改
革

大
学
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
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の
導
入
と
個
別
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
を
通
じ
て
、
受
検
生

の「
学
力
の
3
要
素
」に
つ
い
て
、
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価

へ
と
転
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

2
0
2
0
年
度
か
ら
開
始
す
る「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

で
は
、「
国
語
」と「
数
学
Ⅰ
」「
数
学
Ⅰ
・
A
」で
の
記
述
式

問
題
を
導
入
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」の
実
施
に
向
け
て
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
平
成
30

年
11
月
10
日（
土
）及
び
11
日（
日
）に
、
主
に
全
国
の
大
学

を
会
場
と
し
て
試
行
調
査（
プ
レ
テ
ス
ト
）を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
高
校
を
会
場
と
し
た
試
行
調
査
で
の
記
述
式

問
題
及
び
マ
ー
ク
シ
ー
ト
問
題
の
検
証
に
加
え
、
試
験
の
実
施

運
営
等
も
含
め
た
総
合
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
試
行
調
査
の
分
析
・
検
証
結
果
を

踏
ま
え
、
試
験
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
英
語
の「
聞
く
」「
読

む
」「
話
す
」「
書
く
」の
4
技
能
を
適
切
に
評
価
す
る
た

め
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
現
に
民

間
事
業
者
等
に
よ
り
広
く
実
施
さ
れ
、
一
定
の
評
価
が
定
着

し
て
い
る
資
格
・
検
定
試
験
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

2
0
1
8
年
3
月
に
は
、
必
要
な
要
件
を
満
た
し
た
7
団
体
・

23
試
験
を
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
確
認
・
公
表
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
は
、
実
施
時
期
・
回
数
に
つ
い
て
高
校
3
年
の
4

月
か
ら
12
月
の
2
回
ま
で
の
活
用
を
原
則
と
し
つ
つ
、
負
担

を
軽
減
す
べ
き
特
別
な
理
由
が
あ
る
受
検
生
に
つ
い
て
は
一

定
の
条
件
の
も
と
例
外
措
置
を
設
け
る
こ
と
等
を
定
め
た
、

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針（
追
加
分
）」を
平
成
30

年
8
月
に
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
12
月
に

大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
英
語
の
4
技
能
評
価
に
関
係
す

る
団
体
及
び
試
験
実
施
団
体
等
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
、
準
備
の
進
捗
状
況
の
共
有
と
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
経
済

的
な
負
担
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
政
府
方
針
に
お
け
る
低
所

得
者
層
の
進
学
を
支
援
す
る
給
付
型
奨
学
金
の
中
に「
大
学

等
の
受
験
料
」が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
30
年
5
月
〜

9
月
に
全
国
の
高
校
に
依
頼
し
て
実
施
し
た「『
大
学
入
試
英

語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
』参
加
試
験
ニ
ー
ズ
調
査
」の
結
果
も

踏
ま
え
、
会
場
の
追
加
や
検
定
料
の
低
減
に
つ
い
て
試
験
実

施
団
体
に
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②��

平
成
33
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
の
見
直
し
に
係

る
予
告

個
別
選
抜
で
は
、「
三
つ
の
方
針
」に
基
づ
き「
学
力
の
3

要
素
」を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
へ
改
善
す
る
た

め
の
見
直
し
と
し
て
、「
学
力
の
3
要
素
」を
十
分
評
価
す
る

た
め
、
A
O
入
試
、
推
薦
入
試
で
は
、
各
大
学
が
実
施
す
る

評
価
方
法
等
、
又
は
共
通
テ
ス
ト
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ

の
活
用
を
必
須
化
す
る
こ
と
、
一
般
入
試
で
は
、
調
査
書
等

の
活
用
方
法
を
募
集
要
項
等
へ
明
記
す
る
こ
と
と
し
、
活
用

す
る
評
価
方
法
や
比
重
に
つ
い
て
募
集
要
項
等
で
明
確
化
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丁
寧
な
選
抜
や
高
校
教
育
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
A
O
入
試
、
推
薦
入
試
の
各
実
施
時
期

や
、
多
面
的
評
価
の
た
め
の
資
料
と
な
る
調
査
書
様
式
の
見

直
し
も
行
い
ま
し
た
。

大
学
院
教
育
の
充
実

文
部
科
学
省
は
、
高
度
な
専
門
的
知
識
と
倫
理
観
を
基

礎
に
自
ら
考
え
行
動
し
、
新
た
な
知
及
び
そ
れ
に
基
づ
く

価
値
を
創
造
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
未
来
を
牽
引
す
る

「
知
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」を
育
成
す
る
た
め
の
大
学
院

教
育
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
引
き

続
き「
第
3
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
」（
平
成
28
年

3
月
31
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）を
踏
ま
え
た
大
学
院
教

育
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
教
育
審
議
会

大
学
分
科
会
に
お
い
て「
2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
大
学
院

教
育
の
体
質
改
善
〜
社
会
や
学
修
者
の
需
要
に
応
え
る
大

学
院
教
育
の
実
現
〜（
審
議
ま
と
め
）」（http://w

w
w
.

m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo4/
houkoku/1412988.htm

）が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
博
士
課
程
教
育
に
つ
い
て
は
、
広
く
産
学
官
に

わ
た
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た

め
、
産
・
学
・
官
の
参
画
を
得
つ
つ
、
専
門
分
野
の
枠
を
超

え
て
博
士
課
程
前
期
・
後
期
一
貫
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
・
展
開
す
る
大
学
院
教
育
の
抜
本
的
改
革
を
支
援
す

る「
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（http://

w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/kaikaku/
hakushikatei/1306945.htm

）を
平
成
23
年
度
か
ら
実

施
し
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
33
大
学
62
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
卓
越
し
た
博
士
人
材
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
・
交
流
及
び
新
た
な
共
同

研
究
が
持
続
的
に
展
開
さ
れ
る
卓
越
し
た
拠
点
を
形
成
す
る

た
め
、
各
大
学
が
自
身
の
強
み
を
核
に
、
こ
れ
ま
で
の
大
学

院
改
革
の
成
果
を
い
か
し
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
・
民

間
企
業
等
と
組
織
的
な
連
携
を
行
い
つ
つ
世
界
最
高
水
準
の

教
育
力
・
研
究
力
を
結
集
し
た
5
年
一
貫
の
博
士
課
程
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
支
援
す
る「
卓
越
大
学
院

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（http://w

w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/
koutou/kaikaku/takuetudaigakuin/index.
htm

）を
実
施
し
、
平
成
30
年
度
に
15
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
択
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
大
学
院
と
大
学
院
学
生
に
対
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http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/hakushikatei/1306945.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/hakushikatei/1306945.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/hakushikatei/1306945.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/takuetudaigakuin/index.htm
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http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/takuetudaigakuin/index.htm
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す
る
社
会
の
評
価
を
高
め
、
優
れ
た
人
材
を
大
学
院
に
引
き

付
け
、
博
士
号
取
得
者
が
高
度
な
知
識
と
高
い
倫
理
観
を
備

え
た
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
し
て
各
界
各
層
で
活
躍
す
る
好
循
環

の
実
現
に
向
け
、
大
学
院
教
育
の
充
実
の
た
め
の
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
改
革

国
立
大
学
は
、
高
度
な
学
術
研
究
の
推
進
、
計
画
的
な
人

材
育
成
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
や
高
等
教
育
の
機
会
均
等

の
確
保
と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
の
国
立
大
学
の
法
人
化
以
降
、
国
立
大
学
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
長
所
を
生
か
し
た
自
主
的
・
自

律
的
な
機
能
強
化
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
今
の
急
激
な
社
会
経
済
状
況
の
変
化
の
中
で
、
国
立
大
学

に
対
し
て
は
、
産
業
競
争
力
強
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
や
、
地
方
創
生
の
中
核
的
拠
点
と
し
て

の
機
能
の
発
揮
な
ど
、
我
が
国
の
成
長
と
発
展
へ
の
積
極
的

な
貢
献
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
社
会
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
27
年
6
月
に
、
第
3
期
中
期
目

標
期
間
に
お
い
て
、
国
立
大
学
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た

し
、
そ
の「
知
の
創
出
機
能
」を
最
大
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の

改
革
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た「
国
立
大
学
経
営
力
戦
略
」

を
策
定
し
、
改
革
に
取
り
組
む
大
学
に
対
し
、
国
立
大
学
法

人
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
重
点
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
経

営
力
と
財
務
基
盤
の
強
化
を
通
じ
た
自
己
改
革
を
促
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
第
3
期
中
期
目
標
期
間
よ
り
、
国
立
大

学
法
人
運
営
費
交
付
金
の
基
盤
的
経
費
に
お
い
て「
三
つ
の

重
点
支
援
の
枠
組
み
」を
創
設
し
、
各
大
学
の
機
能
強
化
の

方
向
性
に
応
じ
た
取
組
に
つ
い
て
、
評
価
に
基
づ
き
、
き
め

細
か
く
重
点
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
運

営
費
交
付
金
の
基
盤
的
経
費
に
つ
い
て
、
対
前
年
度
同
額
の

1
兆
9
7
1
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て

は
、
国
立
大
学
法
人
等
が
我
が
国
の
人
材
養
成
・
学
術
研
究

の
中
核
と
し
て
、
継
続
的
・
安
定
的
に
教
育
研
究
活
動
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
基
盤
的
経
費
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、2
0
4
0
年
を
見
す
え
、人
材
育
成
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
を
担
う
国
立
大
学
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
人
事
給

与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
、
評
価
・
資
源
配
分
改
革
、
連
携
・
統

合
を
含
め
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
主
に
三
つ
の
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に
つ
い
て
は
、
若
手
教
員
の

活
躍
機
会
を
創
出
し
、
教
員
の
挑
戦
意
欲
を
向
上
で
き
る
よ

う
、
年
俸
制
の
完
全
導
入
を
は
じ
め
、
厳
格
な
業
績
評
価
や

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
等
、
様
々
な
取
組
を
総
合
的

に
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

評
価
・
資
源
配
分
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

新
し
い
評
価
・
資
源
配
分
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
評
価
の
わ

か
り
や
す
さ
や
透
明
性
の
向
上
、
各
大
学
の
主
体
的
な
取
組

の
推
進
、
教
育
研
究
の
安
定
性
・
継
続
性
へ
の
配
慮
の
も
と
で

改
革
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
し
て
は
、
一
法
人
複
数
大
学
制
や
経

営
と
教
学
の
分
離
等
の
選
択
の
可
能
化
、
学
外
理
事
の
複
数

登
用
の
義
務
化
の
措
置
を
行
う
旨
を
内
容
と
す
る
法
改
正
案

を
第
1
9
8
回
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
改
革

の
指
針
と
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の
策
定
等
に
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
会
の

確
保
や
教
育
改
革
・
研
究
力
強
化
と
一
体
的
に
推
進
し
な
が

ら
、
真
に「
挑
戦
」す
る
国
立
大
学
の
教
育
研
究
基
盤
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
学
の
国
際
化
と
学
生
の
双
方
向
交
流

社
会
の
多
様
な
場
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
高
度
人
材
の
育
成
を
担
う
中
核
と
し
て
、
我

が
国
の
大
学
に
は
、
教
育
・
研
究
環
境
の
国
際
化
や
学
生
の

双
方
向
交
流
の
拡
大
な
ど
、
国
際
化
の
推
進
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
国
際
通
用
性

と
国
際
競
争
力
の
向
上
を
目
的
に
、
海
外
の
卓
越
し
た
大
学

と
の
連
携
や
大
学
改
革
に
よ
り
徹
底
し
た
国
際
化
を
進
め
る

大
学
を
支
援
す
る「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事

業
」を
平
成
26
年
度
か
ら
開
始
し
、
37
大
学
を
採
択
・
支
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
に
お
け
る
優
れ
た
取
組
を
広

く
発
信
す
る
基
幹
サ
イ
ト（https://tgu.m

ext.go.jp

）を

立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、
採
択
校
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国

の
大
学
へ
、
本
事
業
の
実
施
で
得
た
成
果
の
共
有
を
図
っ
て
い

ま
す
。

次
に
、
留
学
を
通
じ
た
国
際
交
流
は
、
優
れ
た
国
際
感
覚

を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の

教
育
・
研
究
の
国
際
化
と
活
性
化
を
促
し
、
国
際
理
解
の
推

進
や
知
的
国
際
貢
献
、
経
済
発
展
を
も
た
ら
す
な
ど
、
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
海
外
の
大
学
な
ど
に
在
籍
す
る
日
本

人
は
、
O
E
C
D
等
の
統
計
に
よ
れ
ば
平
成
16
年
以
降
減
少

が
続
い
て
お
り
、
平
成
28
年
は
約
5
万
6
0
0
0
人
で
し
た
。

一
方
、
我
が
国
の
高
等
教
育
機
関
又
は
日
本
語
教
育
機
関
に

在
籍
し
て
い
る
外
国
人
留
学
生
は
約
29
万
9
0
0
0
人（
平

https://tgu.mext.go.jp
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成
30
年
5
月
1
日
現
在
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
留
学
生
交
流
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
6
月
に
閣
議
決

定
し
た「
日
本
再
興
戦
略JA

PA
N

�is�B
A
C
K

」等
で
は
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
日
本
人
の
海
外
留
学
を
12
万
人
へ
、
外

国
人
留
学
生
の
受
入
れ
を
30
万
人
に
倍
増
す
る
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
促
進
の
た
め
の

施
策
と
し
て
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
若
者
全
員
に
留
学
機

会
を
付
与
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
国
費
に
よ
り
海
外
留
学
を
支
援
す
る
奨
学
金
に
よ
り

留
学
経
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
等
の

協
力
を
得
た
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
約
6
0
0
0
人
の
学
生
・
生
徒
を
採
用
し
、

順
次
海
外
留
学
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
外
国
人
留
学

生
の
受
入
れ
の
た
め
の
支
援
策
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
促
進
や
我
が
国
の
高
等
教
育
機

関
の
国
際
競
争
力
強
化
、「
留
学
生
30
万
人
計
画
」の
実
現

を
図
る
た
め
、
海
外
で
の
日
本
留
学
の
魅
力
発
信
を
強
化
す

る
た
め
の
日
本
留
学
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
、
国
費
外
国
人

留
学
生
制
度
等
の
経
済
的
支
援
の
充
実
、
留
学
生
の
日
本
国

内
で
の
就
職
促
進
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ

り
、
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
戦
略
的
な
受
入
れ
を
推
進
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
必
要
な
環
境
の
整

備
・
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
外
に
も
目
を
向
け
る
と
、
世
界
的
に
学
生
の
流
動
性
が

高
ま
り
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
質
の
保
証

に
関
す
る
国
際
的
な
高
等
教
育
の
連
携
枠
組
み
の
形
成
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
が
よ
り
多
く
の
優
秀
な
学
生
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

平
成
23
年
度
に
開
始
し
た「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化

事
業
」に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な

国
・
地
域
を
対
象
と
し
、
単
位
の
相
互
認
定
等
、
質
保
証
を

伴
う
国
際
教
育
連
携
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
に
は
、
米
国
の
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
協
働
学
習

（
C
O
I
L
）方
式
に
基
づ
く
大
学
間
交
流
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
10
件
を
新
た
に
採
択
し
、
支
援
を
拡
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
等
教
育
圏
の
形
成
を
見
据
え
、

日
中
韓
三
国
間
で
質
の
高
い
大
学
間
交
流
を
行
う「
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ア
ジ
ア
」等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
31
年

度
は
E
U
等
と
の
間
で
、
両
国
の
架
け
橋
と
な
る
人
材
の
育

成
を
実
施
す
る
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
や
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ

グ
リ
ー
と
い
っ
た
修
士
課
程
の
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

す
る
取
組
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
と
欧
州
委
員
会
が
共
同

で
重
点
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

A
S
E
A
N
＋
3
の
政
府
間
の
枠
組
み
で
も
、
質
保
証
を

伴
う
学
生
交
流
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
第
1
回
A
S
E
A
N
＋
3
教
育
大
臣
会
合（
平
成
24
年

7
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）に
て
、
我
が
国
は「
A
S
E
A
N
＋

3�

高
等
教
育
の
流
動
性
・
質
保
証
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
」を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
以
降
毎

年
、
各
国
政
府
の
高
等
教
育
行
政
官
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
会
合
を
開
催
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
平
成
28
年

5
月
に
は「
学
生
交
流
と
流
動
性
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
、
平
成
30
年
11
月
に
は「
留
学
生
の
学
修
履
歴
の
た
め
の

成
績
証
明
書
及
び
補
足
資
料
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が

A
S
E
A
N
＋
3
教
育
大
臣
会
合
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
12
月
、
我
が
国
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
枠

組
み
の
下
で
採
択
さ
れ
た「
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
規
約
」を
締
結
し
ま
し
た
。
同
規
約

は
平
成
30
年
2
月
に
発
効
し
、
国
境
を
越
え
た
学
生
交
流
の

推
進
、
さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
の
質
の
更
な
る
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
規
約
の
円
滑
な
実
施
の
一
助
と
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省

は
平
成
30
年
5
月
に
、
国
内
の
高
等
教
育
機
関
向
け
に「
高

等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〜
高
等
教

育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
規
約
〜
」を

策
定
し
ま
し
た
。

「第6回ASEAN+3 高等教育の流動性・質保証に関するワーキング・グループ」の様子
（平成30年8月ミャンマー）
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専
門
人
材
育
成

1  
専
門
職
大
学
院
に
お
け
る
高
度
専
門
人
材
養
成
に
つ
い
て

専
門
職
大
学
院
は
、
科
学
技
術
の
進
展
や
社
会
経
済
の
多

様
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
を
受
け
、
社
会
的
・
国
際
的
に
通
用

す
る
人
材
養
成
を
行
う
た
め
、
高
度
専
門
職
業
人
養
成
に
特

化
し
た
課
程
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、「
理
論
と
実
務
の
架
橋
」を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
産
業
界
・
実
業
界
等
で
求
め
ら
れ
る
高
度
専
門
職（
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
法
曹
養
成（
法
科
大
学
院
）、
教
員
養
成（
教
職
大

学
院
）、
M
B
A
、
M
O
T（
技
術
経
営
）、
会
計
、
公
共
政

策
、
公
衆
衛
生
等
の
分
野
で
、
1
1
9
大
学
・
1
6
9
専
攻

が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
関
係
業
界
等
と
の
連
携
に
よ
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
分
野
ご
と
の
評
価
制
度
等
を
通
じ
て
、
質

の
高
い
高
度
専
門
職
業
人
養
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

専
門
職
大
学
院
制
度
の
充
実
と
質
の
向
上
に
向
け
た
検
討
や

施
策
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
院
部
会

専
門
職
大
学
院
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
審
議
し
、
平

成
28
年
8
月
に「
専
門
職
大
学
院
を
中
核
と
し
た
高
度
専
門

職
業
人
養
成
機
能
の
充
実
・
強
化
方
策
に
つ
い
て
」を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
本
報
告
書
を
踏
ま
え
、
社
会（「
出
口
」）と

の
連
携
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
産
業
界
等
の
意
見
を
教
育

課
程
等
に
反
映
す
る
教
育
課
程
連
携
協
議
会
の
設
置
に
関
す

る
制
度
改
正
や
、
専
門
職
大
学
院
と
学
部
等
と
の
連
携
の
強

化
等
を
推
進
す
る
た
め
に
、
専
門
職
学
位
課
程
の
専
任
教
員

の
一
定
数
が
学
部
の
専
任
教
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
等

の
制
度
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
系
専
門
職
大
学
院
を
始
め
と
す
る
経
営
系
大

学
院
と
産
業
界
等
の
相
互
の
協
力
を
促
進
し
、
我
が
国
の
経

営
系
大
学
院
の
高
度
専
門
職
業
人
養
成
の
機
能
強
化
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、「
経
営
系
大
学
院
機
能
強
化
検
討
協

力
者
会
議
」を
設
置
し
、
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
そ

の
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

2  

第
四
次
産
業
革
命
が
も
た
ら
す
技
術
革
新
に
対
応
す
る
人

材
育
成
に
つ
い
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
し
、
技
術
が
め
ま
ぐ
る
し

く
進
化
す
る
現
在
、
第
四
次
産
業
革
命
や�Society5.0�

の

実
現
に
向
け
、
人
工
知
能
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
I
o
T
な
ど
の

技
術
革
新
を
社
会
実
装
に
つ
な
げ
、
産
業
構
造
改
革
を
促
す

人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ど
の
学
部
に
進
学
し
て
も�Society5.0�

時
代

に
必
要
と
な
る
数
理
的
思
考
力
と
デ
ー
タ
分
析
・
活
用
能
力

を
、
全
て
の
学
生
が
体
系
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
教

育
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
学
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
基
本

的
な
素
養
や
、
学
修
成
果
の
評
価
方
法
等
を
体
系
化
し
た
標

準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
・
活
用
等
に
よ
る
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
の
全
国
の
大
学
へ
の
普
及
・
展
開
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
文
系
の
学
生
向
け
な
ど
複

数
の
レ
ベ
ル
に
対
応
し
た
実
践
モ
デ
ル
の
構
築
と
い
っ
た
、
標

準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
活
用
し
た
全
国
展
開
の
加
速
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
学
連
携
に
よ
る
実
践
的
な

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、�Society5.0�

の
実
現
に
向
け

て
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
情
報
技
術
人
材
や
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い
っ
た
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人

材
育
成
を
推
進
と
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
実
務
家
教
員
を
育
成
・

活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、�Society5.0�
の
実
現
に
向
け
た
産
業
構
造
改
革

の
中
心
を
担
う
大
学
に
お
け
る
工
学
系
教
育
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
6
月
の「
大
学
に
お
け
る

工
学
系
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」や
、
平
成

30
年
3
月
の「
工
学
系
教
育
改
革
制
度
設
計
等
に
関
す
る
懇

談
会
」の
ま
と
め
に
お
い
て
、
工
学
系
教
育
改
革
の
方
向
性
を

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
6
月
に
は
、

学
科
ご
と
の
縦
割
り
構
造
の
見
直
し
や
、
学
士
・
修
士
の
連

続
性
に
配
慮
し
た
教
育
課
程
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
大

学
設
置
基
準
等
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

先
導
的
開
発
等
を
行
う
大
学
を
支
援
す
る
補
助
事
業「
科
学

技
術
の
社
会
実
装
教
育
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
の
形
成
事
業
」を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
取
組
等
を
通
じ
て
、

産
学
官
が
連
携
し
た
理
工
系
人
材
の
育
成
を
戦
略
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

3 

高
等
専
門
学
校
教
育
の
充
実

高
等
専
門
学
校
は
、
中
学
校
卒
業
後
の
早
い
年
齢
か
ら
、

5
年
一
貫
の
専
門
的
・
実
践
的
な
技
術
者
教
育
を
特
徴
と
す

る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
全
国
に
57
校
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
産
業
界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
就
職
率
は

毎
年
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
、
極
め
て
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
工
業
化
に
よ
る
経
済
発
展
を
進
め
る
国
を
中
心

に
、
高
等
専
門
学
校
教
育
に
お
け
る
15
歳
と
い
う
早
期
か
ら

の
専
門
人
材
育
成
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
に
お
い
て
、
各
国
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
技
術
者
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
や
教
員
研
修
な
ど
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

4 

専
門
職
大
学
等
に
お
け
る
専
門
職
業
人
の
養
成

専
門
職
大
学
、
専
門
職
短
期
大
学
及
び
専
門
職
学
科
は
、

産
業
構
造
の
急
速
な
転
換
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
求
め
ら
れ
る
実
践
的
か
つ
創
造
的
な
専
門
職
業
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
等
に
よ
り
平
成
31

年
4
月
に
創
設
さ
れ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
で
す
。
専

門
職
大
学
2
校
、
専
門
職
短
期
大
学
1
校
が
、
平
成
31
年
度
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に
開
設
と
な
り
ま
し
た
。

専
門
職
大
学
等
で
は
、
特
定
の
職
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
に
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
理
論
と
実
践
的
な
ス
キ
ル
の

両
方
を
身
に
付
け
る
教
育
課
程
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
産
業
界
、
地
域
社
会
と
大
学
が
連
携
し
て
教
育

課
程
の
編
成
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
色
に
よ
り
、
質
の

高
い
職
業
教
育
を
行
う
大
学
と
し
て
、
成
長
分
野
に
お
い
て

活
躍
す
る
人
材
や
地
域
産
業
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
社
会
人
が
学
び
や
す
い

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
人
の
学
び
直
し（
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
）ニ
ー
ズ
へ
の
取
組
の
推
進
も
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

〈
参
考
〉専
門
職
大
学
・
専
門
職
短
期
大
学
・
専
門
職
学
科

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/sen
m
on/index_pc.htm

医
療
系
人
材
の
養
成

今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化
に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
等

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
質
の
高
い
医
療
系
人
材
の
養
成
や
、

臨
床
研
究
に
よ
っ
て
医
薬
品
や
医
療
機
器
等
の
開
発
を
進
め
、

我
が
国
の
経
済
成
長
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
養
成
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
医
師
や
歯
科
医
師
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
医
学
生
・

歯
学
生
が
卒
業
ま
で
に
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
必
須
の
実
践

的
診
療
能
力
の
学
修
目
標
を
提
示
し
た「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
策
定
し
て
お
り
、
平
成
29
年
3
月
に
は
、
医

療
安
全
や
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
な
ど
近
年
の
多
様
な
社
会
的

要
請
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
か
ら
、
各
大
学
に
お
い
て
改
訂
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
大
学
の
学
士
課
程
に

お
け
る
看
護
学
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
に
資
す
る
た
め
、

平
成
29
年
10
月
に
、
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定

し
、
平
成
31
年
度
か
ら
、
各
大
学
に
お
い
て
こ
れ
を
参
考
と

し
た
教
育
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
部
の
地
域
に
お
け
る
深
刻
な
医
師
不
足
を
踏

ま
え
、
地
域
医
療
の
現
場
で
活
躍
す
る
医
師
を
養
成
す
る
た

め
、
医
学
部
定
員
の
臨
時
増
員
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
31

年
度
の
医
学
部
入
学
定
員
は
、
地
域
医
療
へ
の
従
事
を
条
件

と
し
、
奨
学
金
や
選
抜
枠
が
設
定
さ
れ
た「
地
域
枠
」の
新
規

増
員
を
含
め
、
計
9
4
2
0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
質
の
高
い
医
療
系
人
材
の
養
成
の
た
め
に
は
、
卒

前
・
卒
後
を
通
じ
た
医
療
系
人
材
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
臨
床
研
究
に
よ
る
医
薬
品
や
医
療
機
器
等
の
開
発
の

場
で
あ
り
、
各
地
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関
と
い
う
重
要
な

役
割
を
果
た
す
大
学
附
属
病
院
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
急
速
な
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
次

世
代
の
医
療
系
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
大
学
、
大
学
院
及

び
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
優
れ
た
取
組
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
社
会
人
の
学
び
直
し

平
成
27
年
7
月
に
、
社
会
人
の
職
業
に
必
要
な
能
力
の
向

上
を
図
る
機
会
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
社
会
人
や
企
業
等

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
に
お
け
る
実
践
的
・
専
門
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を「
職
業
実

践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
B
P
：B

rush�up�Program

�

for�professional

）と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
す
る

制
度
を
創
設
し
、
平
成
30
年
度
は
、
12
月
に
32
課
程
を
認
定

し
、
過
年
度
認
定
分
と
併
せ
て
、
現
在
2
5
2
課
程
を
認
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
の
短
期
間
で
修
了
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
学
等
が
行
う
履
修
証

明
制
度
の
最
低
時
間
数
が「
1
2
0
時
間
以
上
」か
ら「
60
時

間
以
上
」に
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
短
期
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
も
認
定
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
認
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
て
一
定
の
要
件

を
満
た
す
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
指
定
を
受
け
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
労
働
者
が
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
際
に
、
訓
練
経
費
の
一
部
が
支
給
さ

れ
ま
す
。（
教
育
訓
練
給
付
制
度
）

今
後
と
も
、
本
制
度
を
活
用
し
、
大
学
等
に
お
け
る
社
会

人
の
学
び
直
し
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
参
考
〉職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/
bp/index.htm

〈
参
考
〉教
育
訓
練
給
付
制
度

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000058556.htm
l

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index_pc.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index_pc.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/bp/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/bp/index.htm
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000058556.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000058556.html
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私
立
学
校
の
現
状
と
課
題

私
立
学
校
は
、
独
自
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
個
性
豊
か

な
教
育
研
究
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
我
が
国
の
学
校
教

育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
私

立
学
校
に
在
学
す
る
学
生
生
徒
な
ど
の
割
合
は
、
大
学
・
短

大
で
約
7
割
、
高
等
学
校
で
約
3
割
、
幼
稚
園
で
約
8
割
、

専
修
学
校
・
各
種
学
校
の
9
割
以
上
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
知
識
基
盤
社
会
の
中
で
、
多
様
化
す
る
国
民
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
を
行
う
私
立
学
校
の
果
た

す
役
割
は
、
今
後
も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
近
年
に
お
け
る
少
子
化
の
進
行
等
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
個
々
の
学
校
に
お
い
て
は
、
定
員
の
充

足
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
私
立
学
校
を
め
ぐ
る
経
営
環
境
が

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
各
学
校

法
人
が
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
個

性
豊
か
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
各
種
施
策
を
通

じ
て
私
立
学
校
の
支
援
を
行
い
、
私
立
学
校
の
振
興
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
学
校
法
人
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
大
学
設
置
・

学
校
法
人
審
議
会
の
下
に
学
校
法
人
制
度
改
善
検
討
小
委
員

会
を
設
置
し
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
議
論
を
行
い
、
平
成
31

年
1
月
7
日
、「
学
校
法
人
制
度
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
」を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
と
り
ま
と
め
で
は
、
我
が
国
の
教
育
に

お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
う
私
立
学
校
が
、
今
後
も
社
会
か

ら
の
信
頼
と
支
援
を
得
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
る
た

め
、
学
校
法
人
の
自
律
的
で
意
欲
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
や

経
営
の
強
化
の
取
組
、
情
報
公
開
の
推
進
に
よ
り
、
学
生
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
改
善
に
向
け

た
考
え
方
と
方
策
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
り
ま
と
め

の
内
容
を
受
け
て
、
①
役
員
の
職
務
及
び
責
任
の
明
確
化（
学

校
法
人
や
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
や
、
理
事
の
行

為
の
差
止
め
請
求
を
は
じ
め
と
す
る
監
事
機
能
の
充
実
等
）

②
情
報
公
開
の
充
実（
財
務
書
類
等
及
び
役
員
報
酬
基
準
の

一
般
閲
覧
及
び
公
表（
文
部
科
学
大
臣
所
轄
法
人
）、
寄
附

行
為
・
役
員
名
簿
の
一
般
閲
覧
等
の
情
報
公
開
の
充
実
等
）

③
中
期
的
な
計
画
の
作
成
④
破
綻
処
理
手
続
の
円
滑
化
等

に
つ
い
て
定
め
る
私
立
学
校
法
の
改
正
案
が
学
校
教
育
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た

（
平
成
31
年
2
月
12
日
閣
議
決
定
）。
今
後
、
こ
う
し
た
制
度

改
正
や
私
学
団
体
が
自
ら
定
め
る
行
動
規
範
で
あ
る
私
立
大

学
版
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
な
ど
に
よ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
や
情
報
公
開
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
私
立
大
学
の

連
携
・
統
合
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

私
立
学
校
へ
の
助
成

学
校
教
育
に
お
け
る
私
立
学
校
の
果
た
す
重
要
な
役
割
に

鑑
み
、
そ
の
教
育
条
件
の
維
持
向
上
と
修
学
上
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全
性
を
高
め
る

た
め
に
、
私
学
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
は
、
私
立
の
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
の
教
育
又
は
研
究
に
か
か
る
経
常
的
経
費
に

つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

2
0
1
9
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
教
育
研
究
の
質
の

向
上
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
や
地
域
に
貢
献
す
る
私
立

大
学
等
に
対
す
る
支
援
、
修
学
の
機
会
の
確
保
に
向
け
た

支
援
等
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
、
前
年
度
比
5
億
円
増
の

3
1
5
9
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
一
般
補

助
で
は
、
私
立
大
学
等
の
運
営
に
不
可
欠
な
教
育
研
究
に
係

る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ア
ウ
ト
カ
ム

指
標
も
含
め
た
客
観
的
指
標
を
活
用
し
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
資

金
配
分
に
よ
り
、
教
育
の
質
の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
と
し

て
、
2
7
1
2
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
補

助
で
は
、
2
0
2
0
年
度
以
降
の
18
歳
人
口
の
急
激
な
減
少

や
経
済
社
会
の
急
激
な
変
化
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
特
色
を
生

か
し
て
改
革
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
を
重
点
的
に
支
援
す

る
た
め
、
4
4
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
特
色
あ
る
教

育
研
究
の
推
進
や
、
産
業
界
・
他
大
学
等
と
の
連
携
、
地
域

に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
資
源
の
集
中
化
・
共

有
な
ど
、
役
割
や
特
色
・
強
み
の
明
確
化
に
向
け
た
改
革
に

全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
に
対
し
て
重
点

的
に
支
援
す
る「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」に
つ
い

て
は
、
1
4
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
経

済
的
に
修
学
困
難
な
学
生
に
対
す
る
授
業
料
減
免
等
を
行
う

大
学
等
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
修
学
の
機
会
の
確
保
を
図
る

た
め
、
1
7
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
は
、
私
立
の
高
等

学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
及
び
幼
稚
園
等
に
経
常
費
助
成
を

行
う
都
道
府
県
に
対
し
て
、
国
が
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

2
0
1
9
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
一
般
補
助
の
幼
児

児
童
生
徒
数
の
増
減
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
一
人
当
た
り

単
価
を
増
額
し
て
い
ま
す
。
特
別
補
助
で
は
、
外
部
人
材
の

私
立
学
校
の
振
興

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
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活
用
等
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
学
校
へ
の
支

援
を
充
実
す
る
た
め
、「
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援

経
費
」に
つ
い
て
、
21
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
の
受
入
れ（
幼
稚
園

等
特
別
支
援
教
育
経
費
）や
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
園
に

対
す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
過
疎
高

等
学
校
特
別
経
費
、
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
特
別
経
費
に

加
え
て
、
特
別
支
援
学
校
等
に
対
し
て
国
が
そ
の
教
育
の
推

進
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
、
特
定
教
育
方
法
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
め
た
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
の
総
額
は
、
対
前
年
度
10
億
円
増
の
1
0
3
1
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
施
設
・
設
備
整
備
費
補
助
は
、
建
学
の
精
神
や

特
色
を
生
か
し
た
質
の
高
い
教
育
研
究
活
動
等
の
基
盤
と
な

る
施
設
・
設
備
等
の
整
備
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

2
0
1
9
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
総
額
で
1
9
5
億

円
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
、
最
近
の
災
害
に
よ
る
被

害
を
踏
ま
え
、平
成
30
年
12
月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
防

災
・
減
災
、
国
土
強き
ょ
う
じ
ん
か

靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」に
お

い
て
、
緊
急
対
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る「
学
校

施
設
等
に
お
け
る
災
害
時
に
落
下
の
危
険
性
の
あ
る
外
壁
や

天
井
等
の
改
善
整
備
」及
び「
学
校
施
設
等
の
構
造
体
の
耐

震
化
」の
た
め
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
関
係
予
算（
臨

時
・
特
別
の
措
置
）で
あ
る
86
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
第
2
次
補
正
予
算
の
1
0
8
億
円
と
合
わ
せ
て
、
耐

震
改
築
及
び
耐
震
補
強
等
の
防
災
機
能
強
化
に
対
し
て
引
き

続
き
重
点
的
に
支
援
し
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
一
層

の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
教
育
研
究
の
質
の
向
上
の
た
め
の
装
置
・

設
備
の
高
機
能
化
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
で
特

色
あ
る
私
立
大
学
等
の
教
育
及
び
研
究
の
一
層
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
期
学
習
指
導
要
領
等
を
踏
ま
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
等
を
推
進
す
る
た
め
、
私
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
I
C
T
環
境
の
整
備
を
支
援
す
る
経
費
と
し
て
、
24
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
貸
付
事
業

を
活
用
し
た
耐
震
改
築
等
事
業
へ
の
利
子
助
成（
私
立
学
校

施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
補
助
）に
つ
い
て
、
耐
震
化
促
進

等
の
た
め
、
12
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
に
関
す
る
税
制

私
立
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公

益
性
を
考
慮
し
て
、
収
益
事
業
を
行
う
場
合
な
ど
を
除
き
、

法
人
税
・
所
得
税
な
ど
の
国
税
や
、
住
民
税
・
事
業
税
な
ど
の

地
方
税
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
益
事
業
か
ら
生
じ

た
所
得
に
つ
い
て
も
、
法
人
税
の
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
校
法
人
に
対
す
る
寄
附
に
つ
い
て
も
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定
公
益
増
進
法

人
の
証
明
を
受
け
た
学
校
法
人
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
場
合
に
は
所
得
控
除
、
企
業
な
ど
法
人
の
場
合
に
は
一
般

の
寄
附
金
と
は
別
枠
の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
寄
附
実
績
等
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
学
校
法

人
等
に
対
す
る
個
人
か
ら
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
税
額
控
除

制
度
の
適
用
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
税
額
控
除
は
、
寄
附

者
の
所
得
や
寄
附
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
減
税
効
果

が
一
定
で
あ
る
た
め
、
学
校
法
人
に
と
っ
て
も
、
よ
り
幅
広
い

関
係
者
か
ら
小
口
の
寄
附
金
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
学
校
法
人
に
対
し
て
相
続

財
産
を
そ
の
申
告
期
限
ま
で
に
寄
附
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

相
続
財
産
に
係
る
相
続
税
は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
土
地
や
建
物
を
は
じ
め
と
す
る
資
産
を
学
校
法
人
に

対
し
て
贈
与
等
す
る
場
合
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と

し
て
国
税
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
贈
与
等
が
な

か
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
所
得
税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
学
校
法
人
が
当
該
資
産
を
基

本
金
と
し
て
管
理
す
る
等
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に

つ
い
て
は
、
申
請
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
る
等
の
特
例
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
税
制
改
正
で
は
、
従
来
、
特

例
の
対
象
資
産
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
株
式
等
に
つ
い
て
も

対
象
資
産
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
例
を
用
い
ず
国
税
庁

長
官
の
承
認
を
受
け
た
寄
附
財
産
を
基
本
金
に
組
み
入
れ
る

場
合
に
は
、
特
例
を
用
い
な
い
と
き
で
も
、
資
産
を
売
却
し
、

売
却
益
で
別
の
資
産
を
取
得
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
31
年
度
税
制
改
正
で
は
、
祖
父
母
等
が
孫

等
に
対
し
て
教
育
費
と
し
て
一
括
贈
与
し
た
資
金
に
関
し
て
、

贈
与
税
が
非
課
税
と
な
る
措
置
に
つ
い
て
、
制
度
の
適
用
期

限
を
2
年
延
長
す
る
と
と
も
に
、
贈
与
さ
れ
た
資
金
か
ら
の

教
育
費
の
支
払
は
30
歳
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
受
贈
者
の
年
齢

制
限
が
、
在
学
中
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
40
歳
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
博
士
課
程
学
生
等
へ
の
支
援
が
充

実
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
活
用
し
、
収
入
源
の
多

様
化
を
通
じ
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
魅
力
あ
る
教

育
研
究
を
一
層
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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学
校
法
人
に
対
す
る
経
営
支
援
の
充
実

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
調
べ
に
よ
る
と
、

平
成
30
年
度
に
お
い
て
入
学
定
員
の
8
割
を
満
た
し
て
い
る

私
立
大
学
は
5
1
7
校（
約
88
・
8
％
）、
私
立
短
期
大
学
は

1
9
3
校（
約
64
・
1
％
）で
あ
り
、
入
学
者
が
入
学
定
員
の

半
分
以
下
で
あ
る
私
立
大
学
は
11
校（
約
1
・
9
％
）、
私
立

短
期
大
学
は
16
校（
約
5
・
3
％
）で
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

度
決
算
に
お
い
て
学
納
金
、
寄
附
金
な
ど
の
自
己
収
入
か
ら

人
件
費
、
教
育
研
究
経
費
な
ど
の
支
出
を
差
し
引
い
た
も
の

が
マ
イ
ナ
ス
の
学
校
法
人（
大
学
を
持
つ
学
校
法
人
）は
39
・

7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
学
校
法
人
に
お
い
て
は
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
じ

た
学
部
・
学
科
の
見
直
し
や
特
色
あ
る
教
育
研
究
活
動
の
展

開
は
も
と
よ
り
、
経
費
の
削
減
な
ど
経
営
の
効
率
化
を
図
り

経
営
基
盤
の
安
定
の
た
め
の
努
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、
学
校
法
人
の

健
全
な
経
営
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校

法
人
の
管
理
運
営
の
組
織
及
び
そ
の
活
動
状
況
、
財
務
状
況

等
に
つ
い
て
、
学
校
法
人
運
営
調
査
委
員
に
よ
る
調
査
を
実

施
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経

営
が
悪
化
傾
向
に
あ
る
学
校
法
人
に
対
し
て
は
,
個
別
に
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
新
た

な
財
務
指
標
を
設
定
し
、
学
校
法
人
の
自
主
的
な
経
営
改
善

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
と
も
連
携
の
上
、
経
営
改
善
に
向
け
た
指
導
を
強
化

し
、
著
し
く
経
営
困
難
な
学
校
法
人
に
対
し
て
は
、
撤
退
を

含
む
早
期
の
経
営
判
断
を
促
す
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
法
人
が
そ
の
自
主
性
及
び
公
共
性

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
学
校
法
人
の
監
事
を
対
象
と

し
た
専
門
性
向
上
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施
や
、
事
務
局
長

等
を
対
象
と
し
た
高
等
教
育
に
関
す
る
施
策
の
情
報
提
供
等

を
目
的
と
し
た
協
議
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
私
立
学
校

振
興
・
共
済
事
業
団
に
お
い
て
は
、
各
学
校
法
人
の
理
事
長
・

学
長
等
に
対
し「
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」を
、
若
手
職

員
を
対
象
に「
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
り
、

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
を
派
遣
す
る「
専
門
家
人
材
バ
ン

ク
」を
設
け
た
り
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
社
会
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
財

務
情
報
の
公
開
は
重
要
で
あ
り
、
近
年
各
学
校
法
人
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、

6
6
1
法
人（
調
査
開
始
以
降
初
め
て
1
0
0
・
0
％
）が
財

務
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
先
述

の
と
お
り
、
平
成
31
年
2
月
12
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
私
立

学
校
法
の
改
正
案
に
お
い
て
、
財
務
書
類
の
一
般
閲
覧
及
び

公
表（
文
部
科
学
大
臣
所
轄
法
人
）に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、

情
報
公
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
立
学
校
教
職
員
の
共
済
制
度

私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
は
、
我
が
国
の
学
校
教
育
に

お
け
る
私
立
学
校
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
教
職
員
に
対

し
て
、
国
公
立
学
校
教
職
員
と
同
等
の
医
療
及
び
年
金
給
付

を
は
じ
め
と
す
る
福
利
厚
生
を
保
障
し
、
私
学
振
興
に
資
す

る
見
地
か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
社
会
保
障
に
係
る
動
き
と
し
て
は
、
医
療
保
険
制

度
に
お
い
て
、
被
扶
養
者
の
認
定
要
件
に
つ
い
て
、
原
則
と

し
て
国
内
居
住
要
件
を
追
加
す
る
等
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
加
入
者
番
号
の
告
知
要
求
制

限
を
設
け
る
等
を
内
容
と
す
る
法
律
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に

お
い
て
、
短
時
間
労
働
者
へ
の
更
な
る
適
用
拡
大
、
老
齢
厚

生
年
金
の
繰
下
げ
受
給
年
齢
の
上
限
の
緩
和
及
び
在
職
中
の

年
金（
在
職
老
齢
年
金
）の
支
給
停
止
の
緩
和
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
平
成
30
年
7
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用

に
よ
り
、
短
期
給
付
関
係
の
手
続
に
お
い
て
添
付
書
類
の
省

略
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
金
関
係
の
手
続
に
お
い
て

も
、
平
成
31
年
度
以
降
、
同
様
に
添
付
書
類
の
省
略
が
可
能

と
な
る
見
込
み
で
す
。

私
学
共
済
制
度
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
動
向
に
則
し
、

引
き
続
き
適
切
な
対
応
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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科
学
技
術
・
学
術
政
策
の
推
進

文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
／
研
究
振
興
局
／
研
究
開
発
局

は
じ
め
に

現
在
、
我
が
国
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
と
し
た

諸
外
国
の
台
頭
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
相
対
的
低
下
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
我
が
国
が
将
来
に
わ
た
っ

て
成
長
と
繁
栄
を
遂
げ
る
た
め
の「
要
」で
あ
り
、
政
府
一
丸

と
な
っ
て
実
現
す
る「
生
産
性
革
命
」の
中
核
と
な
る
も
の
で

す
。こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た「
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」で
は
、
①
世
界
に
先

駆
け
た「Society�5.0

」の
実
現
に
向
け
た
一
連
の
取
組
に

代
表
さ
れ
る
、
未
来
の
産
業
創
造
と
社
会
変
革
に
向
け
た
新

た
な
価
値
創
出
の
取
組
、
②
経
済
・
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
、

③
人
材
育
成
や
学
術
研
究
・
基
礎
研
究
な
ど
、
科
学
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
的
な
力
の
強
化
、
④
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
等
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
人
材
、

知
、
資
金
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
四
つ
を
重
要
な
柱
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
各
府
省

庁
が
連
携
を
図
り
つ
つ
、
成
果
の
最
大
化
に
向
け
て
科
学
技

術
政
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
適

し
た
国
」を
目
指
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た

め
の
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
第
2

次
補
正
予
算
案
、
及
び
平
成
31
年
度
政
府
予
算
案
に
お
い
て

は
、
特
に
、
若
手
研
究
者
支
援
を
中
心
と
し
た
科
研
費
の
抜

本
的
な
拡
充
や
、
大
胆
な
発
想
に
基
づ
く
挑
戦
的
な
研
究
開

発
に
取
り
組
む
た
め
の
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度

の
創
設
、
ま
た
世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
で
あ
る
ポ

ス
ト「
京
」及
び
次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進
や
、
国
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
た
南
海
ト
ラ
フ
海
底
地
震
津
波

観
測
網
の
構
築
等
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
確
保
し
ま
し
た
。

本
章
で
は
、
こ
れ
ら
を
始
め
と
し
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
や
、
幅
広
い
分
野
の
研
究
開
発
に
向
け
た
文
部
科

学
省
に
お
け
る
取
組
の
全
体
像
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

未
来
社
会
の
実
現
に
向
け
た
先
端
研
究
の
抜
本
的
強
化

文
部
科
学
省
で
は
、「Society�5.0

」と
い
う
未
来
社
会
実

現
の
鍵
と
な
る
人
工
知
能
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
情
報
科
学
技

術
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
･
材
料
科
学
技
術
、
光
･
量
子
技

術
等
の
先
端
的
な
研
究
開
発
や
戦
略
的
な
融
合
研
究
に
お
い

て
主
に
次
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

1  

情
報
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
の
推
進

情
報
科
学
技
術
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
成
果
創
出
の
鍵

で
あ
り
、
近
年
、
人
工
知
能
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
中
で
盛

ん
に
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
部
科

学
省
で
は
、
①
理
化
学
研
究
所「
革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン

タ
ー
」に
お
い
て
、
革
新
的
な
人
工
知
能
の
基
盤
技
術
等
の

研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
②
科
学
技
術
振
興
機
構

（
J
S
T
）に
お
い
て
、
人
工
知
能
等
の
分
野
に
お
け
る
若
手

研
究
者
の
独
創
的
な
発
想
や
、
挑
戦
的
な
研
究
課
題
へ
の
支

援
を
行
い
、
①
②
を「
A
I
P
：
人
工
知
能
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

／
I
o
T
／
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

し
て
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
政
府
全
体
と
し

て
は
、
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
の
下
、
関
係
府

省
が
連
携
し
て
我
が
国
と
し
て
の
人
工
知
能
技
術
の
研
究
開

発
と
社
会
実
装
、
人
材
育
成
等
に
関
す
る
戦
略
の
策
定
に
向

け
て
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、「Society�5.0�

実
現
化
研

究
拠
点
支
援
事
業
」に
よ
り
、
大
学
等
に
お
い
て
情
報
科
学

技
術
を
核
と
し
た�Society�5.0�

の
実
証
・
課
題
解
決
の
先
端

中
核
拠
点
の
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

2   

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
研

究
開
発
の
推
進

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
科
学
技
術
は
、
未
来
社
会
に
お

け
る
新
た
な
価
値
創
出
の
鍵
と
な
り
、
様
々
な
分
野
を
支
え

る
基
礎
基
盤
技
術
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
31
年
度

か
ら
新
た
に
、
材
料
や
デ
バ
イ
ス
を
つ
く
り
あ
げ
る
プ
ロ
セ
ス

に
注
目
し
た「
材
料
の
社
会
実
装
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
サ
イ
エ

ン
ス
構
築
事
業
」を
開
始
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
分
野
の
中
核
的
役
割
を
果
た
す
国

立
研
究
開
発
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構（
N
I
M
S
）で

は
、
新
物
質
・
新
材
料
の
創
製
や
、
幅
広
い
社
会
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
材
料
の
高
度
化
に
向
け
た
研
究
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、

技
術
移
転
の
促
進
、
情
報
発
信
、
研
究
者
の
養
成
、
国
際
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
同
機
構
で
は「
革
新
的
材
料
開
発
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム（M
-cube

）」と
し
て
、
産
業
界
と
大
学
等
を
結
ぶ
オ
ー
プ

ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
、
世
界
中
の
人
・
モ
ノ
・
資
金
が

集
ま
る
国
際
研
究
拠
点
の
構
築
、
世
界
最
先
端
機
器
や
デ
ー
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タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
世
界
最
高
水
準
の
研
究
基
盤
の
整

備
を
、
実
験
の
高
速
化
・
効
率
化
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト

リ
化
と
併
せ
て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
全
体
の
材

料
開
発
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

3   

量
子
科
学
技
術（
光
・
量
子
技
術
）分
野
に
お
け
る
研
究
開

発
の
推
進

「
量
子
」の
ふ
る
ま
い
や
影
響
に
関
す
る
科
学
と
そ
れ
を
応

用
す
る
技
術
で
あ
る
量
子
科
学
技
術
は
、
近
年
の
技
術
進

展
に
よ
り
、Society�5.0
実
現
に
向
け
た
社
会
課
題
の
解
決

と
産
業
応
用
を
視
野
に
入
れ
た
新
し
い
技
術
体
系
が
発
展
す

る
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
、
経
済
・
社
会
的
な
重
要
課
題
に
対
し
、
量
子
科
学
技
術

を
駆
使
し
て
、
非
連
続
的
な
解
決
を
目
指
す
研
究
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る「
光
・
量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム（
Q-

L
E
A
P
）」を
開
始
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
①
量
子
情
報
処
理（
主
に
量
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
・
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
）、
②
量
子
計
測
・
セ
ン
シ
ン
グ
、
③
次
世
代
レ
ー

ザ
ー
を
対
象
と
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
き
め

細
か
な
進
捗
管
理
に
よ
り
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
よ
る
実
証
を
目
指

すF
lagship

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
基
礎
基
盤
研
究
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
4
月
に
発
足
し
た
国
立
研
究
開
発
法
人

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構（
Q
S
T
）に
お
い
て
、
量

子
科
学
技
術
を
一
体
的
、
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

4 

先
駆
的
・
戦
略
的
な
融
合
研
究
の
推
進

未
来
社
会
を
実
現
す
る
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に

は
、
異
な
る
研
究
分
野
や
技
術
の
融
合
が
重
要
で
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
け
ん
引
す
る
中
核
機
関
と
し
て「
特
定
国

立
研
究
開
発
法
人
」に
指
定
さ
れ
た
理
化
学
研
究
所
で
は
、

各
研
究
領
域
で
最
先
端
を
行
く
セ
ン
タ
ー
群
の
連
携（
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）に
よ
る
未
来
志
向
の
社
会
課
題

解
決
に
向
け
、
脳
科
学
と
A
I
研
究
の
融
合
に
よ
る
次
世
代

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
等
の
先
駆
的
・
戦
略
的
な
融
合
研
究
や
、
各
研

究
領
域
に
共
通
の
数
理
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
た
異
分

野
融
合
・
新
領
域
創
出
を
促
進
す
る
数
理
科
学
研
究（
数
理

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
推
進
し
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

文
部
科
学
省
で
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
革
や
出
口
を
明
確
に
見
据
え
た
挑
戦
的

な
研
究
開
発
の
推
進
に
係
る
取
組
と
し
て
、
主
に
以
下
の
よ

う
な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

1 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
シ
ス
テ
ム
の
整
備

近
年
、
産
業
構
造
は
資
本
集
約
型
か
ら
知
識
集
約
型
に
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
産
業
界
に
お
い
て
、
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
は
大
学
と
企
業
の
研

究
開
発
部
門
と
の
協
力
が
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
産
業
界
で
は
、

研
究
開
発
部
門
の
み
な
ら
ず
製
造
部
門
・
事
業
部
門
も
含
め

た
各
階
層
で
大
学
と
の
連
携
を
行
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
一
方
、
大
学
や
国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
そ
う
い
っ

た
企
業
の
事
業
戦
略
に
深
く
関
わ
る
研
究
開
発
を
組
織
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
、
ま
だ
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
大
学
内
に
お
い
て
、

競
争
領
域
に
重
点
を
置
い
た
大
型
共
同
研
究
を
集
中
管
理
す

る
体
制（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
）の
構
築
を
平
成
30

年
度
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の
整
備
が
、
大

学
の
教
育
研
究
の
高
度
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
に
は
非

競
争
領
域
の
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
併
設
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
O
P
E
R
A
）」に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機

構
連
携
型
を
設
け
て
い
ま
す
。

2  

地
方
創
生
に
資
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

形
成

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
は
、
地
域
産
業
の
高
付
加
価
値
化
や
新
産
業
・
雇
用
創
出

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
重
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
と
主
体
性
を

重
視
し
た
施
策
を
通
じ
て
、
地
域
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
拡
大
し
、
地
域
の
成
長
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
地

域
大
学
等
に
、
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
チ
ー
ム
を
創
設
し
、
地
域

内
外
の
人
材
や
技
術
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
地
域
が
持
つ
強

み
を
生
か
し
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
新
産

業
・
新
事
業
の
創
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展

開
も
視
野
に
入
れ
た
日
本
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
度
よ
り
新
た
に
、「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
社
会
課
題
解
決（
I
N
S
P
I
R
E
）」

を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
、
大
学
、

産
業
界
な
ど
が
連
携
し
、
地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
描

く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
課
題
解
決

を
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

3 

強
い
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
の
加
速
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大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
る
一
方
、
販
路
の
開
拓
、
知
的
財
産
の
取
扱
い
、

資
金
調
達
等
に
関
し
て
潜
在
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
特

に
近
年
そ
の
設
立
数
は
低
調
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
強
い
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、（
1
）創
業
前
の
段
階
か
ら
、
大
学
の
革
新

的
技
術
の
研
究
開
発
支
援
と
、
事
業
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人

材
に
よ
る
事
業
育
成
を
一
体
的
に
実
施
す
る「
大
学
発
新
産

業
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
T
A
R
T
）」、（
2
）こ
れ
ま
で
各

大
学
で
実
施
し
て
き
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業
に
係
る

取
組
の
成
果
や
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
受
講
生
の
拡
大
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
の
加
速
に
向
け
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
起
業
活
動
率
の
向

上
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
を
目
指
す「
次
世
代

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業（
E
D
G
E-

N
E
X
T
）」、

（
3
）特
許
群
化
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
進
め
る
こ
と
で
国
策
上

重
要
な
特
許
等
の
活
用
促
進
を
図
る「
知
財
活
用
支
援
事
業
」

等
の
取
組
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

4 

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
の
推
進

新
し
い
知
識
や
ア
イ
デ
ア
が
、
組
織
や
国
の
競
争
力
を
大

き
く
左
右
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
新
し
い
試
み
に
果
敢
に

挑
戦
し
、
非
連
続
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
生
み
出
す

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
よ
り
取
り
組

ん
で
い
る「
未
来
社
会
創
造
事
業
」で
は
、
経
済
・
社
会
的
に

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
見
据
え
た
技
術
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
を
設
定
し
、
民
間
投
資
を
誘
発
し

つ
つ
、
多
様
な
研
究
成
果
を
活
用
し
、
実
用
化
が
可
能
か
ど

う
か
を
見
極
め
ら
れ
る
段
階（
概
念
実
証
：
P
O
C
）を
目

指
し
た
研
究
開
発
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
よ

り「
共
通
基
盤
領
域
」を
新
た
に
設
定
し
、
多
様
な
研
究
開

発
活
動
を
支
え
る
計
測
分
析
技
術
・
機
器
等
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

加
え
て
、「
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（Im
PA
C
T

）」の
取
組
が
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
受
け
、
総

合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
定
め
る
野
心
的
目
標

（
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
）の
下
、
関
係
府
省
が
一
体
と
な
り
、

よ
り
大
胆
な
発
想
に
基
づ
く
挑
戦
的
な
研
究
開
発
を
推
進
す

る「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
」を
創
設
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
共
通
基
盤
的
な
研
究
開
発
や
萌ほ
う

芽が

的
・
探

索
的
な
研
究
開
発
を
実
施
し
ま
す
。

基
礎
研
究
力
強
化
と
世
界
最
高
水
準
の

研
究
拠
点
の
形
成

学
術
研
究
・
基
礎
研
究
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
た
る

科
学
技
術
の
シ
ー
ズ
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
新
し
い
知
的
・

文
化
的
価
値
を
創
造
し
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
研
究
者
の
独
創
的
な
発
想
に
基
づ
く
多
様

で
質
の
高
い
学
術
研
究
及
び
世
界
最
先
端
の
基
礎
研
究
の
推

進
等
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
度
か
ら
は「
研
究
力
向

上
加
速
プ
ラ
ン
」と
し
て
、
若
手
研
究
者
を
中
心
に
研
究
力

強
化
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1  

科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）

新
し
い
知
の
創
出
と
重
厚
な
知
的
蓄
積
の
形
成
を
図
る
た

め
、
人
文
学
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全
て
の
分
野

に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
を
支
援
し
ま
す
。

学
術
の
現
代
的
要
請（
挑
戦
性
、
総
合
性
、
融
合
性
、
国

際
性
）や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
動
向
に
対
し
、
よ
り
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
29
年
1
月
に
改
定
し
た「
科
研

費
改
革
の
実
施
方
針
」に
基
づ
き
、
審
査
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

を
は
じ
め
と
す
る
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
は
、
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
応
じ
た

支
援
を
図
る「
科
研
費
若
手
支
援
プ
ラ
ン
」の
実
行
に
よ
り
、

若
手
研
究
者
へ
の
支
援
を
重
点
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

「
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
」の
拡
充
に
よ
り
、
国
際
共
同

研
究
を
加
速
し
、
科
研
費
改
革
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

2  

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業（
新
技
術
シ
ー
ズ
創
出
）

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
定
め
た
戦
略
目
標
・
研
究
領
域
に
お
い

て
、
大
学
等
の
研
究
者
か
ら
提
案
を
募
り
、
組
織
・
分
野
の

枠
を
越
え
た
時
限
的
な
研
究
体
制
を
構
築
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
指
向
の
戦
略
的
な
基
礎
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

若
手
研
究
者
等
の
挑
戦
的
な
研
究
の
機
会
の
創
出
な
ど
を
実

施
し
、
有
望
な
成
果
に
つ
い
て
研
究
を
加
速
・
深
化
し
ま
す
。

3  

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

世
界
水
準
の
優
れ
た
研
究
大
学
群
を
増
強
す
る
た
め
、
研

究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材（
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

を
含
む
）群
の
確
保
・
活
用
と
大
学
改
革
・
集
中
的
な
研
究
環

境
改
革
の
一
体
的
な
推
進
を
支
援
・
促
進
し
、
我
が
国
全
体

の
研
究
力
強
化
を
図
り
ま
す
。

4  

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム（
W
P
I
）

我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
を
向
上
さ
せ
、
将
来
の
発
展
の

原
動
力
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
連
続
的
に
起
こ
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
出
発
点
で
あ
る
基
礎
研
究
機
能
を
格
段
に

高
め
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
等
へ
の
集

中
的
な
支
援
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
改
革
の
導
入
等
の
自
主
的

な
取
組
を
促
し
、
優
れ
た
研
究
環
境
と
高
い
研
究
水
準
を
誇

る
世
界
か
ら「
目
に
見
え
る
国
際
頭
脳
循
環
拠
点
」の
構
築
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
拠
点
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
取
組
と
、
W
P
I
拠
点

と
し
て
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
強
み
・
成
果
を
最
大
限
に
活い

か
し
て
い
く
た
め
、
国
際
頭
脳
循
環
の
深
化
や
拠
点
間
連
携
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の
強
化
な
ど
、
W
P
I
の
価
値
の
最
大
化
に
向
け
た
取
組
を

引
き
続
き
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

5  
人
文
学
・
社
会
科
学
等
の
振
興

人
文
学
・
社
会
科
学
は
、
人
間
・
文
化
・
社
会
を
研
究
対

象
と
し
て
お
り
、
人
間
の
精
神
生
活
の
基
盤
を
築
く
と
と
も

に
、
社
会
的
諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
31
年
度
に
は
、「
領

域
開
拓
」、「
実
社
会
対
応
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
」の
視
点

に
基
づ
く
課
題
設
定
型
の
研
究
及
び
デ
ー
タ
の
共
有
、
利
活

用
を
促
進
す
る
基
盤
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
共
同

研
究
拠
点
の
形
成
支
援
等
を
通
じ
、
人
文
学
・
社
会
科
学
等

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

6  

共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
の
強
化
・
充
実

我
が
国
で
は
、
大
学
の
研
究
所
や
大
学
共
同
利
用
機
関
に

お
い
て
、
大
型
の
研
究
設
備
や
貴
重
な
学
術
資
料
等
を
全
国

の
研
究
者
が
共
同
で
利
用
し
、
共
同
研
究
を
行
う
共
同
利
用
・

共
同
研
究
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体
制

は
我
が
国
独
自
の
仕
組
み
で
あ
り
、
国
際
的
な
研
究
成
果
を

生
み
出
す
な
ど
、
学
術
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
を

強
化
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
強
み
・
特
色
を
活
か

し
た
研
究
水
準
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑴
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

文
部
科
学
省
で
は
、
国
公
私
立
大
学
に
附
置
さ
れ
る
研
究

施
設
の
う
ち
、
研
究
実
績
、
研
究
水
準
、
研
究
環
境
等
の
面

で
各
研
究
分
野
の
中
核
的
な
施
設
と
認
め
ら
れ
、
全
国
の
研

究
者
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
学
術
研
究

の
発
展
に
特
に
有
益
で
あ
る
研
究
施
設
を
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
4
月
現
在
、

全
国
で
56
大
学
の
1
0
4
拠
点（
国
立
大
学
73
拠
点
、
公
立

大
学
9
拠
点
、
私
立
大
学
22
拠
点
）が
認
定
を
受
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
は
、
国
際
的
に
有
用
か
つ
質
の

高
い
研
究
資
源
等
を
生
か
し
て
、
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共

同
研
究
を
実
施
す
る
研
究
施
設
を
、
国
際
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
と
し
て
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
国
立

大
学
の
6
研
究
施
設
を
認
定
し
、
国
際
的
な
研
究
環
境
を
整

備
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

⑵
大
学
共
同
利
用
機
関

大
学
共
同
利
用
機
関
は
、
個
々
の
大
学
で
は
実
現
困
難
な

高
度
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
的
・
物
的
資

源
を
大
学
等
の
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
で
、
我
が
国

の
学
術
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で

は
、
大
学
共
同
利
用
機
関
が
、
我
が
国
の
基
礎
科
学
力
の
復

権
を
け
ん
引
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
社
会
的
課
題
の
解
決

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
そ
の
機
能
強
化
の
た
め
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

⑶
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
学
や
大
学
共
同
利
用
機
関
が
推
進
す
る
我
が
国
発
の
独

創
的
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き「
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
促
進
事
業
」に
よ
り
戦
略
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、「
大
型
低
温
重
力
波
望
遠
鏡

（
K
A
G
R
A
）計
画
」や
、「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学

術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
S
I
N
E
T
）整
備
」な
ど
の
12
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
新
た
に「
高
輝
度
大
型
ハ
ド
ロ
ン
衝

突
型
加
速
器（
H
L-

L
H
C
）に
よ
る
素
粒
子
実
験
」を
加

え
、
全
13
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
予
定
で
す
。

●
大
型
低
温
重
力
波
望
遠
鏡（
K
A
G
R
A
）計
画

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
が
推
進
す
る
K
A
G
R
A
計
画

は
、
一
辺
3
㎞
の
L
字
型
の
レ
ー
ザ
ー
干
渉
計
を
神
岡
鉱
山

（
岐
阜
県
飛
騨
市
）地
下
に
建
設
し
、
宇
宙
か
ら
の
重
力
波
を

観
測
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
未
知
の
天
体
等
の
解

明
を
目
指
す
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、

本
格
的
に
観
測
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
米
欧
と
の
国
際
的

観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●�

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
S
I
N
E
T
）整
備

国
立
情
報
学
研
究
所
が
整
備
す
る
S
I
N
E
T
は
、
全
国

9
0
0
以
上
の
大
学
や
研
究
機
関
、
海
外
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
相
互
接
続
す
る
、
学
術
研
究
・
教
育
活
動
に
不
可
欠
な

学
術
情
報
基
盤
で
す
。

平
成
31
年
度
に
は
、
特
に
デ
ー
タ
通
信
量
が
多
い
東
京
―

大
阪
間
に
4
0
0
ギ
ガ
bps
回
線
を
導
入
し
、
大
容
量
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
共
同
研
究
等
を
実
施
し
や
す
く
す
る
環
境
を
実

現
す
る
予
定
で
す
。

●�

高
輝
度
大
型
ハ
ド
ロ
ン
衝
突
型
加
速
器（
H
L-

L
H
C
）

に
よ
る
素
粒
子
実
験

欧
州
合
同
原
子
核
研
究
機
関（
C
E
R
N
）の
大
型
ハ
ド
ロ

KAGRA完成予想図
提供：東京大学宇宙線研究所
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ン
衝
突
型
加
速
器（
L
H
C
）は
、
世
界
最
高
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

領
域
に
お
け
る
実
験
研
究
に
よ
り
、「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
」を
発

見
し
た
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
我
が
国
は
、
学
術

的
な
意
義
に
加
え
、
国
内
の
先
進
技
術
分
野
の
発
展
へ
の
期

待
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
加
速
器
建
設
に
資
金
を
拠
出
す
る
な

ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
31

年
度
か
ら
は
L
H
C
の
高
輝
度
化（
H
L-

L
H
C
）
及
び

A
T
L
A
S（
ア
ト
ラ
ス
）検
出
器
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
参

画
し
、
実
験
の
性
能
向
上
を
主
導
的
に
推
進
し
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
の
育
成

我
が
国
が
成
長
を
続
け
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
優
れ
た
人

材
を
育
成
・
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
部
科
学

省
で
は
、
若
手
研
究
者
や
女
性
研
究
者
、
研
究
支
援
人
材
な

ど
多
様
な
人
材
の
育
成
・
確
保
や
活
躍
促
進
を
図
る
方
策
を

戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

特
に
、
新
た
な
研
究
領
域
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
若
手
研
究

者
が
安
定
か
つ
自
立
し
て
研
究
を
推
進
で
き
る
環
境
を
実
現

す
る
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
を
継
続
的
・
体
系
的
に
育
成
し
て
い

く
た
め
に
、
理
数
系
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
素
質
を
持
つ
児

童
生
徒
等
を
発
掘
し
、
そ
の
才
能
を
伸
ば
す
た
め
の
一
貫
し

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

1 

若
手
研
究
者
等
の
育
成
・
活
躍
促
進

優
れ
た
若
手
研
究
者
が
産
学
官
の
研
究
機
関
に
お
い
て
安

定
か
つ
自
立
し
た
研
究
環
境
を
得
て
自
主
的
・
自
立
的
な
研

究
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
研
究
者
及
び
研
究
機
関
を
支
援
す

る「
卓
越
研
究
員
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
各
分
野
の
博
士
人
材
等
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
等
を
活
用
し
ア
カ
デ
ミ
ア
・
産
業
界
を
問
わ
ず
活
躍
で
き

る
棟
梁
レ
ベ
ル
人
材
を
育
成
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を

目
指
す「
デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
ま

す
。こ

の
ほ
か
、「
特
別
研
究
員
事
業
」や「
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
育
成
・
活
躍
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」等
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。

2 

女
性
研
究
者
の
活
躍
促
進

女
性
研
究
者
の
活
躍
促
進
を
図
る
た
め
、「
特
別
研
究
員

（
R
P
D
）事
業
」や
、
研
究
と
出
産
・
育
児
等
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
と
の
両
立
や
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を
通
じ
た

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
一
体
的
に
推
進
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実

現
に
向
け
た
大
学
等
の
取
組
を
支
援
す
る「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

研
究
環
境
実
現
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」を
実
施
し
、
女
性
研
究
者

の
支
援
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

3 
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術
関
係
人
材
の
育
成
を
す
る
た

め
に
、
先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
実
施
す
る
高
校
を
指
定
す

る「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」や
大
学
等
を
活
用

し
て
次
世
代
の
傑
出
し
た
人
材
を
育
成
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
高
校
生
向
け
）、「
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー

育
成
塾
」（
小
中
学
生
向
け
）を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

加
え
て
、
女
子
中
高
生
が
理
系
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を

高
め
、
適
切
に
理
系
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
で
継
続
的
な
取
組
を
推
進
す
る「
女
子
中
高
生
の
理
系

進
路
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や
、「
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
」、

「
科
学
の
甲
子
園
」、「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
」の
推
進
、

国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
支
援
等
、
理
数
系
の
意
欲
・
能
力

が
高
い
生
徒
や
学
生
が
、
科
学
技
術
に
係
る
能
力
を
競
い
、

互
い
に
研け
ん

鑽さ
ん

す
る
場
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

4 

技
術
士
制
度
の
活
用
促
進

技
術
士
は
、
技
術
士
法
に
基
づ
く
名
称
独
占
の
国
家
資
格

で
あ
り
、
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
高
い
技
術
と
倫
理
を
兼
ね

備
え
た
優
れ
た
技
術
者
で
す
。

技
術
士
制
度
の
よ
り
一
層
の
活
用
促
進
・
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
、
国
際
的
通
用
性
も
視
野
に
入
れ
た
制
度
の
改
正
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
、
企
業
等
へ
の
働
き
か
け
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。

研
究
施
設
・
設
備
の
整
備
・
共
用

我
が
国
や
世
界
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の
達
成
に
科
学

技
術
が
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
研
究
開
発
の
共
通
基
盤

の
強
化
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
世
界
に
誇
る
最
先
端
研

究
施
設
の
整
備
・
共
用
、
大
学
・
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有

す
る
研
究
基
盤
の
共
用
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
推
進
し
ま

写真：科学の甲子園ジュニア優勝チーム（愛知県代表チーム）
写真左から 百々 大貴（ドド　ダイキ）さん（海陽中等教育学校2年）、
 伊東　宏真（イトウ　ヒロマサ）さん（海陽中等教育学校2年）、
 小原　亮太（オバラ　リョウタ）さん（海陽中等教育学校2年）、
 木村　昭詠（キムラ　アキナガ）さん（海陽中等教育学校2年）、
 菅　陽斗（スガ　ハルト）さん（海陽中等教育学校2年）、
 馬渡　陽介（マワタリ　ヨウスケ）さん（海陽中等教育学校2年）
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す
。

1 

大
型
放
射
光
施
設（S

P
ring-8

）

SPring-8

は
、
世
界
最
高
性
能
の
放
射
光
に
よ
り
、
微

細
な
物
質
構
造
や
状
態
の
解
析
を
行
う
研
究
施
設
で
す
。
安

定
し
た
利
用
運
転
と
産
学
官
の
幅
広
い
利
用
者
へ
の
共
用
を

通
じ
て
、
広
範
な
分
野
で
先
端
的
・
革
新
的
な
研
究
開
発
に

貢
献
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
国
際
競
争
力
の
強
化
等

に
貢
献
し
ま
す
。

2 

X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設（
S
A
C
L
A
）

S
A
C
L
A
は
、
放
射
光
と
レ
ー
ザ
ー
の
特
長
を
併
せ
持
っ

た
高
度
な
光
を
発
振
し
、
原
子
レ
ベ
ル
の
超
微
細
構
造
や
、

化
学
反
応
の
動
態
変
化
の
計
測
・
分
析
を
可
能
と
す
る
世
界

最
先
端
の
研
究
施
設
で
す
。
幅
広
い
利
用
者
へ
最
大
限
の
共

用
を
図
り
、
世
界
を
先
導
す
る
成
果
の
創
出
等
に
貢
献
し
ま

す
。

3 

大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設（
J–

P
A
R
C
）

J-

P
A
R
C
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
ビ
ー
ム
強
度
を
有

し
、
中
性
子
、
ミ
ュ
オ
ン
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
等
を
用
い
て
物
質
・

生
命
科
学
や
、
原
子
核
・
素
粒
子
物
理
学
等
の
多
様
な
研
究

を
推
進
す
る
研
究
施
設
で
す
。
ビ
ー
ム
増
強
の
た
め
の
調
整

を
行
い
つ
つ
、
国
際
研
究
拠
点
の
形
成
に
向
け
た
研
究
環
境

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

4  

革
新
的
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ

ン
フ
ラ（
H
P
C
I
）

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京け

い

」を
中
核
と
し
、
多
様
な
ユ
ー

ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
計
算
環
境
を
実
現
す
る
H
P
C
I
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

5 

ポ
ス
ト「
京
」の
開
発

我
が
国
が
直
面
す
る
社
会
的
・
科
学
的
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
た
め
、
2
0
2
1
年
か
ら
2
0
2
2
年
の
運
用
開
始

を
目
標
に
、
世
界
最
高
水
準
の
汎
用
性
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ポ
ス
ト「
京
」製
造
へ
の

円
滑
な
移
行
に
向
け
、「
京
」の
計
算
資
源
の
提
供
を
8
月
に

終
了
し
ま
す
。

6  

官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
次
世
代
放
射
光
施

設
の
推
進

最
先
端
の
科
学
技
術
は
、
物
質
の「
構
造
解
析
」に
加
え
て

物
質
の「
機
能
理
解
」へ
と
向
か
っ
て
お
り
、
物
質
の
電
子
状

態
や
そ
の
変
化
を
高
精
度
で
追
え
る
高
輝
度
の
軟
X
線
利
用

環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
術
・

産
業
と
も
に
高
い
利
用
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
次
世
代
放
射

光
施
設（
軟
X
線
向
け
高
輝
度
3
G
e
V
級
放
射
光
源
）に

つ
い
て
、
2
0
2
3
年
度
の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
、
施
設

整
備
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

7 

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
設
備
と
そ
の

活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
機
関
が
協
力
し
て
、
技
術
領
域
に

応
じ
た
全
国
的
な
設
備
の
共
用
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

産
学
官
連
携
や
異
分
野
融
合
を
推
進
し
ま
す
。

8 

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

研
究
設
備
・
機
器
群
を
、
組
織
の
経
営
・
研
究
戦
略
の
下

で
管
理
・
運
営
す
る
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
産
学
官
が
共
用
可
能
な
研
究
施
設
・
設
備
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
及
び
大
学
、
高
専
、
企
業
、
公
設

試
等
が
連
携
し
た
研
究
機
器
相
互
利
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

大強度陽子加速器施設（J-PARC）
提供：J-PARCセンター

大型放射光施設（SPring-8）と
X線自由電子レーザー施設（SACLA）

提供：国立研究開発法人 理化学研究所

SACLA SPring-8

リニアック

3GeVシンクロトロン

ニュートリノ実験施設

物質・生命科学実験施設

30GeV主リング

ハドロン
実験施設
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科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
的
国
際
展
開

世
界
の
知
を
取
り
込
み
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
維
持
・

強
化
に
資
す
る
た
め
、
ま
た
、
世
界
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

主
要
な
一
角
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
け
る
存
在
感
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
科
学
技
術
の
戦
略

的
な
国
際
展
開
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
文

部
科
学
省
で
は
、
国
際
頭
脳
循
環
・
国
際
共
同
研
究
の
推
進
、

国
際
協
力
に
よ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
達
成
の
た
め
の
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（ST

I�for�SD
G
s

）の
推
進
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
の
育
成
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

1 

国
際
的
な
共
同
研
究
の
推
進

国
際
頭
脳
循
環
へ
の
参
画
・
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
け

ん
引
す
べ
く
、
相
手
国
と
の
協
働
に
よ
る
国
際
共
同
研
究
の

共
同
公
募
を
強
力
に
推
進
し
、
我
が
国
の
国
際
共
同
研
究
の

強
化
を
着
実
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は「
戦
略
的

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
I
C
O
R
P
）」で
は
、
政

府
間
合
意
に
基
づ
き
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
対
等
な

協
力
関
係
）の
下
、
欧
米
先
進
国
と
の
分
野
の
擦
り
合
わ
せ

を
経
た
共
同
公
募
や
新
興
国
・
中
進
国
と
の
マ
ル
チ
な
枠
組
み

構
築
を
通
じ
た
共
同
公
募
な
ど
、
相
手
国
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・

分
野
と
協
力
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
国
際
共
同
研
究
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
プ
ロ

グ
ラ
ム（
S
A
T
R
E
P
S
）」で
は
、
我
が
国
の
優
れ
た
科
学

技
術
と
政
府
開
発
援
助（
O
D
A
）と
の
連
携
に
よ
り
、
開
発

途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、
生

物
資
源
分
野
、
防
災
分
野
、
感
染
症
分
野
に
お
け
る
地
球
規

模
課
題
の
解
決
と
将
来
的
な
社
会
実
装
に
つ
な
が
る
国
際
共

同
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
S
D
G
s
達
成
に
向

け
研
究
成
果
の
社
会
実
装
を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、
相
手
国
政

府
の
協
力
を
得
て
出
口
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
・
協
働

に
つ
な
げ
る
な
ど
新
た
に
橋
渡
し
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
ま
す
。

2 

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
の
育
成
等

国
際
的
な
頭
脳
循
環
の
進
展
を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
い

て
優
秀
な
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
以
下
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

優
れ
た
若
手
研
究
者
に
対
し
、
海
外
の
大
学
等
研
究
機
関

に
お
い
て
長
期
間（
2
年
間
）�

研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
支
援

す
る「
海
外
特
別
研
究
員
事
業
」や
、
博
士
後
期
課
程
学
生

等
の
短
期
的
な
海
外
派
遣
を
支
援
す
る「
若
手
研
究
者
海
外

挑
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
を
中
心
と
し
た
外
国
人
研
究
者
を
我
が
国
の

大
学
・
研
究
機
関
等
に
招
へ
い
し
、
研
究
者
間
で
の
研
究
協

力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
我
が
国
の
学
術
研
究
の

推
進
を
図
る「
外
国
人
特
別
研
究
員
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
海
外
か
ら
の
優
秀
な
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
の
獲
得
に
資
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
青
少
年
と
の

科
学
技
術
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う「
日
本
・
ア
ジ
ア
青
少
年

サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
会
と
と
も
に
創
り
進
め
る
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
展
開

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を「
社
会
及
び
公
共
の
た

め
の
政
策
」と
位
置
付
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
科
学
技
術

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
更
な
る
促
進
等
、
国
民
の
理
解

と
信
頼
と
支
持
を
得
る
た
め
の
取
組
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
実
効
性
を
大
幅
に
高
め
ま

す
。

1  

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る「
政
策
の
た
め

の
科
学
」の
推
進

文
部
科
学
省
は
、
経
済
・
社
会
等
の
状
況
を
多
面
的
な
視

点
か
ら
把
握
・
分
析
し
た
上
で
、
課
題
対
応
等
に
向
け
た
有

効
な
政
策
を
立
案
す
る「
客
観
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）に
基

づ
く
政
策
形
成
」の
実
現
を
目
指
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る「
政
策
の
た
め
の
科
学
」推
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
を
行
う
高
度
専
門
人
材

等
を
大
学
に
お
い
て
育
成
し
ま
す
。
平
成
25
年
度
よ
り
5
拠

点
・
6
大
学
に
お
い
て
、
学
生
を
受
け
入
れ
、
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
政
策
研
究

大
学
院
大
学（
総
合
拠
点
）に
設
置
し
た「
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー（ScireX

セ
ン
タ
ー
）」を
中

心
と
し
て
、
東
京
大
学
、
一
橋
大
学
、
大
阪
大
学
、
京
都
大

学
及
び
九
州
大
学（
領
域
開
拓
拠
点
）と
の
連
携
協
力
・
協
働

の
下
に
中
核
的
拠
点
機
能
を
整
備
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

政
策
形
成
の
実
践
の
た
め
の
指
標
、
手
法
等
の
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

⑵
公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

科
学
技
術
振
興
機
構
社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
R
I
S
T
E
X
）で
は
、
政
策
の
形
成
に
中
長
期
的
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
合
理
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
政
策
を
形

成
す
る
た
め
の
手
法
や
指
標
な
ど
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
平
成
31
年
度
は
、
公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
採
択
し
た
11
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
採
択
す
る
た
め
の
公
募
を
行
う
予
定
で
す
。

⑶
デ
ー
タ
・
情
報
基
盤
の
構
築
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科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所（
N
I
S
T
E
P
）で
は
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
情
報
を
体
系

的
か
つ
継
続
的
に
整
備
・
蓄
積
し
て
い
く
た
め
の
デ
ー
タ
・
情

報
基
盤
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
は
、
引
き
続
き

デ
ー
タ
等
の
整
備
・
高
度
化
と
デ
ー
タ
の
提
供
・
活
用
を
行
い

ま
す
。

2 

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と「
共
創
」の
推
進

人
工
知
能（
A
I
）、
再
生
医
療
な
ど
、
科
学
技
術
が
急

速
に
進
展
す
る
一
方
、
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る

中
、
科
学
技
術
と
社
会
の
よ
り
良
い
在
り
方
を
、
研
究
者
、

国
民
、
メ
デ
ィ
ア
、
産
業
界
、
政
策
決
定
者
と
い
っ
た
様
々

な
関
与
者
が
共
に
対
話
・
協
働
す
る
こ
と
が
一
層
必
要
で
す
。

最
先
端
の
科
学
技
術
及
び
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
法
に
関
す
る
情
報
の
国
内
外
へ
の
発
信
と
交
流
の
た
め
の

総
合
的
な
拠
点
で
あ
る
日
本
科
学
未
来
館
で
は
、
国
民
と
研

究
者
等
の
対
話
・
協
働
を
促
す
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
養

成
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
先
端
科
学
技
術
と
社
会
の

在
り
方
を
共
に
考
え
る
活
動
と
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
表
現

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
開
発
、
研
究
機
関
や
学
校
・

科
学
館
等
と
の
連
携
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

科
学
技
術
振
興
機
構「
科
学
と
社
会
」推
進
部
で
は
、
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
対
話
・
協
働
し
、
そ
れ
ら
を
政
策

形
成
や
知
識
創
造
、
社
会
実
装
等
へ
と
つ
な
ぐ
共
創
を
推
進

す
る
た
め
、
本
最
大
級
の
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム「
サ
イ
エ
ン
ス

ア
ゴ
ラ
」の
開
催
や
地
方
公
共
団
体
等
が
行
う
対
話
・
協
働
活

動
へ
の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
S
D
G
s
達
成
に
向
け
た「
科
学

技
術
を
用
い
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
取
組
」を
募
集
・

表
彰
す
る
制
度
、
最
新
の
科
学
技
術
動
向
や
共
創
活
動
等
の

情
報
発
信
等
を
行
い
ま
す
。

3  

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
の
確
立

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
効
果
的
、
効
率
的
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
研
究
開
発
評
価
は
、
そ
の
確
立
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は「
国
の
研
究
開
発
評
価
に
関
す
る
大
綱

的
指
針
」（
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）及
び
平
成
29
年
4
月
に
改

定
し
た「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
研
究
及
び
開
発
に
関
す
る

評
価
指
針
」（
文
部
科
学
大
臣
決
定
）に
基
づ
き
、
研
究
開
発

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
そ
の
目
的
や
政
策
上
の
位
置
付
け
、
規

模
等
に
応
じ
た
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
研
究
開
発
活
動
の
質
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

4 

公
正
な
研
究
活
動
の
推
進

研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
は
、
科
学
へ
の
信
頼
を
揺

る
が
し
、
そ
の
発
展
を
妨
げ
る
行
為
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ

の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
26
年
8
月
26
日

大
臣
決
定
）を
踏
ま
え
、
研
究
機
関
に
お
け
る
不
正
防
止
等

の
取
組
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学

術
振
興
会
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
及
び

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
と
連
携
し
、

研
究
機
関
に
よ
る
研
究
倫
理
教
育
の
実
施
等
を
支
援
す
る
な

ど
、
公
正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
と
医
療
関
連
分
野
に
お
け
る
産
業

競
争
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
文
部
科
学
省

で
は
、
i
P
S
細
胞
研
究
等
に
よ
る
世
界
最
先
端
の
医
療
の

実
現
や
、
疾
患
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
臨
床
研
究
・
治
験
や
産
業
応
用
へ
と
つ
な
げ
る
取

組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構（
A
M
E
D
）に
お
け
る
、
基
礎
か
ら
実
用
化

ま
で
の
一
貫
し
た
研
究
開
発
を
、
関
係
府
省
と
連
携
し
て
推

進
し
て
い
ま
す
。

1 

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
医
薬
品
創
出
、
医
療
機
器
開
発

●
先
端
的
バ
イ
オ
創
薬
等
基
盤
技
術
開
発
事
業

先
端
的
医
薬
品
等
開
発
に
お
け
る
我
が
国
の
国
際
競
争
力

を
確
保
す
る
た
め
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
優
れ
た
技
術
シ
ー
ズ
を
用

い
て
バ
イ
オ
創
薬
や
遺
伝
子
治
療
に
係
る
革
新
的
な
基
盤
技

術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
要
素
技
術
の
組
合
せ
、
最
適
化

に
よ
る
技
術
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
確
立
し
、
企
業
へ
導
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2 

革
新
的
医
療
技
術
創
出
拠
点
の
整
備

●
橋
渡
し
研
究
戦
略
的
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

橋
渡
し
研
究
支
援
拠
点
を
中
心
に
、
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
け

サイエンスアゴラ2018の様子
提供：国立研究開発法人 科学技術振興機構
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る
基
礎
研
究
の
成
果
を
臨
床
研
究
・
実
用
化
へ
効
率
的
に
橋

渡
し
し
、
革
新
的
な
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
を
よ
り
多
く
持

続
的
に
創
出
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
産
学
連
携
・
人
材
育
成
機
能
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
医
工
連
携
や
I
C
T
活
用
等
に
よ
る
異
分
野
融
合

シ
ー
ズ
の
創
出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

3 

世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現

〈
再
生
医
療
〉

●
再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

京
都
大
学
i
P
S
細
胞
研
究
所
を
中
核
拠
点
と
し
て
臨

床
応
用
を
見
据
え
た
安
全
性
・
標
準
化
に
関
す
る
研
究
や
再

生
医
療
用
i
P
S
細
胞
ス
ト
ッ
ク
の
構
築
を
行
う
と
と
も
に
、

疾
患
・
組
織
別
に
再
生
医
療
の
実
現
を
目
指
す
拠
点
を
整
備

し
、
拠
点
間
の
連
携
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
i
P
S
細
胞
等

を
用
い
た
再
生
医
療
・
創
薬
を
い
ち
早
く
実
現
す
る
た
め
の
研

究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
ゲ
ノ
ム
医
療
〉

●
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
の
方
々
を
対
象
と
し
た
健
康

調
査
を
実
施
し
、
住
民
の
健
康
向
上
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

収
集
し
た
健
康
情
報
や
生
体
試
料
を
蓄
積
し
た
バ
イ
オ
バ
ン
ク

を
構
築
し
、
個
別
化
予
防
等
の
次
世
代
医
療
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

4  

が
ん
、
精
神
・
神
経
疾
患
、
感
染
症
等
の
疾
患
の
克
服
に

向
け
た
研
究
開
発

〈
が
ん
〉

●
次
世
代
が
ん
医
療
創
生
研
究
事
業

が
ん
の
生
物
学
的
な
本
態
解
明
に
迫
る
研
究
、
が
ん
ゲ
ノ

ム
情
報
な
ど
患
者
の
臨
床
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
研
究
及
び
こ
れ

ら
の
融
合
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画
期
的
な
治
療

法
や
診
断
法
の
実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
加
速
し
、
早
期
段

階
で
製
薬
企
業
等
へ
導
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〈
精
神
・
神
経
疾
患
〉

●
脳
科
学
研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
革
新
的
技
術
に
よ

る
脳
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
容
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

精
神
・
神
経
疾
患
の
克
服
等
に
向
け
、
非
ヒ
ト
霊
長
類
研

究
等
の
我
が
国
の
強
み
・
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
ヒ
ト
の
脳
の

神
経
回
路
レ
ベ
ル
で
の
動
作
原
理
等
の
解
明
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
脳
画
像
等
の
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
た
め
の
技
術

基
盤
を
整
備
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
常
か
ら
疾
患

に
至
る
脳
画
像
等
の
総
合
的
解
析
研
究
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

〈
感
染
症
〉

●
感
染
症
研
究
革
新
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

感
染
症
の
革
新
的
な
医
薬
品
の
創
出
を
図
る
た
め
、

B
S
L
4
施
設
を
中
核
と
し
た
感
染
症
研
究
拠
点
に
対
す
る

研
究
支
援
、
病
原
性
の
高
い
病
原
体
等
に
関
す
る
創
薬
シ
ー

ズ
の
標
的
探
索
研
究
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

5 
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け
る
生
命
倫
理
・
安
全
対
策

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
生
命
倫

理
及
び
安
全
確
保
上
の
課
題
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ク
ロ
ー
ン
技
術
等
を
用
い
る
研
究
に
つ
い
て
は
、「
ヒ
ト
に

関
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」等
に
基
づ

き
、
そ
の
適
正
な
実
施
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
に
は
、「
特
定
胚
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針
」を
改
正
し
、

動
物
の
体
内
で
ヒ
ト
の
臓
器
を
作
る
等
の
基
礎
的
研
究
が
実

施
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
遺
伝
子
を
狙
い
ど

お
り
に
容
易
に
改
変
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
が
世
界
的
に
急
速
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
平

成
31
年
4
月
に「
ヒ
ト
受
精
胚
に
遺
伝
情
報
改
変
技
術
等
を

用
い
る
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」を
策
定
し
、
生
殖
補
助

医
療
に
資
す
る
基
礎
的
研
究
を
実
施
す
る
た
め
の
枠
組
み
を

整
備
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ヒ
ト
E
S
細
胞
を
用
い
る
研

究
に
つ
い
て
は
、「
ヒ
ト
E
S
細
胞
の
樹
立
に
関
す
る
指
針
」、

「
ヒ
ト
E
S
細
胞
の
使
用
に
関
す
る
指
針
」及
び「
ヒ
ト
E
S

細
胞
の
分
配
機
関
に
関
す
る
指
針
」を
平
成
31
年
4
月
に
整

備
し
、
E
S
細
胞
の
海
外
機
関
へ
の
臨
床
目
的
で
の
分
配
を

可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
細
胞
の
取
扱
い
に
関
す
る
手
続
の

合
理
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
用
い
る
実
験
に
つ
い
て
は
、「
遺
伝

子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
適
切
な
実
施
を
引
き

続
き
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
利
用
に
よ
り

得
ら
れ
た
生
物
の
同
法
に
お
け
る
概
念
整
理
が
環
境
省
で
行

わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
研
究
開
発
段
階
に
お
け
る
当
該
生

物
の
使
用
上
の
留
意
事
項
等
を
作
成
し
、
広
く
周
知
を
図
り

ま
す
。

ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現

昨
年
、
2
0
2
0
年
以
降
の
新
し
い
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
等
の
た
め
の
国
際
枠
組
み
で
あ
る「
パ
リ
協
定
」の
実
施

指
針
が
決
定
さ
れ
、
先
進
国
と
途
上
国
が
一
体
と
な
っ
て
共

通
の
目
標
達
成
に
取
り
組
む
た
め
の
議
論
が
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
と
経
済
成
長

の
両
立
や
気
候
変
動
へ
の
適
応
等
に
貢
献
す
る
た
め
の
研
究

開
発
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
0
1
5
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）に
つ
い
て
は
、
政
府
に

設
置
さ
れ
て
い
る
S
D
G
s
推
進
本
部
の
下
、
S
D
G
s
の

強
い
担
い
手
た
る
日
本
の
姿
を
国
際
社
会
に
対
し
て
示
す
た

め
、
具
体
的
な
取
組
を
推
進
・
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
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計
画
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
脱
炭
素
化
へ

の
挑
戦
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
気
候
変
動
適
応
法
」が
施

行
さ
れ
、
適
応
に
向
け
て
の
取
組
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
の
た
め
、
ク
リ
ー

ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
研
究

開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

1  

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
資
す
る
次
世
代
半
導
体
研

究
開
発
の
推
進

次
世
代
半
導
体
の
研
究
開
発
は
、
我
が
国
が
強
み
を
有
す

る
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
さ
れ

る
次
世
代
半
導
体
を
用
い
た
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
等
の
2
0
3
0

年
の
実
用
化
に
向
け
、
理
論
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し

た
材
料
創
製
か
ら
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
応
用
ま
で
の
研
究
開

発
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

2  

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
革
新
的
な
技
術
の
研
究

開
発
の
推
進

右
記
に
加
え
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
代
わ
る
革
新
的
な

次
世
代
蓄
電
池
の
研
究
開
発
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ

オ
マ
ス
か
ら
化
成
品
を
製
造
す
る
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
大
き
な
可
能
性
を
有
し
、

従
来
の
技
術
の
延
長
線
上
に
な
い
革
新
的
な
技
術
の
開
発
を

省
庁
連
携
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
理
化
学
研
究
所
に
お
い
て
、
個
々
の
構
成
要
素
の

単
な
る
集
合
と
し
て
は
予
測
不
可
能
な
驚
く
べ
き
新
し
い
物

性
や
機
能
を
生
み
出
す
創
発
物
性
科
学
分
野
の
研
究
や
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
モ
ノ
づ
く
り
を
理
念
と
し
、
植
物
科
学
や
ケ

ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
等
の
異
分
野
融
合
研
究
に
加
え
て
A
I

等
の
最
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
た
新
機
軸
の
研
究
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

3 

I
T
E
R（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）計
画
等
の
実
施

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
向
け
、
国
際

約
束
に
基
づ
き
、
核
融
合
実
験
炉
の
建
設
・
運
転
を
通
じ
て

科
学
的
・
技
術
的
実
現
可
能
性
を
実
証
す
る
I
T
E
R
計
画

及
び
発
電
実
証
に
向
け
た
先
進
的
研
究
開
発
を
国
内
で
行
う

幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ（
B
A
）活
動
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
核
融
合
科
学
研
究
所
に
お
け
る
大
型
ヘ

リ
カ
ル
装
置（
L
H
D
）計
画
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
等
に
お

け
る
学
術
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

4 

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
必
要
な
基
盤
情
報
の
創
出

気
候
モ
デ
ル
等
の
開
発
を
通
じ
て
気
候
変
動
の
予
測
技
術

等
を
高
度
化
し
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
多
様
な
リ
ス
ク

の
管
理
に
必
要
と
な
る
基
盤
的
情
報
を
創
出
す
る
た
め
の
研

究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
地
球
環
境
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ（
観
測
・
予
測
情
報

等
）を
蓄
積
・
統
合
解
析
し
、
気
候
変
動
等
の
地
球
規
模
課

題
の
解
決
に
資
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
デ
ー
タ
統
合
・

解
析
シ
ス
テ
ム（
D
I
A
S
）」を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

D
I
A
S
が
産
学
官
の
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
長
期
的
、
安
定

的
に
利
用
さ
れ
る
た
め
の
運
用
体
制
の
構
築
や
共
通
基
盤
技

術
の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
が
適
応
策
立
案
・
推
進
し
、
不

確
実
性
を
伴
う
気
候
変
動
の
影
響
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
気
候
変
動
予
測
情
報
を
創
出
す
る
た
め
の
研
究
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
対
す
る
強き

ょ
う
じ
ん靱

な
社
会
に
向
け
た

研
究
開
発
の
推
進

我
が
国
の
国
土
は
、
地
震
・
津
波
・
火
山
、
台
風
等
の
自

然
災
害
が
多
く
発
生
す
る
自
然
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
に
は
い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多

く
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
自
然
災
害
を
正
確
に

把
握
し
、
予
測
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

被
害
軽
減
を
図
る
た
め
の
研
究
開
発
を
進
め
、
防
災
・
減
災

対
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
地
震
・
津
波
・
火
山
等
の

調
査
観
測
・
研
究
や
、
耐
震
技
術
開
発
な
ど
の
防
災
に
関
す

る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実験炉ITER（フランスに建設中）
© ITER Organization

JT-60SA
（BA活動において茨城県那珂市に建設中）
提供：国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構

高解像度化により実現した
209X年の温暖化時の降水量分布予測

20 km Global Model

2km Regional Model5km Regional Model
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地
震
及
び
火
山
分
野
の
調
査
研
究
の
推
進

⑴
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
取
組

平
成
7
年
1
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機

に
、
地
震
調
査
研
究
を
一
元
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部（
本
部
長
：
文
部
科
学
大
臣（
以
下「
地

震
本
部
」と
い
う
。）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
本
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
関
係
行
政
機
関
、
大
学

等
の
連
携
協
力
の
下
、
陸
の
活
断
層
及
び
海
域
の
地
震
発
生

の
可
能
性
の
長
期
評
価
や
、「
全
国
地
震
動
予
測
地
図
」の
作

成
、
緊
急
地
震
速
報
の
実
用
化
等
の
成
果
を
得
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
、
活
断
層
等
の
長
期
評
価
や
強

震
動
評
価
、
津
波
評
価
等
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

震
防
災
対
策
等
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
一
層
の
成
果
普
及
を

図
り
ま
す
。

（
参
考
）地
震
本
部
に
よ
る
地
震
に
関
す
る
評
価

https://w
w
w
.jishin.go.jp/evaluation/

⑵
海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
構
築
・
運
用

①�

南
海
ト
ラ
フ
海
底
地
震
津
波
観
測
網（N

-net

）の
構
築

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
の
う
ち
、
ま
だ
観
測
網
を

設
置
し
て
い
な
い
高
知
県
沖
〜
日
向
灘
の
海
域
に
、
南
海
ト

ラ
フ
海
底
地
震
津
波
観
測
網（N
-net

）の
構
築
を
進
め
ま

す
。

②�

日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網（S-net

）及
び
地
震
・

津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム（
D
O
N
E
T
）の
運
用

地
震
・
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
、
地
震
・
津

波
の
早
期
検
知
に
よ
る
警
報
の
高
度
化
を
目
的
と
し
て
、
防

災
科
学
技
術
研
究
所
に
お
い
て
、
日
本
海
溝
沿
い
に
整
備

し
た
日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網（S-net

）と
和
歌

山
県
沖
か
ら
高
知
県
沖
に
整
備
し
た
地
震
・
津
波
観
測
監

視
シ
ス
テ
ム（
D
O
N
E
T
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
が
運
用
す
る
陸
域
の
地
震

観
測
網
と
火
山
観
測
網
を
合
わ
せ
て
全
国
の
陸
域
か
ら
海

域
ま
で
を
網
羅
す
る
、「
陸
海
統
合
地
震
津
波
火
山
観
測
網

（
M
O
W
L
A
S
）」と
し
て
統
合
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑶
重
点
的
な
地
震
防
災
研
究
や
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究

①�

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
総
合
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

首
都
直
下
地
震
等
へ
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
、
官
民

連
携
超
高
密
度
地
震
観
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
非
構
造
部
材

を
含
む
構
造
物
の
崩
壊
余
裕
度
に
関
す
る
セ
ン
サ
ー
情
報
等

の
収
集
を
し
、
産
学
官
で
共
有
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
南
海
ト
ラ
フ
広
域
地
震
防
災
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
巨
大
津
波
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
、

広
域
の
被
害
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
い
、
防
災
・
減

災
対
策
や
復
旧
復
興
計
画
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

③
日
本
海
地
震
・
津
波
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

調
査
未
了
域
が
多
く
存
在
す
る
日
本
海
側
に
お
い
て
、
自

治
体
の
地
震
・
津
波
被
害
の
想
定
や
防
災
対
策
の
策
定
等
に

貢
献
す
る
た
め
、
海
底
地
殻
構
造
の
調
査
観
測
や
地
震
・
津

波
の
発
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
ま
す
。

⑷�

火
山
観
測
研
究
の
推
進
及
び
人
材
育
成
の
確
保（
次
世
代

火
山
研
究
・
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

平
成
26
年
9
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国

の
火
山
研
究
を
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
従
前
の
観
測
研
究
に
加

え
、
他
分
野
と
の
連
携
・
融
合
の
も
と
、「
観
測
・
予
測
・
対

策
」の
一
体
的
な
火
山
研
究
の
推
進
及
び
広
範
な
知
識
と
高

度
な
技
能
を
有
す
る
火
山
研
究
者
の
育
成
・
確
保
を
目
指
し

ま
す
。

南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）の
イメージ図

日本海溝海底地震津波観測網（S-net）及び
地震・津波観測監視システム（DONET）

https://www.jishin.go.jp/evaluation
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防
災
科
学
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

⑴�

災
害
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
測
・
予
測
す
る
た
め
の
研
究
開

発地
震
・
津
波
・
火
山
災
害
を
観
測
す
る
技
術
や
予
測
す
る

手
法
の
研
究
開
発
等
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
海
と
陸
の
地
震
・
津
波
・
火
山
の
観
測
網
を
統
合

し
た
陸
海
統
合
観
測
網（
M
O
W
L
A
S
）に
よ
り
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
震
動
・
津
波
の
即
時
予
測
技
術
の
開
発

や
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
等
に
よ
る
多
項
目
の
火
山
観

測
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
多
様
な
火
山
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
や
火
山
災
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。

⑵�

社
会
基
盤
の
強

き
ょ
う
じ
ん靭
性
の
向
上
を
目
指
し
た
研
究
開
発

地
震
発
生
時
の
社
会
基
盤
の
強
靱
性
の
向
上
と
事
業
継
続

能
力
の
強
化
を
目
指
し
、
実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施

設（
E-

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）等
を
活
用
し
た
耐
震
技
術
開
発
と
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
高
度
化
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
将
来
起
こ
り
う
る
巨
大
地
震
に
対
し
、
構

造
物
の
耐
震
性
能
評
価
、
応
答
制
御
、
機
能
維
持
技
術
等
の

地
震
減
災
に
資
す
る
耐
震
技
術
研
究
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
E-

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
実
施
し
た
実
験
を
解
析
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
耐
震
性
能
評
価
へ
の
活
用
に
向
け
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
高
度
化
・
効
率
化
、
利
便
性
向
上
等

に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

⑶
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
に
向
け
た
基
盤
的
研
究
開
発

自
然
災
害
の
軽
減
の
た
め
に
、
個
人
や
自
治
体
、
国
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の「
防
災
」を
計
画
・
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
震
災
害
を
は
じ
め
各
種
災
害
に
関
す
る
危
険
性

の
評
価
と
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
各
種
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
利

活
用
に
関
す
る
研
究
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
低
頻
度
巨
大
地
震
を

考
慮
し
た
地
震
動
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
手
法
に
関
す
る
研

究
、
積
乱
雲
の
一
生
を
観
測
し
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
観
測
し
予

測
す
る
手
法
の
開
発
等
の
防
災
に
資
す
る
研
究
を
行
い
ま
す
。

人
類
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
及
び

国
家
安
全
保
障
・
基
幹
技
術
の
強
化

〈
宇
宙
・
航
空
〉

宇
宙
・
航
空
分
野
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
次
の

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

1 

基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
の
運
用
・
開
発

我
が
国
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
H
–Ⅱ
A
、
H
–Ⅱ
B
及

び
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
平
成
31
年
1
月
の
イ
プ
シ
ロ
ン

ロ
ケ
ッ
ト
4
号
機
打
ち
上
げ
成
功
に
よ
り
、
連
続
45
機
の
打

耐震性能の検証のため、平成30年12月と平成31年1月
に実施した10階建て鉄筋コンクリート造建物試験体のＥ–
ディフェンス振動台実験の様子
提供：国立研究開発法人 防災科学技術研究所

次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト（イメージ図）

・博士課程学生を研究プロジェクトに参画
・博士課程修了後にポスドクとして起用

次世代火山研究推進事業

火山噴火の予測技術の開発

人材育成
運営委員会

行政機関
（国、地方）、
民間企業

各種観測データの一元化
本事業で開発する観測技術による観測データ及び既存の観測機器による観測データを、一元化共有するシステムの開発

相互に連携・融合

•火山噴出物分析（物質科学）
•噴火履歴調査
　（歴史学、考古学、地質学）
•シミュレーション（計算科学）

火山災害対策技術の開発
•ドローンによる災害把握技術（測量、画像処理）
•リアルタイム降灰予測（計算化学、気象学）
•災害対策情報ツールの
　開発（社会防災）

先端的な火山観測技術の開発
•火山透過技術（高エネルギー物理学）
•リモートセンシング（資源工学）
•火山ガス観測（地球化学）
•機動観測（地球物理学）

国内外の研究資源・教育資源を結集し、
主要３分野（地球物理学、地質・岩石学、
地球化学）に加え、工学、社会科学等の
関連分野を体系的に学ぶことのできる
教育プログラムを策定・実施

人材育成プログラムへの
参画・協力

※研究プロジェクト
　との連携

火山研究人材育成コンソーシアム

大学

事務局

国立研究
開発法人 海外の

研究機関

運営
指針

協力・
連携

地方自治体の
研究機関

修了証明書 海外研修
フィールドワーク集中講義

防災科科学技術研究所が解析した、平成30年7月豪雨に
伴う雨雲の立体画像。気象庁レーダおよび国土交通省Ｘバ
ンドＭＰレーダのデータを利用。
地図情報は国土地理院地図（色別標高図）による。
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ち
上
げ
に
成
功
し
て
お
り
、
98
％
以
上
の
打
ち
上
げ
成
功
率

（
51
機
中
50
機
）を
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の

宇
宙
技
術
が
世
界
最
高
水
準
の
信
頼
性
を
確
立
し
て
い
る
証あ
か

し
で
あ
り
、
今
後
も
着
実
に
打
ち
上
げ
実
績
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
が
自
立
的
に
宇
宙
活
動
を
行
う
能
力
を

維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
、
2
0
2
0
年
度
の
初
号
機
打
ち
上

げ
に
向
け
、
平
成
26
年
度
よ
り
H
3
ロ
ケ
ッ
ト（
新
型
基
幹

ロ
ケ
ッ
ト
）の
開
発
に
着
手
し
、
現
在
、
主
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

L
E-

9
の
燃
焼
試
験
を
行
う
な
ど
、
着
実
な
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

2 

人
工
衛
星
等
に
よ
る
宇
宙
利
用
の
推
進

平
成
26
年
5
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
陸
域
観
測
技
術
衛

星
2
号「
だ
い
ち
2
号
」（
A
L
O
S
–2
）は
、
地
震
や
豪

雨
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
時
に
緊
急
観
測
を
行

い
、
災
害
状
況
の
迅
速
な
把
握
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
先
進
光
学
衛
星（
A
L
O
S
–3
）（
2
0
2
0
年
度

打
ち
上
げ
予
定
）及
び
先
進
レ
ー
ダ
衛
星（
A
L
O
S
–4
）

（
2
0
2
0
年
度
打
ち
上
げ
予
定
）」等
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
平
成
24
年
5
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
水

循
環
変
動
観
測
衛
星「
し
ず
く
」（
G
C
O
M
–W
）、
平
成
26

年
2
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
米
国
航
空
宇
宙
局（
N
A
S
A
）

と
の
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
全
球
降
水
観
測
計
画

（
G
P
M
）主
衛
星
、
平
成
29
年
12
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
気

候
変
動
観
測
衛
星「
し
き
さ
い
」（
G
C
O
M
–C
）及
び
平

成
30
年
10
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
環
境
省
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
2
号「
い
ぶ
き
2

号
」（
G
O
S
A
T
–2
）に
よ
る
地
球
観
測
を
実
施
し
、
地

球
環
境
問
題
の
解
明
等
に
貢
献
し
て
お
り
、
今
後
は
、
平
成

31
年
度
打
ち
上
げ
予
定
の
光
デ
ー
タ
中
継
衛
星
、「
し
ず
く
」

に
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
波
放
射
計（
A
M
S
R
2
）の
後
継

と
な
る
A
M
S
R
3（
2
0
2
2
年
度
打
ち
上
げ
予
定
）等

の
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
放
送
・
通
信
衛
星
の
大
容
量
化
や
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
化
等
に
対
応
す
る
衛
星
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
総
務

省
と
連
携
し
、
技
術
試
験
衛
星
9
号
機（
2
0
2
1
年
度
打

ち
上
げ
予
定
）の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
31
年
1
月
の
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
4
号
機

で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
革
新
的
衛
星
技
術
実
証
1
号
機
に
よ
っ

て
民
間
事
業
者
や
大
学
等
が
製
作
す
る
超
小
型
衛
星
等
の
宇

宙
空
間
に
お
け
る
実
証
機
会
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

我
が
国
の
衛
星
を
安
定
的
に
運
用
す
る
た
め
、
地
上
か
ら
ス

ペ
ー
ス
デ
ブ
リ（
宇
宙
ゴ
ミ
）等
を
把
握
す
る
宇
宙
状
況
把
握

（
S
S
A
）シ
ス
テ
ム
の
能
力
向
上
や
、
世
界
に
先
駆
け
た
デ

ブ
リ
除
去
技
術
の
獲
得
を
目
指
し
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

3 

宇
宙
科
学
と
天
文
学
の
研
究
の
推
進

宇
宙
科
学
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
超
新
星
爆
発

な
ど
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
現
象
を
観
測
す
る
X
線
天
文
衛
星
等

の
人
工
衛
星
の
開
発
・
運
用
や
、
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ

さ
」に
よ
る
小
惑
星「
イ
ト
カ
ワ
」か
ら
の
サ
ン
プ
ル
採
収
、
X

線
・
赤
外
線
天
文
観
測
や
月
・
惑
星
探
査
等
の
分
野
で
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
業
績
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
12
月

に
打
ち
上
げ
た
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
探
査
衛
星「
あ
ら
せ
」は
、
地

球
周
辺
の
宇
宙
空
間
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
電
磁
波
観
測
を

行
い
、
オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
プ
ロ
セ
ス
を
同
定
す
る
プ
ラ
ズ
マ
の

波
の
変
動
を
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
平
成
26
年

12
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た「
は
や
ぶ
さ
2
」は
順
調
に
航
行
を

続
け
、
平
成
30
年
6
月
に
目
的
地
の
小
惑
星「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」

に
到
着
し
、
平
成
30
年
9
月
に
は
世
界
初
と
な
る
探
査
ロ
ー

バ
の
小
惑
星
探
査
活
動
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
31

年
2
月
22
日
に
は
、
小
惑
星
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
タ
ッ

チ
ダ
ウ
ン（
着
陸
）に
成
功
し
ま
し
た
。
今
後
、
2
0
1
9

年
11
〜
12
月
頃
に
小
惑
星
を
出
発
し
、
2
0
2
0
年
に
地

球
へ
の
帰
還
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
10
月

に
は
、
欧
州
宇
宙
機
関
と
の
国
際
協
力
に
よ
る
水
星
探
査

計
画（B

epiC
olom

bo

）に
お
い
て
我
が
国
が
開
発
を
担
当

し
た
水
星
磁
気
圏
探
査
機「
み
お
」が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
水

星
へ
の
航
行
を
開
始
し
ま
し
た（
2
0
2
5
年
水
星
到
着

予
定
）。
現
在
、
我
が
国
初
と
な
る
月
へ
の
無
人
着
陸
を
目

指
す
小
型
月
着
陸
実
証
機（
S
L
I
M
）（
2
0
2
1
年
度

打
ち
上
げ
予
定
）ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
等
の
X
線
で
観
測
さ
れ

る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
天
体
を
観
測
す
る
X
線
分
光
撮
像
衛
星

（
X
R
I
S
M
）（
2
0
2
1
年
度
打
ち
上
げ
予
定
）等
の
開

発
を
進
め
て
お
り
、
国
際
的
な
地
位
の
確
立
や
、
人
類
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
に
資
す
る
宇
宙
科
学
分
野
の
研
究
開
発
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

天
文
学
に
つ
い
て
は
、
南
米
チ
リ
の
ア
タ
カ
マ
高
地
に
て
、

電
波
望
遠
鏡「
ア
ル
マ
」を
日
米
欧
の
国
際
協
力
で
運
用
し
て

お
り
、
日
本
は
A
C
A（
ア
タ
カ
マ
コ
ン
パ
ク
ト
ア
レ
イ
）シ
ス

テ
ム
や
サ
ブ
ミ
リ
波
帯
を
中
心
と
し
た
受
信
機
シ
ス
テ
ム
等
の

製
造
を
担
当
し
、
海
王
星
サ
イ
ズ
の
惑
星
形
成
の
証
拠
や
、

1
3
2
億
光
年
先
に
酸
素
を
発
見
す
る
等
の
成
果
を
挙
げ
て

H-ⅡAロケット40号機打ち上げの様子
提供： 国立研究開発法人
 宇宙航空研究開発機構／
 三菱重工業株式会社
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い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
の
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
で
は
、

大
型
光
学
赤
外
線
望
遠
鏡「
す
ば
る
」を
用
い
て
中
性
子
星
合

体
に
よ
る
重
力
波
発
生
現
象
を
追
跡
観
測
し
、
金
、
白
金
な

ど
の
重
元
素
合
成
と
な
る
現
場
を
初
観
測
す
る
な
ど
、
宇
宙

の
起
源
と
歴
史
の
全
体
像
の
解
明
等
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、

日
米
等
の
5
か
国
共
同
で
口
径
30
ｍ
の
超
大
型
光
学
赤
外
線

望
遠
鏡（
T
M
T
：T

hirty�M
eter�T

elescope

）を
建

設
し
、
太
陽
系
外
惑
星
の
探
査
等
の
新
た
な
宇
宙
像
を
開
拓

す
る
計
画
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
2
0
2
7
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

4 

宇
宙
国
際
協
力
の
推
進

我
が
国
は
、
米
国
、
欧
州
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
と
と
も
に
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）計
画
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
12
月
か
ら
平
成
30
年
6
月
ま
で
は
、
金か
な

井い

宣の
り

茂し
げ

宇

宙
飛
行
士
は
、
I
S
S
に
長
期
滞
在
し
、
医
師
と
し
て
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、「
き
ぼ
う
」日
本
実
験
棟
の「
ユ
ニ
ー
ク
な

環
境
や
装
置
」を
利
用
し
な
が
ら
、
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
生
成
実

験
や
小
動
物
の
長
期
飼
育
実
験
、
船
外
活
動
等
、
様
々
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
9
月
に
は
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機「
こ
う

の
と
り
」7
号
機
を
打
ち
上
げ
、
I
S
S
の
運
用
に
必
要
な

物
資
を
輸
送
す
る
と
と
も
に
、
実
証
実
験
と
し
て
、
小
型
回

収
カ
プ
セ
ル
を
搭
載
し
、「
き
ぼ
う
」で
の
実
験
サ
ン
プ
ル
を

地
上
へ
持
ち
か
え
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。「
こ
う
の
と
り
」

の
補
給
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
の
技
術
力
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
I
S
S
へ
の
輸
送
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
や
、
将

来
の
宇
宙
探
査
を
含
む
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
応
用
可
能
な

基
盤
技
術
の
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
新
た
な
宇
宙
機（
H
T
V–

X
）に
つ
い
て
、
2
0
2
1
年
の
打
ち
上
げ
を
目
指
し
て
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

宇
宙
探
査
の
分
野
で
は
、
様
々
な
国
で
月
や
火
星
の
探
査

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
米
国
で
は
、
月
近
傍
に
有
人
拠
点（G

atew
ay

）を

構
築
す
る
構
想
を
発
表
し
、
各
国
に
参
画
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。G

atew
ay

は
、
通
信
や
サ
ン
プ
ル
回
収
等
の
中
継
拠

点
と
し
て
月
面
探
査
を
よ
り
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
も
そ
の
参
加
に
向
け
て
、
独
自

性
を
打
ち
出
し
つ
つ
国
際
調
整
や
具
体
的
な
技
術
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
1
年
度
に
打
ち
上
げ
を
予
定

し
て
い
る「
S
L
I
M
」が
月
面
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
を

目
指
す
ほ
か
、
J
A
X
A
と
イ
ン
ド
宇
宙
機
関
と
の
間
で
共

同
月
着
陸
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
宇
宙
活
動
、
利
用

に
関
す
る
情
報
交
換
並
び
に
多
国
間
協
力
推
進
の
場
と
し
て
、

平
成
5
年
か
ら
毎
年
1
回
程
度
、
同
地
域
で
最
大
規
模
の
宇

宙
協
力
の
枠
組
み
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
宇
宙
機
関

会
議（
A
P
R
S
A
F
）を
主
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

11
月
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
第
25
回
会
合
を
開
催
し
、
29
か

国
・
地
域
、
9
国
際
機
関
、
民
間
企
業
よ
り
約
4
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
会
合
で
は
、「
進
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
革
新
的
な
宇
宙
技
術
」と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
意
見
交
換
や

宇
宙
政
策
に
焦
点
を
当
て
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
宇
宙
新
興
国
を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
の
的
確

な
把
握
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
人
材
育
成
支
援
等
に
よ
る
我

が
国
の
宇
宙
技
術
の
海
外
展
開
を
見
据
え
た
国
際
協
力
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

5 

航
空
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

平
成
26
年
8
月
に
、
文
部
科
学
省「
次
世
代
航
空
科
学
技

術
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」に
お
い
て「
戦
略
的
次
世
代
航
空
機
開

発
ビ
ジ
ョ
ン
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
20
年
で
世
界
市
場
が
約
2
倍
に
成
長
す
る
と
見
込
ま

れ
る
中
、
我
が
国
の
航
空
機
産
業
の
規
模
を
自
動
車
産
業
と

比
肩
し
得
る
成
長
産
業（
世
界
シ
ェ
ア
約
20
％
）と
す
る
た
め
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
横
断
的

施
策
を
提
言
し
て
お
り
、
特
に
、「
民
間
航
空
機
国
産
化
研

究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」及
び
こ
れ
を
支
え
る「
大
型
試
験
設
備

の
整
備
」を
優
先
的
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
燃
費
と
環
境
負
荷
性
能
を
大
幅
に
改
善

す
る
コ
ア
エ
ン
ジ
ン
技
術（
燃
焼
器
、
タ
ー
ビ
ン
等
）及
び
機

体
騒
音
の
低
減
を
目
的
と
す
る「
F
Q
U
R
O
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
ほ
か
、
超
音
速
機
技
術
や
電
動
化
航
空
機
技
術
に
つ

い
て
も
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
航
空
機
用

エ
ン
ジ
ン
技
術
の
実
証
の
た
め
、
技
術
実
証
用
国
産
エ
ン
ジ
ン

（
F
7
エ
ン
ジ
ン
）の
導
入
に
向
け
た
整
備
を
着
実
に
行
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
で
は
航
空
機
産
業
の
発
展
の

た
め
、
関
係
府
省
と
一
丸
と
な
っ
て
、
航
空
科
学
技
術
の
研

究
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〈
海
洋
・
極
域
〉

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
海
洋
に
関
す

る
知
見
を
得
る
こ
と
は
、
国
家
的
重
要
課
題
で
す
。
そ
の
た

め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
海
洋
の
調
査
研
究
を
進
め
、
地
球

地球帰還後に船舶により引き揚げられた
小型回収カプセル
提供：国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構
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環
境
問
題
、
鉱
物
・
生
物
等
の
海
洋
資
源
の
確
保
や
、
防
災
・

減
災
等
に
資
す
る
技
術
開
発
を
推
進
し
、
我
が
国
の
経
済
社

会
の
発
展
及
び
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Society�5.0�

の
実
現
や

将
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
た
、
未
来
の
新
産
業

創
造
へ
寄
与
す
る
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

1 

極
域
及
び
海
洋
の
総
合
的
理
解
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

近
年
、
北
極
域
の
海
氷
の
減
少
、
世
界
的
な
海
水
温
の
上

昇
や
海
洋
酸
性
化
の
進
行
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋

の
汚
染
等
、
海
洋
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
自
然

起
源
と
人
為
起
源
に
よ
る
海
洋
環
境
の
変
化
を
理
解
し
、
海

洋
や
海
洋
資
源
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
用
、
地
球
環
境
変

動
の
解
明
を
実
現
す
る
た
め
、
漂
流
フ
ロ
ー
ト
、
係
留
ブ
イ
、

船
舶
に
よ
る
観
測
等
に
よ
り
、
統
合
的
な
海
洋
の
観
測
網
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
海
洋
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

基
と
し
た
革
新
的
な
海
洋
・
大
気
環
境
予
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
推
進
し
ま
す
。

南
極
地
域
に
関
し
て
は
、
南
極
地
域
観
測
第
Ⅸ
期
6
か
年

計
画
に
基
づ
き
、
南
極
観
測
船「
し
ら
せ
」に
よ
る
輸
送
支
援

の
下
、
地
球
環
境
変
動
の
解
明
に
向
け
、
地
球
の
諸
現
象
に

関
す
る
多
様
な
研
究
・
観
測
を
推
進
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
最
も
顕
著
に
出
現
し
て
い
る
北
極

を
巡
る
諸
課
題
に
対
し
て
は
、
我
が
国
の
強
み
で
あ
る
科
学

技
術
を
活
か
し
て
貢
献
す
る
た
め
、
国
際
共
同
研
究
の
推
進

等
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
極
海
の
海
氷
下
観
測
に

係
る
技
術
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
な
る
北
極
域
研
究
船
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
8
年（
平
成
30
年
）10
月
に
は
、
北
極
に

お
け
る
研
究
観
測
や
主
要
な
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
の
推
進

等
を
目
的
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
2
回

北
極
科
学
大
臣
会
合
に
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣
が
出
席

し
、「
北
極
域
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
A
r
C
S
）」の
成

果
等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
第
3
回
北
極
科
学
大
臣
会
合

を
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
共
催
し
、
2
0
2
0
年
に
ア
ジ
ア
で
初
と

な
る
我
が
国
で
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
了
承
さ
れ
ま
し

た
。引

き
続
き
、
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、

南
極
及
び
北
極
に
お
け
る
研
究
観
測
を
、
世
界
各
国
と
協
働

し
て
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

2 

海
洋
資
源
の
開
発
・
利
用

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
海
洋
状

況
把
握（
M
D
A
）の
基
礎
と
な
る
海
洋
情
報
の
収
集
・
取
得

に
関
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

大
学
等
が
有
す
る
高
度
な
技
術
や
知
見
を
幅
広
く
活
用
し
、

海
洋
生
態
系
や
海
洋
環
境
等
の
海
洋
情
報
を
よ
り
効
率
的
か

つ
高
精
度
に
把
握
す
る
革
新
的
な
観
測
・
計
測
技
術
の
開
発

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
気
候
変
動
や
乱
獲
等
に
よ
る
海
洋
生
物
資

源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
我
が
国
の
海
洋
生
物
資
源

の
確
保
に
関
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

海
洋
生
物
資
源
の
安
定
し
た
供
給
を
持
続
す
る
た
め
、
海
洋

生
物
の
生
理
機
能
を
解
明
し
革
新
的
な
生
産
に
つ
な
げ
る
研

究
開
発
や
、
海
洋
生
物
の
正
確
な
資
源
量
予
測
を
行
う
た
め

の
生
態
系
の
総
合
的
解
明
に
向
け
た
研
究
開
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

3 

海
洋
由
来
の
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災

自
然
災
害
に
対
し
て
強
じ
ん
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

地
球
深
部
探
査
船「
ち
き
ゅ
う
」や
海
底
広
域
研
究
船「
か
い

め
い
」等
を
活
用
し
、
海
底
地
殻
変
動
を
連
続
か
つ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
観
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
整
備
す
る
と
と
も
に
、

海
底
震
源
断
層
の
広
域
か
つ
高
精
度
な
調
査
や
、
海
底
火
山

海洋地球研究船「みらい」
提供：国立研究開発法人 海洋研究開発機構

ニーオルスン観測基地
提供：大学共同利用機関法人

情報・システム研究機構

南極観測船「しらせ」
提供：大学共同利用機関法人

情報・システム研究機構

海底地殻変動観測システムイメージ
提供：国立研究開発法人 海洋研究開発機構

四国
紀伊半島

DONET1

DONET2

フィリピン海プレート沈み込み

プレート境界（地震発生帯）

大陸プレート

DONET既存水圧計設置点

海底地殻変動観測センサ設置点

深部孔内地殻変動観測網設置点
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の
観
測
・
調
査
の
た
め
の
技
術
開
発
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

調
査
・
観
測
の
結
果
を
取
り
入
れ
、
地
殻
変
動
・
津
波
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
精
度
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
・
地
震
に
よ
り
、
多
量

の
が
れ
き
の
流
出
や
藻
場
・
干
潟
の
喪
失
等
が
発
生
し
、
東

北
太
平
洋
沿
岸
域
の
水
産
業
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
地
の
水
産
業
の
復
興
の
た
め
に
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
変
化
す
る
漁
場
・
養
殖
場
環
境
や
海
洋
生
態
系
の
調
査
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
学
や
研
究
機
関
等

に
よ
る
復
興
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
東
北
マ
リ

ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
を
構
築
し
、
関
係
省
庁
や
地
元
自
治
体
、

地
元
漁
協
等
と
連
携
し
つ
つ
、
海
洋
生
態
系
の
調
査
研
究
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

4 

基
盤
的
技
術
開
発
・
基
礎
的
研
究
の
推
進

我
が
国
の
経
済
・
社
会
的
な
課
題
へ
の
対
応
や
未
来
の
産

業
創
造
に
向
け
、
海
洋
科
学
技
術
分
野
に
お
い
て
も
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
産
学

官
の
英
知
を
結
集
し
て
戦
略
的
に
研
究
開
発
を
実
施
し
、
得

ら
れ
た
成
果
の
社
会
還
元
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
海
洋
に
関
す
る
科
学
技

術
を
支
え
る
基
盤
的
技
術
な
ど
の
開
発
・
整
備
や
、
い
ま
だ

十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
海
洋
の
実
態
解
明
に
向
け
た
研

究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
は
、
深
海
底
の
掘
削
に
よ
り
地
球
環
境
変

動
、
地
球
内
部
構
造
、
地
殻
内
生
命
圏
等
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
際
深
海
科
学
掘
削
計
画（
I
O
D
P
）に

参
画
し
て
い
ま
す
。
I
O
D
P
は
、
日
米
欧
主
導
の
下
で
実

施
さ
れ
て
い
る
多
国
間
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
引
き

続
き
、
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
原
子
力
〉

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所（
以
下
、「
東
電
福

島
第
一
原
発
」と
い
う
。）事
故
等
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画（
平
成
30
年
7
月
3
日
閣
議
決
定
）を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
原
子
力
災
害

か
ら
の
復
興
に
関
す
る
廃
炉
や
除
染
等
に
向
け
た
研
究
開
発

（
※
詳
細
は「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生
」を

参
照
）等
に
つ
い
て
、
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

以
下
、
具
体
的
な
取
組
を
示
し
ま
す
。

1 

原
子
力
の
安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
研
究

試
験
研
究
炉
等
を
活
用
し
、
軽
水
炉
を
含
め
た
原
子
力
施

設
の
安
全
性
向
上
に
必
要
と
な
る
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ

の
進
展
防
止
・
影
響
緩
和
に
係
る
知
見
の
取
得
や
、
安
全
評

価
手
法
の
整
備
等
を
実
施
し
ま
す
。

2 

原
子
力
の
基
礎
基
盤
研
究
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
育
成

原
子
力
特
有
の
科
学
技
術
基
盤
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め

の
基
礎
的
デ
ー
タ
の
取
得
や
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
負
担
軽
減
等

に
つ
な
が
る
革
新
的
な
技
術
創
出
を
目
指
し
た
基
礎
基
盤
研

究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
学
や
産
業
界
と
の
連
携
を
通

じ
た
次
代
の
原
子
力
を
担
う
人
材
の
育
成
を
着
実
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
発
電
だ
け
で
な
く
、
水
素
製
造
な
ど
多
様
な

熱
の
産
業
利
用
が
見
込
ま
れ
、
固
有
の
安
全
性
を
有
す
る
高

温
ガ
ス
炉
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
等
を
推
進
し
ま
す
。

3 

高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
技
術

高
速
増
殖
原
型
炉「
も
ん
じ
ゅ
」に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

12
月
に
開
催
さ
れ
た
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
原
子

炉
と
し
て
の
運
転
は
再
開
せ
ず
、
今
後
、
廃
止
措
置
に
移
行

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
5
月
に「
も
ん
じ
ゅ
」

の
廃
止
措
置
を
安
全
か
つ
着
実
に
進
め
る
た
め
内
閣
官
房
副

長
官
を
チ
ー
ム
長
、
文
部
科
学
副
大
臣
及
び
経
済
産
業
副
大

臣
を
副
チ
ー
ム
長
と
す
る「『
も
ん
じ
ゅ
』廃
止
措
置
推
進
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、
同
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た
本
チ
ー
ム
会
合

に
お
い
て
、
政
府
の「『
も
ん
じ
ゅ
』の
廃
止
措
置
に
関
す
る

基
本
方
針
」を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
以
下
、「
原
子
力
機
構
」と
い

う
。）が
策
定
し
た「『
も
ん
じ
ゅ
』の
廃
止
措
置
に
関
す
る
基

本
的
な
計
画
」を
了
承
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
原

子
力
機
構
は
、
同
年
12
月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
て

「
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置
計
画
認
可
申
請

書
」を
提
出
し
、
平
成
30
年
3
月
に
認
可
さ
れ
、
同
年
8
月

か
ら
は
燃
料
体
取
り
出
し
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
と

も「
も
ん
じ
ゅ
」の
廃
止
措
置
を
、
地
元
の
声
に
し
っ
か
り
と

向
き
合
い
な
が
ら
、
安
全
か
つ
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

4 

国
際
的
な
核
不
拡
散
体
制
強
化
に
向
け
た
取
組

我
が
国
は
、
原
子
力
平
和
利
用
の
た
め
の
世
界
で
最
も
優

れ
た
経
験
や
技
術
等
を
有
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
そ
の

経
験
や
技
術
を
活
か
し
て
国
際
原
子
力
機
関（
I
A
E
A
）

高速増殖原型炉「もんじゅ」
提供：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構
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等
と
協
力
し
、
国
際
的
な
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制

の
強
化
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
原
子
力
機
構
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
I
S
C
N
）を
通
じ
、
引
き
続
き
ア
ジ

ア
諸
国
等
に
対
し
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め

の
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
核
物
質
の
高
度
な
測
定
・

検
知
及
び
核
鑑
識
の
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

5 

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
関
す
る
取
組

�

研
究
施
設
や
大
学
・
医
療
機
関
等
か
ら
発
生
す
る
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
関
す
る
取
組
等
を
着
実
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
高
速
炉
や
加
速
器
を
用
い
た
放
射
性
廃
棄
物
の

減
容
化
・
有
害
度
低
減
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
実
施
し

ま
す
。

6 

地
域
と
の
共
生
・
国
民
の
理
解
の
た
め
の
取
組

立
地
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
理
解
と
共
生
の
た
め

の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
取

組
に
対
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
研
究
開
発
施
設
に

関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
取
組
等
を
行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生

東
電
福
島
第
一
原
発
の
安
全
な
廃
止
措
置
を
推
進
し
、
原

子
力
災
害
か
ら
の
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
文
部
科
学
省

で
は
、
平
成
26
年
6
月
に
公
表
し
た「
東
京
電
力（
株
）福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
研
究
開
発
の
加
速
プ
ラ

ン
」（
以
下「
加
速
プ
ラ
ン
」と
い
う
。）に
基
づ
き
、
平
成
27

年
4
月
、
原
子
力
機
構
に「
廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

（
C
L
A
D
S
：
ク
ラ
ッ
ズ
）」を
設
置
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
内
外
の
大
学
、
研
究
機
関
、
産
業
界
等
の
多

様
な
人
材
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
つ
つ
、
廃
炉
研
究
開

発
と
人
材
育
成
と
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
平
成
29
年
4
月
に
、
国
内
外
の
英
知
を
結
集
す
る

場
と
し
て
、
福
島
県
富
岡
町
に
C
L
A
D
S
の「
国
際
共
同

研
究
棟
」を
開
所
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
研
究
棟
は
、「
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」の
拠
点
と
し
て
も
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
福
島
県
内
の
関
連
拠
点
と
連
携
し
た
研
究

活
動
等
を
通
じ
て
、
福
島
の
復
旧
・
復
興
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
被
災
者
の
迅
速
な
救
済
に
向
け
た
原
子
力
損

害
賠
償
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

1 

廃
止
措
置
に
向
け
た
研
究
開
発
等

関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、「
加
速
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

東
電
福
島
第
一
原
発
の
廃
止
措
置
等
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
基
礎
的
・
基
盤
的
研
究
開
発
等
を
着
実
に
実
施
し
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
、
遠
隔
で
取
得
し
た
原
子
炉
建
屋
内
の
放
射

性
物
質
の
汚
染
分
布
を
3
次
元
的
に
可
視
化
す
る
技
術
の
開

発
、
分
析
し
た
い
対
象
物
の
化
学
的
な
組
成
を
レ
ー
ザ
ー
光

を
用
い
て
遠
隔
で
分
析
す
る
技
術
の
開
発
、
事
故
が
起
き
て

か
ら
原
子
炉
の
炉
心
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て

い
っ
た
の
か
を
推
測
す
る
た
め
の
研
究
、
プ
ラ
ン
ト
内
の
線
量

分
布
を
評
価
す
る
手
法
の
開
発
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2  

原
子
力
災
害
を
踏
ま
え
た
大
学
等
に
お
け
る
基
礎
的
・
基

盤
的
研
究
及
び
人
材
育
成

文
部
科
学
省
で
は
、
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
新

た
に
顕
在
化
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
大
学
等
の
研
究
機

関
に
お
け
る
基
礎
基
盤
研
究
や
人
材
育
成
の
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
加
速
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
中
長
期
に
わ
た

る
廃
止
措
置
等
に
係
る
新
た
な
知
見
の
創
出
、
人
材
の
育
成
・

確
保
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら

「
英
知
を
結
集
し
た
原
子
力
科
学
技
術
・
人
材
育
成
推
進
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
本
事
業
の

運
用
体
制
を
文
部
科
学
省
か
ら
の
委
託
事
業
か
ら
、
原
子
力

機
構
を
対
象
と
す
る
補
助
金
事
業
に
移
行
し
、
C
L
A
D
S

を
中
核
に
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
た
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
廃
炉
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
一
層
踏
ま
え
た
研
究

開
発
及
び
人
材
育
成
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

3 

環
境
回
復
に
関
す
る
研
究
開
発

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ

れ
た
環
境
の
回
復
に
向
け
て
、
原
子
力
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
、
福
島
県
等
の
地
方
公
共
団
体
、
国
内
外
の
大
学
・
研
究

機
関
、
民
間
企
業
等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
放
射
線
測

定
に
関
す
る
技
術
開
発
や
、
放
射
性
物
質
の
環
境
動
態
等
に

関
す
る
研
究
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
無
人
ヘ
リ
な
ど
を
用
い
た
精
度
の
高
い
放

射
線
測
定
に
関
す
る
技
術
開
発
や
、
河
川
を
含
む
環
境
中
で

の
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
予
測
モ
デ
ル
の
開
発
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
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4 

放
射
線
安
全
研
究
の
強
化

福
島
の
住
民
の
方
々
が
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
に
お
い

て
、
福
島
の
被
災
地
に
お
け
る
安
全
な
水
利
用
・
処
理
環
境

の
構
築
に
関
す
る
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

5 

原
子
力
損
害
賠
償
の
円
滑
化

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
方
々
が
一
日
で
も
早
く
安
心
で
安
全
な
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
迅
速
・
公
平
・
適
正
な
救
済
が
必
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に
お

い
て
、
賠
償
す
べ
き
損
害
と
し
て
一
定
の
類
型
化
が
可
能
な

損
害
項
目
や
そ
の
範
囲
等
を
示
し
た
指
針
を
策
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、「
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
」に

お
い
て
東
京
電
力
と
被
害
者
と
の
和
解
の
仲
介
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
原
子
力
損
害
賠
償
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
原
子
力
委
員
会
の
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
専
門
部
会

（
平
成
27
年
5
月
、
設
置
）に
お
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
平

成
30
年
10
月
に「
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
専
門
部
会
に
お
け
る
検

討
を
踏
ま
え
、
①
損
害
賠
償
実
施
方
針
の
作
成
・
公
表
の
義

務
付
け
、
②
仮
払
資
金
の
貸
付
制
度
の
創
設
、
③
和
解
仲
介

手
続
の
利
用
に
係
る
時
効
中
断
の
特
例
、
④
原
子
力
損
害
賠

償
補
償
契
約
の
新
規
締
結
等
に
係
る
適
用
期
限
の
延
長
等
の

改
正
を
行
う「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
30
年
12
月
12
日
法
律
第
90
号
）が

成
立
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
平
成
32
年
1

月
1
日
の
改
正
法
の
本
格
施
行
に
向
け
て
、
必
要
な
政
省
令

の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

環境中におけるセシウムの移行挙動
提供：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構
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Ⅰ
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
た
取
組

1
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
本
年
、
2
0
1
9
年
9
月
20
日
か
ら
、
ア
ジ
ア

地
域
で
初
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
で
は
20

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
9
月
20
日
に
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
る
開
幕
戦（
日
本
対
ロ
シ
ア
戦
）か
ら
11
月
2
日
の
横
浜
国

際
総
合
競
技
場
で
の
決
勝
戦
を
迎
え
る
ま
で
、
予
選
プ
ー
ル

40
試
合
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
8
試
合
の
計
48
試
合
の
熱
戦

が
日
本
国
内
12
か
所
の
開
催
都
市
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

大
会
に
向
け
た
準
備
や
気
運
の
醸
成
に
向
け
て
は
、
こ
れ

ま
で
政
府
と
し
て
も
、
主
催
者
で
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
組
織
委
員
会
や
開
催
自
治
体
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
28
年
2
月
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
の
準
備
及
び
運
営
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図

る
た
め
の
基
本
方
針
」を
関
係
府
省
庁
の
申
合
せ
に
よ
り
策

定
し
、
同
年
12
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
及
び
総
務
省
に
お
い
て

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
に
お
け
る
地
域
交
流

推
進
要
綱
」を
策
定
し
、
開
催
自
治
体
又
は
公
認
キ
ャ
ン
プ

候
補
地
自
治
体
が
行
う
地
域
交
流
及
び
施
設
改
修
等
に
対

し
て
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
平

成
29
年
4
月
に
は
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
が
決
定
し
、

平
成
29
年
6
月
か
ら
地
域
交
流
の
取
組
の
支
援
の
た
め
の
地

方
財
政
措
置
の
公
募
が
行
わ
れ
、
平
成
30
年
度
末
時
点
で
50

自
治
体
1
0
0
件
を
当
該
措
置
の
対
象
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。
各
地
域
に
お
い
て
大
会
参
加
国
・
地
域
の
人
々
と
の
交

流
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

決
勝
戦
の
2
年
前
に
当
た
る
、
平
成
29
年
11
月
2
日
に
は

全
試
合
日
程
が
発
表
さ
れ
、
日
本
代
表
は
2
0
1
9
年
9
月

20
日
に
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
開
幕
戦
を
皮
切
り
に

静
岡
、
愛
知
、
神
奈
川
で
予
選
プ
ー
ル
戦
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
30
年
1
月
よ
り
順
次
チ
ケ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
一
生
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
最
後
の
一
般
販
売
は
本

年
5
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

大
会
開
催
に
む
け
て
の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
、
平
成
29

年
9
月
20
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で
46
日
間
の
期
間
に
お
い
て

2
年
前
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
東
京
の
渋
谷
1
0
9
で
、
優
勝

ト
ロ
フ
ィ
ー「
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・
カ
ッ
プ
」が
一
般
公
開
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
30
年
9
月
20
日
に
は
、
秋
篠
宮
殿
下
が
本
大

会
の
名
誉
総
裁
に
御
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
記
念

館
で
大
会
1
年
前
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁

長
官
を
始
め
、
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
の
ボ
ー
モ
ン
ト
会
長
、
大

会
P
R
キ
ャ
プ
テ
ン
の
館
ひ
ろ
し
氏
や
ゲ
ス
ト
の
櫻
井
翔
氏
ら

が
出
席
し
、
大
会
機
運
の
醸
成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
庁
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
に
向
け
、
国
民
の
ラ
グ
ビ
ー
競
技
に
関
す
る
認
知

度
・
関
心
度
を
高
め
る
た
め
、「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー（
ラ
グ
ビ
ー
か

ら
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
接
触
プ
レ
ー
を
排
し
た
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
）」

指
導
者
研
修
大
会
の
開
催
、「
放
課
後
ラ
グ
ビ
ー
教
室
」の
実

施
な
ど
、
幅
広
い
層
へ
の
ラ
グ
ビ
ー
競
技
の
普
及
や
指
導
者
の

養
成
に
加
え
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
国
際
交
流
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

本
年
1
月
に
は
大
会
成
功
に
向
け
て
、
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
で

あ
り
、
各
地
域
の
担
い
手
と
も
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
決
定
さ

れ
る
な
ど
、
大
会
開
催
に
向
け
た
準
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
開
催
自
治
体
、
公
益
財
団
法
人
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
組
織
委
員
会
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
等
と
更
に
連
携
し
、
大
会
の
成
功

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
的
・
一
体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
庁

ラグビーワールドカップ2019™ 開催都市（試合開催会場）

札幌市
札幌ドーム神戸市
札幌市
札幌ドーム

岩手県・釜石市
釜石鵜住居復興
スタジアム

神奈川県・横浜市
横浜国際総合競技場

東京都
東京スタジアム

埼玉県・熊谷市
熊谷ラグビー場

静岡県
小笠山総合運動公園
エコパスタジアム

福岡県・福岡市
東平尾公園博多の森
球技場

大分県
大分スポーツ公園
総合競技場

熊本県・熊本市
熊本県民総合運動公園
陸上競技場

愛知県・豊田市
豊田スタジアム

大阪府・東大阪市
東大阪市花園ラグビー場

神戸市
神戸市御崎公園球技場
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2
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
等
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

平
成
25
年
9
月
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
I
O
C
）

総
会
に
お
い
て
、
2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下
、「
2
0
2
0
年
東

京
大
会
」と
い
う
。）を
、
日
本
社
会
を
元
気
に
す
る
契
機
と

す
る
だ
け
で
な
く
、
大
会
開
催
の
効
果
を
全
国
に
波
及
さ
せ

る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

推
進
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ

の
成
長
産
業
化
、
我
が
国
の
文
化
の
魅
力
を
国
内
外
に
積
極

的
に
発
信
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
、
様
々
な
取

組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進

2
0
2
0
年
東
京
大
会
を
契
機
に
、
国
民
一
人
一
人
が
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
に

触
れ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
再
認
識
し
、
多
く
の
方

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
よ
う
に
な
る
こ
と
は
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

の
一
つ
と
し
て
重
要
で
す
。　

ま
た
、
平
成
27
年
11
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
準
備
及
び
運
営
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た

め
の
基
本
方
針
」に
お
い
て
も
、
次
世
代
に
誇
れ
る
有
形
・
無

形
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
全
国
に
創
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
を
こ
の
レ
ガ
シ
ー
創
出
の
重
要
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
推

進
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
2
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
、
有
識
者
会
議
を

設
置
し
、
平
成
28
年
7
月
に「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
に
む
け
て
」と
し
て
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
の
た
め
の
効
果
的
な
手
法
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業
と
し
て
、
大
学
が
研
究
拠
点
と
な
り
、
宮
城
県
・
京

都
府
・
福
岡
県
の
3
府
・
県
に
お
い
て
初
等
中
等
教
育
機
関

等
と
連
携
し
た
実
践
的
な
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
全
国
展
開
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
は
全
国
20
の
府
・
県
・
政
令
市
で
、
平
成
30
年
度
は
全

国
34
の
道
・
府
・
県
・
政
令
市
で
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
全
国
中
核
拠
点
で
あ
る
筑

波
大
学
、
日
本
体
育
大
学
、
早
稲
田
大
学
の
ほ
か
、
東
京
都

や
東
京
2
0
2
0
組
織
委
員
会
、
J
O
C
、
J
P
C
な
ど
と

意
見
を
共
有
す
る
場
を
設
け
、
こ
こ
で
出
た
意
見
を
地
域
拠

点
に
還
元
す
る
こ
と
で
充
実
し
た
取
組
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
平
成
30
年
2
月
に
か
け
て
、

全
国
の
小
学
生
に
よ
る
2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
大
会
マ
ス

コ
ッ
ト
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
投
票
へ
の

参
加
は
、
子
供
た
ち
が
直
接
大
会
に
参
加
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
投
票
を
通
じ
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
や
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト

の
持
つ
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
指
導

案
を
作
成
し
、
全
国
の
小
学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。
選
ば
れ

た
マ
ス
コ
ッ
ト
の
名
前
は
平
成
30
年
7
月
に「
ミ
ラ
イ
ト
ワ
」と

「
ソ
メ
イ
テ
ィ
」に
決
定
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
で
一
つ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
選
ぶ
活
動
を
通
じ
て
、

2
0
2
0
年
東
京
大
会
へ
の
参
加
意
識
を
啓
発
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
に
向
け
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な

取
組
を
更
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

②
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
推
進

政
府
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
開
催
と
い
う
機
会

を
国
全
体
で
最
大
限
活い

か
し
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
大
会

の
効
果
を
行
き
渡
ら
せ
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
大
会
の
開
催
に
よ
り
多
く
の
選
手
・
観
客
等
が
来

訪
す
る
こ
と
を
契
機
に
、
地
域
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
た

め
、
大
会
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相

互
交
流
を
図
る
地
方
公
共
団
体
を「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」と
し
て
、

全
国
に
広
げ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
2
月
28
日
に
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
第
12
次

登
録
団
体
を
公
表
し
、
登
録
数
は
3
0
9
件
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
東
京
大
会
に
向
け
て
、
今
後
も
取
組
の
推
進

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
新
国
立
競
技
場
の
整
備

2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
新
国

立
競
技
場
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
人
々
に
感
動
を
与
え
る
場

と
な
る
よ
う
、「
ア
ス
リ
ー
ト
第
一
、
世
界
最
高
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
周
辺
環
境
等
と
の
調
和
・
日
本
ら
し
さ
」を

基
本
理
念
と
し
て
、
大
会
に
確
実
に
間
に
合
う
よ
う
着
実
に

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
4
月
現

在
、
全
体
工
期
36
か
月
の
約
8
割
が
進
み
、
2
0
1
9
年
11

月
末
の
完
成
に
向
け
着
実
に
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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Ⅱ
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
国
際
競
技
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
健
康
増
進
、地
域
・
経
済
の
活
性
化
、国
際
交
流
・
協
力
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
学
校
体
育
の
充
実
な
ど
、
関
係

省
庁
や
民
間
企
業
と
一
体
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
総
合

的
・
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

1
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
前
文
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健

康
の
保
持
増
進
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

健
康
で
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
」で
あ

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
我
が
国
の
国
民
医
療
費
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
健
康
増
進
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

国
民
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国

民
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
関
す
る
施
策
を
持
続
可
能

な
取
組
と
す
る
た
め
、
域
内
の
体
制
整
備
及
び
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
習
慣
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
20
代
か
ら
50
代
で
は
、
他
の
世
代
に
比
べ
て

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
が
低
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
官

民
連
携
に
よ
り
、
忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
で
も
通
勤
時
間

や
休
憩
時
間
等
を
活
用
し
て
気
軽
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
め
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
の
一
環
と
し

て
、
通
勤
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
気
軽

に
歩
い
て
も
ら
い
、
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く『F

U
N

＋
W
A
LK

�PR
O
JE
C
T

』を
推
進
し
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ

と
、
楽
し
い
こ
と
と「
歩
く
」を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
歩
く
こ

と
を
も
っ
と
楽
し
く
、
楽
し
い
こ
と
を
も
っ
と
健
康
な
も
の
に

変
え
て
い
く
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
9
月
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の
た
め

の
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
本
行
動
計
画
は
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
社
会
の
実
現
を
目
的
と

し
て
お
り
、
生
活
の
中
に
自
然
と
ス
ポ
ー
ツ
が
取
り
込
ま
れ
て

い
る「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
・
ラ
イ
フ
」（
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ

を
）と
い
う
姿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
行
動
計
画
に
位
置
付

け
た
施
策
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2
学
校
体
育
・
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

平
成
29
年
に
小
学
校
及
び
中
学
校
、
平
成
30
年
に
高
等
学

校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
、
小
学
校
は
2
0
2
0

年
度
、
中
学
校
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
、
高

等
学
校
は
2
0
2
2
年
度
入
学
生
よ
り
年
次
進
行
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
育
科
・
保
健
体
育
科
で
は
、

心
と
体
を
一
体
と
し
て
捉
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健

康
を
保
持
増
進
し
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た

め
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
を
見
通
し
て
、
指
導

内
容
の
系
統
化
や
明
確
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁

で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学
校
に

お
い
て
体
育
科
・
保
健
体
育
科
の
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

今
後
、
全
国
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
の
学
校
体

育
を
担
当
す
る
指
導
主
事
向
け
の
研
究
協
議
会
や
実
技
研
修

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
徹
底
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
映

像
に
よ
る
参
考
資
料
等
や
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
結
果
の
学
校
等
で
の
活
用
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
死

亡
事
故
や
重
大
な
事
故
な
ど
の
事
例
を
分
析
し
、
基
本
的
な

安
全
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た「
学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
中

の
事
故
防
止
に
つ
い
て（
報
告
書
）」の
内
容
を
映
像
に
よ
っ
て

示
し
た
資
料
を
作
成
し
て
全
国
の
小
中
高
等
学
校
等
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
も
引
き
続
き
教
育
委
員
会
や

大
学
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係
者
間
に
お

い
て
事
故
防
止
の
た
め
の
最
新
の
知
見
や
事
例
等
に
係
る
情

報
を
共
有
し
、
全
国
各
地
で
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。運

動
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
構
築
す
る
観
点
に
立
ち
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
で
運
動
習
慣
の
確
立
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を

実
現
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
等
を
重

視
し
て
、
地
域
、
学
校
、
競
技
種
目
等
に
応
じ
た
多
様
な
形

で
最
適
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
平
成
30
年
3

月
に「
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校
段
階
の

運
動
部
活
動
を
主
な
対
象（
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て
も
原

則
適
用
）と
し
、

1　

適
切
な
運
営
の
た
め
の
体
制
整
備

2　

�

合
理
的
で
か
つ
効
率
的
・
効
果
的
な
活
動
の
推
進
の
た

め
の
取
組
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3　

適
切
な
休
養
日
等
の
設
定

4　

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

5　

学
校
単
位
で
参
加
す
る
大
会
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
、学
校
や
学
校
の
設
置
者
、地
方
公
共
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
取
り
組
む
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
先
進
的
な
取
組
事
例
に
関
す
る
実
践
研
究
の
実
施
等
、

運
動
部
活
動
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

3
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
い
て
は
、
大
学
が
持
つ
人
材
育
成
機
能
、

ス
ポ
ー
ツ
資
源（
部
活
動
指
導
者
、
学
生
・
教
員
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
）は
大
き
な
潜
在
力
を
有
し
て
い
る
一
方
で
大
学
ス
ポ
ー

ツ
先
進
国
と
比
較
し
て
、
十
分
に
そ
の
潜
在
力
を
生
か
し
切

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
現
状
認
識
に
基
づ
き
、
大
学

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
係
る
検
討
を
行
う
た
め
、
平
成
28
年
4

月
に
文
部
科
学
大
臣
の
下
に
、「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る
検
討
会
議
」を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
3
月
に
公
表
し
た
本
会
議
の
最
終
と
り
ま
と
め

に
お
い
て
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
て
、
大
学
ト
ッ

プ
層
の
理
解
醸
成
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
、

各
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
取
組
を
戦
略
的
、
一
体
的
に
行

う
部
局
の
設
置
や
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
資
金
調
達
力
の

向
上
等
が
重
要
で
あ
る
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
横
断
的
か
つ
競
技
横
断
的
統
括
組
織（
日
本
版

N
C
A
A
）に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
中
の
創
設
を
目
指

す
こ
と
が
記
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
は
、
大
学
と
競
技

団
体
が
中
心
と
な
り
組
織
設
立
に
向
け
て
具
体
的
な
準
備

を
進
め
る「
設
立
準
備
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、
10
月
に
は
、

組
織
の
正
式
名
称
が「
一
般
社
団
法
人
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（Japan�A
ssociation�for�U

niversity�A
thletics�

and�Sport

（
略
称
：
U
N
I
V
A
S
））に
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
2
0
1
9
年
3
月
1
日
に
新
組
織
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
U
N
I
V
A
S
に
お
い
て
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
向
け
た
各
種
取
組
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
や
未
来
投
資
戦
略

2
0
1
7
に
お
い
て
は
、
今
後
5
年
間
で
、
学
内
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
企
画
立
案
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
資
金
調
達
等
を
担

う
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー（
S
A
）を
配
す
る

大
学
を
1
0
0
大
学
に
す
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
」事
業
に
お
い
て
、
平
成

30
年
度
は
15
大
学
を
選
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
一
体
的
に

統
括
す
る
部
局
や
S
A
の
設
置
や
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

先
進
的
な
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
い
て
も
、
U
N
I
V
A
S
の
活
動
支
援

や
S
A
の
設
置
の
促
進
等
、
引
き
続
き
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

4
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
主
な
目
標
の
一
つ
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
共
生
社
会
の
実
現
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

多
く
の
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
各
地
域
に
お
け
る
課
題
に
対
応
し
て
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
体
制
の
強
化
や
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
を

実
施
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
団

体
と
民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
体
制
の
強
化
を
図
り
、
他
団
体
や
民
間
企
業
と
連
携

し
た
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
車
い
す
、
ス
ポ
ー
ツ
義

足
等
の
地
域
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
保
有
資
源
を
有
効

活
用
し
、
個
人
利
用
を
容
易
に
す
る
事
業
モ
デ
ル
構
築
の
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
全
国

の
特
別
支
援
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
の
祭
典
が
実

施
さ
れ
る
た
め
の「Special�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
0
」や
、

特
別
支
援
学
校
を
地
域
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

5
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
収
益
を
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
に
還
元
し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
へ
と
つ
な
が
る
ス

ポ
ー
ツ
の
自
律
的
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

の
た
め
、
平
成
30
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
未

来
投
資
戦
略
2
0
1
8
」で
も
、「
ス
ポ
ー
ツ
市
場
規
模
を

2
0
2
0
年
ま
で
に
10
兆
円
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
15
兆
円

に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
」こ
と
及
び「
全
国
の
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
、
多
様
な
世
代
が
集
う
交
流
拠
点
と

し
て
、
2
0
1
7
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
に
20
拠
点
を
実

現
す
る
」こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
①
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
の
推

進
、
②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
経
営
力
強
化
、
③
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に

お
け
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
④
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
ス
キ
ル
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

推
進
等
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
観
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
た
め
の
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
、
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地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
潜
在
力
の
高
い
基
盤
施
設
で

す
。
そ
の
潜
在
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
に
は
民
間
活
力
の

活
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
6
月
に
、
ス
タ

ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
全
体
の
方
向
性
や
国
内
外
の
先
進

事
例
な
ど
を
ま
と
め
た「
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」を
公
表
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
12
月
に
は
、
ス

タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
の
持
続
的
な
運
営
・
管
理
に
必
要
な

事
項
等
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ「
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改

革
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
第
2
版
）」を
公
表
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
国
の
支
援
に
係
る
一
元
的
な
相
談
窓
口
の
設
置（
相
談

窓
口
U
R
L
：http://w

w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_

m
enu/sports/m

catetop02/list/detail/1406525.
htm

）や
専
門
家
派
遣
等
を
通
じ
て
、
先
進
事
例
の
形
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
必
要
な
情
報
提
供
や
各
地
域

で
進
む
先
進
的
な
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
と
い
っ
た
社
会
的
な
要
請
に

応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
収
益
の
向
上
な
ど
安
定
的
な
経
営

基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
は
、

経
営
人
材
の
育
成
や
流
動
の
仕
組
み
が
十
分
で
な
い
な
ど
が

要
因
で
、
専
門
性（
財
務
、
I
T
等
）や
国
際
的
な
視
野
の

あ
る
人
材
、
ま
た
そ
れ
ら
の
人
材
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
経
営
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
科（
ス
ポ
ー
ツ
M
B
A
）の
創
設
や
、
外
部
人
材
の
流

入
促
進
に
向
け
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
中
央
競
技
団
体

に
お
け
る
中
期
事
業
計
画
の
策
定
支
援
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
経
営
力
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
成
長
産
業
化
の
基
盤
を
形
成
す
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
界
が
オ
ー
プ
ン
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
お

け
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
投

資
促
進
や
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
が
有
す
る
デ
ー
タ
・

権
利
・
施
設
等
の
多
様
な
リ
ソ
ー
ス
と
他
の
産
業
や
学
術
機
関

等
が
有
す
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
リ
ソ
ー
ス
と
の
融
合
を
促

し
、新
た
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
促
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
S
O
I
P
）の
構

築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
1
月
に
企
業
や
研
究

者
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
が
一
堂
に
会
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
催
し
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
人
的
交
流
を
促
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
の
取
組
に
加
え
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ア
ワ
ー
ド
の
付

与
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
す
る
よ
う
な
実
証
・
事
業

化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
施
設
の

稼
働
率
・
収
益
性
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
市
場
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
に
も
資
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
成
30
年
6
月
か
ら
モ
デ
ル
形
成
に
向
け

た
実
証
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
推
進
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
検
討
会
を
開
始
し
、
関
係
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
特
有
の
課
題
抽
出
を

行
い
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
骨
子
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、先
行
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

2
次
利
用
を
目
的
と
し
た
施
設
や
指
導
者
な
ど
の
デ
ー
タ
の

オ
ー
プ
ン
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

6
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
上
で
は
、
地
域

の
特
色
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
資
源
と

し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」が
行
う
、
多
数
の
参
加
者
が
見
込
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
多
数
の
観
衆
が
見
込
め
る
大
規
模
な
大
会
の
誘

致
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
等
に
よ
る
、
地
域
活

性
化
を
図
る
取
組
に
対
し
、
平
成
27
年
度
よ
り
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
く

国
民
に
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
定
着
化
さ
せ
る
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
出
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
3
月
に
と
り
ま
と
め
た「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
需

要
拡
大
戦
略
」に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
は
我
が
国
の
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
を
発
信
す
る
動
画
を
作
成
し
配
信
し
ま

し
た
。
配
信
後
2
か
月
で
5
6
0
万
回
以
上
視
聴
さ
れ
て
お

り
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
創
出
に
向
け
て
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
・
観
光
庁
の
三
庁
連
携
施
策

の
一
つ
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
」に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
は
好
事
例
と
今
後
有
望
な
事
例
の
発
掘

の
た
め「
マ
イ
ス
タ
ー
部
門
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
」に
分
け

て
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
合
わ
せ
て
五
つ
の
取
組
を
1
月
に
開

催
し
た「
第
3
回
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
中
で
3
長
官
が
表
彰
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
を
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
適
切
に
整
備
・
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
重
要

http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop02/list/detail/1406525.htm
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop02/list/detail/1406525.htm
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop02/list/detail/1406525.htm
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で
す
。
安
全
で
魅
力
的
で
、
多
様
な
利
用
が
可
能
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
、
持
続
的
に
地
域
に
存
在
し
て
い
く
た
め
の
施

策
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

7
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
・
協
力
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
価
値
を
共
有
し
、
広
め
て
い
く
た
め
に
は

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
や
国
際
協
力
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
平
成
30
年
9
月

に
、ス
ポ
ー
ツ
国
際
戦
略
を
策
定
し
、効
果
的
か
つ
効
率
的
に
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
や
国
際
協
力
の
効
果
が
他
分

野
に
も
拡
大
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
展
開
基
盤
形
成
事
業
」に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
国
際
政
策
を
統
合
的
に
展
開
し
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
べ
く
、
国
際
競
技
連
盟（
I
F
）

等
の
役
員
ポ
ス
ト
獲
得
や
、
国
際
的
な
実
務
能
力
及
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
人
材
の
養
成
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
拠
点
を

形
成
し
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
界

に
お
け
る
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
む
力
を
活

用
し
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）達
成
へ
の
貢
献

を
目
指
す
取
組
を「
ス
ポ
ー
ツ
S
D
G
s
」と
呼
び
、
本
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
11
月
に
は
、
ビ
ル
&
メ
リ
ン

ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
と
と
も
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
S
D
G
s
」の
一
環

と
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
N
G
O
の
協
力
に
よ
り
、
S
D
G
s

の
達
成
と
2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
創
出
を
目
指

す
取
組「O

ur�G
lobal�G

oals

」に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
発
表
し
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
S
D
G
s
」の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
一
層
広
め
る
た
め
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ「#

SportsSD
G
s

」

を
使
っ
た
広
報
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
展
開
の
効
果
を
他
分
野
に
拡
大

さ
せ
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
分
野
に
関
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、

経
済
産
業
省
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
及
び
独

立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
4
者
で
、
政
府

の
成
長
戦
略「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
8
」を
踏
ま
え
、
基

本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー

ツ
産
業
の
海
外
展
開
の
促
進
の
た
め
、
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
各
国
と
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
に
、
国
際
的
な
対
話
枠
組
み
の
構
築
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
よ
り
日
中
韓
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

会
合
が
、
平
成
29
年
度
よ
り
日
A
S
E
A
N
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

会
合
が
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
に
は
、
第
2

回
日
中
韓
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
会
合
を
日
本
で
開
催
し
、
三
か
国

間
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の「
東
京
行
動
計
画
」

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
国
際
的
な
議
論
の
場

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
平
成
30
年
に
は
ボ
ツ
ワ
ナ
で

開
催
さ
れ
た
世
界
女
性
ス
ポ
ー
ツ
会
議
に
参
加
し
、
鈴
木
ス

ポ
ー
ツ
庁
長
官
が
日
本
政
府
初
と
な
る
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
各
国
と
の
ス
ポ
ー
ツ
協
力
を
よ
り
密
に
す
る
た
め
、

2
国
間
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
覚
書
を
現
在（
2
0
1
9

年
2
月
末
時
点
）26
か
国
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
及
び
国
際
協
力
に
つ
い
て
、

2
国
間
交
流
の
促
進
、
国
際
的
な
人
材
養
成
の
中
核
拠
点
の

構
築
、
国
際
的
な
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
推
進
体
制
の
強
化
支
援

を
柱
と
す
る「Sport�for�T

om
orrow

」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の「Sport�for�T

om
orrow

」プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
の
7
年
間

で
、
開
発
途
上
国
を
は
じ
め
と
す
る
1
0
0
か
国
以
上
の
国

に
お
い
て
、
1
0
0
0
万
人
以
上
を
対
象
に
、
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
未
来
を
担
う
若
者
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
人
々
に
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
広
げ
て
い
く
取
組
で
す
。

我
が
国
で
国
際
競
技
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
我
が
国

の
競
技
力
向
上
に
資
す
る
環
境
の
構
築
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

競
技
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
多
く
の
国
民
に

夢
や
感
動
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、
地
域
の
一
体
感
の
醸
成
や
ス
ポ
ー

ツ
人
口
・
関
心
層
の
拡
大
等
の
社
会
的
効
果
や
、
観
光
入
込

増
加
等
の
経
済
効
果
の
創
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。
国
際
競
技

大
会
の
積
極
的
な
招
致
・
開
催
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

関
係
団
体
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
必
要
な
協
力
・
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
活
用
し
な

が
ら
、
国
際
交
流
・
協
力
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

8
我
が
国
の
国
際
競
技
力
の
向
上
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
競
技
大
会
に
お
け
る
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
は
、
国

民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、「
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
」（
平
成
29
年
3
月
）や「
競
技
力
強
化
の
た
め
の

今
後
の
支
援
方
針（
鈴
木
プ
ラ
ン
）」（
平
成
28
年
10
月
）に
基

づ
き
、
国
際
競
技
力
の
向
上
に
向
け
て
以
下
の
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
各
競
技
団
体
が
行
う
日
常
的
・
継
続
的
な
強

化
活
動
の
支
援
で
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、「
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
期
」と
し
て
そ
れ
ま
で
の
各
競
技
団
体
の
成
果
を
踏
ま
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え
、「
メ
ダ
ル
獲
得
の
最
大
化
」の
考
え
の
も
と
支
援
を
柔
軟

か
つ
大
胆
に
重
点
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
競
技
団
体
が
中
長
期
の
強
化
戦
略
に
基
づ
い
て

競
技
力
強
化
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー（
J
S
C
）に
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
J
O
C
）・
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
J
P
C
）等
を

含
め
た
協
働
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
競
技
団
体
の
強
化
戦
略
プ

ラ
ン
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
で
多
面
的
に
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
・
育
成
す
る
戦
略

的
な
体
制
等
の
構
築
で
す
。
J
S
C
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

J
O
C
、
J
P
C
及
び
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
、
全
国

各
地
の
将
来
有
望
な
ア
ス
リ
ー
ト
の
効
果
的
な
発
掘
・
育
成
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
、
技
術
開
発
、
情
報
等

に
よ
る
多
面
的
で
高
度
な
支
援
の
充
実
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
医
・

科
学
、
情
報
等
に
よ
る
支
援
を
行
う
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ

ン
タ
ー（
J
I
S
S
）と
高
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
を
提
供

す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
N
T
C
）の
機
能

を
一
体
的
に
捉
え
た
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
情
報
収
集
・
分
析
や
競
技
用
具
の

開
発
等
を
行
う
体
制
の
整
備
な
ど
、
国
際
競
技
力
が
中
長
期

に
わ
た
っ
て
向
上
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
競
技
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
各
分
野
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

四
つ
目
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

拠
点
の
充
実
で
す
。
N
T
C
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
更
な
る
共
同
利
用
化
等
を
見
据

え
拡
充
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
6
月
末
に
完
成
予

定
で
す
。

ま
た
、
N
T
C
で
対
応
で
き
な
い
冬
季
、
海
洋
・
水
辺
系
、

屋
外
系
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
及
び
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
既
存
施
設
を
N
T
C
競
技
別
強
化
拠
点
施
設
と
し
て
指

定
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
は
強
化
拠
点
施
設
の
更

な
る
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会
に
向
け
て
支

援
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
強
力
で
持
続
可
能

な
支
援
体
制
と
し
て
構
築
・
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

9
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
見
る
人
々
を
感
動
さ
せ
、
国
民
に
勇

気
を
与
え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
等
に
よ
る
違
法
賭と

博ば
く

や
違
法
薬
物
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で

の
不
正
経
理
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
よ
る
暴
力
、
フ
ァ
ン
等
に

よ
る
人
種
差
別
や
暴
力
行
為
、
他
者
へ
の
不
正
行
為
等
、
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
を
損
な
う
問
題
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
29
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本

計
画
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ

テ
ィ（
誠
実
性
・
健
全
性
・
高
潔
性
）を
高
め
、
ク
リ
ー
ン
で

フ
ェ
ア
な
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
通

じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
昨
年
12
月
20
日
に「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン

テ
グ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
取
り
ま

と
め
、
こ
の
中
で
、
春
頃
を
目
途
に「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ガ
バ
ナ

ン
ス
コ
ー
ド
」を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対

し
て
そ
の
遵
守
を
促
す
こ
と
等
に
よ
り
、
適
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
保
を
図
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
昨
年
12
月
末
に
は

「
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
推
進
に
関
す
る
円
卓
会
議
」を
立
ち
上
げ
、

統
括
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
始
め
と
し
た
関
係
機
関
が
一
致
協
力

し
て
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
や
2
0
2
0
年
東

京
大
会
等
の
大
規
模
国
際
競
技
大
会
を
控
え
る
我
が
国
に
対

し
て
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
大
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
世
界
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
ド
ー
ピ
ン
グ
防

止
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
日
本
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
機
構
と
協
力
し
、

世
界
各
国
か
ら
参
加
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
言
語
能
力
や
豊
富
な
実
地
経
験
を
備
え

た
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
員
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
禁
止
物

質
の
不
正
取
引
や
正
当
な
理
由
の
な
い
禁
止
物
質
の
保
有
な

ど
、
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
だ
け
で
は
捕
捉
で
き
な
い
ド
ー
ピ
ン
グ

防
止
規
則
違
反
に
対
応
す
る
た
め
、
ド
ー
ピ
ン
グ
通
報
窓
口

の
運
用
等
を
通
じ
た
情
報
収
集
や
専
門
的
知
見
か
ら
の
分
析

な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
か
ら
ド
ー
ピ
ン
グ
違
反
を
出
さ
な
い
よ

う
、
若
い
世
代
へ
の
教
育
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教

育
課
程
に
お
い
て
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

教
育
の
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
を「
意
図
し
な
い
ド
ー

ピ
ン
グ
」か
ら
守
る
た
め
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
情
報
提
供

等
に
も
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
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文
化
芸
術
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
創
造
力
と
感

性
を
育
む
な
ど
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
糧
で

す
。
ま
た
、
文
化
芸
術
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
人
々

が
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
心
豊
か
な
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
ほ

か
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
等
の
関
連
分
野
に
お
い
て
、

新
た
な
需
要
や
高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
質
の
高
い
経

済
活
動
等
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
を

有
し
て
お
り
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
は
、

こ
う
し
た
文
化
の
振
興
を
図
り
、「
文
化
芸
術
立
国
」の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画（
第
一
期
）と
文
化
予
算

①
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画（
第
一
期
）に
つ
い
て

政
府
は
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
改
正
文
化
芸
術
基
本
法
に
基
づ
き
、

文
化
審
議
会
や
文
化
芸
術
推
進
会
議
等
を
経
て「
文
化
芸
術

推
進
基
本
計
画
」（
以
下「
基
本
計
画
」）を
定
め
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
で
は
、
文
化
芸
術
が
本
質
的
価
値
に
加
え
、
社
会

的
・
経
済
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し

た
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報
化
な

ど
変
化
す
る
社
会
の
要
請
に
応
じ
つ
つ
、
関
連
分
野
と
の
連

携
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
文
化
芸
術
政
策
の
展
開
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
の
文
化
芸
術
政
策
の
目

指
す
べ
き
姿
と
し
て
次
の
四
つ
の
目
標
と
、
今
後
の
5
年
間

（
2
0
1
8
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
）の
文
化
芸
術
政
策
の

基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
六
つ
の
戦
略
を
定
め
て
い
ま
す
。

目
標
１
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
・
継
承
と
教
育

目
標
２
創
造
的
で
活
力
あ
る
社
会

目
標
３
心
豊
か
で
多
様
性
の
あ
る
社
会

目
標
４
地
域
の
文
化
芸
術
を
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

戦
略
１
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
・
継
承
と
豊
か
な
文
化

芸
術
教
育
の
充
実

戦
略
２
文
化
芸
術
に
対
す
る
効
果
的
な
投
資
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現

戦
略
３
国
際
文
化
交
流
・
協
力
の
推
進
と
文
化
芸
術
を
通

じ
た
相
互
理
解
・
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
貢
献

戦
略
４
多
様
な
価
値
観
の
形
成
と
包
摂
的
環
境
の
推
進
に

よ
る
社
会
的
価
値
の
醸
成

戦
略
５
多
様
で
高
い
能
力
を
有
す
る
専
門
的
人
材
の
確

保
・
育
成

戦
略
６
地
域
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成

関
係
府
省
庁
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協
働

を
図
り
な
が
ら
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
取
組
を
進
め

ま
す
。

②
文
化
庁
予
算
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
度
文
化
庁
予
算
に
は
、
文
化
芸
術
立
国
の
実

現
に
向
け
て
、
文
化
資
源
の“
磨
き
上
げ
”に
よ
る
好
循
環
の

創
出
や
、
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
と
人
材
育
成
、
文
化
財

の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
・
活
用
の
推
進
な
ど
、
対
前

年
度
85
億
円
増（
7
・
8
%
増
）の
1
1
6
7
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
2
0
1
9
年
1
月
か
ら
徴
収
が
開
始
さ
れ

た
国
際
観
光
旅
客
税
を
財
源
充
当
す
る
事
業
も
含
め
て
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
博
」を
契
機
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
拡
充
や
、
文
化
財
の
多
言
語
解
説
の
整
備
を
は
じ
め
と

す
る
文
化
資
源
を
活
用
し
た
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
環

境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

新
・
文
化
庁
の
構
築
に
向
け
た
機
能
強
化
と

本
格
移
転
に
向
け
た
取
組

平
成
28
年
の「
文
化
芸
術
立
国
の
実
現
を
加
速
す
る
文
化

政
策
―
「
新
・
文
化
庁
」を
目
指
す
機
能
強
化
と
2
0
2
0

年
以
降
へ
の
遺
産（
レ
ガ
シ
ー
）創
出
に
向
け
た
緊
急
提
言
―

（
答
申
）」（
平
成
28
年
11
月
17
日�

文
化
審
議
会
）に
お
い
て
、

文
化
政
策
を
総
合
的
に
調
整
し
推
進
し
て
い
く
た
め
の
体
制

の
整
備
に
努
め
る
こ
と
が
答
申
さ
れ
、
加
え
て
、
平
成
29
年

の「
文
化
芸
術
基
本
法
」の
改
正
に
お
い
て
、
文
化
庁
の
機
能

の
拡
充
等
を
検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
3
月
に
は
地
方
創
生
等
の
観
点
か
ら
、

「
政
府
関
係
機
関
移
転
基
本
方
針
」（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
決
定
）に
お
い
て
、
文
化
庁
の
京
都
へ
の
全
面
的
な

移
転
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、「
文
部
科
学
省
設
置
法
」等

を
改
正
し
て
内
部
組
織
の
再
編
を
行
い
、
平
成
30
年
10
月
に

新
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
文
化
に
関
す
る
基

本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
事
務

等
を
文
化
庁
の
所
掌
事
務
に
加
え
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お

け
る
芸
術
に
関
す
る
教
育
の
基
準
の
設
定
に
関
す
る
事
務
及

び
博
物
館
に
よ
る
社
会
教
育
の
振
興
に
関
す
る
事
務
を
文
部

科
学
省
本
省
か
ら
移
管
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
部
・
文
化

「
文
化
芸
術
立
国
」の
実
現
を
目
指
し
て

文
化
庁
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財
部
の
2
部
制
の
廃
止
や
文
化
資
源
活
用
課
の
設
置
な
ど
、

時
代
別
・
分
野
別
の
縦
割
型
か
ら
、
目
的
に
対
応
し
た
組
織

編
制
と
し
、
政
策
課
題
へ
の
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
取
組
に
対

応
で
き
る
よ
う
再
編
し
ま
し
た
。

今
後
、
遅
く
と
も
2
0
2
1
年
度
中
を
目
指
す
と
さ
れ
る

京
都
へ
の
本
格
的
な
移
転
に
向
け
、
I
C
T
を
活
用
し
た
業

務
効
率
化
な
ど
、
業
務
の
試
行
・
改
善
の
検
討
を
行
い
、
我

が
国
全
体
の
文
化
行
政
の
更
な
る
強
化
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

引
き
続
き
関
係
省
庁
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
ま

す
。2

0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

1 

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
に
つ
い
て

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
は
、
文
化
の
祭
典
で
も
あ
り
、
魅
力
あ
る
日
本
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
地
方
創
生
や
観
光
振
興
の
実
現
に
も
つ
な
げ
る
絶
好

の
機
会
で
す
。

こ
の
た
め
、
大
会
組
織
委
員
会
や
関
係
省
庁
、
地
方
公
共

団
体
、
民
間
団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

2「
日
本
博
」に
つ
い
て

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
契
機
と
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
核
的
事
業
と
し

て
、「
日
本
博
」を
全
国
各
地
で
展
開
し
ま
す
。

「
日
本
博
」は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く
日
本
の
美

を
各
分
野
に
わ
た
っ
て
体
系
的
に
展
開
し
て
い
く
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、「
日
本
人
と
自
然
」と
い
う
総
合
テ
ー
マ
の

下
に
各
地
域
が
誇
る
様
々
な
文
化
資
源
を
年
間
通
じ
て
体
系

的
に
創
成
・
展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ
の
戦
略
的
広

報
を
推
進
し
、
文
化
に
よ
る
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
、

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
飛
躍
的
・
持
続
的
拡
充
を
図
り
ま
す
。

舞
台
芸
術
活
動
等
の
推
進

文
化
庁
で
は
、
我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
水
準
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
国
民
に
対
し
て
優
れ
た
舞
台
芸

術
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、

伝
統
芸
能
、
大
衆
芸
能
と
い
っ
た
公
演
活
動
に
つ
い
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
を

世
界
に
発
信
す
る
た
め
の
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
国
際
発
信
力
を
強
化
し
、
国
際
文
化
交
流
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
芸
術
の
創
造
と
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
文
化
庁
芸
術
祭
」を
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
多
様
で
優
れ
た
文
化
芸
術
を
継
承
し
、
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
芸
術
の
担
い
手
の
育
成
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
手
芸
術
家
に
海
外
で
実
践
的
な
研
修
に

従
事
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
文
化
の
作
り
手
と

受
け
手
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

1 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ン
ガ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

我
が
国
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
、
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
、
そ
の
作
品
を
通
じ
て
広
く
国

民
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、
我

が
国
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
を
一
層
振
興
す
る
た
め
、
創
作
活
動
へ

の
支
援
、
普
及
、
人
材
育
成
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
、
施
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
開
催
を
一
つ

の
柱
と
し
て
我
が
国
の
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を
国
内
外

に
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
連
携
促
進
等

事
業
」を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術

作
品
を
生
み
出
す
た
め
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
優
秀
な
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
育
成

支
援
等
を
通
じ
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

2 

日
本
映
画
の
振
興

日
本
映
画
を
振
興
す
る
た
め
、
創
造
活
動
の
促
進
、
国
内

外
に
お
け
る
積
極
的
な
発
信
、
若
手
映
画
作
家
等
の
育
成
及

び
映
画
や
映
画
に
関
わ
る
者
・
団
体
等
の
交
流
を
推
進
し
ま

す
。具

体
的
に
は
、
国
際
共
同
製
作
を
含
む
優
れ
た
劇
映
画
等

に
対
す
る
支
援
、
海
外
映
画
祭
へ
の
出
品
等
支
援
な
ど
、
総

合
的
な
映
画
の
振
興
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

平成30年度（第73回）文化庁芸術祭主催公演
オープニング公演

『平家女護島』二幕目 鬼界ヶ島の場
俊寛僧都：中村芝翫
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子
供
た
ち
の
芸
術
教
育
の
充
実
・
文
化
芸
術
活
動
の

推
進

1
学
校
に
お
け
る
芸
術
教
育
の
充
実

平
成
30
年
10
月
よ
り
芸
術
に
関
す
る
教
育
に
関
す
る
事
務

を
文
部
科
学
省
本
省
か
ら
文
化
庁
に
移
管
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
芸
術
に
関
す
る
国
民
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
、
学

校
教
育
に
お
け
る
人
材
育
成
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
芸
術
家
の

育
成
ま
で
の
一
体
的
な
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

2 

子
供
た
ち
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

①
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業

子
供
た
ち
の
豊
か
な
創
造
力
・
想
像
力
や
思
考
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
養
う
と
と
も
に
、
将
来
の
芸
術
家

や
観
客
層
を
育
成
し
、
優
れ
た
文
化
芸
術
の
創
造
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合

事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
い
て
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
に

よ
る
実
演
芸
術
の
巡
回
公
演
を
行
い
、
又
は
小
学
校
・
中
学

校
等
に
個
人
又
は
少
人
数
の
芸
術
家
を
派
遣
し
、
子
供
た
ち

に
質
の
高
い
文
化
芸
術
を
鑑
賞
・
体
験
す
る
機
会
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
芸
術
家
に
よ
る
計
画
的
・
継
続
的
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
ま
す
。

②
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業

子
供
た
ち
が
親
と
と
も
に
、
民
俗
芸
能
、
工
芸
技
術
、
邦

楽
、
日
本
舞
踊
、
茶
道
、
華
道
な
ど
の
伝
統
文
化
･
生
活
文

化
等
を
体
験
･
修
得
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
体
験
機
会
の
な
か
っ
た
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
、
地

方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
指
導
者
の
活
用
等
に

よ
り
、
体
験
活
動
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
文
化
部
活
動
改
革
に
向
け
た
取
組

生
徒
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
や
学
校
の
働
き
方
改
革
の

観
点
か
ら「
文
化
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
平
成
30
年
12
月
に
策
定
し
、公
表
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校
段
階
の

文
化
部
活
動
を
主
な
対
象（
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て
も
原

則
的
に
適
用
、
小
学
校
段
階
に
つ
い
て
も
休
養
日
や
活
動
時

間
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
）と
し
、「
適
切
な
運
営
の
た
め

の
体
制
整
備
」「
適
切
な
休
養
日
等
の
設
定
」「
大
会
等
の
見

直
し
」等
に
つ
い
て
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
持
続
可
能

な
文
化
部
活
動
に
か
か
る
取
組
を
徹
底
す
る
よ
う
、
地
方
公

共
団
体
、
教
育
委
員
会
及
び
学
校
法
人
等
の
学
校
設
置
者
、

学
校
並
び
に
関
係
団
体
に
求
め
て
い
ま
す
。

④
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
高
校
生
の
芸
術
文
化
活

動
の
向
上
・
充
実
と
、
相
互
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し

て
、
昭
和
52
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
我
が
国
最
大
規
模
の
高

校
生
の
文
化
の
祭
典
で
す
。

第
43
回
と
な
る
2
0
1
9
年
度
は
、「
創
造
の
羽
を
広
げ
、

蒼そ
う

天て
ん
へ
舞
え�

バ
ル
ー
ン
の
如
く
」を
大
会
テ
ー
マ
と
し
て
、
佐

賀
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
場
者
が
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
競
い
合
い
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
会
の
企

画
・
運
営
に
も
高
校
生
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
な
ど
、
高

校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
や
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
演
劇
、

日
本
音
楽
、
郷
土
芸
能
の
各
部

門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
高
校

等
が
、
東
京
の
国
立
劇
場
に
一
堂

に
会
し
、
演
技
・
演
奏
を
披
露
す

る「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

優
秀
校
東
京
公
演
」を
毎
年
夏
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
生
伝
統
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
に
取

り
組
む
高
校
生
が
日
頃
の
成
果
を
披
露
す
る
と
と
も
に
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現

1 

障
害
者
等
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

平
成
30
年
6
月
に「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
法
に
基

づ
く
国
の
基
本
計
画
が
平
成
31
年
3
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
者
に

よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
国

内
外
で
の
公
演
・
展
示
の
実
施
や
助
成
採
択
し
た
劇
場
・
音

楽
堂
等
や
映
画
作
品
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
字
幕
・
音
声
ガ
イ
ド
制

作
へ
の
支
援
、
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
に
よ
る
作
品
の
展
示

や
実
演
芸
術
の
発
表
の
場
の
提
供
等
、
障
害
者
の
文
化
芸
術

活
動
の
充
実
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
立
美

術
館
、
国
立
博
物
館

で
、
展
覧
会
の
入
場

料
を
無
料
と
し
て
い

る
ほ
か
、
全
国
各
地

の
劇
場
、
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
博

物
館
等
に
お
い
て
、
車

い
す
使
用
者
も
利
用

が
で
き
る
ト
イ
レ
や
エ

佐賀大会マスコットキャラクター　あさぎちゃん

2017 ジャパン×ナント プロジェクト
演劇公演（劇団「じゆう劇場」）（撮影　松永育子）
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レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
行
う
等
、
障
害
の
あ
る
方
々
に
対
す
る

環
境
改
善
も
進
め
て
い
ま
す
。

2 
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

政
府
で
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
等
に
関
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
北
海
道
白
老
町
に「
民
族
共
生
象
徴
空
間

（
愛
称
：
ウ
ポ
ポ
イ
）」の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
文
化
庁
で

は
、
そ
の
中
核
施
設
の
う
ち
、「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」

の
整
備
を
担
い
、
施
設
整
備
や
開
業
準
備
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や

文
化
を
主
題
と
し
た
初
め
て
の
国
立
博
物
館
と
し
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
先
立
つ
2
0
2
0
年
4

月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
こ
と
ば
」な
ど「
私
た
ち
の
」で
始
ま
る
六
つ
の

テ
ー
マ
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
文
化
を
紹
介
す
る

基
本
展
示
を
は
じ
め
、
テ
ー
マ
展
示
、
子
供
展
示
、
映
像
シ

ア
タ
ー
、特
別
展
示
に
よ
り
、そ
の
歴
史
と
文
化
、そ
し
て
人
々

の
現
在
の
暮
ら
し
を
多
角
的
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
展
示
解
説
文
や

音
声
ガ
イ
ド
に
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
多
言

語
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
語
を
使

用
し
、
館
内
の
案
内
表
示

に
も
ア
イ
ヌ
語
の
表
記
を

行
う
予
定
で
す
。（
詳
細
は

こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://ainu-upopoy.
jp/

）

地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興

1 

多
様
な
文
化
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

我
が
国
に
は
、
全
国
各
地
に
多
様
で
豊
か
な
文
化
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
ご
と
の
特
色
あ
る
文
化
を
生
か

し
て
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

①
国
民
文
化
祭

国
民
文
化
祭
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
活
動
を
中
心
と
し
た
国
民
一

般
の
様
々
な
文
化
活
動
を
全
国
規
模
で
発
表
す
る
場
を
提
供

し
、
顕
彰
等
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲

を
喚
起
し
、
新
た
な
文
化
の
創
造

を
促
し
、
地
方
文
化
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開

催
さ
れ
る
文
化
の
祭
典
で
す
。
第

34
回
と
な
る
2
0
1
9
年
度
は
、

「
文
化
の
丁
字
路
〜
西
と
東
が
出
会

う
新
潟
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
て
新
潟

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

②
文
化
芸
術
創
造
都
市
推
進
事
業

文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
生
か
し
た
地
域
振
興
、
観

光
・
産
業
振
興
等
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
を
支
援
す
る
た

め
、
情
報
の
収
集
・
提
供
、
会
議
・
研
修
の
実
施
等
を
通
じ
て
、

国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
国
全
体
が
文
化
芸
術
の
持
つ

創
造
性
に
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

③
文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業

地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の
芸
・

産
学
官
と
と
も
に
実
施
す
る
、
地
域
の
文
化
芸
術
資
源
を
活

用
し
た
取
組
や
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
文
化
事
業
の
企

画
・
実
施
体
制
を
構
築
・
強
化
す
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

④
国
際
文
化
芸
術
発
信
拠
点
形
成
事
業

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
と
そ
の
後
を
見
据
え
た
効
果
的
な
対
外
発
信
を
行
い
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
、
活
力
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
芸
術
祭
な
ど
を
中
核
と
し
、
文
化
芸
術
と
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
、
食
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
そ
の

他
関
連
分
野
と
有
機
的
に
連
携
し
た
国
際
発
信
力
の
あ
る
拠

点
形
成
を
支
援
し
ま
す
。

2 

生
活
文
化
等
の
振
興
・
普
及

生
活
文
化
・
国
民
娯
楽
は
、
我
が
国
の
文
化
芸
術
に
広
が

り
を
与
え
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
土
台
と
し
て
機
能
し
て
い
る

と
と
も
に
、
和
装
や
茶
道
、
食
文
化
な
ど
外
国
人
が
イ
メ
ー

ジ
す
る
我
が
国
の
文
化
を
数
多
く
含
ん
で
お
り
、
正
に
我
が

国
の
魅
力
そ
の
も
の
と
し
て
、
観
光
振
興
や
国
際
交
流
の
推

進
等
に
も
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
文
化

庁
で
は
、
こ
う
し
た
生
活
文
化
等
が
持
つ
多
様
な
価
値
と
魅

力
を
生
か
し
発
信
す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
に
関
す
る
実
態

調
査
を
行
い
、
生
活
文
化
の
振
興
等
を
図
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
と
継
承

1 

文
化
財
保
護
制
度
の
改
革

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
文
化
財
の
確
実
な

継
承
が
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
平
成
29
年
5
月

に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
文
化
審
議
会
に
対
し
て
諮
問
が
な
さ

れ
、
同
年
12
月
に「
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
保
存
と
活
用
の
在
り
方
に
つ
い

て
」（
第
一
次
答
申
）が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

「
文
化
財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

国立アイヌ民族博物館完成予想図

にいがた大会マスコットキャラクター
トッキッキ

https://ainu-upopoy.jp/
https://ainu-upopoy.jp/
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関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
国
会
で
の
審
議

を
経
て
、
平
成
30
年
6
月
1
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

改
正
法
に
お
い
て
は
、
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

つ
つ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
、
そ
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
、
文
化
財
の
計
画
的
な
保
存
・
活
用
の
促
進
や
、
地

方
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
新
た

な
仕
組
み
を
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
都
道
府
県
が
、
域
内
の
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

係
る
基
本
的
な
方
針
、
広
域
区
域
ご
と
の
取
組
、
災
害
発
生

時
の
対
応
等
を
記
載
し
た
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る

総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
策
定
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。
次

に
、
市
町
村
が
、
都
道
府
県
の
大
綱
が
策
定
さ
れ
て
い
れ
ば

そ
れ
を
勘
案
し
て
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
総
合

的
な
計
画（
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
）を
作
成
し
、
国

の
認
定
を
申
請
で
き
る
と
し
ま
す
。
地
域
計
画
で
は
、
で
き

る
限
り
域
内
の
文
化
財
を
網
羅
的
に
把
握
し
、
域
内
の
文
化

財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
保
存
・
活

用
の
た
め
に
市
町
村
が
講
ず
る
措
置
の
内
容
等
を
記
載
し
ま

す
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
等
多
様
な
主
体
の
意
見
の

反
映
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

作
成
し
た
地
域
計
画
が
国
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
国
に

対
し
て
登
録
文
化
財
と
す
べ
き
物
件
を
提
案
で
き
る
こ
と
と

し
ま
す
。
ま
た
、
国
指
定
等
文
化
財
の
現
状
変
更
の
許
可
等
、

文
化
庁
長
官
の
権
限
で
あ
る
一
部
の
事
務
に
つ
い
て
、
現
在

移
譲
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
・
市
の
み
な
ら
ず
認
定
町
村
に
も

特
例
的
に
自
ら
事
務
を
実
施
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
の
担
い
手
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
市
町

村
が
、
地
域
に
お
い
て
文
化
財
保
存
・
活
用
の
事
業
や
調
査

研
究
を
行
っ
た
り
す
る
民
間
団
体
を「
文
化
財
保
存
活
用
支

援
団
体
」と
し
て
指
定
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
し
ま
す
。

一
方
、
個
々
の
文
化
財
を
確
実
に
継
承
す
る
た
め
、
国
指

定
等
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
は
、
文
化
財
の
現
状
、

保
存
管
理
上
の
留
意
事
項
や
修
理
・
活
用
の
方
針
な
ど
を
記

載
す
る
当
該
文
化
財
の「
保
存
活
用
計
画
」を
作
成
し
、
国

の
認
定
を
申
請
で
き
る
と
し
ま
す
。
計
画
で
修
理
等
の
行
為

の
内
容
や
具
体
的
な
部
位
が
特
定
さ
れ
、
か
つ
適
切
な
行
為

で
あ
る
こ
と
等
が
認
め
ら
れ
文
化
庁
長
官
の
計
画
認
定
を
受

け
た
場
合
に
は
、
通
常
個
別
に
要
す
る
現
状
変
更
等
の
許
可

を
事
後
届
出
で
良
い
と
す
る
な
ど
手
続
を
弾
力
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
の
所
有
者
を
支
援
す
る
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
現
在
、「
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
」に
選
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
管
理
責
任
者
に
つ
い

て
、
文
化
財
の「
適
切
な
管
理
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
」に

選
任
で
き
る
よ
う
要
件
を
拡
大
し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
上
述
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
、

地
方
文
化
財
行
政
の
一
層
の
進
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

芸
術
文
化
分
野
を
含
む
文
化
行
政
全
体
と
し
て
の
一
体
性
を

確
保
し
た
り
、
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
行
政
、
観
光
行
政
な
ど

他
の
行
政
分
野
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
・
一
体
的
な
取
組

を
可
能
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
文
化
財
保
護
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
各
地
方
公
共

団
体
が
効
果
的
と
考
え
る
場
合
に
は
、
条
例
に
よ
り
、
地
方

公
共
団
体
の
長
が
担
当
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

地
方
公
共
団
体
の
長
が
担
当
す
る
場
合
に
は
、
専
門
的
・
技

術
的
判
断
の
確
保
や
開
発
行
為
と
の
均
衡
な
ど
を
担
保
す
る

た
め
、
文
化
財
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
を
必
ず
置
く
こ
と
と

し
ま
す
。

2  

文
化
財
の
指
定
を
は
じ
め
と
す
る
保
存
・
継
承
の
た
め
の

取
組

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
重
要
文
化
財
、
重
要
無
形
文

化
財
、
重
要
有
形
・
無
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
・
名
勝
・
天

然
記
念
物
、
重
要
文
化
的
景
観
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
等

を
指
定
・
選
定
し
、
重
点
的
に
保
護
す
る
と
と
も
に
、
登
録

制
度
に
よ
る
緩
や
か
な
保
護
制
度
に
よ
り
、
多
種
多
様
な
文

化
財
の
保
存
・
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化
財
の

保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
・
技
能

の
う
ち
、
保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
定

保
存
技
術
と
し
て
選
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
持
者
・
保

存
団
体
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
保
存
と
活
用
を
図
る

た
め
に
所
有
者
、
管
理
団
体
等
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
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補
助
を
行
い
、
保
存
整
備
や
活
用
等
を
引
き
続
き
推
進
し
ま

す
。あ

わ
せ
て
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
の
散
逸
・
滅
失

を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
国
民
の
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図

る
た
め
、
国
に
よ
る
適
切
な
保
存
・
活
用
が
必
要
な
国
宝
・
重

要
文
化
財
等
の
買
上
げ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
史

跡
等
を
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
大
切
に
保
存
し
、
そ
の
後

の
整
備
・
活
用
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
公

共
団
体
が
緊
急
に
史
跡
等
を
公
有
化
す
る
事
業
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
や
平
成
28
年
熊
本
地
震
等
の
大
規
模
災

害
へ
の
対
応
と
し
て
、
被
害
を
受
け
た
国
指
定
等
文
化
財
に

つ
い
て
、
早
期
の
保
存
・
修
復
を
図
る
た
め
、
文
化
財
の
所

有
者
等
が
実
施
す
る
被
災
文
化
財
の
復
旧
事
業
に
対
す
る
指

導
、
経
費
の
補
助
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

3 

埋
蔵
文
化
財
の
保
護

土
地
に
埋
蔵
さ
れ
た
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
き
、
開
発
等
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
遺
構
等
の
発
掘
調
査
、
記
録
作
成
等
の
事
業
に
対
し
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
中
に
存
在
す
る
埋
蔵
文

化
財（
水
中
遺
跡
）の
保
護
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
が
水
中
遺
跡
の
保
存
活
用
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
の『
発
掘
調
査
の
て
び
き
―
水
中
遺
跡
調
査
編
―
』

（
仮
称
）の
作
成
を
進
め
ま
す
。

加
え
て
、
地
域
の
特
色
あ
る
埋
蔵
文
化
財
活
用
事
業
に
よ

り
、
埋
蔵
文
化
財
を
活
用
し
た
体
験
学
習
会
等
の
実
施
に
よ

る
理
解
促
進
・
普
及
啓
発
や
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
管
・
展
示

や
活
動
拠
点
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
廃
校
等
を
転
用
し
た

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
備
整
備
を
行
い
、
両
者
の
一
体
的

な
運
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
を
促
進
し
ま

す
。

4 

古
墳
壁
画
の
保
存
と
活
用

我
が
国
で
は
2
例
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
極
彩
色
古
墳

壁
画
で
あ
る
高
松
塚
古
墳
及
び
キ
ト
ラ
古
墳
の
両
古
墳
壁
画

は
、「
国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
仮
設
修
理
施
設
」及
び「
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
保
存
管
理
施
設
」で
保
存
修
理
・
活
用
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
は
、
石
室
を
解
体
し
て
壁
画
を
修

理
す
る
保
存
方
針
に
基
づ
き
、
仮
設
修
理
施
設
に
お
い
て
保

存
修
理
作
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
壁
画
の
保

存
修
理
作
業
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
修
理
中
の
壁
画
を
公

開
し
ま
す
。

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
の
恒
久
的
な
保
存
と
確
実
な
継
承

の
た
め
、
平
成
28
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画

体
験
館�

四し

神じ
ん

の
館や

か
た

」に
お
い
て
、
石
室
か
ら
取
り
外
し
た
重

要
文
化
財
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
保
存
と
活
用
を
推
進
し
、
整

備
さ
れ
た
古
墳
の
公
開
を
進
め
ま
す
。

5 

世
界
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産

我
が
国
を
代
表
す
る
固
有
の
文
化
遺
産
を
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
を
世
界
に

向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
歴
史
と
文
化
を
尊
ぶ

心
を
培
う
上
で
大
き
な
意
義
を
有
し
ま
す
。
平
成
30
年
6
月

に
は
、「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

が
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続

き
、
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
世
界
遺
産
を
適
切
に
保
護
す
る

と
と
も
に
、
我
が
国
の
誇
る
貴
重
な
文
化
遺
産
の
世
界
遺
産

一
覧
表
へ
の
記
載
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
な
無
形
文
化
遺
産
の
一
層
の
認
知
や
そ
の

重
要
性
に
関
す
る
意
識
の
向
上
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
我
が

国
の
無
形
文
化
遺
産
の
多
様
性
や
豊
か
さ
、
保
護
の
取
組
等

に
つ
い
て
、
国
際
社
会
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
30
年
11
月
に
は
、「
来
訪
神
：
仮

面
・
仮
装
の
神
々
」が
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一
覧
表
に
記

載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
我
が
国
の
無
形
文
化

遺
産
を
適
切
に
保
護
・
振
興
す
る
と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
を
推
進
し
ま
す
。

国宝清水寺本堂 檜皮葺屋根葺替 北大東島の燐鉱山由来の文化的景観
（平成30年10月15日選定）

重要無形文化財「能囃子方大鼓」
保持者：柿原崇志

選定保存技術「手打針製作」
保持者：小島清子

喜多方市小田付伝統的建造物群保存地区
（平成30年8月17日選定）

特別史跡加曽利貝塚
（平成29年10月13日指定）
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文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
資
源
を
活
用
し
た

付
加
価
値
の
創
出

1  
文
化
資
源
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
環
境
整

備平
成
28
年
に
策
定
さ
れ
た「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た「
文
化
財
の
観
光
資
源
と

し
て
の
開
花
」を
推
進
す
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
文
化
財
を
中

核
と
す
る
観
光
拠
点
の
整
備
、
並
び
に
当
該
拠
点
等
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
文
化
財
等
の
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
取
組
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
1
月
よ
り
、�

国
際
観
光
旅
客
税
が
創
設
さ
れ
、

観
光
先
進
国
実
現
に
向
け
た
観
光
基
盤
の
拡
充
・
強
化
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て
も
地
域
固
有
の
文
化
資
源
と
し
て
、
国

内
外
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に
そ
の
歴
史
的
価
値
・
魅
力
を
発

信
す
べ
く
、
国
際
観
光
旅
客
税
を
充
当
し
、
文
化
財
に
新
た

な
付
加
価
値
を
付
与
し
て
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
な
る
よ
う

「
磨
き
上
げ
」る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

2 

日
本
遺
産
の
魅
力
発
信

我
が
国
の
文
化
財
や
伝
統
文
化
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
や
、
地
域
の
風
土
に

根
差
し
た
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
承
、
風
習

な
ど
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
に
有
形
・
無
形
の
文
化
財

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
地
域
全
体
と
し
て
一
体
的
に
整
備
・
活

用
し
国
内
外
に
積
極
的
・
効
果
的
に
情
報
発
信
等
の
取
組
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文

化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を「
日
本
遺
産（Japan�
H
eritage

）」に
認
定
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
魅
力
に
あ

ふ
れ
た
文
化
財
群
を
地
域
主
体
で
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、

国
内
外
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

平
成
31
年
4
月
現
在
、
全
国
で
67
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
認

定
し
て
お
り
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
資
す
る

情
報
発
信
や
人
材
育
成
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
、
公
開
活
用

の
た
め
の
整
備
に
係
る
事
業
等
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。文

化
芸
術
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

国
家
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

1 

文
化
経
済
戦
略
の
推
進

国
・
地
方
公
共
団
体
・
企
業
・
個
人
が
文
化
へ
の
戦
略
的
投

資
を
拡
大
し
、
文
化
を
起
点
に
産
業
等
他
分
野
と
連
携
し
、

創
出
さ
れ
た
新
た
な
価
値
が
文
化
に
再
投
資
さ
れ
、
持
続
的

に
発
展
す
る「
文
化
と
経
済
の
好
循
環
」を
目
指
し
、
平
成
29

年
12
月
に「
文
化
経
済
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略

推
進
の
た
め
の
主
要
施
策
の
内
容
や
目
標
等
を
明
ら
か
に
し

た「
文
化
経
済
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
平
成
30
年
8
月

に
策
定
し
、
関
係
府
省
庁
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
文
化
経

済
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
興
行
入
場
券
の
高
額
転
売
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通
を

確
保
し
、
も
っ
て
興
行
の
振
興
を
通
じ
た
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
並
び
に
国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
等
を
目
的
と
し
た

「
特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る
興
行
入

場
券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」が
平
成
30
年

12
月
に
成
立
し
、
本
年
6
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
本

法
律
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
国
民
へ
の
周
知
等
を
行

い
、
興
行
を
通
じ
た
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
ま

す
。

2 

企
業
等
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援

我
が
国
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
を
振
興
す
る
た
め
に
、

日
本
作
家
及
び
現
代
日
本
ア
ー
ト
の
国
際
的
な
評
価
を
高
め
、

世
界
の
ア
ー
ト
市
場
規
模
に
比
し
て
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
我
が
国
ア
ー
ト
市
場
の
活
性
化
と
我
が
国
ア
ー
ト
の
持
続

的
発
展
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
公
益
社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
と
の
連

携
の
下
、
同
協
議
会
が
主
催
す
る「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
」の
一

環
と
し
て
、「
文
化
庁
長
官
賞
」を
設
け
、
企
業
や
企
業
財

団
に
よ
る
優
れ
た
メ
セ
ナ（
芸
術
・
文
化
振
興
に
よ
る
社
会
創

造
）活
動
の
顕
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3 

国
際
文
化
交
流
・
協
力
の
推
進
と
日
本
文
化
の
発
信

国
際
文
化
交
流
・
協
力
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
文

化
を
戦
略
的
に
発
信
し
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
諸
外
国
と
の

相
互
理
解
の
促
進
及
び
国
家
ブ
ラ
ン
ド
構
築
へ
の
貢
献
を
図

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
我
が
国
の
芸
術
団
体
と
外
国
の
芸
術
団
体

と
の
国
際
共
同
制
作
公
演
、
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る
国
際
発

信
力
の
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
公
演
や
国
際
展
へ
の
出
展
、映
画
、メ
デ
ィ

ア
芸
術
の
海
外
展
開
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、「
国
際
文

「日本遺産（Japan Heritage）」
ロゴマーク
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化
交
流
に
祭
典
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

平
成
31
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
国
際
文
化
交
流
の
祭

典
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
」を
踏
ま
え
、
日
本
で
行
わ

れ
る
世
界
の
関
心
を
集
め
る
国
際
文
化
交
流
の
祭
典
の
実
施

を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
著
名
な
文
化
人
、
芸
術
家
等
を「
文
化
交
流
使
」

と
し
て
派
遣
し
、
日
本
の
優
れ
た
芸
術
文
化
を
広
く
世
界
に

発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
日
中
韓
3
か
国
か
ら
1
都
市
ず
つ
を
選
定
し
、
様
々

な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
都
市
間
で

交
流
を
行
う「
東
ア
ジ

ア
文
化
都
市
」事
業
等

の
実
施
を
通
じ
て
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
、
国
内
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
実
施
団
体
が
行

う
国
内
外
芸
術
家
の

滞
在
型
創
作
活
動
等

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
実
施
団
体
と
の
国
際
的
な
協
力
関
係
を
活
発
に
し
、

双
方
向
の
国
際
文
化
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
知
見
を
生
か
し
た
文
化
遺
産
国
際
協
力

を
推
進
し
、
人
類
共
通
の
財
産
で
あ
る
世
界
各
地
の
文
化
遺

産
の
保
護
に
貢
献
し
ま
す
。

博
物
館
・
劇
場
等
の
振
興

1 

博
物
館
の
振
興

博
物
館
は
、
歴
史
・
芸
術
・
民
俗
・
産
業
・
自
然
科
学
等
に

関
す
る
資
料
の
収
集
、
保
管
、
展
示
、
調
査
研
究
、
教
育
普

及
等
の
本
来
の
役
割
や
機
能
に
加
え
、
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
・

教
育
等
の
関
連
分
野
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地

域
の
文
化
振
興
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、「
文
部
科
学
省
設
置
法
」を
改

正
し
、
平
成
30
年
10
月
、
博
物
館
に
関
す
る
事
務
を
文
部
科

学
省
か
ら
文
化
庁
へ
移
管
し
ま
し
た
。
文
化
庁
は
、
博
物
館

全
体
を
所
管
す
る
立
場
か
ら
、
博
物
館
の
さ
ら
な
る
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
2
0
1
9
年
9
月
に
は
I
C
O
M（
国
際
博
物
館

会
議
）京
都
大
会
2
0
1
9
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会

は
、
諸
外
国
に
対
し
我
が
国
の
文
化
を
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
し
、

博
物
館
に
対
す
る
支
援
を
し
っ
か
り
と
推
進
し
ま
す
。

①
博
物
館
へ
の
支
援

博
物
館
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
博
物
館
活
動
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
学
芸
員
の
資
格
認
定
試
験
や
、
博
物
館
長
及

び
学
芸
員
等
を
対
象
と
し
た
専
門
的
な
研
修
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
が
地
域
住
民
の
文
化
芸
術
活
動
・
学
習
活

動
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
国
内
外
の
文
化
芸
術

の
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
充
実
す
る
よ
う
、「
博
物
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
未
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
継
承
・
発
信
事
業
」

や「
博
物
館
を
中
核
と
し
た
文
化
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
事
業
」

等
、
様
々
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
国
立
館
に
お
け
る
取
組

国
立
美
術
館
・
博
物
館
は
、
開
館
時
間
を
延
長
し
て
週
2

回
の
夜
間
開
館（
金
・
土
曜
日
は
20
時
ま
で
）と
、
そ
れ
に
連

動
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
・
野
外
シ
ネ
マ
な
ど
の
参
加
・
体
験
型
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
で
は
、
我
が
国
の
文
化
資
源
の

魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
む
来
館
者
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
プ
ラ
ン（
ト
ー
ハ

ク
新
時
代
プ
ラ
ン
）を
公
表
し
、
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

③（
独
）国
立
美
術
館
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
は
、
6
館（
東
京
国
立
近
代

美
術
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
、

国
立
西
洋
美
術
館
、
国
立
国
際
美
術
館
、
国
立
新
美
術
館
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
連
携
・
協
力
し
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
や
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
質
の
高
い
所

蔵
作
品
展
、
企
画
展
及
び
企
画
上
映
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
術
作
品
の
収
集
・
保
管
、
教
育
普
及
活
動
や
こ

れ
ら
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
通
じ
、
我
が
国
の
美
術
振
興

の
拠
点
と
し
て
、
国
内
外
の
研
究
者
と
の
交
流
、
学
芸
員
等

の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
、
公
私
立
美
術
館
へ
の
助
言
、

地
方
へ
の
巡
回
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④（
独
）国
立
文
化
財
機
構
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
は
、
国
立
博
物
館
4
館

（
東
京
・
京
都
・
奈
良
・
九
州
）を
設
置
し
、
貴
重
な
国
民
的

平成29年度文化交流使・種田道一氏による
能のワークショップ（スペイン・バルセロナ）

ミャンマーにおける考古技術移転に関する拠点交流事業
（写真提供：（独法）国立文化財機構奈良文化財研究所）
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財
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
有
形
文
化
財
を
収
集
・
保
管
し
て
広
く
観
覧
に
供
す
る

と
と
も
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
無
形
文
化
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
7

施
設
に
お
い
て
調
査
・
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
機
構
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
め
て
約
12
万
件

の
文
化
財
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
活
用

し
た
平
常
展
、
企
画
展
な
ど
と
と
も
に
、
平
成
30
年
7
月
に

開
設
し
た
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
で
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
の
取
組
を
通
じ
て
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文

化
や
東
洋
文
化
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
法
人
は
平
成
26
年
7
月
に「
文
化
財
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
本
部
」を
設
置
し
、
今
後
起
こ
り
得
る
大
規

模
災
害
に
対
応
し
た
文
化
財
等
の
救
出
・
救
援
体
勢
を
確
保

す
る
た
め
、
文
化
財
の
防
災
・
救
援
業
務
に
係
る
調
査
・
研

究
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤（
独
）国
立
科
学
博
物
館
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
は
、
科
学
系
博
物
館
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
自
然
史
・
科
学
技
術
史
に
関

す
る
調
査
研
究
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
標
本

資
料
の
構
築
・
継
承
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
成
果
を

展
示
や
学
習
支
援
活
動
に
活
用
し
て
、
国
民
の
自
然
科
学
や

科
学
技
術
に
関
す
る
理
解
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
法
人
は
、
平
成
30
年
10
月
に
文
部
科
学
省
か
ら

文
化
庁
に
所
管
が
移
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
社
会
教
育
施
設
と

し
て
の
役
割
に
加
え
、
同
法
人
の
有
す
る
人
材
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
等
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、
観
光
や
地
域
振
興
に
も
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
科
学
を「
文
化
」と
し
て
根
付
か
せ
る
機
運

の
醸
成
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
に
つ
い
て

国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
で
は
、
我
が
国
の
近
現
代
建
築

資
料
に
お
け
る
劣
化
、
散
逸
、
海
外
流
出
防
止
を
目
的
と
し

て
、
情
報
収
集
、
資
料
の
収
集
・
保
管
及
び
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
展
覧
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
建

築
文
化
に
対
す
る
国
民
へ
の
理
解
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
、
こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。http://nam

a.
bunka.go.jp/

）
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劇
場
・
音
楽
堂
等
の
振
興

①
劇
場
・
音
楽
堂
等
の
活
性
化

「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
24

年
6
月
公
布
･
施
行
）」を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
文
化
拠
点
で

あ
る
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
行
う
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
等
の

実
演
芸
術
の
創
造
発
信
や
専
門
的
人
材
の
養
成
、
普
及
啓
発

の
た
め
の
事
業
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
資
す
る
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
が

地
域
の
核
と
し
て
文
化
の
発
信
を
牽
引
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
多
言
語
対

応
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
人
が
文
化
芸
術
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
拠
点
づ
く
り
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

②
国
立
の
劇
場
に
お
け
る
取
組

国
立
劇
場（
国
立
劇
場
、
国
立
演
芸
場
、
国
立
能
楽
堂
、

国
立
文
楽
劇
場
及
び
国
立
劇
場
お
き
な
わ
）は
、
伝
統
芸
能

の
保
存
と
振
興
を
図
る
た
め
、
歌
舞
伎
、
文
楽
、
能
楽
、
大

衆
芸
能
、
組
踊
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
、
各
種
の
演
出
や
技
法

を
尊
重
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
古
典
伝
承
の
ま
ま
の
姿
で

公
開
し
、
国
民
が
伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
者
養
成
や
調
査
研
究
等

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
国
立
劇
場
は
、
現
代
舞
台
芸
術
の
振
興
と
普
及
を
図
る

た
め
、
国
際
的
に
比
肩
し
う
る
高
い
水
準
の
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、

現
代
舞
踊
、
演
劇
な
ど
の
自
主
制
作
の
公
演
を
行
い
、
国
民

が
現
代
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
代
舞
台
芸
術
の
実
演
家
等
の
研
修
や
調
査
研
究
等

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
劇
場
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文

化
振
興
会
が
行
っ
て
お
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
国
語
・
日
本
語
教
育
に

関
す
る
施
策
の
推
進

1 

国
語
施
策
の
推
進

国
語
に
関
す
る
問
題
は
、
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会（
前

身
は
国
語
審
議
会
）が
中
心
と
な
っ
て
検
討
を
行
い
、
様
々

な
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
国
語
の
表
記
に

関
し
て
、
一
般
の
社
会
生
活
に
お
け
る「
目
安
」又
は「
よ
り

ど
こ
ろ
」と
し
て
、「
常
用
漢
字
表
」「
現
代
仮
名
遣
い
」「
外

来
語
の
表
記
」な
ど
を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
平

成
26
年
2
月
に「「
異
字
同
訓
」の
漢
字
の
使
い
分
け
例（
報

告
）」、
28
年
2
月
に「
常
用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す

る
指
針（
報
告
）」、
30
年
3
月
に「
分
か
り
合
う
た
め
の
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
報
告
）」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
30
年
11
月
に
は
、「「
障
害
」の
表
記
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
考
え
方（
国
語
分
科
会
確
認
事
項
）」を
確
認
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
官
公
庁
に
お
け
る
文
書
作
成
に
つ
い
て
審
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
全
体
の
国
語
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、「
国
語
問
題
研
究
協
議
会
」の
開
催（
2
0
1
9
年

8
月
7
日
・
8
日
：
石
川
県
金
沢
市
、
8
月
22
日
・
23
日
：

http://nama.bunka.go.jp/
http://nama.bunka.go.jp/
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徳
島
県
徳
島
市
）や「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
実
施
、

加
え
て
、
文
化
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で「
国
語
施
策
情
報
」、

文
化
審
議
会
答
申「
敬
語
の
指
針
」に
基
づ
く
動
画「
敬
語
お

も
し
ろ
相
談
室
」、「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」に
基
づ
く

動
画「
こ
と
ば
食
堂
へ
よ
う
こ
そ
！
」の
公
開
な
ど
、
必
要
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
21
年
2
月
に
ユ
ネ
ス
コ
が
消
滅
の
危
機
に
あ

る
と
発
表
し
た
、
国
内
の
ア
イ
ヌ
語
な
ど
八
つ
の
言
語
・
方
言

及
び
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
被
災
地
の
方
言

の
実
態
把
握
と
保
存
・
継
承
の
た
め
の
調
査
研
究
や
、
そ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
も
引
き
続
き
、
調

査
デ
ー
タ
が
不
十
分
な
地
域
の
方
言
調
査
を
は
じ
め
、
危
機

言
語
・
方
言
を
抱
え
る
地
域
相
互
と
研
究
者
の
連
携
を
図
る

た
め
の
協
議
会
や
危
機
言
語
・
方
言
の
状
況
と
そ
れ
ら
の
価

値
を
認
識
す
る
場
と
し
て
の
サ
ミ
ッ
ト（
鹿
児
島
県
奄
美
市
）

等
の
開
催
、
被
災
地
方
言
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
取
組
支

援
、
加
え
て
ア
イ
ヌ
語
の
ア
ナ
ロ
グ
音
声
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
支
援
、
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
推
進
の
た
め
の

人
材
育
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

2 

外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
施
策
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
、
文
化
発
信
の
基
盤
と
し
て

の
日
本
語
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
に
日
本
語
教
育

小
委
員
会
を
設
置
し
、
外
国
人
が
日
本
社
会
の
一
員
と
し
て

日
本
語
を
用
い
て
円
滑
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
内
容

及
び
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
25
年
2
月
ま
で
に

「
日
本
語
教
育
の
標
準
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
つ
い
て
」等

五
つ
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
3

月
に
、
日
本
語
教
育
人
材
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
及
び

養
成
・
研
修
に
お
け
る
教
育
内
容
や
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
に
お
い
て

「
日
本
語
教
育
人
材
の
養
成
・
研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
報

告
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
平
成
31
年
3
月
に
は
、
日
本

語
教
師
の
活
動
分
野
と
し
て
生
活
者
、
留
学
生
、
児
童
生
徒

等
に
、
就
労
者
、
難
民
等
、
海
外
を
加
え
た
改
定
版
を
取
り

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
日
本
語
教
育
の
資
格
の
在
り
方
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度

は
、
日
本
語
教
師
の
資
格
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
日
本
語
教
育
の
標
準
や
日
本
語
能
力
の
判
定
基

準
に
つ
い
て
も
審
議
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
」等
を
活
用
し
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
日
本
語
教
育
の
実
施
等
を
支
援
す
る「
生
活
者
と

し
て
の
外
国
人
」の
た
め
の
日
本
語
教
育
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
日
本
語
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
方
公
共
団
体

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
日
本
語
教
室
の
開
設
を
支
援

す
る
ほ
か
、
日
本
語
教
室
の
設
置
が
難
し
い
地
域
に
住
む
外

国
人
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
日
本
語
学
習

教
材
の
開
発
な
ど
を
行
う「「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」の

た
め
の
日
本
語
教
室
空
白
地
域
解
消
推
進
事
業
」を
実
施
し

地
域
の
日
本
語
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
日
本
語
教
育
人
材
養
成
・
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

等
開
発
事
業
」を
実
施
し
、
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
人
材
の

資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
地
域
日
本
語
教
育
の
総

合
的
な
体
制
づ
く
り
推
進
事
業
を
実
施
し
、
地
方
公
共
団
体

が
関
係
機
関
等
と
有
機
的
に
連
携
し
、
日
本
語
教
育
環
境
を

強
化
す
る
た
め
の
総
合
的
な
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
事
業
に
お
け
る
取
組
の
優
れ
た
実
践

事
例
等
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
日
本
語
教
育
大
会
な
ど
を
通

じ
、
周
知
・
広
報
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

日
本
語
教
育
関
係
機
関
が
作
成
・
開
発
し
、
公
表
し
て
い
る

日
本
語
教
育
に
関
す
る
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ（
教
材
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
報
告
書
等
）に

関
す
る
情
報
を
横
断

的
に
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム「
日
本
語
教
育
コ

ン
テ
ン
ツ
共
有
シ
ス
テ

ム（
N
E
W
S
）」
を

運
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
難
民
に

対
す
る
日
本
語
教
育
、

日
本
語
教
育
に
関
す

る
調
査
・
調
査
研
究
等

の
取
組
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
著
作
権
施
策
の
展
開

今
日
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
伴
い
、
著
作

物
等
の
創
作
、
流
通
及
び
利
用
を
め
ぐ
る
状
況
は
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
制
度
や
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1 

海
賊
版
対
策
を
中
心
と
し
た
著
作
権
分
科
会
報
告
書

文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
に
お
い
て
は
、
社
会
の
要
請

を
踏
ま
え
、
著
作
権
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

第
18
期（
平
成
30
年
度
）に
お
い
て
は
、「
リ
ー
チ
サ
イ
ト

等
を
通
じ
た
侵
害
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
誘
導
行
為
へ
の
対
応
」や

「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
違
法
化
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
」を
は
じ
め 文化庁事業による地域の日本語教室の例
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と
す
る
著
作
権
等
の
適
切
な
保
護
を
図
る
た
め
の
措
置
の
ほ

か
、「
著
作
物
等
の
利
用
許
諾
に
係
る
権
利
の
対
抗
制
度
の

導
入
」を
は
じ
め
と
す
る
著
作
物
等
の
利
用
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
31
年
2
月
に

は
、「
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
報
告
書
」を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
リ
ー
チ
サ
イ
ト
・
リ
ー
チ
ア
プ
リ
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
を
侵
害
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
容

易
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
拡
散
を
助
長
す
る
蓋
然
性
の
高
い

場
・
手
段
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
リ
ー
チ
サ

イ
ト
を
運
営
す
る
行
為
や
リ
ー
チ
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
行
為
、

②
リ
ー
チ
サ
イ
ト
・
リ
ー
チ
ア
プ
リ
に
お
い
て
侵
害
コ
ン
テ
ン
ツ

に
係
る
リ
ン
ク
を
貼
る
行
為
等
の
双
方
を
規
制
し
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
侵
害
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
違
法
化
に
つ
い

て
は
、
現
行
法
上
既
に
違
法
と
な
っ
て
い
る
音
楽
・
映
像
以
外

の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ

る
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
の
取
扱
い
等

も
踏
ま
え
、
対
象
範
囲
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
ユ
ー
ザ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
違
法
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
た
も
の
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
違
法
と
な
ら
な

い
よ
う
に
確
実
に
担
保
す
る
と
と
も
に
、
特
に
刑
事
罰
に
つ
い

て
は
、
悪
質
性
の
高
い
行
為
に
限
定
し
て
適
用
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
著
作
権
分
科
会
に
お
い
て
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ

の
適
切
な
対
価
還
元
に
関
す
る
課
題
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
国
境
を
越
え
た
著
作
権
侵
害
行
為
に
対
す
る
対
応
の
在

り
方
、
著
作
権
保
護
に
向
け
た
国
際
的
な
対
応
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
著
作
物
等
の
利
用
と
権
利
の
保
護
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
著
作
権
制
度
や
流
通
の
在
り
方
を
審
議
し
ま
す
。

2 

平
成
30
年
改
正
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
た
対
応

平
成
31
年
1
月
1
日
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

進
展
に
対
応
し
た
柔
軟
な
権
利
制
限
規
定
の
整
備
や
教
育
の

情
報
化
に
対
応
し
た
権
利
制
限
規
定
等
の
整
備
を
行
う「
著

作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
一
部
の
規
定
を
除
い

て
、
関
連
の
政
省
令
等
と
と
も
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
の
情
報
化
に
対
応
し
た
権
利
制
限
規
定
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
2
月
15
日
付
で
、
教
育
機
関
の
設
置

者
が
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
を
支
払
う
単
一
の
団
体
と

し
て
一
般
社
団
法
人
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
等
管
理
協

会（
S
A
R
T
R
A
S
）を
文
化
庁
長
官
よ
り
指
定
し
ま
し

た
。
ま
た
今
回
の
法
整
備
を
契
機
に
、
教
育
関
係
団
体
と
権

利
者
団
体
と
の
間
で
継
続
的
な
議
論
を
行
う
た
め
の
場
と
し

て「
著
作
物
の
教
育
利
用
に
関
す
る
関
係
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が

平
成
30
年
11
月
27
日
付
で
設
立
さ
れ
、
①
授
業
目
的
公
衆
送

信
補
償
金
の
徴
収
事
務
等
を
含
む
補
償
金
の
在
り
方
、
②
教

育
現
場
に
お
け
る
著
作
権
に
関
す
る
研
修
や
普
及
啓
発
等
、

③
著
作
権
法
の
解
釈
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
④
補
償
金

制
度
を
補
完
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
環
境
等
に
つ
い
て
、
学
校
現
場

の
実
態
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
当
事
者
間
で
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

3 

著
作
権
の
円
滑
な
流
通
の
促
進

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
著
作
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
あ

い
ま
っ
て
、
著
作
物
の
流
通
形
態
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
著
作
物
の
流
通
促
進
の
観

点
か
ら
、
次
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①「
著
作
権
等
管
理
事
業
法
」の
的
確
な
運
用

著
作
権
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
著
作
物
等
の
利
用
者
の

便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
権
利
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

著
作
物
等
を
集
中
的
に
管
理
す
る
方
式
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う「
著
作
権
等
管
理
事
業
者
」に
対
し

て
、「
著
作
権
等
管
理
事
業
法
」に
基
づ
き
、
年
度
ご
と
の
事

業
報
告
の
徴
収
や
定
期
的
な
立
入
検
査
な
ど
を
行
い
、
適
切

に
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
監
督
を
行
い
ま
す（
登
録
事

業
者
数
：
28
事
業
者〈
平
成
31
年
3
月
1
日
現
在
〉）。

②
権
利
処
理
の
円
滑
化
に
向
け
た
取
組

著
作
権
者
等
の
所
在
が
不
明
の
場
合
に
著
作
物
等
を
適

法
に
利
用
す
る
た
め
の「
裁
定
制
度
」の
運
用
を
行
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
は
書
籍
に
お
け
る
著
作
物
や
放
送
番
組

に
お
け
る
実
演
な
ど
3
5
8
1
6
件
の
著
作
物
等
の
利
用

に
つ
い
て
裁
定
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
度
に

は
、
裁
定
制
度
の
利
用
円
滑
化
の
観
点
か
ら
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
等
が
裁
定
制
度
を
利
用
す
る
際
、
補
償
金
の

事
前
供
託
を
不
要
と
す
る
法
改
正
も
行
い
ま
し
た（
平
成
31

年
1
月
1
日
施
行
）。（
詳
細
は
こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/

seidokaisetsu/chosakukensha_fum
ei/index.

htm
l

）�

ま
た
、コ
ン
テ
ン
ツ
の
権
利
処
理
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
、
引
き
続
き
新
規
事
業
と
し
て「
コ
ン
テ
ン

ツ
の
権
利
情
報
集
約
化
等
に
向
け
た
実
証
事
業
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

4 

著
作
権
教
育
の
充
実

著
作
権
に
関
す
る
意
識
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
現
行
の
中
学
校
や
高
等
学
校

の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
著
作
権
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
で
の
講
習
会
の
開
催
や
教
材
の
作
成
・

http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/chosakukensha_fumei/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/chosakukensha_fumei/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/chosakukensha_fumei/index.html
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提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
習
会
は
、
国
民
一
般
、
都
道
府

県
等
著
作
権
事
務
担
当
者
、
図
書
館
等
職
員
及
び
教
職
員

を
対
象
と
し
て
毎
年
10
数
箇
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
材
は
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
著
作
権
学
習
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
指
導
事
例
集
、
大
学
生
や
企

業
を
対
象
と
し
た
映
像
資
料
、
初
心
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
、

著
作
権
Q
&
A
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
著
作
権
な
る
ほ
ど
質
問
箱
」

な
ど
を
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.bunka.

go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/

）
を

通
し
て
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

5 

国
際
的
課
題
へ
の
対
応

デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
伴
い
、
著
作
物

の
国
境
を
越
え
た
新
た
な
流
通
形
態
が
生
ま
れ
、
我
が
国
コ

ン
テ
ン
ツ
の
海
外
で
の
侵
害
形
態
と
し
て
、
C
D
、
D
V
D
等

い
わ
ゆ
る「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
海
賊
版
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
著
作
権
侵
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
応
し
た
適
切
な
海
賊
版（
違
法
複

製
物
）対
策
と
国
際
ル
ー
ル
の
構
築
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

①
海
外
に
お
け
る
著
作
権
侵
害
対
策

ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
、
我
が
国
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
ア
ニ

メ
、
音
楽
な
ど
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
一
方
で
、
こ
れ
ら

を
違
法
に
複
製
し
た
海
賊
版
の
製
造
・
流
通
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
が
、
放
置
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
権
利
者
が
海
外
に

お
い
て
適
切
に
権
利
執
行
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
目
的
と

し
て
、
主
に
以
下
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
）�政
府
間
協
議
の
場
を
通
じ
た
侵
害
発
生
国
・
地
域
へ
の

働
き
か
け

（
ロ
）�ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
政
府
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修

（
ハ
）�侵
害
発
生
国
・
地
域
に
お
け
る
一
般
消
費
者
を
対
象
と

し
た
普
及
啓
発
活
動

②
国
際
的
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
参
画

国
際
的
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
参
画
と
し
て
は
、
現
在

W
I
P
O（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）に
お
い
て
放
送
機
関
に

関
す
る
新
条
約
の
策
定
に
向
け
た
議
論
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
我
が
国
は
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

30
年
4
月
に「
盲
人
、
視
覚
障
害
者
そ
の
他
の
印
刷
物
の
判

読
に
障
害
の
あ
る
者
が
発
行
さ
れ
た
著
作
物
を
利
用
す
る
機

会
を
促
進
す
る
た
め
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約
」の
締
結
に
つ
い
て

国
会
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
10
月
に
加
入
書
を

寄
託
し
、
平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
同
条
約
が
我
が
国
に
お

い
て
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
12
月
30
日
に
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定（
T
P
P�

11

協
定
）が
、
平
成
31
年
2
月
1
日
に
日
E
U
経
済
連
携
協
定

（
E
P
A
）が
発
効
す
る
と
と
も
に
、
E
P
A
交
渉
等
に
お
い

て
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
著
作
権
等
関
係
条
約
の
締
結
を
働

き
掛
け
て
い
ま
す
。

宗
教
法
人
制
度
と
宗
務
行
政

我
が
国
に
は
、
多
種
多
様
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
宗
教
法
人
制
度
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
次

の
と
お
り
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
推
進

文
化
庁
は
、
都
道
府
県
の
宗
務
行
政
に
対
す
る
助
言
や
、

都
道
府
県
事
務
担
当
者
研
修
会
、
宗
教
法
人
の
た
め
の
実
務

研
修
会
の
実
施
、
手
引
書
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
宗
教
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、

毎
年
度
、
宗
教
界
の
協
力
を
得
て
宗
教
法
人
に
関
す
る「
宗

教
統
計
調
査
」を
実
施
し
、『
宗
教
年
鑑
』と
し
て
発
行
す
る

ほ
か
、
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
不
活
動
宗
教
法
人
対
策
の
推
進

宗
教
法
人
の
中
に
は
、
設
立
後
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ

て
活
動
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
、
い
わ
ゆ
る「
不
活
動
宗
教
法

人
」が
存
在
し
ま
す
。
不
活
動
宗
教
法
人
は
、
そ
の
法
人
格

が
売
買
の
対
象
と
な
り
、
第
三
者
が
法
人
格
を
悪
用
し
て
事

業
を
行
う
な
ど
社
会
的
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
ひ
い
て
は
宗
教
法
人
制
度
全
体
に
対
す
る
社
会
的
信
頼

を
損
な
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
と
都
道
府
県
は
、
不
活
動
状
態
に
陥
っ

た
法
人
に
つ
い
て
、
活
動
再
開
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
吸
収

合
併
や
任
意
解
散
の
認
証
に
よ
っ
て
、
ま
た
こ
れ
ら
の
方
法
で

対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
解
散
命
令
の
申
立
て

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
活
動
宗
教
法
人
の
整
理
を
進
め

て
い
ま
す
。
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皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？

情報ひろばホームページへGO！⇒ http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地 ： 〒100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関3 ─ 2 ─ 2
交通案内 ： 銀座線「虎ノ門駅」11番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13番出口 徒歩5分
開館時間 ： 月曜〜金曜10時〜18時

※入館は閉館の30分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料 ： 無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第2係
TEL：03─6734─2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ

「文部科学省 情報ひろば」新庁舎2階エントランスでは、文部科学行政に関する様々な展示と情報発信を行っています。この度、
2019年4月から新たに以下の大学・研究機関等による企画展示を開始しました。文部科学省への来省の際は是非お立ち寄りください！

［開催期間］2019年4月1日〜5月9日

広島大学
「世界初！アスベストを光らせて検出する装置」

広島大学では、アスベストに特異的に結合するタンパク質を作り出し
ました。このタンパク質を蛍光物質で修飾したものを使い、今までに比
べて迅速にアスベストを検出する方法（蛍光法）を開発したので、展示
して紹介します。

被災地でのアスベスト飛散をモニターする技術として貢献しており、
平成28年の熊本地震においても、開発したアスベスト検出技術を使っ
て、熊本地震の際に倒壊した建物から飛散アスベストを計測する活動を
行い、安全確認に貢献しています。

アスベストの社会問題の解決に向けて、建設業界や研究機関だけでな
く一般の方にも本技術を知ってもらい、将来的に国民の安全と安心につ
ながることを期待しています。

本技術は、平成24年度文部科学大臣表彰科学技術賞（開発部門）、
平成28年度環境賞（環境大臣賞）、平成29年度産学官連携功労者表
彰（環境大臣賞）を受賞しています。　

皆様のお越しをお待ちしております。
【主な展示物】 ◦アスベスト蛍光試薬
 ◦アスベスト蛍光検出器
 ◦アスベスト蛍光検出器の説明動画及び大学案内の上映

［開催期間］2019年4月1日〜5月10日

公立諏訪東京理科大学
球乗り型パーソナルモビリティ「オムニライド」

公立諏訪東京理科大学は、文部科学省における大学・研究機関等と
の共同企画広報として文部科学省エントランスにて下記のとおり企画展
示を実施いたします。

展示内容は本学で開発した、重心移動によって操縦可能なパーソナ
ルモビリティ「オムニライド」です。最大の特徴は、タイヤではなく一つ
のボールを使って移動することで、一方向を向いたまま前後左右どの方
向にも自由に移動できることから、"OMNIdirectional RIDE"と名付け
ました。

本展示では、オムニライド実機の展示のほか、パネル展示、走行の様
子がわかる動画展示を交えて紹介します。お越しいただいた皆さまに、
ものづくりの世界のやりがいや楽しさを知っていただく機会になれば幸
いです。

皆様のお越しをお待ちしております。
【主な展示物】 ◦オムニライド
 ◦オムニライドの走行動画
 ◦開発者による研究紹介動画

「文部科学省 情報ひろば」新庁舎２階エントランスにおいて
新たな企画展示を開始しました！
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